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序

JohnKeatsの詩におけるギリシア ･ローマ神話の影響の強さを否定する人はいまい｡

かれの最初の詩集 (『1817年詩集』)をひとたび描けば､読者はそこに古代の神話世界へ

の憧れが､若き詩人の詩への情熱や希望と一つに溶け合って溢れているのを見出すだろう｡

そしてポエジーの世界を統べる神アポローンが､文字通り詩人の守護神として天上に輝い

ているのを｡

だが､個々の作品解釈のためにその題材としての神話に目を向けた研究はあっても､キ

ーツと神話との関係そのものに焦点をあて､その詩世界全体にわたって影響のあり方を考

察した研究は､ほとんど行われてこなかった｡ 1キーツが詩に語る神話世界の情景や神々

の姿が､官能的快楽に満ちた楽園世界から､不安と苦痛に満ちた闇の世界へと変わるのは

いったいなぜなのか｡神話を語るその語り方もまた､遥かな世界への憧傍と共感から､神

々への内省的な問いかけやさらには神々の姿に仮託した自己との対話へと変化しているの

ではあるまいか｡そうだとすれば､それはなぜなのか､どういう意味を持つのか｡そうい

った問題が､キーツの詩人としての成長と関連付けて考察されることはなかったのである｡

本論文において私は､上のような観点に立ってキーツの作品に描かれた神々の姿をたど

り､キーツと古代ギリシア神話との創造的で生成する内的関係に分け入ることによって､

キーツの詩世界の核心に新たな角度から迫りたいと思う｡またその結果､19世紀はじめ

の英国における古代の伝統の影響を示す､極めて深く ｢個人的な｣ (時代と掛け離れてと

いう意味ではない)､興味深い実例を示すことができればと願う｡したがって私が目指す

のは､キーツの詩についての､NorthropFryeに代表されるような ｢神話批評｣ではない｡

つまり作品の中に ｢原型｣としての神話を探りだし､それによって作品に普遍的抽象的な

解釈を与えることではない｡ましてや個々の作品に登場する神話を拾い上げて､いちいち

その典拠をたどり､キーツの神話知識の詳細な地図を作ることでもない｡私が望むのは､

あくまでもキーツによって語り直される古代の神々の､キーツの作品の中での､キーツに

とっての意味の解明であり､いわばキーツによる神話解釈の解釈である｡ (そしてそれが

いかにキーツの詩についての態度と思索を鮮明に浮き上がらせてくれるかということが､

論を進めるにつれ明らかとなるだろう｡ ) A.H.Hardingがキーツとエルギン･マーブル

ズの出会いに英国ロマン派詩人と古代の神話との出会いの象徴を読み取って言う以下の言

葉は､ (彼が論じる解釈の歴史的意味においてではなく)純粋に詩の解釈の喜びという意
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味 において､そのままわれわれとキーツの語る神話との関係にあてはまるだろう｡

ThepointisthatElginMarbles.likethemythsretoldbyHomerorOvid

andagainretoldbylaterwriters,demanded,Stimulated,andrewarded

reinterpretation,thehermeneuticeffort.2

重要な点は､エルギン･マーブルズが､ホメロスやオウィディウスによって語り

直され､さらにまた後代の作家によって語り直された神話と同じく､再解釈を､

つまり解釈学的努力を要求し､挑発し､そしてそれに報いてくれるということで

ある｡

キーツの詩人としての歩みは､ポエジーの世界の栄光を一身に体現する神としてのアポ

ローンへの素朴で情熱的な (そしてしばしば畏敬の念に満ちた)憧憶から出発したと言っ

ても過言ではない｡第一章では､このキーツ初期のアポローン像に焦点をあてる｡キーツ

の詩に描かれるアポローンの音楽､あるいはアポローンの姿はどういうものなのかを知る

ことは､そのまま当時のかれが思い描く詩の理想を解明することになるだろう｡さらにま

た､月桂冠にまつわる数篇の詩を通して､キーツの詩人としての名声への野望とともに､

アポローンとの特別な関係についての思い入れが浮き彫りになるだろう｡

ところでキーツの神話との関係は､自然の美に対するかれの豊かな感受性を抜きにして

は語れない｡キーツは､古代の神々が自然の光景に霊感を得て生み出されたのだとするフ

ーズワスの解釈を､純粋に喜んで受け入れた｡ 3 みずからの想像力の自然との交感の体験

を通して､古代の神話の誕生を追体験する喜びを見出したのである｡それゆえかれの描く

自然が､いつしかニンフたちの戯れるアルカディアの光景と重なっていたとしても不思議

ではあるまい｡第二章では､そのような詩人と自然との関係の中に､キーツの神話へのア

プローチの特質を見る｡その結果､ "Istoodtip-toeuponalittlehill''をはじめ

Endymion に至る前期の詩に繰り返し語られる ｢月｣と孤独な詩人との関係が､キーツ

にとって自然の光景の詩人の想像力への働きかけの象徴にはかならないことが明らかとな

るだろう｡そしてこの月への特別の思いの中に､かれが最初の大作の題材としてエンデュ

ミオーンと月神セレ-ネーの神話を選んだ第一の理由があることを論証する｡
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第三章では､ Endymllon の全体の解釈を試みる｡わずかなエピソード的神話から､

四千行を越える長詩に仕立てられたキーツの 『エンデュミオーン』は､古代の神話の単な

る再話というよりはむしろキーツによる新たな神話の創造と言える｡ここには主題の神話

の他にさまざまな他のギリシア神話のモチーフが取り入れられ､話の筋も複雑に入り組ん

でいる｡そこから研究者たちはさまざまなテーマを取り出して部分的に論じてきたのだが､

私は 『エンデュミオーン』全体を貫くテーマが ｢愛｣であると考える｡そしてすべてのモ

チーフがエンデュミオーンの愛の成長の過程として解釈されることを､物語を丹念にたど

ることによって明らかにしたい｡

第四章では､キーツと神話との関係の新たな段階を示す作品として､"OdetoPsyche''

を取り上げる｡ここには古代の神話世界と自己との間の隔たりについての詩人の意識が働

いている｡そしてその隔たりと喪失の意識の上に立って,自己の想像力によって古代の女

神を再生させようとする決意を宣言するのがこの ｢プシューケーへのオーF｣なのである｡

われわれはこのオードの解釈を通して､キーツが古代の神との新たな内的関係を打ち立て

るさまを考案する｡そしてその結果､女神プシューケーが詩中で詩人自身の ｢魂｣へと内

面化されることを目撃するだろう｡

だが､■̀odetoPshyche"に認められる古代との時間的隔たりの意識は､なにもキーツの

後期の詩だけに見られるものではない｡ホメロスのチャプマン訳との出会い､大英博物館

でのエルギン･マーブルズとの出会い等､キーツは古代との興奮に満ちた､あるいは打ち

のめされるような出会いを綴った詩において､何千年という時間についての､あるいは長

い歴史の重みについての意識を､あるときはほとんど無自覚的に､またあるときは極めて

直裁に吐露してきた｡それは､繰り返し詩中にあらわれる大海のイメジに象徴されるよう

に､自己の存在の時間的な孤独についての意識､そして自己の死についての意識と不可分

のものである｡第五章では､このようなキーツの歴史的時間 (あるいは永遠)に対する意

識を､初期から後期にいたるさまざまな作品 (とりわけL̀onseeingtheElginMarbles,

HyPerion, "OdetoaNightingale"そして"OdeonaGrecianUrn")を通して解明す

る｡そしてさらに､ギリシア壷とオーケアノスの言葉を､孤独な時間意識に対する ｢慰め｣

の試みとして読み解くつもりである｡

最後に第六章では､ Hy♪erionと The Fallof Hyberion にそれぞれ描かれるム

ネモシュネーによるアポローンへの､またモネ一夕による ｢私｣への､人間や神々の苦悩

の歴史についての ｢記憶｣の伝授というレッスンに焦点を当て､そこから後期のキーツが

-3-



歴史や人生についてのより成熟した思索によってたどり着いた､詩人の理想像を導き出

したいと思う｡われわれはそれが､人間の苦悩についての知識を備えた哲学者としての詩

人の姿であることを見出すだろう｡この両作品においては古代の神々もまた､不安や絶望

といった極めて人間的な苦悩を体験しなければならないのはまさにそれゆえである｡キー

ツの詩の理想が､深い思考に基づきしかも美しく語られる哲学､この世の人々への ｢慰め｣

としての詩へと向かっていることが､ムネモシュネーとモネ一夕の言葉の解釈を通して明

らかとなるのである｡

このようにキーツの描く神々の姿をたどることによって､読者は神々が詩人の成長を如

実に反映し､その結果それらの持つ象徴的意味においてと同様､詩人との関係において変

化することに気付くだろう｡この変貌のもっとも顕著な､そしてもっとも重要な例が､ア

ポローンである｡われわれはHyi)erion に登場するアポローンのあまりの弱々しさ､神

となる不安と苦痛におののくその姿に衝撃を受けることだろう｡そしてそのアポローンの

誕生の苦しみは､TheFallofHyf)erionに至ると､夢想家としての詩人の分身とも

いうべき ｢私｣によって今度は真の詩人の誕生のための苦しみとして再現されるのであ

る｡キ-ツがHyperion の中でアポローンの登場に際して､`̀Apolloisoncemorethe

goldentheme!''(Ⅰ日,28)と語るとき､その"golden''はもはやアポローンの外見の美を称

えるものではなく､ ｢あらゆる詩歌の父｣(日Ⅰ,13)となるべきアポローンの内面的な成

熟を予言するものと言えるだろう｡そして"oncemore"という語に込められたキーツの思

いを含めて､このふたっの 『ヒュペリーオーン』の断片で描かれるアポローンの姿の持つ

深い意味を真に理解できるのは､初期の堂々たるアポローンの姿とその象徴する世界を見

てきた者だけの特権である｡そこで私は､キーツと神話の関係をめぐるこの探求を､真筆

な憧憶の対象としてキーツの初期の作品群に登場する､黄金の神アポローンから始めるこ

とにしたい｡
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第 - 章 ア ポ ロ ー ン - の 使̀ .l景

序 黄金の国の発見

若き詩人の眼前に､いまや広大なPoesyの世界が開けていた｡その世界の新たな発見は､

新大陸発見にも匹敵する感動をかれの胸に呼び起こした｡1816年10月､初めてホメロスの

チャプマン訳を目にした時､キーツは即座に-篇のソネットを綴って言う- ｢朗々と大

胆に｣歌うチャプマンの翻訳を通して､いま初めて ｢ホメロスの領地｣の ｢晴朗に澄んだ

空気を吸った｣｡その喜びと驚嘆は､新星を発見した天文学者や､西欧人で初めて太平洋

を望見した探検家が味わった興奮にも等しいのだと｡このソネットの書き出しにおいて､

キーツはポエジーの新世界への自身の旅を､ ｢黄金の領域｣を経回る旅になぞらえて歌う-

MuchhaveItravell'dintherealmsofgold,

Andmanygoodlystatesandkingdomsseen;

RoundmanywesternislandshaveIbeen

WhichbardsinfealtytoApollohold..

("OnFirstLookingintoChapman'sHomer,M1-4)

さまざまな黄金の領域を私は旅し､

幾多の立派な領土王国を目にした｡

アポローンに忠誠をたてる詩人たちの治める

西方の島々も巡ってきた..

この詩には､単にチャプマン訳のホメロスとの出会いだけではなく､これまでのキーツ

のポエジーの世界との出会いが - さらに後半部を含めれば､Bateの指摘するように､地

理や歴史､天文等の分野を含めた書物との出会いのすべてが - ｢集約｣されていると言

える｡ -ここでかれが見たという ｢立派な領土王国｣とは､わけてもホメロスやウェルギ

リウスの世界をはじめとする古代ギリシア ･ローマの神話の世界を指すOまたそれに対す

る ｢西方の島々｣とは､ (ギリシアは無論､東方世界であるゆえ)英国の詩人達の世界を

意味するだろうoそしてこのポエジーの世界を治めているのが､ギリシアの神アポローン
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である｡

｢最もギリシア的な神｣と呼ばれるアポローンは､極めて多くの顔を持つ神でもある｡3

だがキーツにとってのアポローンは､なによりもまずポエジ-の世界､そしてその栄光を

象徴する神であった｡実際アポローンの名を詩歌の神として用いることは､エリザベス朝

以来英文字におけるコンヴェンションの一つにもなっていたoたとえばスペンサーは､小

さな ｢蚊｣として歌う軽やかな己の詩を始めるにあたってこのように語る-

ThegoldenoffspringofLatonapure,

AndornamentofgreatJove'sprogeny,

Phoebusshallbetheauthorofmysong,

Playingonivoryharpwithsilverstrung

Heshallinspiremyversewithgentlemood

Ofpoet'sprince..

活きレートーの産みし黄金の子､

偉大なるユーピテルの子孫の誉れたる､

ポイボスこそがわが歌の作り主とならん､

銀の弦を張れる象牙の琴をかきならしつつ｡

詩人の王子たる穏やかなこころもて

わが歌の霊感を授けたまわらん..

(…virgil'sGnat,=13-18).i

己の詩の霊感を授ける真の詩の ｢書き手｣("author")は､アポローンだと言うのである｡

だがそれはギリシアの古代以来詩人たちが行ってきた､詩想 (インスピレーション)を授

けるムーサ (ミューズ)への祈願を踏襲したものに過ぎない｡これに続いてスペンサーは､

己の"softMuse''(51)が､ ｢ポイボスのやさしい許しを得て｣(52)心楽しく歌うのだという

言い方もしているのである｡エリザベス朝詩人たちにとって "PhoebusMあるいは"Apollo"

は､それが太陽の美しい雄大な姿を表現する､太陽神の名であるというのと同じレベルに

おいて､音楽の神でありまた詩歌の神であったと言える｡ 4
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ところがキーツの場合アポローンは､この世の詩人たちを､従ってかれ自身をも見守り

照らす詩神として､現在に生きていた｡つまりキーツとアポローンとは､内的な関係によ

って深く結ばれていたと言ってよい｡そしてそのことがわれわれをいま､かれとアポロー

ンとの関係の考察へと向かわせるのであるOその内なる関係とは､ではいったいどのよう

なものなのか｡

キーツの詩中にアポローンの姿がさかんに登場するのは､かれの詩作の初期にあたる､

1815年から1817年春にかけての時期である｡それは病院付属の医学校の学生であり後には

外科医の助手も勤めていたかれの関心が､ポエジーの世界へと大きく傾き､やがて話人と

して人生を歩む決意を固める時期と重なる｡初捌 こ引用した､1816年秋のソネットの詩行

を思い出してみたい｡そこには単にチャプマン訳のホメロスとの出会いの興奮のみならず､

ポエジ-という ｢黄金の領域Jへの新たな船出の初/7しい希望が溢れているOそしてこの

時期､詩-のかれの熱い思いは､その国の王たるアポローンへの素朴な憧慣となって歌い

出されるのである｡ポエジーの世界が ｢黄金の領域｣とよばれる理由は､もはや言うまで

もあるまい｡

伝統的に､そして当然キーツの詩においても､アポローンは黄金の光に包まれている｡

アポローンを描いたかれの最初の詩､1815年の "OdetoApollo"では､神は ｢西方の黄金

の広間｣に座して､古来の詩人たちの音楽に耳を傾けているOまた約2年後の同じくアポ

ローンへ向けての詩は､次のような呼びかけで始まる -

Godofthegoldenbow,

Andofthegoldenlyre,

Andofthegoldenhair,

Andofthegoldenfire,

Charioteer

Roundthepatientyear- ("Godofthegoldenbow了 1-4)

黄金の弓を持てる､

黄金の竪琴を持てる､

黄金の髪を持てる､

黄金の炎を持てる神よ､
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たゆみなき年を巡る

御者よ -

Evertも指摘するとおり､ここでは伝統的には"silverMであったアポローンの弓すらも

"golden"に変わっている0 5"Golden"は､いうまでもなく太陽の輝きを意味する｡光に包

まれたその姿は､天駆ける黄金の馬車の ｢御者｣､すなわち太陽神アポローンの姿なので

ある｡

このようにアポローンのすべてが黄金の光に輝いているその結果として,逆に"golden"

という一語によって､その背後にアポロ-ンの存在を示唆することが可能となるOたとえ

ば1817年に出版された最初の詩集 (以下､『1817年詩集』とする)の代表作の一つ "Istood

tip-1tOeuponalittlehill''の中では､いにしえの詩人がエンデュミオーンと月女神の

物語の霊感を得た瞬間が､次のように描かれている｡

SoinfinewrathsomegolderlSOundshewon

AndgavemeekCynthiaherEhdymion. (203-4) [italicsmine]

こうして義憤に燃えて詩人は草金の調べを得､

内気な月姫にかのエンデュミオーンを与えたのだ｡

これが元の清書原稿では､先のスペンサ-の詩により近い形で､"Sofrom Af)ollo's Lyre

aTorlehewon‥ ."[italicsmine]と読 まれ るのであ る｡ 6 アポロ ーンの支配するポ

エジーの世界の発見が､それゆえキーツにとって文字通り ｢黄金の国｣の発見であったわ

けである｡

ところで､先のソネットに描かれているような新世界の光景､とりわけ広大無辺の海と

そこに浮かぶ島々の風景は.ポエジーの世界を表すイメジとして､その後もキーツのここ

ろに生き続ける｡それは同じく 『1817年詩集』の代表作"SleepandPoetry"の中では､今

度は読書よりもむしろかれ自身の創作によってこれから向かうべきポエジーの世界､すな

わち混沌たる未来のイメジとして登場する -

Anoceandim,sprinkledwithmanyanisle,
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Spreadsawfullybeforeme. Howmuchtoil!

Howmanydays!whatdesperateturmoiH

EreIcanhaveexploreditswideness. ("SleepandPoetry.M306-9)

遥かにかすむ大海が,多くの島々をちりばめて､

わたしの前に厳かに横たわっている｡どれほどの労苦 !

どれだけの歳月 ! どんな激しい混乱が待ち受けていることか !

わたしがその広がりを極めるまでには｡

いま､ポエジーの世界は ｢荘洋たる大海｣のごとく､これから探求されるべき多くの未

知の領域を含む世界として厳かに横たわっていた｡その広大さの前に恐れを感じながらも､

遥かなる ｢黄金の国｣への強い憧れ､その島々を経回る ｢旅｣への欲求が､キーツのここ

ろを捕らえている｡そしてかれの眼前には､その世界の栄光のすべてを体現して､燦然と

輝くアポローンの姿が浮かび上がるのであるO

実際､ 『1817年詩集』を播くと､そこにはアポローンに対する文字通 り ｢信仰｣と呼べ

るほどの憧情が溢れている.詩人のこのようなアポローンへの帰依は､ポエジーの世界に

対するかれの熱狂､すなわち新世界の発見のみずみずしい感動とまさにひとつのものなの

である｡

さて､それではアポローンは､キーツの詩にどのような形で登場し､どんな意味を担う

ことになるのであろうか｡ポエジーの世界がそのままアポローンの国であってみれば､キ

ーツの描くアポローン像が､かれのポエジー観そのものと密接に関わっていることは､い

まさら強調するまでもあるまい｡キーツの描くアポローンは､その本質においてあくまで

もキーツ独自のアポローンであり､いわばかれの詩世界の地理を写し出す鏡なのである｡

そこで以下に､ポエジーの世界の発見の興奮が､アポローンへの熱狂として極めて素朴

に､直接的な形で作品に現れる最初期､つまり1815年から1817年春にかけての作品群を中

心に､キーツのアポローン像を探求したいと思う｡すなわち話中のアポローン像に焦点を

定め､そこに託された詩人の想いを読み角牢くことによって､この時期のキーツのポエジー

観を浮き彫りにすることが､本章のねらいである｡
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1 アポローンの調べ一 夕への歌

キーツにとってポエジーの歴史は､ホメロスに代表される古代ギリシアの時代から､ウ

ェルギリウスをへて英国のエリザベス朝へと､ひとつながりにつながっていた｡いや､む

しろそれは歴史というよりも､過去の詩人たちのすべてが､共に現在のこの瞬間に生きて

いるという感覚と言ったほうが近いかも知れない｡

われわれが､キーツの最も初期の作品のひとつである "OdetoApollo"において見るの

は､そのような超時間的な空間において､ホメロスとウェルギリウス､そしてシュイクス

ピア､ ミル トン等々が,アポローンを取り巻いて競演するあり様である｡まさに今､それ

らの大詩人たちが､黄金の広間に座するアポローンを前にして各自の竪琴を取り上げるの

だと､詩人は語りはじめるoあたかも､己の眼前に進行する光景を忠実に報告する者のご

とく､そしてほかならぬアポローンへ向けて -

Inthywesternhallsofgold

Whenthousittestinthystate,

Bards,thaterStSublimelytold

Heroicdeeds,andsungoffate,

Withfervourseizetheiradamantinelyres,

Whosecordsaresolidrays,andtwinkleradiantfires.

("OdetoApollo,"卜6)

その西方の黄金の広間にて

あなたがその玉座に座し給うとき､

その昔､歌声も気高く英雄たちの功績を語り

ひとの運命をも歌いし詩人たちが､

熱情にかられて取り上げる､堅き光線よりなる､

燦然たる炎きらめく弦を持つ､堅牢無比なるおのが竪琴を｡

ここで過去の詩人たちの歌がかれらの演奏する音楽として描かれるからといって､いま

さら詩と音楽とが元来ひとつのものであるなどと､とりたてて言う必要があるだろうか｡
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ましてやアポローンは､音楽の神でもある｡それゆえ､ ｢美しい音楽である｣というため

だけに､シェイクスピアはアポローンの名を持ち出したりもしたのだ0 7 ではキーツにと

ってアポローンの音楽は､いつ､どんなふうに耳に届き､どんな音色をしていたのだろう｡

そう言う間にも､演奏会は始まろうとしている｡まずはこのアポローンの神殿で奏される

音楽に､しばし耳を傾けることにしたい｡

さて､第-番目の奏者は当然ホメロスである｡かれが ｢その道しい両の腕で､戦を語る

轟く琴を打ち鳴らす｣(7-8)と､次には ｢ウェルギリウスの竪琴の荘重甘美なる音色が､

美しき調べとなってあなた[アポローン]の神殿に響き渡る｣(13-4)｡そしてしばしの沈黙

の後に､ミル トンの雷鳴のごとき音楽が轟くと-

Breathlessthelaurel'dpeers:

Normove,tillMilton'stunefulthunderscease,

Andleaveoncemoretheravish'dheavensinpeace. (20-23)

月桂冠を戴きし同輩たちは息もつけず､

また身動きすらできぬ､ミル トンの旋律豊かな雷鳴の鳴り止むまで､

その響きに魅了されし諸天のふたたび静けさを取 り戻すまで｡

次にアポローンは, ｢シェイクスピアにむかって(指揮の)手を振るようにと命じる｣

(24)｡するとすぐさま ｢情念の化身たち｣のおそろしき一団 (つまりかれの劇の登場人物

たち)が飛び出してきて､各自がおのれ自身を支配する ｢気性｣にもっともふさわしい弦

を震わせる(25-28)｡シェイクスピアに続いては､スペンサーが ｢銀の トランペ､ソトを吹

き鳴らし｣(30)､ ｢アイオロスの竪琴｣つまり風琴が風に震えて繊細な音色を響かせた後

に､タッソーの ｢熱烈な歌｣､またそっと爪弾くやさしい調べが流れる(36-41)｡だが､

この競演の最後を飾るのは､ほかならぬアポローンみずからが､ムーサたちと共に奏でる

音楽であるo

ButwhenThotljoinestwiththeNine,

Andallthepowersofsongcombine,

Welistenhereonearth:

-11-



Thedyingtonesthatfilltheair,

Andcharmtheearofeveningfair,

Fromthee,greatGodofBards,receivetheirheavenlybirth. (42-47)

されどあなたが九人のムーサたちに加わり､

歌のもつ力のすべてがひとつに合わされるとき､

この地上にてわれらは聞き入る｡

中空に満ち 麗しき夕べを魅了する､

かそけくも消えゆく調べ､

それは､歌人たちの大いなる神よ､あなたから天の息吹を与えられしもの｡

なるほど詩人たちは､それぞれに特色豊かな､諸天をも魅了する音楽を鳴り響かせた｡

だがこのアポローンの音楽は､ ｢歌のもつ力のすべてがより合わされ｣たものである｡当

然ながらアポローンの音楽は､この世のあらゆる音楽に優るのである｡かつて 『恋の骨折

り損』のベロウンは､ ｢恋｣を称えて､ ｢その髪で弦をはりし､輝けるアポロンのリコー

トのごとく/甘美で調べ麗しい｣("assweetandmusical/AsbrightApollo'slute,

strungwithhishair…)と語ったものだが､ 8黄金の竪琴から紡ぎ出されるその至上の音

楽は､地上で聞き入るわれわれの耳に､いったいどのように聞こえてくるのだろうか｡

しかし残念ながら､そのような天上の音楽がわれわれ人間の耳に直接響くことはあるま

い｡キケロが ｢スキビオの夢｣の中で語ったように､めぐる天球の生み出す音楽が決して

われわれの耳には感じられぬのと同じように｡ 9 『ヴェニスの商人』のロレンゾもまた､

そのことは承知していたのだ｡それでもなお､かれは月光の降り注ぐ美しい夜のしじまに

耳を澄まし､天の ｢妙なる音楽｣("sweetharmorly")を聞き取ろうと恋人に語りかける-

Ilowsweetthemoonlightsleepsuponthisbank!

Herewillwesit,andletthesoundsofmusic

Creepinourears- Softstillnessandthenight

Becomethetouchesofsweetharmony:

SitJesica,- lookhowthefloorofheaven

lsthickinlaidwithpatensofbrightgold,
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There'Snotthesmallestorbwhichthoubehold'st

Butinhismotionlikeanangelsings,

StHlquiringtotheyoung-ey'dcherubins...川

なんて美しい月の光がこの程の上に眠っているのだろう!

ここに座って､かそけき楽の音を僕たちの耳に

忍び込ませよう- この夜を包むやさしい静けさは

妙なる音楽の響きを聞くにふさわしいO

お座りよ､ジェシカー 見てごらん 夜空の床一面に

きらきら光る金の皿がちりばめられている

君の目に映るどんな小さな星も

めぐりながら天使のように歌っているんだ､

瞳涼しい智天使たちといつも声を合わせて..

だが､そのような天の調べは､けっして肉体に包まれたわれわれの耳には届かないのだと

ロレンゾは続ける-

Suchharmonyisinimortalsouls,

Butwhilstthismuddyvestureofdecay

Dothgrosslycloseitin,wecannothearit...(V,i,63-65)

そんな美しい苦楽が不滅の魂の中には響いているんだ､

だけどこのやがては朽ち果てる泥の衣が

それをすっぽりと閉じ込めているあいだは､僕たちの耳には聞こえない.

なるほど肉体の耳には聞こえなくとも､しかしその想像力によって､夜空を見上げるロ

レンゾは､星々の奏でる調べが一つの調和ある音楽("sweetharmony'')となって大空に響

きわたるのを聞いている｡そしてキーツもまた､夕映えに染まる空を眺めながら､アポロ

ーンの音楽が大気を震わせるのを確かに感じているのだ｡その音楽は､今まさに黄金色に

輝く ｢中空に満ち,麗しき夕べを魅了｣している｡それは実は､夕べの風によって運ばれ
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来る ｢かそけくも消えゆく調べ｣("Thedyingtones")である｡自然の生み出すそのかす

かな調べの中に､キーツは ｢妙なる天の息吹｣を吹き込んだアポローンの存在を､そして

その音楽を感じ取っている｡おそらくは後に"OdeonaGrecianUrn"で語られるような ｢

耳には聞こえぬ音楽｣(ll)を､かれはそこに聞いているのだろう｡

澄みわたった静かな夜("softstillnessandthenightM)が､天球の生み出す ｢妙なる

音楽｣を聞くのにふさわしいとすれば､アポローンの音楽に耳を傾けるにふさわしい時は､

やはりキーツの言うように夕暮れの時刻ではなかろうか｡金色に輝く夕暮れは､太陽の壮

麗な美しさを最も身近に感じさせる時である｡すでにEvertも指摘する通り､夕暮れはキ

ーツにとって､まさにアポローンの時､アポローンの歌声の聞こえる時なのである｡日

だが､いかに美しい夕暮れであっても､そのとき詩人の魂が ｢かそけくも消えゆく調へ｣

に対して聞かれているのでなければ､決してそこにアポローンの歌を聞き取ることばでき

まい｡長い医学生としての研修を終えた翌1816年の夏､初めて海辺の保養地マーゲイトに

休暇に出かけた時､キーツは喧騒に満ちたロンドンでの生活を振 り返り､己の詩的感受性

が鈍ってしまっていたことを嘆いて言う-

ThatishouldneverhearApollo'ssong,

Thoughfeatherycloudsweref一oatingallalong

Thepurplewest,andtwobrightstreaksbetween,

Thegoldenlyreitselfweredimlyseen..

("ToMyBrotherGeorge,M9-12)

羽毛のごとき雲は深紅に染まる西空を

おぼろげに黄金の竪琴も見えたのに､

アポローンの歌を決して聞くことがなかったとは.

どんなに美しい夕空を見てもアポロ-ンの歌が聞こえなかったと詩人は嘆くが､しかし

それがわれわれのふつうの状態ではあるまいか｡つまり自然の ｢かそけき音｣の中にアポ

ローンの妙なる音楽を聞き取るには､日常の世界を越え出た魂の静譜と､研ぎ澄まされた

感受性が必要なのである｡そうしてはじめて､人間の耳には届かぬはずのアポローンの音
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楽が､地上の､肉体に閉じ込められたわれわれの魂の中で､霊妙な響きをたてると言える

のだろう｡

だがそのように希有な至福の瞬間が､確かに詩人には訪れるときがあるのだ｡上の嘆き

の後に､キーツはこう続けている -

Buttherearetimes,whenthosethatlovethebay,

Flyfromallsorrowingfar,faraway;

Asuddenglowcomesonthem,r10ughttheysee

lnwater,earth,orair,butpoesy. (19-22)

だがときにはあるのだ､月桂樹を愛する者たちには､

あらゆる悲しみからとおく､とおくほなれて飛び去り､

突如としてこころ燃え立ち､水にも,地にも､大気にも､

ポエジー以夕上 何も見えなくなるときがO

｢ポエジー以外､何も見えなくなるとき｣､詩人の臼に映るのはいったいどのような世

界か｡ここでキーツが描くポエジーの世界は､中世の城や騎士たちのイメジが入り混じっ

た､極めて素朴なものに過ぎない｡だが､詩人や詩の世界が特別のものだというかれの若

い､真筆な思いは読者にまっすぐに伝わって来る--

.whenaPoetisinsuchatrance,

Inairheseeswhitecourserspaw,andprance,

Bestriddenofgayknights,ingayappa一-el,

Whoateachothertiltinp一ayfulquarrel,

Andwhatwe,ignorantly,sheet-lightningcall,

Istheswiftopeningoftheirwideportal,

Whenthebrightwarderblowshistrumpetclear,

WhosetonesreachnoughtonearthbutPoet'sear. (25-32)

.そんな悦惚の境に詩人が至るとき､
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中空には白い駿馬が蹄で地を打ち､跳ねるのが見え､

馬上には華やかに装った､陽気な騎士たちが､

戯れの争いに槍をさし交わす､

またわれらが無知にも､雷光の幕と呼ぶものは､

かれらを迎えて素早く開く大門で､

そのとき輝く姿の門番が 高らかにトランペットを吹き鳴らす､

その音色は詩人の耳以外には 地上のだれにも届かない｡

こうして天上の大門が開かれ､ ｢詩人以外の耳には届かぬ｣トランペットが高らかに鳴り､

騎士たちは華やかな大広間の中へと入って行く｡そして詩人の目はその天上の宴のさまを

見､またそのはるか向こうに木立を - だがその木立の中の花々は見ることができない､

｢そんなことをしたら詩人は地上の蓄蔵と仲違いをするとアポローンはご存じだから｣

(45-6)- そしてさらには清らかな天の泉を望見する｡

アポローンの歌が聞こえるとき､詩人の目は､こんなふうに天空にさまざまなヴィジョ

ンを見るのだとキーツは語っているのである｡そしてそのような時､おそらく詩人自身の

唇から､美しい歌が紡ぎ出されるのだろう｡ ｢アポローンの歌が聞こえる｣とは､すなわ

ち詩人に詩的霊感 (インスピレーション)が訪れるということ､そして詩が生まれるとい

うことなのだ｡従ってこの詩のはじめの詩人の嘆きを逆から説明すれば､次のように言え

るだろう一 詩人の魂が穏やかに澄んでいる時には､金色に輝く夕空と､かすかに響き来

る自然の苗が.詩人の魂に詩的霊感を吹き込むのだと｡

ここでわれわれは､キーツがその詩作の最初期においてすでに魂と自然との微妙な交感

に詩的想像力の源泉を見ていたことを注目すべきだろう｡詩的霊感は､ふいに､外界から､

そしてしばしばなにか自然の音を伴って詩人を訪れる｡同年秋の ｢眠りと詩｣の語り出し

に描かれるのも､そのようにしてポエジーについての思い (それはここでは詩的霊感とほ

ぼ同義である)が自然の中から湧き起こるさまである｡かれによれば､それは ｢恐ろしい

雷の轟き｣("fearfulclapsofthunder")や､ ｢地の底からの低い地鳴りの音｣("low

rumblingsearth'sregionsunderM)のようにやってくることもあるという｡ ｢またとき

には - ｣と､詩人はさらにこう続ける-

Andsometimeslikeagentlewhispering
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Ofallthesecretsofsomewond'rousthing

Thatbreathesaboutusinthevacantair-,

Sothatwelookaroundwithpryingstare,

Perhapstoseeshapesoflight,aeriallymning,

Andcatchsoftfloatingsfromafainトheardhymning..

("SleepandPoetry,''29-34)

またときには 虚空の中 われらのまわりに息づく

なにか不思議なものの秘密のすべてを明かす

やさしい噴きのようにやってくる｡

そこであたりをくいいるように見回すと､

さまざまな淡い光の影が見え､かすかな聖歌の調べの中に､

柔らかくたゆたうものが捕らえられよう..

とうてい言葉では言い表しえないものを伝えようとして､キーツはこのように言葉をつ

いでゆく｡そこからわれわれに伝わるのは､ポエジーの訪れが､いかに捕らえがたい､か

すかなものであるかということだ｡普段のわれわれの目や耳には､なにもない ｢虚空｣

("vacantair")にすぎないところから､突如として､ ｢不思議なるものの秘密のすべてを

明かす噴き｣が､また ｢かすかな聖歌｣の歌声が聞こえてくる｡そうして見開かれた詩人

の目には､おぼろげな ｢光よりなる姿形｣､ ｢柔らかにたゆたうもの｣が映るのである｡

このように捕らえがたいかすかな音や姿は､いわば魂の目､魂の耳によって初めて感知さ

れるものだろう｡

自然の楽園的なたたずまいに加えて､その自然の生み出すさまざまな音からなるやさし

い音楽は､当時のキーツにとっては､このようにアポローンの世界の扉を開くものであっ

た｡同じ秋に書かれたソネットの一つは､夕暮れに響く自然の調べが､かれの愛読する過

去の詩人たちの歌声と同じく､詩作に向かうこころをかき乱すどころか､ ｢心地よく調和

のとれた一つの旋律｣(…apleasingchime‥)となって鳴り響くのだと語っているoそのよ

うに詩人の想像力を鼓舞するものとして､キーツは ｢夕べの貯える数限りなき苦｣を次の

ように書き並べる-
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Thesongsofbirds- thewhispringoftheleaves-

Thevoiceofwaters- thegreatbellthatheaves

Withsolemnsound,- andthousandothersmore,

Thatdistanceofrecognizancebereaves,

Makepleasingmusic,andnotwilduproar.

("Howmanybardsgildthelapsesoftime,M10-14)

烏たちの歌 - 木の葉のささやき一

水の声 一 大鐘のうねり来る

厳かな音､ 一 離れていてはさだかには聞こえぬ､

その他さまざまな苗､それらが心地よい音楽を

織りなすのだ､荒々しい騒音とはならずに｡

夕暮れの風が運び来るこれらの自然の苗 (教会の鐘の昔も含めて)の数々は､けっして

｢荒々しい騒音とはならずに｣､互いに調和し合い､ひとつの ｢心地よい音楽｣を織りな

すのだとキーツは言う｡このようにしてわれわれが自然の中にひとつのハーモニーを聞き

取るとき､その調べこそ､かの ｢甘美で調べ麗しき｣("sweetandmusical")アポローン

の音楽を想起させるものではあるまいか012 "odetoApollo''の最後に語られていたよう

に､それら自然の苗のすべては､アポローンによって､その ｢天の息吹｣("heavenly

birthM)を与えられたものなのだから｡

結局アポローンの音楽とは､詩人に霊感を吹き込む､そのように恵み深い自然のハーモ

ニーに他ならないのであるまいか｡それは詩人の耳には天の妙なる調べとなって響き､そ

の日にはさまざまなヴィジョンを与える｡つまりインスピレーションそのものだと言って

もよいだろう｡そしてこのアポローンの音楽に聞きいるのに最もふさわしい時刻が､おそ

らくキーツにとっては夕暮れ時であったのだ｡

2 アポローンの姿一 黄金の御者

アポローンという神は､古代以来､何よりもその美しい姿において芸術家たちの崇敬の

対象であった｡ではキーツが見たのは､どのようなアポローンの姿であったのか｡詩人の
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魂が夕暮れの風の中にアポローンの妙なる音楽を聞いているその至福の時間の体験を､わ

れわれはエンデュミオーンの口をとおして聞くことができる｡キーツの描くエンデュミオ

ーンは､日没の光景の素晴らしさゆえに､ある森の一隅へとしばしば夕べを過ごしに通っ

たという｡そこで目にした堂々たるアポローンの姿を､エンデュミオーンは妹にこう語っ

て聞かせている-

...thesununwillingleaves

Sodearapictureofhissovereignpower,

AndIcouldwitnesshismostkinglyhour,

Whenhedothtightenupthegoldenreins,

Andpacesleisurelydownamberplains

Hissnortingfour... (Endyml'on,I,5471552)

.太陽はおのが至高の刀を示す

その見事な光景をしぶしぶ後に立ち去りゆく､

それは太陽がもっとも堂々たる姿を現す時刻だった､

かれは黄金のたずなを引き､

息荒い四頭の馬を御して

琉和色の平原をゆっくりと下ってゆく.

ゆっくりと沈み行く ｢太陽｣の姿を眺めながら､エンデュミオーンの目は､そこに黄金

の馬車を御して下り行くアポローンの雄姿を見ている｡西空に向かってたたずみ､アポロ

ーンの歌に耳を傾ける詩人自身の姿がそこに重なる｡"Apollo"よりもむしろ"Phoebus''(輝

ける者)の呼称を好んで用いたスペンサーにおいて多くの場合そうだったように､キーツ

の詩においてもまた､アポローンは､太陽神の姿をして現れることが多い｡上の 『エンデ

ュミオーン』の習作とも言える ｢丘の上につま立ちて｣の中にも同様の光景が見られる｡

月女神の婚礼の夜を迎えようとするその夕暮れの描写である｡今まさに太陽は海に沈まん

とする時､その光景の雄大な美しきが､女神を振り返り微笑するアポローンのイメジによ

って見事に捉えられている -
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Wheredistantshipsdoseemtoshowtheirkeels,

Phoebusawhiledelayedhismightywheels,

Andturnedtosmileuponthybashfu]eyes,

Erehehisunseenpompwouldsolemnize.

("Istoodtip-toeuponalittlehill,M211-14)

とおくに浮かぶ船が 底の竜骨を見せているかと思われるところで､

ポイボスはしばし その強大なる車輪の速度をゆるめると､

振り返り あなたの恥じらう目に微笑みかけたのだ､

おのが華麗さを映す荘厳なる光景を後に その姿を隠すまえに｡

あるいはまた 『エンデュミオ-ン』の中のネプトゥーヌスへの賛歌の一節には､"that

goldensong/Apollosingeth,whilehischariot/Waitsatthedoorsofheaven"

(馬車は天の扉の前で待ち構えるその間に/アポローンの歌う/かの黄金の歌)(ⅠⅠⅠ,

957-5g)とある｡ここで歌われているのは太陽の昇る直前の朝焼けの光景であるO太陽神

としてのアポローンの姿が､夕暮れ時ばかりでなく､このように夜明けの風景としても描

かれることは､そのふたっの時刻に太陽の見せる甲乙つけ難い壮麗さを思えば自然なこと

であろう｡昇り来る太陽に照らされたすがすがしい朝の自然の美しきを無論キーツが知ら

ないはずはない｡ 『エンデュミオーン』も導入部において､ラトモス山の山腹にある物請

の舞台は､そんな朝の光景から描き始められる-

.Apollo'supwardfire

MadeeveryeasternCloudasilverypyre

Ofbrightnesssounsullied,thattherein

Amelancholyspiritwellmightwin

Oblivion,andmeltouthisessencefine

Intothewinds.

.andthemass

Ofnature'slivesandwonderspuls'dtenfold,
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Tofeelthissun-riseanditsgloriesold.

(Endym2'on,I,95-100,104-6)

アポローンの燃え立つ炎が

東空に浮かぶ雲々を銀色に光る積み薪に変えていた

憂哲に沈むこころすらもいっさいを

忘れきり､おのが美しき精髄を風の中に

溶け入らせるほど.

.そして生きとし生けるものと

さまざまな驚異を含む自然全体が鼓動を高鳴らせていた､

昇り来る太陽とその昔ながらの栄光を感じて.

ここに描かれているのは､生きとし生けるもの､自然のさまざまな驚異のすべてが､ア

ポローンの光に照らされて一つとなる瞬間である｡それは全自然が､輝かしいアポローン

の栄光にこころを高鳴らせる時｡無論それを見るエンデュミオーンも､そしてそれを語る

詩人自身も､その鼓動と一つになる感覚を味わったはずだ｡いまアポローンは､自然の太

陽そのもの､すべてのものを照らす栄光であり､さらには自然全体を象徴する存在でもあ

る｡アポローンの光の中で､詩人の魂は全自然との一体感を体験するのである｡

ところでキーツの詩に登場する ｢黄金の御者｣としてのアポローン像の具体的なイメジ

は､プサンの絵画(̀L'empiredeflore'と L̀aviehumaine')によるところが大きいとさ

れている｡13 たしかにそれらの絵には､遥しい4頭の馬を御して天駆けるアポローンの雄

姿が描かれている｡だが､キーツの抱くアポローン像の核心を ｢最も完全な形で示してい

る｣のは､fanJackの指摘するとおり､おそらくはプサンの L̀'inspirationdepoet'(請

人の霊感)であろう｡= 当時はロンドンにあったというそのプサンの絵の中では､月桂冠

を戴いたアポローンは竪琴を抱いて中央に座り､ペンを手に中空を見あげる詩人の持つ紙

を指差して詩人に霊感を授けている｡まざれもない､詩神としてのアポローンの姿がそこ

にある｡

では､あまねく自然を照らす太陽神としてのアポローン像は､詩人の中でどのような形
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で ｢詩神｣としての像に結び付いているのか｡そしてその姿が表すのは､いったいどんな

詩世界なのだろう｡詩神と御者という二つのイメジが結び合わされたキーツのアポローン

像を､最も明確にわれわれに伝えるのが､この時期の代表作"SleepandPoetry"である｡

そこに描かれているのは､いわばキーツの初期の詩世界を体現するものとしてのアポロー

ンの姿である｡それゆえこの ｢眠りと詩｣の中のアポローン像を通して､われわれはキー

ツの詩世界の核心に触れることが可能となるだろう｡

｢眠りと詩｣も百行目近く､ ｢私｣はこれから先の己れの詩人としての歩みに思いを馳
っt)--7 )tt'-ソ

せる｡そしてまず最初に向かう詩の領域としてかれが挙げるのは､ ｢花神と牧神の王国｣

である｡その王国とは､詩人の描写を一言で要約するなら､感覚的 (あるいは官能的)快

楽の世界である｡この魅力的な国を物語った後に､詩人は自問する- ｢この吾びの数々

にいつか別れを告げることができようか｣(122)と｡そしてこう答えるのである-

Yes,Imustpass them foranob一er life,

Where Imayfind theagonies, the s trife

Ofhumanhearts:forlo!Iseeafar,

0'er sai ling theblue cragginess,acar

Andsteedswithstreamymanes- thecharioteer

Looksoutuponthewindswithgloriousfear... (123-28)

そうだ､より高貴なる生に向けてわたしはそれらを後にしなければならぬ､

その先ではさまざまな苦悩､人間のこころの葛藤を

兄いだすことだろう｡なぜなら 見よ ! はるかに見えるのは､

峨々たる青い山々の上を渡る､一台の車と

たてがみをなびかせた馬たちの姿 - その御者は

神々しき恐れを見せて風の中を覗き込む..

アポローンという名こそ使われないが､こうして大より登場する ｢御者｣がアポローン

であることは､疑いようがない｡このアポローンの登場は､人間の苦悩の数々を見据える

｢より高貴なる生｣へと向かうべきだとする詩人の決意によって､しかもその決意を励ま

す形でなされることを､われわれはここで心に留めておく必要がある｡つまり今キーツは
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アポローンの姿を借りて､楽園的世界を抜けてこれから己の向かうべき方向を指し示そう

としている｡すなわち､苦悩に満ちた現実の世界へと向かう､あるべき詩人の姿を示そう

としているのである｡

さて､ ｢私｣が見守る中､ ｢御者｣とその馬車は旋回しながら下降し､やがて丘の中腹

にいる ｢私｣の眼前に降り立つ｡そして ｢御者｣は､ ｢不思議な身振りで木々や山々に向

かって語りかける｣.するとたちまち､彰蒼と繁る木々の間から､さまざまな人の姿をし

た幻影が現れ出るのだ -

Thecharioteerwithwond'rousgesturetalks

Tothetreesandmountains;andtheresoonappear

Shapesofdelight,ofmystery,andfear,

Passingalongbeforeaduskyspace

Madebysomemightyoaks:astheywouldchase

Someever-fleetingmusicontheysweep.

Lothowtheymurmur,laugh,andsmile,andweep:

Somewithupholdenhandandmouthsevere;

Somewiththeirfacesmuffledtotheear

Betweentheirarms;some,clearinyouthfulbloom,

Gogladandsmilinglyathwartthegloom;

Somelookingback,andsomewithupwardgaze... (136-147)

御者は不思議な身振りで

木々や山々に語りかける｡するとたちまちにして

喜び､謎､恐れを表すさまざまな人影が現れ､

樫の巨木に囲まれた薄暗い空間を

通り過ぎる｡たえず流れゆく楽の音を

追いかけるかのごとくすみやかに歩み去る｡

見よ ! かれらの咳き､笑い､あるいは微笑み､あるいは泣くさまを｡

手を高く上げ唇を固く結びて行く者あれば､

両腕で頭を抱え その顔を耳もとまで
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覆い隠す者あり､あるいはまた､解りなき青春の盛りにありて､

たのしげに微笑みながらその暗がりを横ぎり行く者あり｡

また振り向きつつ歩む者､空を見上げつつ行く者もあり‥

まさに ｢何千という影が何千というしぐさで｣(148)､森から現れ出ては足早に通り過

ぎて行くのである｡いかなる魔法を ｢御者｣は使ったのか｡いや ｢御者｣はただ､木々や

山々に向けて ｢語りかけ｣たすぎない｡だがその ｢語りかけ｣によって､喜び､恐れ､苦

悩､疑い等々､人間のありとあらゆる感情を示すおびただしい人の姿が現出したのだ｡し

たがって ｢御者｣によるこの自然への語りかけは､詩人の想像力の働きを表すと考えられ

る｡それは自然との感応によって触発され､躍動する､詩人の想像力の実に鮮やかな視覚

化である｡

さて次に ｢御者｣は､ こうして出現した人影の声に耳を傾け､一心にその言葉を書き

留める｡ ｢御者｣がいまたとえアポローン自身だとしても､その姿は､なんとプサンの描

く詩人､すなわちアポローン (その傍らにはムーサの一人カリオペも立っている)によっ

て霊感を授けられ､夢中でペンをとる詩人の姿に似かよっていることだろう-

..Mostawfullyintent,

Thedriverofthosesteedsisforwardbent,

Andseemstolisten:0thatlmightknow

Allthathewriteswithsuchahurryingglow. (15卜4)

.すきまじきはど一心不乱に､

その馬車の御者は身を前に乗り出し､

耳を傾けている｡ああ そのように性急なる熱情に燃えて

かれの書き留めるもののすべてを知り得たら｡

遥かな空から舞い降りた ｢御者｣の示すこうした一連の行為のすべてが､われわれにキ

ーツの思い描く理想の詩人像を伝えてくれる｡ ｢御者｣の木々や山々への語りかけは､ ｢

丘の上につま立ちて｣の中で歌われる ｢自然のやさしき行いの数々をくいいるように見つ

め｣(63)るという詩人の態度と相通じるものがある｡しかしそこでは､詩人は ｢自然の光
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の麗しき楽園｣(126)の快楽に酔いしれ､たちまちにしてこの世の ｢あらゆる悩みごとを

離れて｣(138)｢白雲の上を歩むかの心地｣(140)になるのであった｡ところがいまここで

｢御者｣の語りかけ (すなわち想像力のはたらき)が自然の光景から生み出すのは､ ｢こ

の世｣そのもの､それも人間の情念の世界にはかならない｡それをじっと観察し書き留め

ている ｢御者｣の姿に仮託して､キーツは ｢人間のこころの苦悩と葛藤｣を見据えるとい

う ｢より高貴なる生｣の像を描こうとしているのである｡

その意味においてこの ｢眠りと詩｣の御者アポローンの姿は､ ｢丘の上につま立ちて｣

より以前に書かれたにもかかわらず､ ｢丘の上‥ .｣の世界を乗り越えたところ､つま

りキーツ自身の今後向かうべき方向を指し示していると言える｡これ以後も詩人は､ ｢丘
7ローラ ハL-/

の上につま立ちて｣の世界や ｢花神と牧神の世界｣といったやさしい自然の楽園的世界と､

苦悩や葛藤に満ちた人間世界との間を絶えず揺れ動き続ける｡だがそうしながら次第に､

後者の世界へ向かう意志が､その詩の中にも明確に現れるようになるのであるCその変化

はキーツをして､たとえばリイ ･ハントやスペンサーの世界を脱して､次第にシェイクス

ピアの､とりわけその人間悲劇の世界へと傾倒させてゆくことにもなることだろう｡

たとえいま､ ｢御者｣の繰り出す人の姿が次々に流れ過ぎる実体のない｢人影｣("shapes")

にすぎなくとも､またその人影の身振りが芝居がかった､現実味に欠けるものであったと

しても､あるいはまた､人影も ｢御者｣自身も､はかなく消え去る ｢幻影｣("visions'')

(155)にすぎなくとも､そこにはたしかにキーツの詩世界の根幹となるポエジー観が明確

に示されている｡このアポローンの姿は､いわばキーツの描く未来の自画像なのである.

3 ｢アポローンのまなざしの下に｣一 月桂冠を戴いて

さて､上のようなキーツの描くアポローン像からさらにキーツとアポローンとの関係そ

のものへと考察を進めるとき､われわれは直ちに､少なくとも1817年頃までのキーツのア

ポローンに対する態度の中に､極めて個人的な､強い思い入れを嘆ぎつけることになるだ

ろう｡実際､キーツにとってアポローンは､古代ギリシア世界を代表する単なる過去の異

教神ではなかった｡あるいはまた､ポエジーの世界とその栄光と美の象徴というだけでも

なかった｡かれのアポロ-ンに対する態度には､人が古代からの美しき遺産 (たとえばア

ポローンを型どった彫刻作品)に対するのとは全く異なった､なまなましい感情が込めら

れている｡かれにとってアポローンは､ただ己を見守るだけでなく､時には怒り､そして
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おそらくは罰をも与える､いわば生きた神に他ならなかった｡それが詩作上のポーズにす

ぎないのではないかという反論は､キーツにおいてはあてはまらない｡そのことをわれわ

れは､月桂冠をめぐる一つのエピソードと､それにまつわるかれの詩によって知らされる

のである｡

ところで､この小さな事件の真相を考察する前に､そもそも月桂冠とは何か､キーツに

とってどんな意味をもつのかを確認しておかなければなるまい｡そうでなければ､なぜこ

のような些細な出来事に対して､かれがあのように反応したのか､その心情を決して理解

することはできないからである｡

アポローンに追われたダブネtが変身した月桂樹が､爾来アポローンの木とされること

については､今さら言うまでもあるまい｡このアポローンとダブネーの物語は､オウィデ

ィウスの神話の中でも､ルネサンスの英国でおそらく最も好まれた話の一つであり､アポ

ローンの求愛から懸命に逃げるダブネーの姿は､恋の追跡の典型的場面として文字にたび

たび借用されてきた｡アポローンは､受け入れられぬ恋に苦しむ若者の典型でもあったの

だ｡例えばスペンサーは､アポローンの姿に己を重ねながら恋人にこう訴えかける- ｢

美しき恋人よ､ポイボスの追跡からもう逃れるのをやめて / その胸にかれの葉と愛を抱

き締めよ｣と｡15 スペンサーの言う ｢かれ(ポイボス)の葉｣とは､もちろん月桂樹のこと

である｡この愛のソネットは､月桂樹の冠をつけた恋人に向けて書かれている｡その恋人

の姿が､かれには ｢大きな希望を与える｣のだと言う｡それはなぜか｡詩人はこう語り出

す -

Thelaurellleafe,whichyouthisdaydoeweare,

Givesmegreathopeofyourrelentingmind:

ForsinceitisthebadgwhichIdoebeare,

Yebearingitdoeseemetomeinclind.. ("Sonnet28," 1-4)18

今日あなたがつけている､月桂樹の葉が､

あなたのこころが打ち解けたという大きな希望を与えてくれます｡

なぜならその葉はこのわたしが身につけている紋章だから､

それをつけたあなたの姿はわたしにこころが傾いた証に思われるのです.
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アポローンの木である月桂樹の葉は､いわば詩人の ｢紋章｣("badg")なのである｡その

葉を身につけることは､それゆえ詩人にこころを開いた証拠となるという論法である｡さ

らにスペンサーは､その葉から己がしばしば受けている ｢力｣ (想像力)が恋人に伝わっ

て､かの誇り高きダブネーのことが坊補と思い起こされるだろうと､恋人に語り続ける｡

そして最後に､いまやダブネtとしての恋人に､先の言葉を告げるのである｡原文を引用

すると-

ThenflynomorefayrelovefromPhoebuschace,

Butinyourbresthisleafeandloveembrace. (13-4)

さて､月桂樹の葉､そしてその冠が､このように詩人の栄光を象徴するものとなったの

も､やはり遠くギリシアの古代に遡る｡すでに 『イリアス』の第一巻にも記されているよ

うに､アポローンは､恐ろしい弓の神 (『イリアス』ではその弓は疫病を撒き散らす)で

ある一方で､竪琴をかき鳴らす詩歌の神でもあった｡17 それゆえ古代の詩人たちは､ ｢自

分たちがとりわけアポローンの庇護の下にあると考えた｣のである018 そうしてアポロー

ンの祭りにつきものであった音楽 (つまり歌と竪琴や横笛)の競技会 - それは後に運動

競技を中心とするものになっていったが 一 において､その勝者にこのアポローンの冠､

すなわち月桂冠が与えられたのである｡

月桂冠を詩人の最高の栄誉の象徴とする考えは､イタリアでは中世からルネサンスの時

代へと､つまりダンテからぺ トラルカの時代へと受け継がれる｡】9 だが広く西欧の文学の

伝統の中に取り込まれるのは､やはり古代への関心が高まるルネサンスに至ってからのこ

とである｡その顕著な例が､英国における ｢桂冠詩人｣(PoetLaureate)という､国王から

年金を支給される地位とその称号の誕生であろう｡20

しかしキーツにとって月桂冠が重要であったのは､地位や称号といったことではなく､

なによりもそれがアポローンの栄光の象徴であったからに他ならない｡かれが思い描いた

であろう月桂冠のイメジにもっとも近い例を一つ挙げるとすれば､やはりプサンの ｢詩人

の霊感｣の絵に優るものはあるまい｡その絵の中では､月桂冠はアポローンの頭上に置か

れているばかりか､傍らの二天使の手にも握られている｡月桂冠を両手に持って中空に浮

かぶその一方の天使は､一つの月桂冠を詩人の頭上にかざし､もう一つを詩人の前上方の

空間に掲げている｡すると霊感を受けて天を仰ぐ詩人の視線が､ちょうどその月桂冠に向
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けちれることになるのである｡

中空にかかる月桂冠を見上げるこのプサンの詩人の姿は､いつしかキーツの姿と二重写

しになっていく｡われわれはここで思い起こすのではあるまいか｡ ｢眠りと詩｣で､キー

ツがポエジーの訪れを語っているくだりを｡それはときには雷鳴の轟きかあるいは地鳴り

のごとき畏怖を覚えるものであり､またときにはわれわれを取り巻く大気にある ｢ふしぎ

なものの秘密のすべて｣をささやくかのようなやさしい訪れであった｡そのポエジーの訪

れに驚いて顔を上げた詩人の目に映るのは､ ｢光り輝くおぼろな影｣であり､また ｢空高

くかかる月桂樹の冠/それは命の果てるときわれらの名の上にかけられるもの｣("the

laurelonhigh suspended,/Thatistocrownournamewhenlifeisended")(35-6)

であると､そこで歌われていたのだ｡

もう一つ､キーツの月桂冠への思いを語るソネットを挙げておこう｡ハントの家での月

桂冠をめぐる事件に先だつある日､一人の女性が､開業医への道を捨てて詩人となる決意

をしたキーツを励ますために､かれに月桂冠を贈ったという｡その女性への返礼として､

キーツはこう歌っている-

Freshmorninggustshavebeenblownawayallfear

Frommygladbosom- nowfromgloominess

lmountforever- notanatomless

Thantheproudlaurelshallcontentmybier.

No!bytheeternalstars!orwhysithere

lnthesun'seye,and'gainstmytemplespress

Apollo'sveryleaves‥ .

("ToaYoungLadyWhoSentMeaLaurelCrown,"1-7)

朝のさわやかな風が わたしの胸に宿る恐れをみな吹き飛ばして

喜びで満たしました - いまわたしは陰欝な気分を

永遠に越え出たのです 一 誇り高き月桂樹が

わたしの棺を満足させるその時といささかも劣らぬほどに｡

そうです ! 永久の星々にかけて ! さもなければどうしてここ

太陽の見つめる中に座し､わが額に押しあてたりなどできましょう
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ほかならぬアポローンの葉を‥

ここにもまた､月桂冠と詩人としての死後の名声の連想が見られるが､いまや詩人は､

現実に月桂冠を己の額に押しあてている｡しかも己の姿を見守るアポローンのまなざし

("thesun'seye")を意識しながら｡そして後半部で､こう宣言するのである｡月桂冠を

戴いている ｢まさにこの瞬間には､-りくだったカエサルに対して眉をひそめ､鎧に身を

かためた英雄たちのいかに屈強の一団といえど､わが冠を奪い取らせばしません｣(ll-3)

と｡

アポローンへの熱狂的と言えるほどの憧憶と､それに結び付いた月桂冠への思い入れは､

この当時の (少なくとも ｢眠りと詩｣執筆の1816年秋から1817年春までの)キーツの詩の

主要なムードを形成している｡だが上のソネットの後半部に見られる不遜な態度は､月桂

冠への過剰な思い入れの苧む危険性を暗示してはいないだろうか｡事実この詩行がその春

ハントの家で現実のものとなったとき､それはキーツの心に小さな､しかしすぐには癒え

ぬ傷を残した｡この詩で語られたような月桂冠への態度が､現実においては周囲の世界と

の間に滑稽なずれを生じるだろうことは､おそらく誰の目にも明かであろう｡だがキーツ

にとって問題は､そのような外界との関係ではなく純粋に内面的なものであった｡

では､ハント家でいったい何が起こったのか｡当時リベラルな編集者として名高かった

LeighHuntは､初期のキーツの詩世界に強烈な影響を与えた詩人である｡少なくとも詩人

としてのキーツの歩みの最初の数歩は､かれの存在なしには考えられないと言ってもよい｡

1816年10月の出会い以来このかた､キーツの生活はハントのサークルを中心に回っていた｡

ハントの書斎に飾られた数多くの古典的絵の複写や古代彫刻の模造品に囲まれて,おそら

くキーツの想像力はギリシア世界をより身近に体験することができたのだった (その様子

は ｢眠りと詩｣の312行目以下に描かれている)｡そこでは､戯れに月桂冠を頭に載せて詩

作をすることも､ごく自然に行われたと想像される｡キーツがどう思おうと､それはハン

トにとっては､いつもと変わらぬ一日にすぎなかったかもしれない｡ 21ともかく､そのE]

の出来事を､キーツの詩の出版者であるWoodhouseは以下のように記録している -

AstheauthorandLeighHuntweretakingtheirwinetogether,aftera

dinneratthehouseofthelatter,thewhimseizedthemtocrownthemselves,

afterthefashionoftheelderpoets,withawreathoflaurel.
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Whiletheywereattired,twoacquaintancesofMr.Huntcalleduponhim:-I

JustbeforetheirentranceHuntremovedthecrownfromhis:ownbrows,and

suggestedtoKeatsthathemightaswelldothesame.

K,however,intheenthusiasmofthemoment,vowedthathewouldnotfor

anyhumanbeingandheaccordinglyworeitwithoutanyexplanationthro'the

visit, 22

作者 [キーツ]とリー･ハントが､ハントの家で夕食後にワインを飲んでいたとき､

昔の詩人たちにならって､月桂樹の冠をかぶるという思いつきが､二人をとらえた｡

そうやってかれらが月桂冠をつけているときに､ハント氏の知人が訪ねてきたので

ある｡ - ハントはその二人が入ってくる直前に額から冠を取り去り､そしてキーツ

にもそうするように促した｡

ところがキーツは､その時の熱狂的気分にかられて､いかなる人間にたいしても己

の冠を取ることはしないと誓いをたて､したがってその訪問の間中､なんの説明もせ

ずにそれをかぶりとおしたのである｡

先のソネットがそのまま現実になったかのような状況である｡ところでこの月桂冠 (但

し実際はハントの方はキヅタの冠だったらしいが)をつけている間に､二人は制限時間を

決めて詩を競作している｡そのときキーツの書いたソネットは決して出来のよいものとは

言えないにしろ､われわれはそこに､月桂冠を戴くということを生真面目に受けとめ､そ

の過剰な意識に縛られて自由に働くことのできない詩人の想像力を兄いだす｡まず､ ｢ハ

ントより月桂冠を受けて｣(̀̀OnReceivingaLaurelCrownfromLeighHunt")と題した

ソネットで､かれは ｢このような冠を意識することはほとんど苦痛に近い｣(7-8)と告白

する｡そうしてそれにふさわしい ｢不滅の考え｣(4))も､ ｢華髭な夢も浮かんで来ない｣

(10-ll)ままに､ ｢時が過ぎ去って行く｣ことを繰り返し嘆くのである｡また､それに続

くソネット｢わたしが冠を戴いているのを見た女性たちに｣("TotheLadiesWhoSawMe

Crown'd…)では､月桂冠 (それを`̀myfavorite…とも呼んでいる)が､この世のいかなる美

よりもまさるものだというただその一事を直裁に述べているにすぎない｡

だが､キーツのアポローンへの感情をわれわれにより深く開示してくれるのは､この事

件とそのソネットそのものではなく､それらに対するキーツのその後の反応のあり方に他
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ならない｡上のような己の振舞いに対して､キーツはすぐさま深く反省する｡いったい何

をかれはそれほど悔いたのか､誰に対して己を恥じたのか - ｡キーツは､自分の軽率な

行為がアポローンへの日清となることを恐れ それを悔いたのである｡誰の目に対してで

もなく､ほかならぬアポローンの目に対して､己を恥じたのである｡その春､すでに大作

『エンデュミオーン』に意欲的にとりかかっているときに､かれはまだ､手紙の中でこの

事件に触れて言う-

.IputonnoLaurelstillIshallhavefinishedEndymion,andIhope

ApolloisnotangeredatmyhavingmadeaMockeryathimatHunt'S... 23

.ぱくはエンデュミオーンを完成させるまでは月桂樹を頭に戴いたりはしない､

そしてアポロ-ンがぱくがハントの家でかれを冒頬したことを怒っていないことを願

つ..

このような悔恨の気持ちを､キーツは事件後ただちに詩に歌っている｡24 かれが語りか

ける相手は､無論アポロ-ンを措いてほかにない｡`̀Godofthegoldenbow"に始まる

`̀golden"の語をちりばめた長い呼びかけに続いて､キーツはアポローンにこう問いかけ

るのである-

Where,wheresleptthineire,

WhenlikeablankidiotIputonthywreath-

Thylaurel,thyglory,

Thelightofthystory?

OrwasIaworntoolow-creepingfordeath,

ODelphicApollo? ("Godofthegoldenbow,"7-12)

いずこに､あなたの怒りはいずこに眠っていたのですか､

間抜けな阿呆のようにわたしがあなたの冠を頭に戴いたとき-

あなたの月桂樹､あなたの栄光､

あなたの物語の光である冠を｡
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それともわたしなど死にも値しない地を這う虫けらも同然だったのですか,

デルポイのアポローンよ｡

キーツにとって､月桂冠を戴くということがいかに重大な意味を持つことか｡それは決

して戯れに､アポローンの許しなしに行ってほいけない行為なのである｡したがっていま

かれにとって問題なのは､純粋に自己とアポローンとの関係である｡そして上の詩行では､

アポローンが己の不敬の行為を罰しなかったのは､自分が怒りにも値しない ｢虫けら｣に

過ぎなかったからなのかと､卑屈とも言える態度でアポローンに問い正している｡だがそ

れは単なる自己卑下とは言い難い｡その裏には､アポローンとの特別の関係を (一方的で

はあるにせよ)前提にしている詩人の思いが込められているからである｡その思いは､次

のスタンザでより鮮明になる｡

ここでキーツは想像する｡己れの喪神の行為にゼウスは腹を立て､いまにも雷で打ち殺

さんとしたことだろう｡だがそのゼウスの怒りを､ほかならぬアポローンがなだめ静めて

くれたのだと-

0whydidstthoupityandbegforaworm?

Whytouchthysoftlute

Tillthethunderwasmute?

WhywasInotcrush'd- suchapitifulgerm?

ODelphicApollo! (20-24)

ああなぜ あなたは虫けらのために憐みを抱き許しを請われたのですか｡

なぜ雷の静まるまで

その音色やさしきリュートを手にされたのですか｡

なぜわたしは滅ぼされなかったのでしょう- こんな哀れむべき細菌ほどの

存在なのに｡

デルポイのアポローンよ !

なぜ､アポローンは詩人のためにゼウスに許しを請い､その音楽でゼウスの怒りを静めて

くれたのか｡自分を ｢虫けら｣と呼び､ ｢細菌｣とまで言いながら､詩人は己れに対する
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アポローンの慈愛を確信している｡ゆるぎない自信が､この行間には溢れている｡アポロ

ーンとの個人的な特別の結び付きを信じているがゆえにこそ､かれにとってはアポローン

の冠である月桂冠をかぶってしまった己の軽率さが耐え難かったのである｡

当時のキーツは､文字通り｢太陽のまなざしの中に｣､つまり｢アポローンのまなざし

の下に｣生きていた｡25 それはIanJackも指摘するように､己がアポローンの庇護の下に

あるという意識､さらにはアポローンの寵愛を受けているという意識に結びついている｡26

だがそのような意識が作品の前面に打ち出されることはけっしてない｡せいぜいが上の詩

のような逆説的な問いかけの背後に (見え透いているにせよ)秘められているだけである｡

それというのも､かれは詩人として立つことを今ようやく決意したばかりであり､したが

ってアポローンの国､すなわちポエジーの国の全くの新参者に過ぎなかったのだから｡す

でに最初の詩集を編んではいたが (出版は3月3日)､しかしもっとスケールの大きい､

想像力の横溢する長詩を (昔の詩人たちのように)書いたのでなければ､真に詩人の仲間

入りをしたことにはならないと､かれは考えていた｡27先の手紙で､ ｢エンデュミオーン

を完成させるまでは月桂冠をかぶらない｣と言ったのは､そういう意味である｡

前年の ｢眠りと詩｣のはじめで､キーツはこのような謙遜と自負の入り混じった心情を､

ポエジーそのものへの直接の語り掛けの形で吐露している｡ ｢まだあなたの広大なる天の

栄誉ある住人ではないので｣と断りながらも､かれが思い描くのは､太陽の壮薦なる輝き

の中で､天上より霊感を授けられる己自身の姿にはかならない -

0Poesy!fortheeIholdmypen

Thatamnotyetagloriousdenizen

Of他y wideheaven-Should Irather kneel

Uponsomemountain-topuntilIfeel

Aglowingsplendourround atnltmehung,

Andechobckthevoiceofthineowntcngue?

(̀̀sleepandPoetry," 47-52)

ポエジーよ ! あなたのためにわたしはペンを取ります

まだあなたの広大なる天の栄誉ある住人では

ありませんが - むしろどこかの山の頂きに脆き
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わたしのまわりに荘厳な光輝のあふれるのを待ち､

あなた御自身の唇から発せられる声を繰り返すのがよろしいでしょうか｡

｢ポエジーよ｣と語り掛けるとき､詩人がアポローンの姿を思い描いていることは､お

そらく疑いない｡ ｢あなた御自身の唇から発せられる声｣が､アポローンの調べでないわ

けがあろうか｡続く詩行で､かれはもう一度 ｢栄誉ある住人でない｣ことを繰り返しなが

ら､己の山頂での祈りに答えて､天上の ｢清澄なる大気｣が吹き送られることを願う｡そ

れは他ならぬ月桂樹の花の香気に酔いしれるため､そうして悦惚のうちに肉体を離れて､

アポローンのもとへとまっすぐに昇り行くためなのである-

0Poesy!fortheeIgraspmypen

Thatamnotyetagloriousdenizen

Ofthywideheaven;yet,tomyardentprayer,

Yieldfromthysanctuarysomeclearair

Smoothedforintoxicationbythebreath

Offloweringbays,thatlmaydieadeath

Ofluxury,andmyyoungspiritfollow

Themorningsun-beamstothegreatApollo

Likeafreshsacrifice... ("SleepandPoetry,''53-61)

ポエジーよ ! あなたのためにわたしはペンを握ります

まだあなたの広大なる天の栄誉ある住人では

ありませんが｡けれども､わたしの熱心な祈りに答えて､

その聖殿より 花咲く月桂樹の息吹に酔いしれるための

なめらかで晴らな大気を吹き送りください､

わたしが法悦に満ちた死を迎えられるよう､

そうしてわたしの若き霊が 新鮮ないけにえのごとく

大いなるアポローンへ向けて

朝の陽光の道を昇りゆけるように..
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詩人のアポローンへの帰依は､悦惚の死とその結果のアポローンとの合一への希求とな

るに至って､神秘的な宗教感情に-層近づいている｡それを若き詩人の一時的な熱狂の言

葉として片付けるわけにはいかない｡この死と合一への希求こそ､実はキーツの想像力を

つき動かす原動力の一つであり続けたのだから｡28 それは言い換えれば人間の苦悩からの､

意識からの逃避の願望であった｡その願望は､詩人の意志によって次第に意識下へと押し

やられはするが､ふいに浮かび上がってきては､かれの心をしばしの間魅了することにな

るだろう｡

だがこの時期においては､その願望はまだ裸のままである｡それゆえ詩人は､たとえば

｢丘の上につま立ちて｣のように､眼前に広がる自然を観察しながら､すぐさまこの世を

離れて､アルカディア的楽園世界へと飛び立つことができた｡当時のかれにとってポエジ

-の世界とは､ギリシアの神話世界､その楽園的風景に他ならなかったからである｡

そして､そのようなポエジーの世界を治める者､その美と栄光を一身に体現する者が､

アポローンであったのだ｡なるほど ｢眠りと詩｣の中の御者アポローンは,人間のさまざ

まな苦悩を書きとめる詩人の姿を示していた｡だが ｢私｣が見たというその御者のヴィジ

ョンは､はかなくも ｢天の光の中へと逃げ去って｣(155-6)しまうのではなかったか｡つ

まりアポローンは, ｢泥流のように押し寄せる｣(158)圧倒的な現実に囲まれた ｢私｣を

残して､黄金の馬車を御して再び天上へと掛け昇って行ったのである｡御者アポローンの

姿には､確かに以後キーツの向かわんとする方向､すなわち人間の情念の世界へ向かう方

向が示されてはいるが､それはまだ言葉上のものに過ぎない｡アポローン-の憧憶がポエ

ジーの世界の発見の興奮と結び付き､一種の信仰にまで高まったこの1817年春までの時期

においては､キーツにとってアポローンは､甘美な眠りと陶酔に満ちた楽園的世界として

のポエジーのすべてを体現していたのである｡

遥かな ｢西方の島｣英国にあって､キーツほどアポローンの調べを､そしてその黄金の

姿を､近しく､己を取り巻く現実の風景の中に感じ取っていた者が､はたしてどれほどい

ただろう｡キーツのアポローンがかれ独自のものであると言えるのは､まさにそのような

アポローンへの直接な関係によるのであるCおそらくキ-ツの意識は､アポローンをなに

よりも ｢己自身の神｣として捉えていたに違いない｡またそれゆえにこそキーツのアポロ

ーンは､かれの詩人としての急激な成長と変化につれて､みずからその姿を変え､詩人の

心に生き続けるのである｡

キーツの熱狂的なアポローン信仰は､楽園を捨て､苦悩に満ちた人間世界のただ中へ向
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かおうとするかれのポエジー観の変化につれて､急速に冷めていく｡そしてかつてはアポ

ローンが詩人の心の中で占めていた場所を､ (そのすべてではないにせよ)劇作家シェイ

クスピアが占めることになるだろう｡しかし､アポローンがキーツにとって ｢黄金のテー

マ｣であることに変わりはない｡ 『エンデュミオーン』の最終巻(ⅠV,774)での予告通り､

再びアポローンがかれの詩 (Hyi)erion) に登場するとき､そのアポローンは､もはや

われわれの見てきた堂々たる黄金の神とはかけはなれた､不安と苦悩に満ちた姿をしてい

ることだろう｡だが第六章で見るように､このアポローンもまた､そのときの詩人のポエ

ジー観､あるいは世界観を反映していると言えるのである｡まさにアポローンは､キーツ

の詩世界を写し出す鏡なのである｡
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第 二 章 エ ン デ ュ ミ オ ー ン 手中言古 と キ ー ツ

序

21歳で最初の詩集 (いわゆる 『1817年詩集』)を出版した直後に､キーツが次の

目標である長詩の題材に選んだのは､エンデュミオーン神話であった｡ 1この神話はすで

に約3ケ月前に書き終えた"Istoodtip-toeuponalittlehill"の中でも､詩人にとっ

て最も重要な題材であったと言える｡そのことは､彼がこの詩を"Endymion"と呼んでいた

という記録からもうかがえるが､ 2 その詩中において､詩人は月の女神に向けてこう語り

かけている-

Queenofthewideair;thoumostlovelyqueen

Ofallthebrightnessthatmineeyeshaveseen!

Asthouexceedestallthingsinthyshine,

Soeverytale,doesthissweettaleofthine.

("Istoodtip-toeuponalittlehill,"205-8)

広大なる空の女王よ､わが眼に映りし

もっとも欝しき 光輝ける女王よ !

あなたがその輝きにおいてすべてのものを凌駕すると同じく､

この甘美なるあなたの物語は､あらゆる物語にまさる｡

月の女神が､その輝く美しきにおいてすべてを凌駕すると同じく､女神の物語は ｢あら

ゆる物語にまさる｣とキーツは言うb ｢この甘美なる物語｣､すなわちエンデュミオーン

神話として伝わる話は､その大筋において次の二点に要約される｡月女神が美しい羊飼い

の若者エンデュミオーンに恋をし､夜ごとラトモス山 (一説ではベロポネーソス)で眠る

彼のもとを訪れたということ｡そしてエンデュミオーンが､ゼウス (あるいは月神)によ

って不老不死と欲するだけの長き眠りの特権を与えられたということである｡ 3

とりわけ ｢長き眠り｣は､エンデュミオーンの属性として最も特徴的なものとされてき

た｡この物語について述べた最古のものは､おそらくサッポーの作品にまで遡るが､現存
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する記述の中では､へシオドスの作品が最初のものとされる｡ 4 そしてすでにプラトンや

アリストテレスの書物の中では､エンデュミオーンは ｢いつも眠っている者｣という意味

を表す語として用いられているのである｡ 5 それはローマ時代へ受け継がれ､たとえばキ

ケロの ｢エンデュミオーンの眠り｣(Endymionissomunus)という表現が､ ｢長き眠り｣の

意味として定着することになる｡ 8

英国においても､ルネサンス時代に入りギリシア ･ローマの古典が主にラテン語を通し

て様々な形で盛んに紹介されるにつれ､エンデュミオーン神話も広く知られるところとな

った｡その反映を､われわれはエリザベス朝作家たちの作品の中に見ることができる｡

JohnLylyの宮廷寓意劇 Erldimion(1591)や､MichaelDraytonの物語詩 Endymion

andPhoebe(1595)お よび TheManintfu?Moon(1606)において､エンデュミオー

ン神話は大きく脚色されつつも､中心的な題材として取り上げられているbまた短い言及

も含めれば､それはさらにSpenser､Shakespeare､Marloweをはじめとする､数多くの作

家の作品中に登場する｡例えば JohnFletcherの牧歌劇 TheFaithfulShepherdess

(?1608-9)には､エンデュミオーン神話をみごとに再現した以下のような詩行が見られる｡

HowthepalePhoebehuntinginagrove,

FirstsawtheboyEndymt'on,from whoseeyes,

Shetookeeternalfire,thatneverdies,

Howsheconvaidhimsoftlyinasleepe,

Histemplesboundwithpoppytothesteep

HeadofoldLatmus,whereshestoopeseachnight,

Gildingthemountainewithherbrotherslight

Tokisshersweetest.7

Llr･-_pi
肌も白きフィービーが森で狩りをするうちに､

いかにしてかの青年エンデュミオーンを目にし､その眼より､

消えることなき永遠の炎を手にいれたか､
けし

眠る青年の額に芥子の花を巻き付け､

いかにしてかのラトモス山のけわしい頂きにまで

そっと運び､兄神の光を借りて山を金色に輝かせ､
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夜毎そこに降り立ちては､

愛しきかれにくちづけしたか｡

このように英国でも､ ｢眠るエンデュミオ-ン｣の伝統は受け継がれていく｡キーツの

座右の書ともいうべきLempriereの Classl'calDictl'oT2ary(1788)の"Endymicn"の項を

引けば､まずエンデュミオーンに与えられた眠りの特権を紹介した後に､ ｢それゆえ

"Endymionissomumdormire"(エンデュミオーンの眠りを眠る)という諺が長き眠りを表

すために生じた｣とある｡このことは､当時すでにその諺が英国においても周知のもので

あったことを示していよう｡ただし英国の文学に現れる場合､エンデュミオーンの眠りは

あくまでも月女神との恋における､極めて甘美なる愛の一形態として捉えられる｡つまり

上に引用したフレッチャーの詩行におけるごとく､月女神 (英国では"Cynthia,""Diana"

あるいは"Phoebe"と呼ばれる)が､眠るエンデュミオーンを抱擁するその恋の場面を核と

して､エンデュミオーン神話は英国の文学の伝統に取り入れられたのである｡やさしく降

り注ぐ月光に満ちた TheMercharltOfVem'ceの最終場面において､ポ ーシ ャの次の

言葉は､恋人たち(ロレンゾとジェシカ)の姿に重なり合いつつ､夜空に浮かぶ美しい月

の姿を紡雄とさせるものとして有名である-

Peace!- howthemoonsleepswithEndymion,

Andwouldnotbeawak'd!8

しすかに ! ほら月がエンデュミオーンと共に眠っています

けっして目を覚まされたりはしないというふうに !

1817年の春､キーツがエンデュミオーン神話をもとに長詩を書く決意をした時､かれの

立っていたのはまさにこのような長い伝統の上であった｡この時とりわけキーツが拠り所

としたとされるのは､先に挙げたLempriereの 『古典辞典』やDraytonの作品のほかに,

Tookeの Pantheon やSpence のPolymettrSの ごときギ リシア ･ローマ神話の案内

書の類である｡ gLかしキーツの愛読したオウィディウスをはじめとする古典の中には､

この神話そのものを主題とするような作品は見あたらなかったbそれは英文学においても

同様で､エンデュミオーン神話は主に Fletcherの描くような恋の一場面として語り継が
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れており､Lylyや Draytonの僅かな例外を除いて､一個の作品に成長するほどに詩人の

想像力に訴え掛けることは､キーツの前にはなかったのである｡

おそらくそれは､エンデュミオーン神話が本来エピソード的な性質のものであったため

だと言えるかも知れない｡だがそうするとなぜ､キーツはこの神話を主題に取り上げたの

だろうか｡いったいこの神話の何が､かれの想像力をかくも強く引きつけ､鼓舞したのだ

ろう｡キーツをして､この言わば挿話的な話をもとに田千行の物語詩を作り上げさせたエ

ネルギーは､いったいどこからきたのであろうか - ｡このようにしてキーツとエンデュ

ミオ-ン神話との関係を考えることは､そのままキ-ツの野心作 Endymionの核心へ と

われわれを導いて行くように思われる｡

そこで本章では､なぜエンデュミオーン神話がキーツにとってそれほど重要な意味を持

っていたのかをさらに解明するために､まず ｢丘の上につま立ちて｣からの流れにおいて

キーツの想像力とエンデュミオーン神話との出会いを辿ってゆくことにしたい｡そしてさ

らに､キーツとエンデュミオーン神話との関係を月あるいは月女神の側から､すなわちキ

ーツと月の関係においても考察したいと思う｡

1神話の生まれる時- "Istd tip-toeuXmalittlehill"から物 へ

F1817年詩集』を一読して､われわれのこころに残る最も強い印象は何であろうか｡そ

れは恐らく､生き生きと躍動する詩人の想像力の豊かさと､それを駆りたて促す自然の風

景の楽園 (アルカディア)的たたずまいであろう｡なかでもその巻頭に置かれた"Istood

tip-toeuponalittlehill''は､そのような自然の風景がどのようにして詩人に霊感杏

授けるかを描いたものだと言うことができる｡キーツはここで､ ｢自然の光の薦しき楽園

のほかに､いったい何が賢者や詩人たちをして書かしめたというのか｣ (125-6)と問いか

けている｡先人の書き綴った物語や詩行の背後に､かれはその創造を促す霊感の源泉とな

った風光を鮮やかに見て取るのである-

Inthecalmgrandeurofasoberline,

Weseethewavingofthemountainpine;

Andwhenataleisbeautifullystaid.

Wefeelthesafetyofahawthornglade... (127-130)
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落ち着いた詩行の静かな威厳の中に､

山の松の木の揺らぐさまが見える｡

そして物語が美事に語られるとき､

森の中のサンザシ咲く草地の安けさが感じられる.

｢落ち着いた詩行｣の背後には､たとえば ｢松の木の揺らぐさま｣にこころ静められた

詩人の体験があり､ ｢美しく語られる｣物語の背後には､森の中に開かれた ｢サンザシの

花咲く草地｣に安らぎを覚えた体験があるとすれば､さらに躍動的な物語の佳境において

は､すなわち ｢物語が華薦なる想像力の翼に乗って進むとき｣(131)には､どれほどすぼ

らしい体験がその背後に存在することだろう｡それはおそらく ｢息もつけぬほどの快楽の

数々 (pleasantsmotherings)に魂を奪われしまう｣(131)ような体験であったことだろう.

花や木や水音といった自然と､詩人の鋭敏な感受性との交わりから生まれるそのような体

験を思い描いて､キーツは続ける-

Fairdewyrosesbrushagainstourfaces,

Andfloweringlaurelsspringfromdiamondvases;

0'erheadweseethejasmineandsweetbriar,

Andbloomygrapeslaughingfromgreenattire;

Whileatourfeet,thevoiceofcrystalbubbles

Charmsusatonceawayfromallourtroubles:

Sothatwefeelupliftedfromtheworld,

Walkinguponthewhitecloudswreathedandcurled. (133-140)

露に濡れた美しい蓄蔵が顔をくすぐり､

花咲く月桂樹がダイヤモンドの壷から生え出ている｡

頭上にはジャスミンと野喬蕨が茂り､

粉ふく葡萄の実が緑の葉の装いの中から笑い掛ける｡

足もとでは､水晶のごとき泉が昔をたて､

瞬時にわれらをあらゆる苦悩から遠く魅了し去るO

そうしてわれわれは此の世を離れて舞い上がり､
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輪を成し渦を巻く白雲の上を歩むかの心地になるのだ｡

自然美の与える快楽が､詩人を夢幻境へと誘う- ｢この世を離れて舞い上がり､輪を

成し渦を巻く白雲の上を歩むかの心地｣にする- その時､ ｢詩｣が生まれるのだとキー

ツは言うのである｡この時自然の風景は､詩人の空想のなかでいわば理想郷と化している｡

この詩の題辞の細く､ ｢詩人のために作られし緑の憩いの地｣となるのである｡そのこと

をキーツは､ハムステッドヒースの丘から緑なす野や森を見渡した時､実際に体験したの

である｡その体験から､この ｢丘の上につま立ちて｣の詩は生まれたと言ってよいだろう｡

ところでキーツはここで､おそらくはワーズワスにならって､遠く遥かな古代､森の樹

々や泉にもニンフたちが住み､神々が様々な姿でこの地上を訪れていた時代へと思いを馳

せている｡10そして己の体験を､古の詩人たちによる神話の創出に重ね合わせようとする

のである｡ - 神々の物語が生み出された背後にも､やはりこのようにして自然の風光に

こころ奪われる体験があったのではなかろうか｡自然から霊感を得るその創造の瞬間､あ

たかもこの世を柾れて舞い上がり､白雲の上を歩むかのように -

Sofelthe,whofirsttold,howPsychewent

Onthesmoothwindtorealmsofwonderment..

Sodidhefeel,whopull'dtheboughsaside,

Thatwemightlookintoaforestwide,

TocatchaglimpseofFauns,andDryades

Comingwithsoftestrustlethroughthetrees...

("Istoodtip-toeuponalittlehill,''141-2,151-4)

そのようにかれは感じた､プシューケtがやさしい風に乗って

不思議の世界へと運ばれたさまを､はじめて語った者は..

そのように感じたのだ､われわれに広い森の中を覗き込んで

ファウヌスや､木々の間をやわらかな葉擦れの音を立ててやってくる

ドリュアスたちを垣間見られるようにと､大枝を脇へと
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引き開けてくれた者は..

つまりプシューケ-の物語を語った詩人も､森を歩む牧神や木の精たちを思い描いた詩

人も､まさに ｢そのように｣目の前の自然に霊感を授けられ､この世を離れて舞い上がる

かの心地を ｢感じたのだ｣と､キーツは断言するCそのことは他の様々な神話についても

言えるだろう｡たとえばナルキッソスの物語の霊感を古の歌人に吹き込んだのは､歌人が

実際に目にした澄んだ泉であり､そのほとりに頭を垂れて咲く一輪の花ではなかったか｡

そうして歌人に霊感が訪れた瞬間を､自らも同じ体験をした者の持つ確信に満ちて､キー

ツはこう語っている- ｢この甘美なる場所にたたずむうちに､かすかな光のきらめきが

彼の空想を射たのだ｣(177-8)と｡

では､神話の中でも ｢もっとも甘美なる歌､常に新鮮で､清らな喜び新たに湧き出ずる

歌｣(182-3)とキーツの言う､エンデュミオーンの物語をはじめて語った詩人はどうであ

ったか -

Ah!Surelyhehadburstourmortalbars;

Intosomewond'rousregionhehadgone,

Tosearchfortthee,divineEndymion!

HewasaPoet,surealovertoo,

WhostoodonLatmus'top,whattimethereblew

Softbreezesfromthemyrtlevalebelow;

Andbroughtinfaintnesssolemn,sweet,andslow

Ahym from1)ian'stemple;whileupswelling

Theincensewenttoherownstarrydwelling.

Butthoughherfacewasclearasinfant'seyes,

Thoughshestoodsmilingo'erthesacrifice,

Thepoetweptathersopiteousfate,

Weptthatsuchbeautyshouldbedesolate:

Soinfinewrathsomegoldensoundshewon,

AndgaveneckCynthiaherEndymion. (190-204)
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ああ !きっとその人はわれわれの生の境界をつき破り､

驚異の領域へと入っていったのだ､

聖なるエンデュミオーンよ､あなたを求めて !

かれは ｢詩人｣であった､また恋する者でもあったろう､

ラトモスの頂きに立ったそのとき､錨 咲き匂う谷より

やわらかな風が吹き上がり､ディアーナの神殿から流れ出る聖歌を

厳かに､甘く､ゆったりとしたかそけき響きとして運び来た｡

そのとき香の煙はふくれあがりつつ

女神の居ます輝く天へと立ち昇って行った｡

だが､女神の顔は幼な子の瞳の如く澄みわたってはいたが､
くもフ

そして供物の上天にかかり微笑みを投げかけてはおられたが､

詩人は女神のあまりに痛ましい運命に涙した､

そのような美がわびしく孤独であることに涙したのだ｡

こうして義憤に燃えて詩人は黄金の調べを得､

内気な月姫にかのエンデュミオーンを与えたのだ｡

ラトモスの山頂に立った詩人は､その五感のすべてを外へと開いている｡下界から立ち昇
あtて

る風の感触､花の薫､歌声､香の煙に浸りながら､美しい月の面を仰いでいる｡そしてそ

の月の女神の孤独を思って涙する｡その時､詩人の胸に､美しい牧人エンデュミオーンと

女神との恋の物語が湧き起こったのだ｡それは､孤独な詩人自身の姿の (そして願望の)

投影であったかもしれない｡おそらくは ｢魂を奪われ｣､ ｢この世をあとに舞い上がり｣

つつ自然と一体になった､ひと時の快惚状態に現れた幻影であったろう｡

エンデュミオーン神話の誕生を語る上の詩行の内には､詩人の自然への感情移入のさま

が､言い換えれば自然の美と詩人の天上的美への憧憶との共鳴のありさまが､凝縮されて

描かれている. ｢生の境界をつき破り､驚異の領域へと入って｣行くとは､まさにこうい

うことなのだろう｡そのようにして古の詩人は､ ｢目に見えぬ世界からさまざまな姿を､

中空からこの世ならぬ歌を｣(Shapesfromtheinvisibleworld,unearthlysinging/

Fromoutthemiddleair)(186-7)紡ぎ出したのだ｡このようにして,神話は誕生したの

だと､ここでキーツは語っているのである｡かれはいま､遥かな古代のエンデュミオーン
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神話の作者に共感と憧れの思いを寄せている｡キーツにとってエンデュミオーン神話の創

造は､詩人の想像力と自然との共鳴による､詩の創造の最も美しき先例に他ならないから

である｡

だがもちろんそれだけでは､キーツがエンデュミオーン神話をとりあげた理由にはなる

まい｡詩の創造の瞬間を豊かに想起させるものなら､かれが先に挙げたプシューケーの話

でも､またナルキッソスの話でもよかったはずだ｡いやむしろそれらの方が､物語として

長詩にふさわしい内容を持っていると言える｡いったいエンデュミオーン神話の何が､キ

ーツのこころをかくも強く惹きつけたのだろうか｡

それはまず第一に､古来エンデュミオーン神話の最も顕著な特徴とされてきた点､すな

わち ｢エンデュミオーンの眠り｣にあったに違いない｡ ｢眠り｣の中でエンデュミオーン

を月の女神が訪れるというこの神話の中心的なプロットから､半ば我を忘れた悦惚状態に

おいて詩的霊感を得る- ヴィジョンを見る､という詩人の姿を連想することは容易であ

る｡前年の ｢眠りと詩｣において､また上に見た ｢丘の上につま立ちて｣においてキ-ツ

が語っているのは､まさしくそのような形の詩人の想像力の働きではなかったろうか｡キ

ーツの関心がそのようにヴィジョナリな想像力の働きにあり､そしてそれがかれ自身の想

像力の特質でもあったことを考えれば､かれがエンデュミオーンの眠りの中に詩人の想像

力の縮図を見たとして､それは極めて自然なことであったろう｡

このように考えると､キーツがエンデュミオーンの姿に､意識的であれ半ば無意識的に

であれ､詩人の魂を投影しようとしたのだという､ 『ェンデュミオーン』に関する批評家

の一致した見解が納得できる｡しかもエンデュミオーンは,女神という天上の美と結ばれ

た結果､不老不死の永遠性を獲得したのである｡その運命は､詩作によってなによりも名

声という永遠性をかち得たいと願っていた詩人の目に､どれほど魅力的に映ったことだろ

うか｡キーツのエンデュミオーン神話に対する思い入れには､このようなエンデュミオー

ン自身への共感が働いているのである｡

しかし､ここで忘れてならないのは､キーツが共感を寄せるのは､Fletcherが神話に忠

実に描いたような､ラトモスの山頂でただ甘美な眠りを眠るエンデュミオーンではないと

いうことである｡それはむしろ､JohnLylyが大胆に脚色したように､つれない女神を恋

し求めるエンデュミオーン像に近い｡すなわち詩人が共感をこめて思い描くのは､月の女

神と結ばれる前に､その美への憧憶と渇望に心燃え立ち､月光の下女神を求めてさすらう

孤独な牧人としてのエンデュミオーンなのである｡実際キーツの 『エンデュミオーン』を
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播く読者の目に焼きつくのは､孤独の苦しみに耐えかねて助けを求める声を上げつつ､女

神を求めて地上の果てはおろか地下､海底そして天空までをも坊復い行く､恋の苦悩に青

ざめた若者の姿に他ならない｡ 『エンデュミオーン』も終わり近くで､詩人は現在の己に

立ち返って､エンデュミオーンにこう呼びかけることだろう-

.hastthounotaidedme?

Yes,moonlightEmperor!felicity

Hasbeenthymee°formanythousandyears;

Yetoftenhavei,onthebrinkoftears,

Mourn'dasifyetthouwertaforester;-

Forgettingtheoldtale. (IV,776-10)

あなたはわたしを助けてくれたのではなかったか｡

そうだ､月光の王よ ! 何千年このかた

至福こそがあなたの受けた報いであったO

なのにわたしはいまだあなたを森に住む牧人のごとく思いなしては､

痛ましさに､思わず落涙しそうになることもしばしばだった 一

昔の物語を忘れて｡

キーツにとって､エンデュミオーンは詩神のごとき存在として､この長大な物語の執筆

を ｢助けてくれた｣のである｡だがそのようにキーツの想像力に働きかけ､霊感を授けた

のは､いまだ至福の眠りにつくことなく､月光の下を恋に焦がれつつ孤独にさすらう牧人

としてのエンデュミオーンであった｡ちょうどエンデュミオーン神話を語った過去の詩人

が､おそらくは月の女神の孤独な運命に涙したと同様に､キーツはエンデュミオーンの痛

ましい運命に共感の涙を誘われた｡このエンデュミオーンへの共感こそが､キーツをして

いま新たに独自のエンデュミオーン神話を語り出させた原動力なのである｡
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2 月と詩人

だが､エンデュミオーン神話がキーツにとって ｢もっとも甘美なる歌｣である理由とし

て､この神話の持つもうひとつの魅力を忘れてはなるまい｡言うまでもなく､それは ｢月｣

の魅力である｡詩人のこころに湧き上がる月への想いを無視しては､かれにとってエンデ

ュミオーン神話がなぜそのように特別のものであったのかを真に理解することはできない｡

では､キーツは月に対していったいどのような想いを抱いていたのか｡ ｢丘の上につま

立ちて｣に戻れば､詩人はそこで､月へ向けてこのように呼びかけている-

0Makerofsweetpoets,deardelight

Ofthisfairworld,andallitsgentlelivers;

Spanglerofclouds,haloofcrystalrivers,

Minglerwithleaves,anddewandtumblingstreams,

Closeroflovelyeyestolovelydreams,

Loverofloneliness,andwandering,

Ofupcasteye,andtenderpondering!

TheemustIpraiseaboveallotherglories

Thatsmileusontotelldelightfulstories.

Forwhathasmadethesageorpoetwrite

ButthefairparadiseofNature'slight?

("Istoodtip-toeuponalittlehill,"116-26)

歌声甘美なる詩人の遣り手､この薦しき世界と

そのおだやかな住人たちの大切な喜び､

雲を輝かせる光､澄みきった川面を照らす光輪､

木の葉や､露や､逆巻く流れと交わるもの､

美しき目を美しき夢へと閉じさせるもの､

空を振り仰ぎ､やさしい物思いにふける､

孤独と､さすらいとを愛するものよ !

あなたこそをわたしは賛えねばならない｡
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なぜなら自然の光の薦しき楽園の他に

いったい何が聖者や詩人をして書かしめたというのだ｡

ここで月は､ ｢詩人の遣り手｣と呼ばれている｡月は､ ｢この農しき世界｣､つまり｢

自然の光の麗しき楽園｣の ｢大切な喜び｣である｡それは月が､その美しきにおいてこの

自然の美の象徴であるからというだけではない｡月はその光を投げかけることによって､

例えば雲や川､木の葉や露の滴や急流に美しい装いを与える､自然の美の創造主でもある

からだ｡また月は､己を仰ぎ見つつ独りさまよう詩人に､慈愛の光を投げかける｡夜空に

かかるその孤高の姿は､詩人の孤独なこころを惹き寄せ､共感にうち震えさせるのである｡

こうして生み出されたのが､他ならぬエンデュミオーン神話であった｡すなわち詩人は

｢そのような美がわびしく孤独であることに涙し｣､ ｢内気な月姫にかのエンデュミオー

ンを与えた｣のであった｡言いかえれば､月はそのようにして詩人の想像力の翼を聞かせ､

詩人の魂を遥か天上にまで引き上げたのである｡エンデュミオーンとシンシアの婚礼の夜

を語る ｢丘の上につま立ちて｣の最終部で､キーツは ｢はたして詩人がうまれたのか｣

(Wasthereapoetborn?)(240)と問いかけている｡エンデュミオーン神話の創造の時は､

詩の誕生の時であると同時に､詩人の誕生の象徴的瞬間でもあったのだ｡そしてそれは､

他ならぬ月の影響力によって生み出されたのであった｡

この月の力は､詩人に ｢楽しき物語｣を語らせるどんな栄光に満ちた人間の歴史にも勝

るものだとキーツは言う｡なぜなら､ ｢自然の麗しき楽園｣こそ､詩人の想像力に働きか

け霊感を授ける力の､至上の源だからだ｡まさに月こそ､この ｢詩人の造り手｣としての

自然の影響力の象徴に他ならない｡

では､ 『エンデュミオーン』の中に描かれる月についてはどうであろうか｡それが単に

詩人に霊感を授ける自然美の象徴にとどまらないことは､月がエンデュミオーンに恋する

当の女神であることからして当然であろう｡ 『エンデュミオーン』の中の月は､実際いく

つもの顔を持つ｡もともと月神セレ-ネーは､ギリシア ･ローマ神話において､アルテミ

ス (ディアーナ)およびへカテ-という別の顔を持っていた｡またGeorgeSandysによる

MetamorPhosz'S の注釈を読めば､ヘカテーは ｢天にあってはシンシア､地上ではディ

アーナ､冥界においてはプロセルピナ｣という ｢三つの名を持つ｣のだと言う.日

しかし､キーツにとって月の持つ複数の顔というのは､そのような神話の伝統からは自

由な､独自のものと言える｡それはむしろ内面化された心理的な意味の複層性だからであ
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る｡詩中のエンデュミオーンにとって､月が ｢月神｣と､恋の相手である ｢夢に訪れる女

神と､ ｢インドの乙女｣という三つの異なった姿を取るという､キーツの 『エンデュミオ

ーン』の独創的な筋書き自体が､いわばその複層性の図式化であると言えよう｡そのプロ

ット上の問題は今はおくとしても､ 『エンデュミオ-ン』の全篇を通して､エンデュミオ

ーンが､あるいは詩人自らが､直接月に向けて語りかけるその呼びかけに耳を傾けるとき､

そこから､キーツにとって月の持つ多様な意味が､次第に明確に浮かび上がってくるよう

に思われるのである｡

月に向けて､語り手やエンデュミオーンは､"Moon,"Dian,""cynthia,''そして"Phoe-

be"と､様々な形で呼びかける｡とりわげ M̀oon"という言葉を用いるとき､詩人は夜空に

浮かぶ月の姿そのものを､即ち野や森や詩人自身に光を投げかける､自然の一郎としての

月を想い浮かべている｡しかもそれは､太古からの悠久の時の流れを想起させる､大いな

る自然の営みをも表している｡ ｢歳ふりし樹々｣は月の ｢軽やかな親和｣(airyfellow-

ship)(Ⅰ日,55)を感じて葉を揺すり､ ｢山々は月のまなざしを拝まんと切望して高く高く

伸びてゆく｣(日Ⅰ,59-60)のだと詩人は語る｡その光は ｢この地上を隈なく祝福し､その

白銀の唇の接吻にて死せるものを生へと延らせる｣(Ⅰ日,56-7)神秘的な力を持つ｡ ｢大

いなる海｣(mightydeeps)すらその力の支配下にあり､ ｢見はるかす波立つ海はあなた [

月]の前に頭を垂れる｣(Far-spoomingOceanbowstothee)(日Ⅰ,68-9)と言うのである｡

海底を孤独に歩むエンデュミオーンにまで､この月の光は届くだろう｡その時エンデュ

ミオーンは､ ｢その魅惑を息もつけぬ程に感じ｣､ ｢やさしき月と､魚たちのひれによっ

て透明な波の屋根に打ちつけられるその生気を与える光の雫を味わんと｣､ ｢半ば快惚と

して｣海草の枕に頭を横たえるのである(Ⅰ日,108-ll)｡そうして力づけられた後､再び

海底をさまよいながら､エンデュミオーンは己の ｢こころの迷路｣を辿る｡それはかれを

子供の頃の月の思い出-と導いてゆくのである-

"W.!..atisthereinthee,Moon!thatthoushouldstmve

MyheartsopoLently? Whenyetachild

iofthavedriedmytearswhenthouhastsmil'd.

Thouseem'dstmysister:handinhandwewent

Fromevetomornacrossthefirmament.

NbappleswouldIgatherfromthetree,
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Tillthouhadstcool'dtheircheeksdeliciously:

Notumblingwatereverspakeromance,

Butwhenmyeyeswiththinethereoncoulddance....(日Ⅰ,142-50)

｢いったいあなたの内に何があるのか､月よ ! こんなにも力強く

わたしのこころを動かすとは｡まだ子供のころ

あなたが微笑みかけるとわたしは泣きやんだものだった｡

あなたはわたしの姉のようだった｡ふたり手に手を取って

夕べから朝まで天空を渡ったのだ｡

あなたが林檎の頬をおいしく冷やすまでは､

わたしは林檎をもがなかったし､

わたしの目があなたの眼差しと一緒になってその上で踊ることがなければ､

どんな逆巻く海もわたしに物語を語ることはなかったのだ..

エンデュミオーンは､いま己のこころに働きかける月の影響力の強さに驚きつつ､これ

までの月との親密な関係を振り返るC月は､幼いかれにとってはやさしい ｢姉｣のごとき

存在であった｡いつもかれと共にあり､かれを見守ってくれたのだ｡また月の光がなけれ

ば､森や木陰の美しさも､喜びの歌も味わうことができなかったと､さらにエンデュミオ

ーンは回想を続けるのである(Ⅰ日,151-9)｡つまり月は､恋人として女神の姿でかれを訪

れる遥か昔から､エンデュミオーンにとっては分かちがたい特別の関係にあったのだ｡や

がて 『エンデュミオーン』も終わり近く､死を覚悟した絶望の中でかれは独りつぶやくこ

とだろう- ｢わたしは幼少時より光あるものに自分を結びつけてきたのに､このように

打ち捨てられ､このようにわびしく死に行くとは...｣(IV,957-9)と｡

子供時代をすぎて成長した後もなお､月は ｢わたしが熱情を注ぐものすべて(allmy

ardours)と混じりあっていた｣と､エンデュミオーンは語り続ける｡その言葉に耳を傾け

れば､月の光と混じり合い､月によって象徴されるかれの"allmyardours"とは､もはや

自然の美にとどまらず､賢者の教えや詩歌､友情､栄誉､そしてとりわけ ｢女性の魅力｣

を含んでいることがわかるだろう-

AndasIgrewinyears,stilldidstthoublend
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Withallmyardours:thouwastthedeepglen;

Thouwastthemountain-top- thesage'spen-

Thepoet'sharp- thevoiceotfriends- thesun･,

Thouwasttheriver- thouwastglorywon;

Thouwastmyclarion'sblast- thouwastmysteed-

Mygobletfullofwine - mytopmostdeed:-

Thouwastthecharmofwomen,lovelyMoon!

0whatawildandharmonizedtune

Myspiritstruckfromallthebeautiful! (日Ⅰ,162-71)

やがて歳月をへて成長してもなお､あなたはわたしが熱情を注ぐ

すべてと混じりあっていた｡あなたは深き谷であった｡

あなたは山の頂き一 賢者の筆 一

詩人の琴 一 友の声 一 太陽であった｡

あなたは川であり- あなたは勝ち取られし栄光であった｡

あなたはわがクラリオンの響き- あなたはわが駿馬 -

ワインの満てる盃 - わが最上の功績 - 0

あなたは女人の魅力であった､薦しき月よ !

ああいかなる狂おしき妙なる調べを

わがこころはあらゆる美しきものからほとばしらせたことか !

このように月の存在は､エンデュミオーンにとってあらゆる好ましきもの､あらゆる美

しきものと不可分であった｡すなわち此の世の ｢美しきもの｣が､エンデュミオーンのこ

ころに ｢狂おしき妙なる調べ｣を響かせることができたのは､このような月の ｢影響力｣

(thineinfluence)(Ⅰ日,182)､その ｢めぐる力｣(thineorbypower)(Ⅰ日,180)によ

るのであった｡ここで月は､もはや単に自然美の象徴としてエンデュミオーンのこころの

外に､認識の対象として存在するのではない｡月はかれのこころの中であらゆる美の認識

をつかさどる力として､内面化されているのである｡

だがまた一方では､月は人格神としてエンデュミオーンのこころの朋友であり､幼少時

においては姉､成長しては恋人のごとき存在でもある｡それゆえ､このいわば信仰告白と
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もいうべき長い月への呼びかけの中には､昔からの恋人に対する愛の誠の誓いといった響

きも潜んでいる｡実際かれはこの後すぐさま新しい恋人 (エンデュミオーンにはそれが月

神自身であることがまだ分かっていない)を思い出して､月にその影響力を控えるように

と懇願し､またいずこかにいるその恋人には､一時にせよ彼女からこころを移したことの

許しを乞うのである(ⅠⅠⅠ,182-4)0

ところで､月が女神として ｢女人の魅力｣をより鮮明にするのは､むしろ"Cynthia"(あ

るいは`̀phoebe")という呼びかけにおいてである｡第二巻において､恋する女神を求めて

むなしくさまようエンデュミオーンは､助けを求めて月神にこう呼びかけている-

...0meekestdove

Ofheaven! 0Cynthia,ten-timesbrightandfair!

Fromthybluethrone,nowfillingalltheair,

Glancebutonelittlebeamoftemper'dlight

Intomybosom,thatthedreadfulmight

Andtyrannyoflovebesomewhatscar'd!

Yetdonotso,Sweetqueen...

.Thoughtheplayfulrout

OfCupidsshunthee,toodivineartthou,

Tookeeninbeauty,forthysilverprow

Nottohavedipp'dinlove'smostgentlestream. (日,169-75,179-82)

ああこころやさしき

天の鳩よ ! ああシンシア､十倍も明るく美しい !

いま天空一杯に光を満たす､あなたの青き玉座より､

ただ一条の柔和なる光を

わが胸底に投げかけたまえ､愛の恐ろしき力と暴虐の

少しなりと怖気づくように !

いやそうはしたまうな､しとやかなる女王よ..

いたずら好きなクビードーたちの

群れはあなたを避けはするが､あなたのあまりの気高さ､
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美に対するその鋭敏さゆえに､あなたの白銀の船の舶先が

愛のやさしき流れに浸らぬわけにはいかなかったのだ｡

孤独な山頂にあって月を眺めつつ､エンデュミオーンはそこに"meekestdove''のごときし

とやかな女性としての美を見ている｡その輝きは天空にあって他の星々をかすませるほど

であるが､しかもなお ｢柔和｣である｡

エンデュミオーンが言わば己の守護神として助けを求める月の女神は､そのように優美

な"Sweetqueen"であって､たとえばこの後にかれが出会う女神の侍女アレトゥーサの目

に映る､愛とは無縁な厳格な処女神としての月神とは､全く異なっている｡キーツの描く

アレトゥーサは､純潔を守 り通すことを求めるディアーナの怒 りを恐れるばかりに､恋人

の追跡から､そして己自身の内に燃える恋の炎から逃れようとするのである｡しかし上の

詩行でエンデュミオーンは､月神もまた､その気高さと､美にたいする鋭敏さゆえにきっ

と ｢愛のやさしき流れ｣に身を浸したはずだと想像している｡この女神が､実は己の夢に

現れて抱擁し合った当の女神であるとは知らぬまま､エンデュミオーンは月に､愛を知っ

たこころやさしき女性の姿を見ているのである｡

キーツにとっては､このような ｢たわやめ｣としての月の女神像は､言うまでもなくエ

ンデュミオーンを恋する女神のイメジと分かちがたく結び付いている｡はば一年前に書か

れた弟にあてたソネットの中で,かれは薄雲からのぞく月の姿に､婚礼の宴での恥じらい

に満ちた女神の姿を思い浮かべている -

E'ennow,dearGeorge,whilethisforyouIwrite,

CynthiaisfromhersiLkencurtainspeeping

Soscantly,thatitseemsherbridalnight,

Andsheherhalf-discover'drevelskeeping.

("ToMyBrotherGeorge,"9-12)

今でさえ､ジョージ､このおまえへの詩を書いていると､

月姫がその絹のカーテンからほんのわずかに

顔をのぞかせるので､今宵は彼女の婚礼の夜で､

半ば顕わになったその宴を彼女がそっと隠しているように思えるのだ｡
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また後の ｢ナイティングールへのオード｣では､詩人は暗闇の中にいて､その ｢やさしき

夜｣に ｢月の女王｣(Queen-Moon)は ｢星の精たちに取り巻かれて､その玉座についている

ことだろう｣(35-7)と思いを巡らせている｡キーツにとって女神としての月は､まずエン

デュミオーンの恋人であり､女性の魅力に満ちた優美な姿をしているのである｡

では､そのような月の女神像と､先に見た大いなる自然の美と力を象徴する月のイメジ

との間に､一体どのようなつながりがあるのか｡エンデュミオーンのこころの中で美の認

識をつかさどり､また大海をも圧する影響力を持つ月の姿と､それはあまりにもかけ離れ

ていはしまいか｡事実詩人自身､あまねく行き渡る力を持った月の姿を語った後で､いま

｢ひとりの者を恋焦がれ｣. ｢頬も色を失う｣ほどにやつれた女神を前にして､そのあま

りの落差に驚きの声を発する｡そして彼女の弱々しい光を宵の明星のかそけき光と見まが

うのである-

Ah≡SurelythatlightpeepsfromVesper'seyes,

Orwhatathingislove! 'TisShe,butlo!

Howchang'd,howfullofache,howgoneinwoe!

Shediesatthethinnestcloud;herloveliness

lswanonNeptune'sblue.. (Ⅰ日,78-82)

ああ !きっとあの光は宵の明星の目がちらりと放つのだ､

でなければ､愛とは何というもの ! いや彼女だ､しかし見よ !

なんと変わり果て､なんと苦痛に満ち､なんと悲嘆に暮れていることか !

ほんの薄い一片の雲にもかき消され､その岸しき姿は

海神の青い海原の上に白く色槌せている..

いま詩人が目にするのは､変わり果て,苦痛に満ち,悲嘆に暮れた女神の痛ましい姿であ

る｡いったい何が月をこのように変えてしまったのか｡このような変貌を月にもたらした

もの､それは無論エンデュミオーンへの ｢愛｣に他ならない｡まさに ｢愛とは何というも

の !｣であろうか -

この詩人の驚きの中に､キーツのエンデュミオーン神話への思い入れのいま一つの要因

が在ると私には思われる｡月の持つ顔のこの隔たり､そして､その落差を生み出した愛の

-54-



力｡それに対する詩人のこころの新鮮な驚きと感動こそ､実はキーツをつき動かしてエン

デュミオーン神話を再生させた重要な動機であったと言えるのではなかろうか｡実際 『エ

ンデュミオーン』を結くとき､この ｢愛｣という問題こそが､一見とりとめもない程に膨

らんだこの長詩に一貫して流れる主要なテーマであることにわれわれは思い至るのである｡

3 エンデュミオーン神話の再生-むけて

さて､キーツにとってエンデュミオーン神話がいかに様々な意味で特別のものであった

かが､いまや腰げなりと見えてきたように思われる｡では､そのエンデュミオーン神話を

いま再び詩に語るということに､キ-ツはどんな意味を見出そうとしているのか｡いった

いどういう気持ちで､かれはこの神話を語り出したのだろうか｡

キーツがこの作品を､詩人としての名声をかち得るために必要な一歩として､つまり己

の ｢想像力を試す試験｣として捉えていたことは､良く知られるところである｡ユ2 確かに

詩人自身のその言葉は､たとえばBateも考えるように､キーツという詩人の成長の過程に

おいて 『エンデュミオーン』を位置付ける際の､有効な拠 り所となるだろう了 3 しかし､

だからと言ってその手紙の言葉を鵜呑みにして､かれがただ己の創作能力を試すために ｢

ひとつの素朴なでき事から四千行を作 り出しそれを詩で満た｣そうとしたのだと､そう簡

単に結論することはできそうにない｡14

とにかく大作を書きたいという野望が､なる程キーツにこの作品を執筆させた要因の一

つではあったろう｡だが詩人にとってエンデュミオーン神話がいかに大切で魅力的なもの

であったかを考えれば､題材に対する上のようなストイックな態度が､決して1817年春当

時のキーツのこころのすべてを表現するものでないことは明らかである｡ 『エンデュミオ

ーン』第-巻冒頭におかれた序詩の部分を読むとき､これからその神話を語り出すことに

喜び勇む詩人の胸の高鳴 りが､ひしひしと伝わってはこないだろうか - ｡

キーツは 『エンデュミオーン』を,"Athingofbeautyisajoyforever"(美しきも

のは永遠の喜びなり)という命題で始める｡ここで ｢美しきもの｣とは､まず ｢太陽｣で

あり､ ｢月｣であり､また ｢木々｣､ ｢水仙｣､ ｢冷たく澄んだ小川｣､ ｢野ばらの咲き

乱れる茂み｣(Ⅰ,13-9)といった､地上の自然の美である｡そしてそれに加えてかれは､過

去の人々の ｢壮麗なる人生｣を語った ｢尽きせぬ泉｣のごとき ｢魅力ある物語の数々｣(I,

20-3)を挙げる｡つまり過去の物語 (神話)や詩が､太陽や月や木といった自然の美と同

155-



列に論じられるのである｡そして ｢これらの美の精髄｣(theseessences)は､はかなく消

え去ることなく､我々のこころの内に永久に生き続けるのだと､詩人は言う-

Nordowemerelyfeeltheseessences

Foroneshorthour;no,evenasthetrees

Thatwhisperroundatemplebecomesoon

Dearasthetemple'sself,sodoesthemoon,

Thepassionpoesy,gloriesinfinite,

Hauntustilltheybecomeacheeringlight

Untooursouls,andboundtoussofast,

That,whethertherebeshine,orgloomo'ercast,

Theyalwaymustbewithus,orwedie. (Ⅰ,25-33)

われわれはこれらの美をただかりそめに

感じるのではない｡そうだ､寺院のまわりで噴く

木々でさえやがては寺院そのものと同じほどに

大切なものとなるように､月も､

情熱溢れる詩歌も､限りなき栄光も､

われわれのこころを離れず､ついには魂を

明るく照らす光となり､固くわれわれに結ばれるのだ､

それゆえこころが晴れていようと､一面に暗い憂哲が覆っていようと､

それらは常にわれわれと共にある､さもなくば､死だ｡

｢月も､情熱溢れる詩歌も､限りなき栄光も｣､ひとたび見聞きすればその後いつまで

もわれわれのこころの中に繰り返し湧き起こり､やがては ｢われわれの魂を明るく照らす

光となる｣のだと言う｡それはわれわれの魂と ｢固く結ばれ｣､もはやどんな時にもわれ

われを離れることはない｡ 『エンデュミオーン』第一行目の言う ｢美しきもの｣の与える

｢永遠の喜び｣とは､このような美の体験の内面における反復と持続のことなのである｡

『エンデュミオーン』完成間近の1817年11月､詩人は友人に宛てた手紙の中で､この世

での美の体験の幸福が､その後の人生で何度も繰り返し ｢より美しい色合いで｣(inafiner
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tone)追体験されることを語っている｡それは ｢たえずふいに心に働きかける静かな作用の

反復｣(therepeti[ti]onofitsownsilentWorkingcomingcontinuallyonthespirit

withfinesuddenness)によるのであり､ ｢純粋な想像的精神｣(simpleimaginativeMind)

に与えられる ｢報酬｣なのだとかれは言う｡15 キーツにとって､古のエンデュミオーンの

物語を新たに己の詩の中で辿 り行くことは､まさにこの ｢想像的精神に与えられる報酬｣

に他ならなかったことだろう｡その ｢幸せ｣を､詩人は 『エンデュミオーン』冒頭におい

て､次のように綴っている -

Therefore,'tiswithfullhappinessthatI

WilltracethestoryofEndymion.

Theverymusicofthenamehasgone

Intomybeing,andeachpleasantscene

lsgrowingfreshbeforemeasthegreen

Ofourownvallies.... (Endyml'on, I, 34-g)

それゆえ､まことに幸せな気持ちでわたしは

これからエンデュミオーンの物語をたどる｡

ほかならぬその名の響きはわたしの存在の

奥深く沌み入り､そのこころ愉しき場面のそれぞれが

いまわたしの眼前に われわれの地の谷間の緑さながらに

みずみずしく伸び育っている..

エンデュミオーンの名はすでに詩人にとって親しいもの､ ｢存在の奥深くにまで沌み入

った｣ものである｡そしてかれのこころの内でいま､そのエンデュミオーンの物語が､そ

の一場面一場面が､みずみずしい青草のように育っているという｡その内なる再生を､詩

人はこれから喜びに満ちて語ろうというのだ｡ここに溢れている ｢幸福感｣は､エンデュ

ミオーン神話の創造を詩人がみずから追体験する喜びに他ならない｡これから語り出さん

とする詩人は､ ｢純粋な想像的精神｣に与えられるその ｢報酬｣を､素直に喜んでいるよ

うに見える｡

たとえ書き終えたものが､詩人の目に己の ｢全くの未経験と未熟｣(greatinexperience,
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immaturity)を露呈するものとしか映らなかったとしても､16 少なくとも 『エンデュミオ

ーン』を書き始めたこの時､詩人はエンデュミオーン-の､そして月への共感によって己

の内に湧き起こり勢い立つ想像力の､確かな手応えを感じ取っていたに違いない｡ ｢書き

始める前は､内心およそ完成できそうな気がしていなかったし､筆を進めて行くときも､

全く不確かな足取りだった｣と詩人は後に回想する｡17 だが､その ｢不確かな道に緑を茂

らせ｣､ ｢花や草の間を軽やかに進む｣ため､ ｢向こう見ずにも荒野-向けて先触れの思

いを使者に送る｣のだと､高らかにかれは 『エンデュミオーン』の序詩に歌うのである｡

それはなんと素朴な興奮に満ちた､勇ましい語り出しであることだろう-

Andnowatonce,adventuresome,Isend

Myheraldthoughtintoawilderness:

Thereletitstrumpetblow,andquicklydress

Myuncertainpathwithgreen,thatImayspeed

Easilyonward,throughflowersandweed. (Ⅰ,58-62)

そして今ただちに､向こう見ずにもわたしは､

荒野へ向けて先触れの思いを使者に送る｡

そこで倒r̂を吹き鳴らさせ､不確かなわたしの道に

すばやく緑の装いを生い茂らせるのだ｡この先

わたしが花や草の間を､軽やかに進むことができるように｡
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第 三三幸 『 ユ ニノ デ ュ ミ オ ー ン 』

- キ ー ツ の 愛 の 手中 言古

序

キーツの初期の代表作である物語詩,Endyml'on:APoetL'cRo77氾nCeについては､ こ

れまで数多くの批評家が様々な議論を展開してきた｡その批評の変遷を辿るとき､20世紀

半ば頃に行われたひとつの大きな論争が目を引く｡それは､ 『エンデュミオーン』をアレ

ゴリーとして読むか否かという問題を巡るものであった｡それまで批評家たちは､Sidney

Colvin､RobertBridges､EarnestdeSelincourtを中心として､ 『エンデュミオーン』

が詩人による理想美の追求とその結果の理想美との合一を表現するものだという点で､意

見が一致していた｡ 1 そのようなアレゴリー的解釈の方向は､ClaudeL.Finneyに至って､

新プラトン主義を拠り所として一層明確に打ち出されることになる｡ 2 だが､このような

アレゴリー的解釈に対して､NewellFordや､E.C.Pettetが疑問を投げかけたのであっ

た｡ 3 彼らは 『エンデュミオーン』の中に､観念的な寓意よりはむしろ､青年詩人の官能

的愛への直接的な欲求を読み取ろうとしたのである｡

しかし今や､ 『エンデュミオーン』はアレゴリーか否かという論争は､すでに終息した

観がある｡それは論争そのものによって､両者の解釈における行き過ぎが目に付くように

なったからだと言ってもよいだろう｡こうして再び､JackStillingerが指摘するように､

｢中心的問題は､そのアレゴリーの内容の解釈｣そのものへと帰ってきたのである｡4 た

とえばLeonWaldoffは､己の諭を始めるにあたってこのStillingerの言葉を引いた後､こ

れまでにすでになされた解釈とは切り離して､全体としては詩人の魂のアレゴリーとして

読みつつ､そこに新たにキーツの想像力の特質を読み取ろうとする決意を述べている｡ 6

また JohnBarnardは､本文では過去の論争には全く触れずに､しかもこれまでのアレゴ

リー的解釈の遺産を受け継ぎながら諭を進めているといった具合である｡ 6

かくしてわれわれの前には､ 『エンデュミオーン』から導き出される解釈の多様性とい

う問題そのものが残されることになる｡すなわち､上の論争に見られるような大きく分け

て二つの立場と､さらに解釈の細部に至っては批評家の数ほどに多くの意見を導き出す 『

エンデュミオーン』の迷宮性が､立ち向かうべき困難な課題として今改めて意識されるの

である｡
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ではなぜ､ 『エンデュミオーン』はそのように多種多様な解釈を許すのか｡その理由を

説明してStillingerは､まず 『エンデュミオーン』に含まれるテーマが多岐にわたってい

ることを指摘する｡ 7 主要なテーマとしてかれが挙げるのは､1)"Fellowshipwith

essence"(究極的には理想物との合-へと至る､自己の外にある事物や人との一種の想像

的結合あるいは同一化)､2)"GradationsofHappiness''(｢精髄(essences)を評価す

る尺度についての考え)､3)自我や孤独と､愛や人道主義的行為との間の対立､ 4)

人間の存在領域と神々の存在領域との相対立する要求､ 5)夢幻的想像力の象徴とされ

ている ｢夢｣の信頼性､という5つの問題である｡このテーマの全てを､一つの整合性を

もつ解釈のなかで取り扱った批評家は､これまで誰ひとりとしていないのだとかれは言い､

その原因は､そもそもそれらのテ-マ間に関連性がないからだと指摘する｡しかしテ-マ

間の不整合性が問題になるのは､ただわれわれがきちんと図式化され首尾一貫した解釈を

求めるときのみであろう｡Stillingerは最後に ｢統一性｣を重んじる昨今の批評の傾向そ

のものに疑問を投げかけて論を閉じるのである｡

詩を一つのアレゴリーとして解釈するとき､どうしても諭旨の統一性は要求されようが､

しかしStillingerの言うとおり､ 『ェンデュミオーン』自体が首尾一貫した解釈を許さな

いとしたらどうであろうか｡事実 Fordたちが指摘したのも､アレゴリー派の解釈から抜

け落ちた (抜け落ちざるを得なかった) 『エンデュミオーン』の別の一面に他ならない｡

なるほどここでStillingerの勧めに従って､整合性に関しては ｢もう少しリラックスして｣

『エンデュミオーン』を眺めても良いのかもしれない｡ 『エンデュミオーン』はあくまで

も一篇の物語詩なのだから｡

さて､このように長い 『エンデュミオーン』批評の歴史をふまえて､今改めてそれを論

じるようとするとき､どれほどの新しい意味が兄いだせるのかという湧き起こる疑問は打

ち消しようがない｡しかしまた一方で､ 『エンデュミオーン』の物語をその全体にわたっ

て辿り､論じた批評は､これまで､ (Stillingerの指摘するように皆無とは言えないにし

ろ)極めて少なかったこともまた事実である｡

では､われわれはどのようなアプローチの方法を取るのか｡まず私が目指したのは､す

でに前章で論じた通り､ 『エンデュミオーン』誕生のその創造の現場に立ち返ることであ

った｡言い換えれば 『エンデュミオーン』を､キーツによるエンデュミオーン神話の再生

(re-creation)として捉え直すこと､つまりこのギリシア神話にキーツがどのように新た

な独自の解釈を与えたかを考察することであった｡ところがその過程において､ 『エンデ
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ユミミオーン』の全体を貫き流れる主題の存在が次第に明らかとなってきた｡すなわち ｢

愛｣というテーマが浮かび上がってきたのである｡なるほどストーリーの冗長さ､散漫さ

は指摘されるとおりである｡しかし長い長いエンデュミオーンの紡往とその試練によるか

れのこころの変化も､またその途上でかれの出会うさまざまな別の神話の主人公たちとの

エピソードも､すべてこの ｢愛｣という一筋の流れへと流入し,その流れ自体は､エンデ

ュミオーンの魂の成長を示しているように思われた｡そう考えて 『エンデュミオーン』を

読み直してみると､過去の論争の火種となった作品の持つ二面性も- すなわちsexualな

面も､idealな面も- ､共にこの ｢愛｣という一つの主題の中に集約され得るようにす

ら思われてきたのである｡

そこでわれわれは今､ 『エンデュミオーン』を､キーツによる新たな ｢愛の神話｣の創

造として位置付けることから出発する｡キーツが独自にエンデュミオーンに与えた長い長

い試練の旅は､いったいどういう意味を持っているのか｡そもそも ｢愛｣とは､キーツに

とって何を意味していたのか｡それはかれの詩の理想とどのような関係があるのか｡この

ような問いを念頭に置きながら､エンデュミオーンの愛の変化と成長の曲がりくねった流

れを丹念に辿ることによって､ 『エンデュミオーン』の全体像に迫ることが､従って本章

の目的である｡

1 愛と変容一 永遠への道

｢丘の上につま立ちて｣において､エンデュミオーン神話は､自然の風光から霊感を得

た想像力から生まれ出る詩の､美しき先例として描かれていた｡詩人の側に立って言えば､

それは自然との忘我的な合一状態の時を示すものである｡そのような詩の誕生の時が､再

び 『エンデュミオーン』第 1巻において､今度はエンデュミオーン自身のロから語られて

いる｡そしてここでは詩人の魂の変容が､ ｢愛｣をその究極の姿としてさらに深く追求さ

れることになるのである｡このエンデュミオーンの ｢幸福論｣と呼ばれる箇所は､いわば

主人公自身による物語の主題の提示であり､またその解説であるとも言える｡そこでまず

はじめに､われわれはそのエンデュミオーンの語りに耳を傾けることにしたい｡

｢幸福はどこにあるのか｣という自問に答えてエンデュミオーンは言う- ｢ばくらの

喜び勇む心を聖なる交わり､/精髄との交わりへと手招きするものにある､そうしてばく

らは全き変身をとげ/光を放ち､空間から解き放たれるにいたるのだ(I,777-80)｣と｡エ

-61-



ンデュミオーンの言う幸福を生み出すこの "weshine/Fullalchemized,andfreeof

space"という変貌は､ ｢丘の上につま立ちて｣の "wefeelupliftedfromtheworld"(

139)､あるいは "hehadburstourmortalbars"(190)といった詩や神話の誕生の際の詩

人の魂の変容のさまと呼応する｡そしてここでもそのような変容が､"ethereal"な世界を

も含めた ｢自然｣との交流の中から生まれることが語られるのである｡

...Behold

Theclearreligionofheaven! Fold

Aroseleafroundthyfinger'staperness

Andsoothethylips:hist,whentheairystress

Ofmusic'skissimpregnatesthefreewinds,

Andwithasympathetictouchunbinds

Aeolianmagicfromtheirlucidwombs:

Thenoldsongswakenfromencloudedtombs...

(Endymion, I,780187)

.御覧よ

天の清澄なる教えを ! 巻きつけてごらん

そのほっそりとした指に寄蔵の花びらを

そして唇にそっと押し当てて ほらっ 音楽のやさしいくちづけが

空気を震わせ自由な風を学せるとき､

その共鳴する感触で風の透き通った子宮から

アイオロスの魔法の響きを解き放つとき､

そのとき古の歌は雲に包まれた墓より目覚め..

"Theclearreligionofheaven…とは､頭上に広がる清澄な星空であると同時に､その

星座が伝える古代の神話の数々､すなわちギリシアの ｢喜びの宗教｣(theReligionof

Joy)を暗示する｡ 9 ここでは花も音楽も､ともにその天上的な美しさによって官能的な触

覚の悦びに通じている｡触覚こそ､詩人の魂と霊妙な自然美との共鳴を表現するに最もふ

さわしい感覚なのかも知れない｡そしてそのような自然の美との ｢聖なる交わり｣の中か
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ら､遥か昔の詩人が風の中に聞いた ｢アイオロスの魔法の響き｣が､われわれの耳に廷る

一 太古の神話の数々が､われわれの心の中で ｢目覚める｣のだと､エンデュミオーンは

妹にむけて説くのである｡ ｢かつてアポローンの歩んだ地｣､神々の ｢大きな戦のあった

地｣､あるいは ｢幼児のオルペウスが眠った地｣から､いま再び歌が高らかに聞こえてく

る(Ⅰ,789-94)｡それはまさしく,古代の神話の再生の瞬間である｡そして ｢これらを感

じ取った｣その時､すでにわれわれの身に変容は訪れているのだという-

Feelwethesethings? Thatmomenthavewestepped

Intoasortofoneness,andourstate

lslikeafloatingspirit'S.... (Ⅰ,795-7)

これが感じられるか? その瞬間 ばくらは

一種の合一状態に足を踏み入れている､まるで

漂う霊のごとき状態になるのだ..

美しき自然の ｢精髄｣(essence)とのこころの共鳴が､いまや ｢合一｣(oneness)という言

葉で表される｡それが ｢精髄との交わり｣によって達せられるとエンデュミオーンの言う､

｢全き変身をとげて光を放ち,空間から解き放たれる｣状態なのである｡そのとき魂は ｢

漂う霊｣となり､ ｢我｣と ｢非我｣との境界は消え去る一 即ち ｢合一状態に足を踏み入

れている｣のである｡そして ｢さらに豊かに絡み合う関係､さらに自己破壊的な魅惑状態

｣(Richerentanglements,enthralmentsfar/Moreselトdestroying)(798-9)､悦楽の

｢極み｣(thechiefintensity)へとわれわれを導くこのような状態の ｢冠たるもの｣､

それはエンデュミオーンによれば､ ｢愛と友情によって得られる｣のだと言う｡その頂点

にある ｢愛｣とは､いったいどんなものであろうか -

..,butatthetip-top

Therehangsbyunseenfilmanorbeddrop

Oflight,andthatislove. Itsinfluence,

Throwninoureyes,gendersanovelsense,

Atwhichwestartandfret,tillintheend,
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Meltingintoitsradiance,weblend,

Mingle,andsobecomeapartofit-

Norwithaughtelsecanoursoulinterknit

Sowingedly.. (I,805-13)

.だがその頂点には

玉なす光の滴が 目に見えぬ糸に吊されて

ある､それが愛｡その力は､

目に投げかけられれば､新しい感覚を生み出し､

ばくらはそれに驚き心乱される､そして終いには､

その光線の中へと溶け入り､混ざり､

融和して､そうしてその一部となる-

他の何ものもこれほど速やかにばくらの魂を

結び合わすことはできない.

｢愛｣は､ ｢玉なす光の滴｣のごときものである｡その光は､われわれの目に ｢新しい

感覚｣を与え､われわれのこころを震わせる｡そしていつしかわれわれの魂は ｢その光に

溶け入り｣､光そのものとなるのだという｡光の滴の中-の魂のこの没入こそ､ ｢我｣と

｢外界=非我｣との融合を表す究極のイメジであろう｡ ｢愛｣とは､合一の極なのである｡

その愛によって､では何が生まれるというのか｡愛は ｢計り知れぬほどのもの｣(834)

を生み出すとエンデュミオーンほ言う｡そのようにして ｢人の魂が口づけし､挨拶しなか

ったなら｣､たとえばこの世に花が咲き実がなるということすら語られなかったとすら言

うのである｡ここでエンデュミオーンは､再び自然と人間のこころの共鳴に立ち返って語

っている｡再び､くちづけの比倫を用いて -

,,,butwho,ofmen,cantell

Thatflowerswouldbloom,Orthatgreenfruitwouldswell

Tomeltingpulp,thatfishwouldhavebrightmail,

Theearthitsdowerofrivers,wood,andvale.
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Themeadowsrunnels,runnelspebble-stones,

Theseeditsharvest,ortheluteitstones,

Tonesravishment,orravishmentitssweet,

Ifhumansouldidneverkissandgreet?

.だが､人間の､いったい誰に言えよう

やがて花が開き､また緑の実はふくれて

やわらかな果肉となることを､魚は輝く鱗に包まれ､

大地には川や､森や､谷が与えられることを｡

草原には小川､小川には小石のあることを､

種には実りが訪れ､またリュートには音色が､

音色には陶酔が､また陶酔には甘い喜びのあることを､

もしも人のこころがくちづけし挨拶しなかったなら｡

(Ⅰ,835-42)

自然の光景を見､その花弁に触れ､薫りを唄ぎ､せせらぎの昔を聞くことによって､ひ

とが ｢我｣という殻から解き放たれ時空を越えることができるなら､逆に自然が､それを

感受する人間の愛によって花開き､実を結ぶと言ってもよいのではあるまいか｡不遜な人

間中心主義に聞こえるかもしれないが､ここではもはや ｢我｣は存在しないのだから｡こ

れを例えばバイロンのように ｢感傷的｣だと批判することは､エンデュミオーンの説く ｢

愛｣の持つ創造力を理解しないことになろう｡10 ひとの愛は､ちょうど無心にさえずるナ

イティングールの愛の歌が ｢われ知らずこの世に恵みを与える｣(bless/Thewor一dwith

benefitsunknowingly)(826-7)のと同じように､我を捨て自然と一つに共鳴し合う結果､

この世を祝福することになるのではあるまいか｡そしてその時､我の側のみならず自然に

も変容が訪れるのである｡それはこの世を闇から生へと照らし出す月の光の作用にも似て

いよう｡われわれ読者は第三巻において月光の影響力が語られる中に､この愛による創造

のさまを再び兄いだすだろう｡月の光によって､この世が祝福される｡その ｢くちづけ｣

によって､この世に変容が生まれる-

0Moon!Theoldestshades'mongoldesttrees

Feelpalpitationswhenthoulookestin:
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0Moon! oldboughslispforthaholierdin

Thewhiletheyfeelthineairyfellowship.

Thoudostblesseverywhere,withsilverlip

Kissingdeadthingstolife.... (Ⅰ日,52-7)

月よ ! 歳ふりし木の間の太古の闇も

あなたが見入れば鼓動の高鳴りを覚え､

月よ ! 老いた枝々はあなたの軽やかな親和を感じて

聖なるさんざめきを立てる｡

あなたはこの地をあまねく祝福する､その白銀の唇の

接吻にて死せるものを生へと延らせつつ..

さて第一巻に戻れば､夢の中での月女神との避迄によって愛に目覚めたエンデュミオー

ンの､この愛についての語りを締めくくるように､そのさらなる力が歌い上げられる｡す

なわち愛の力によってこそ､必滅の存在である人間が ｢永遠｣を希求できるのだという-

"Now,ifthisearthlylovehaspowertomake

Men'sbeingmortal,immortal;toshake

Ambitionfromtheirmemories,andbrim

Theirmeasureofcontent;whatmerestwhim,

Seemsallthispoorendeavourafterfame,

Toone,whokeepswithinhisstedfastaim

Aloveimortal,animmortaltoo.... (Ⅰ,843-9)

｢さあ､もしこの地上の愛が必滅である人間を

不滅にする力があるのなら､人間の記憶から

野望を振り払い､その満足の秤を

一杯に溢れさせるのなら､名声を追い求める

この貧しい努力はみな､なんとささいな気紛れに見えることか､

そのこころに揺るがぬ目標として
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永久の愛､また不滅の恋人を想い抱くものにとっては....

このエンデュミオーンの言葉に､われわれはキーツ自身の切々とした肉声を聞く思いが

する｡実際キーツは､その若さにもかかわらず､人間の必滅性("Men'sbeingmortal")を

きわめて鋭敏に意識し続けた詩人であった｡日夜､文字通り死と向き合う医学生であった

頃､かれの心を捕らえたのは､いうなればポエジーの持つ ｢永遠性｣ではなかったか｡そ

してその永遠性を､キーツは詩人としての不滅の名声によって掴もうとしたのである｡か

れはエンデュミオーンに､ ｢これまで私はいつも世間の賞賛への渇望を満足させたいと願

ってきた｣(Ⅰ,769-70)と語らせている｡それを受けて､ここで"allthispoorendeavour

afterfame"という言葉が発せられるのだが､しかしこの世にあってはあたかも"dem卜god"

(724)のごとき存在である若き牧人の王エンデュミオーンの言葉としては､それはいささ

か唐突に響く｡ ｢名声を追い求める主旦貧しい努力｣とは､むしろ詩人自身の胸の内にあ

ると言ったほうが自然だろう｡ 『エンデュミオーン』を書き始めた直後の1817年春､友人

へイドンに宛てた手紙の中で詩人は綴っている-

LetFame,whichallhuntafterintheirLives,

Liveregister'duponourbrazentombs,

Andsograceusinthedisgraceofdeath:

Whenspiteofcormorantdevouringtime

Theendeavourofthispre(a)sentbreathmaybuy

ThatHonorwhichshallbatehisScythe'Skeenedge

Andmakeusheirsofalleternity.ll

誰もが人生で追い求める ｢名声｣というものを､

僕らの真緬の墓石の上に刻まれて生き続けさせ､

死という不名誉にあっても僕らを飾らせよう｡

貴欲にむさぼり食らう時に抗して

その大鎌の鋭い刃先を鈍らせ､

僕らに真の永遠を受け取らせるかの ｢栄誉｣なるものが

このいま現在の努力によって得られんことを｡
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当時のキーツにとって､ ｢名声｣や ｢栄誉｣が詩作の主要な動機の一つであったことは

否めない｡ところがいまエンデュミオーンは､永遠の愛､不滅の恋人への愛を心に抱く者

にとっては､名声など ｢ささいな気紛れ｣でしかないと言う｡永遠への道は､名声によっ

てではなく､愛によって開かれると言うのである｡そして ｢この地上の愛が必滅である人

間を不滅にする力があるのなら｣という他ならぬこのエンデュミオーンの言葉こそが､実

はキーツの 『エンデュミオーン』の主題を集約するものだと言えるだろう｡この四千行を

こえる長詩でキーツが描くのは､エンデュミオーンをして幾多の試練に耐えさせ､ついに

は天上の存在と-つに結び､その結果かれ自らに不滅性を与える､その ｢愛｣の力に他な

らないからである｡

2 エンデュミオーンの愛と孤独

では､エンデュミオーンの体験した愛とは一体どのようなものだったのか｡それによっ

てエンデュミオーン自身にどのような変化が訪れたのか - ｡月の女神とかれの最初の出

会いの場面においてすでに､愛のもたらす強烈な変化が読み取られる0

女神の登場に際して､キーツは ｢眠りと詩｣や ｢丘の上につま立ちて｣の世界と同じ設

定を用いている｡すなわちエンデュミオーンが身を横たえるのは､傍らを川が流れる ｢憩

いの木陰｣である｡そこに突然に現れた花畑について思いを巡らすうちに､かれの意識は

半ば薄れ､輝くヴィジョンの数々が現れる｡このような意識の変化は､いわばこの世の境

界を越え出て驚異の世界へ入るために必要なプロセスと言えよう｡こうしてエンデュミオ

ーンは､心地良い眠りにつくのである｡

...ThusonIthought,

Untilmyheadwasdizzyanddistraught.

Moreover,throughthedancingpoppiesstole

Abreeze,mostsoftlylullingtomysoul;

Andshapingvisionsallaboutmysight

Ofcolours,wings,andburstsofspanglylight.,

Thewhichbecamemorestrange,andstrange,anddim,

Andthenweregulph'dinatumultuousswim:
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AndthenIfellasleep.. (Ⅰ,564-72)

.このように思いめぐらすうち､

ぼくの頭は混乱し腺腫となった｡

そのうえ､身を揺するひなげしの花の間を縫ってそよ風が

そっと吹き寄せ､やさしくやさしくぱくの魂に子守歌を歌いかけた｡

そしてぱくの周りじゅうに､翼も軽やかに飛び交い､

きらめく光を煙裂させる､色とりどりの幻想の数々を繰り広げた｡

それはますます不思議に､さらに不思議なものになり､腕にかすむかと思うと､

荒々しく旋回する渦の中に呑み込まれてしまった｡

そうしてぱくは眠りに落ちたのだった..

ところが､このようにして眠りに落ちたからといって､すぐに女神がエンデュミオーン

を訪れるわけではない｡その前にもう一度､つまり夢の中でも､かれは悦惚状態に陥らな

ければならない｡ ｢夢の中の夢｣(Dreamwithindream)(Ⅰ,633)という形を用いて､キー

ツは念入りにエンデュミオーンの魂を､天上の存在である月の女神との出会いにふさわし

い状態へと導いていくのである｡

その夢の中でエンデュミオーンは､伝統的な神話の中と同じく､仰臥して星空を眺めて

いる｡視線を動かしながら ("travellingmyeye")見つめるうちに､あたかも天の扉が開

いて､その中へと飛期してゆく("thedoors/Ofheavenappear'dtoopenformy

flight,"Ⅰ,581-2)ような錯覚にとらわれる｡ ｢丘の上につま立ちて｣の詩人が自然の美

しさに浸るうち､ ｢この世をあとに舞い上がり...白雲の上を歩むかの心地｣になった

のと似ている｡だがエンデュミオーンの場合はさらにその先へと進むために､この状態を

持ちこたえねばならない｡

Ibecamelothandfearfultoalight

Fromsuchhighsoaringbyadownwardglance:

Sokeptmestedfastinthatairytrance,

Spreadingimaginarypinionswide. (Ⅰ,578-86)
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ぱくは目を下に転じてこのような高みから

降りて行くなど恐ろしくて嫌だった｡

そこで想像の翼を大きく広げ

この天糊ける夢想の中にしっかりと留まった｡

すると星々が消えて､雲間から美しい月が現れる｡その輝きに目もくらみ､エンデュミオ

ーンの魂は月を取り巻く銀白の天球と共に空を巡る｡こうして悦惚のうちに､その魂はま

さに ｢空間の束縛から解き放たれ｣､ ｢漂える霊｣と化すのである｡やがて月の姿は消え､

夜空を再び星が埋めつくす - その時､彼の見上げた目に､眩しい輝きを放って ｢完全無

欠なる完成の姿｣(completedformofallcompleteness)(Ⅰ,606)､すなわち女神の姿が

飛び込んでくるのだ｡

65行にもわたるこのエンデュミオーンと女神の最初の出会いのためのプロローグにお

いて､エンデュミオーンの魂の状態は､"dizzy,""dazzled,""dazed"と三度繰り返され

る ｢目のくらむ｣という言葉に集約されている｡月の光に､そして女神の発する光によっ

てエンデュミオーンの ｢目がくらむ｣その度に､かれの魂は別の次元へと移り､新たな悦

惚状態に陥るのである｡

さて､いまやエンデュミオーンは女神に抱かれて天空を飛期し､最後に花の裾に降り立

つ｡だがここでエンデュミオーンの夢は途切れてしまう｡その ｢甘美な夢は無に - 感覚

のない眠りに陥ってしまった｣(Ⅰ,677-8)のである｡そしてエンデュミオ-ンに､眠りそ

のものからの覚醒が訪れる｡だがこのとき､夢から覚めたかれの目に映る自然は､もはや

眠りの前と同じ物ではない｡ 『1817年詩集』では見られなかった変容が､自然の側に起こ

っているのである-

.allthepleasanthues

Ofheavenandearthhadfaded:deepestshades

Weredeepestdungeons;heathsandsunnyglades

Werefullofpestilentlight;ourtaintlessrills

Seem'dsooty,ando'er-spreadwithupturn'dgills

Ofdyingfish;thevermeilrosehadblown

lnfrightfulscarlet,anditsthornsout-grown
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Likespikedaloe. Ifaninnocentbird

Beforemyheedlessfootstepsstirr'd,andstirr'd

lnlittleJourneys,Ibeheldinit

Adisguis'ddemon,missionedtoknit

Mysoulwithunderdarkness;toentice

Mystumblingsdownsomemonstrousprecipice...(I,69ト703)

天と地の持っていた

心地よい色はすべて越せてしまっていた｡深き木陰は

深き牢獄となり､ヒース咲く野も陽の射す草地も

毒ある光に満ち､汚れなき小川は

煤色となり､その川面には死に瀕した魚たちの

上向きになったえらが一面に浮かび,深紅の蓄蔵は

おぞましき緋色に咲き､ぎざぎざのアロエの葉のように

刺を突き出していた｡無垢なる小鳥が

不注意なぱくの足元から飛び立ち､少しずつ先へ先へと

飛び去ると､それは変装した悪魔かと

思われた｡私の魂を冥界の闇と結び合わせ､

ぼくのよろめく足を恐ろしい断崖-とおびき寄せ

墜落させんとする使命を帯びて遣わされた‥

女神を夢に見るまでは､エンデュミオーンは牧神パーンを祭る牧歌的世界､まさしく ｢

自然の光の岸しき楽園｣の中にいた｡あるいは N.Fryeの吉葉を借りれば､スペンサーの

妖精の国､ダンテやミル トンのエデンの中にいたのだ｡】2 ところが､女神との愛を体験し

てしまった今､かれにとって自然 (つまり世界)は､牢獄のごときものと化してしまった

のである｡エンデュミオーンが住まっていたような無垢の世界は､"sexualexperience

によってたちどころに破壊されてしまうのだと､Fryeはロマンスの伝統に立って指摘す

る｡13 同じくM.Dicksteinも､上のようなエンデュミオーンを取り巻く世界の変化を､大

人の愛を体験したことによる､無垢な世界の牧歌的自然からのエンデュミオーンの失墜と

して捉えている｡】4 なるほどこの時から始まるエンデュミオーンの地や海や空を経回る坊
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径は､つまるところ ｢自然の楽園からの追放｣であったと言えるだろう｡そしてこの楽園

追放は､エンデュミオーンにとって､自然との合一状態から ｢孤独｣への転落に他ならな

かったのである｡

その登場の場面から､エンデュミオーンはパーンを祭る牧人たちの間にあって､独り己

の世界に閉じこもっている｡あの夢が､かれをこの牧人の世界から引き離してしまったの

だ｡楽しく ｢楽土｣のことなどを語り合う車座のなかにあっても､かれの目は閉じられ､

座の突然の沈黙とそこからわき起こる噴きにも､またかれを案じる老人たちの素振りや乙

女たちの溜め息にも全く気付かない｡ ｢あたかもこの地上を歩んだことのない者のごとく､

じっと変わらぬ没我の境にとどまっていた｣(intheself-samefixedtrancehekept,

/Likeonewhoontheearthhadneverstepped(I,403-4))という｡

この詩全篇を通して､エンデュミオーンは孤独の意識にさいなまれ続ける｡孤独の意識

とは､自己意識の一形態に他ならない｡それは世界 (自然)から､共同体から､そして恋

人から切り離されてある ｢自己｣を意識することである｡従って､自己が世界の中に溶け

去る ｢愛｣の合一状態から､もっとも遠く隔たったものと言えよう｡キーツの 『エンデュ

ミオーン』を見渡すと､月女神とエンデュミオーンの逢瀬という剃那的な合一状態が小島

のごとく点在する周りを､エンデュミオーンのこの孤独の意識が波を寄す海さながらに取

り巻いているといった趣がある｡しかもその意識は､つらい流浪のうちに時を経るにつれ､

また皮肉なことに女神との逢瀬が重なるにつれて､さらに先鋭なものとなってゆくことだ

ろう｡

さて､エンデュミオーンのこの孤独の紡径は､第2巻において､蝶の姿をした泉の精に

導かれるようにして始まる｡そして姿なき声に促されて地下の世界へと足を踏み入れたか

れは､地中を走る色とりどりの鉱脈の美しさに驚きながら進むうち､ディアーナ神の像の

ある大理石の神殿に行き着く｡その人気のない冷たい石の世界で､突如として自我の意識

が歩き疲れたかれの脳裏に浮かび上がる｡身を切るように痛い､圧倒的な孤独の意識がか

れを襲うのである-

There,whennewwondersceas'dtofloatbefore,

Andthoughtsofselfcameon,howcrudeandsore

Thejourneyhomewardtohabitualself!

Amad-pursuingofthefog-bornelf,
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Whoseflittinglantern,throughrudenettle-briar,

Cheatsusintoaswamp,intoafire,

Intothebosomofahatedthing.

Whatmiserymostdrowninglydothsing

lnloneEndymion'sear,nowhehasraught

Thegoalofconsciousness? Ah,'tisthethought,

Thedeadlyfeelofsolitude... (日,274-84)

そこで､次々と眼前に現れる新鮮な驚異も途絶え､

自我の思いが浮かんで来たが､いつもの己に帰るその旅路の

なんと不快で辛いことか !

いたずらな霧の妖精を必死で追いかけて､

その飛び回る鬼火に誘われ､刺だらけのイラクサの薮を抜け､

果ては沼の中へ､火の中へ､

厭わしきものの懐の中へとはまり込んでしまうようなもの｡

いかなる苦痛が淋しきエンデュミオーンの耳元に

なにものをも圧する強さで鳴り響いているのか､いまや

意識の目的地に辿り着いたかれであれば｡ああ､それは孤独の想い､

耐え難き孤独の感覚 .

ここでエンデュミオーンの孤独感は､生命のない､文字通り ｢死のような｣地下世界に

取り囲まれていることで､その苦痛を増している｡かれはいま自然から完全に切り離され

て ｢自己｣そのもの､その厭わしい孤独な存在と向き合わねばならない｡エンデュミオー

ンの苦痛は､まさに現代の実存の意識に通じている｡その耐え難さにディアーナに救いを

求めるかれの叫びが､ ｢わが緑なす大地｣(ourgreenearth)への希求となるのはいかに

も当然のことと言えよう｡ ｢風にそよぐ木の枝｣､ ｢流れる泉｣､ ｢紅ヒワのさえずり｣､

｢自然の陽光｣等々をかれはいま切望するのである｡孤独からの救済を求めるエンデュミ

オーンの嘆願は､こうして故郷の楽園的自然への回帰の願望の形で閉じられる-
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0thinkhowIshouldloveabedofflowers!-

Younggoddess!letmeseemynativebowers!

Delivermefromthisrapaciousdeep!" (ⅠⅠ,330-2)

ああ､ぱくがどれほど花の裾を愛していることかお考えください !一

若き女神よ ! 故郷の木陰をこの目に見させてください !

ぱくをこの貧欲に飲み込む深淵からお救いください !｣

このエンデュミオーンの叫びに応えるように､突如として冷たい大理石の床に小川が流れ､

草花が覆い､樹々が生い茂る｡その花咲く野を歩むうち､かれは眠れる美青年､すなわち

アド-ニスの姿を兄いだすのである｡

キーツはここで､クビードーたちに見守られて長い冬の眠りについているアドーニスの

美しい寝姿を､絵をかくようにつぶさに描写する｡だがなぜこのような地の底に､かれは

ア ドーニスを登場させたのか｡それはおそらく､次の二つの象徴的意味をもつだろう｡

一つには､眠れるアド-ニスの姿は､ ｢長き眠りを眠る｣とされる伝統的なエンデュミ

オーン像と重なることである｡従ってアドーニスは､ここでいわばエンデュミオーンの分

身として登場したと言える｡この青年アドーニスが女神ウェヌスと再び結ばれる場面を､

エンデュミオーンはそこで眼のあたりに目撃する｡なるほどここには､Waldoffの指摘す

るように､エンデュミオーンと月女神との関係を暗示するさまざまな要素が含まれている

ことは確かだろう｡15 だが､われわれが注目すべきことはむしろ､キーツが常に眠ってい

るという古来のエンデュミオーン像を､もっぱらこのア ドーニスに託してしまい､当のエ

ンデュミオーン自身には､束の間の夢 (あるいは幻想)以外は､眠りではなく､苦い自我

意識を伴った厳しい孤独の試練を与えたという事実ではあるまいか｡詩人がそのようにし

て甘美な眠りをアドーニスに与え (しかもその描写には､Dicksteinが指摘するように､

幾分の幼児性と､死をも思わせる生気のなさといった負のイメジが含まれている)16

『1817年詩集』に満ちていた ｢憩いの楽園｣をこのアドーニスの眠る一角に閉じ込めてし

まったという､その意味において､アドーニスはエンデュミオーンの分身なのである｡

もう一つの意味は､Sandysが 『変身物語』の注釈で紹介するように､アドーニス神請

が季節の循環による植物の再生を象徴するものだという点にかかわる｡17 すなわちこの神

話は､猪 (冬)によるアドーニス (太陽)の殺害がウェヌス (大地)を嘆き悲しませ (枯
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れ果てさせ)､だが春が巡り来て太陽が廷ると､大地も活力を取り戻し再び緑で覆われる

という､季節の循環を暗示する｡従って眠れるアドーニスの発見と､それに続くウェヌス

の訪れ､そしてアドーニスの目覚めという各場面は､生命のない石の世界が緑の野に転じ

るという先の劇的な変化の延長上に連なるのである｡それはエンデュミオーンのこころの

中の強い自然への渇望によって生み出された,極めて象徴的な自然の再生の ドラマに他な

らない｡

だが､こうして地下世界に突如として現出した自然､つまりアドーニスの眠りに象徴さ

れる楽園的自然こそ､エンデュミオーンが探求の旅のために捨て去ったものではなかった

ろうか｡それはもはやエンデュミオーンとは無縁のもの､少なくとも､この地底へむけて

の孤独な探求の途上においては留まることのできない世界であろう｡ ｢いつかは祝福され

る日が来よう｣という言葉をかれに残して､ウェヌスがアドーニスと共に鳩の引く車で飛

び去った後､エンデュミオーンは再び孤独に取り残された己を兄いだすことになる｡ウェ

ヌスの予言に力づけられたエンデュミオーンは､もはや苦痛の叫びをあげることはしない

が､しかしかれのこころの内に､孤独への恐れはいやまLに広がっているとも言えるので

ある｡それは喜びの只中にも忍び込んで､快い瞬間を､来るべき孤独の時の予感で暗く覆

ってしまうことになるのである｡

鷲の翼に乗ってエンデュミオーンが次に辿り着いたのは､金色に苔むす ｢ジャスミンの

木陰｣(日,670)である｡ここでかれの五感のすべては､霊妙に研ぎ澄まされて天上的な

甘美な悦びを味わう｡だが､その喜悦のさ中にかれの唇から漏れ出るのは､喪失を予期す

る悲嘆の言葉に他ならないのだ｡

."Alas!"

Saidhe,`̀willallthisgushoffeelingpass

Awayinsolitude?Andmusttheywane,

Likemelodiesuponasandyplain,

Withoutanecho?ThenshallIbeleft

Sosad,somelancholy,sobereft! (Ⅰ1,680-5)

｢悲しいかな !｣

とかれは言う､ ｢この感情のほとばしりもみな
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孤独のうちに過ぎ去ってしまうのか｡砂原に流れる調べのごとく､

ひとつの余韻も残さずに､

消えゆくさだめにあるのか｡ならばこのぱくはあわれ

悲しく､憂密にとらわれて､寂しく取り残されるのだ !

この ｢来るべき孤独｣(̀̀comingsolitude,"日,706)の予感に打ちひしがれて､エンデ

ュミオーンは今度は ｢眠り｣を希求する｡そして苔むす臥し所に横たわり､気怠い両腕を

投げ出すと､なんとかれの腕は､素肌の腰を抱いていたのである｡こうして地中を経回る

辛い坊径の後に､エンデュミオーンは女神と再会する｡しかしその至福の時にも､別離の

予感はかれの心を捉えて離さない｡むしろ悦びが強いほど､一層その喪失への危倶はつの

るのだと言えよう｡名こそ知らないが､すでに親しい恋人であるその美しい女神をかき抱

いてエンデュミオーンは嘆く｡"Forever"のリフレインが､逆にかれの内にある悦びのは

かなさの意識を鮮明に浮かび上がらせる-

"0knownUnknown!fromwhommybeingsips

Suchdarlingessence,whereforemayInot

Beever inthesearms?inthissweetspot

Pillowmychinforever? euerpress

Thesetoyinghandsandkisstheirsmoothexcess?

Whynotforeverand foreverfeel

Thatbreathaboutmyeyes? Ah,thouwiltsteal

Awayfrommeagain,indeed,indeed-

Thouwiltbegoneaway,andwiltnotheed

Mylonelymadness.... (ⅠⅠ,739-48) [italicsmine]

｢ああ 親しき謎のひとよ ! ぼくの存在はあなたから

かくも愛しき精を吸うのに､何ゆえにその両腕に

いつも抱かれることが許されないのか｡いつまでも

この甘美なる場所に頭を休ませていられないのか｡あなたのこの戯れる手を

いつも握りしめそのなめらかさの極みに口づけていることができないのか｡
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ぼくの目に吹きかかるその吐息をどうしていつまでも

常しえに感じていられないのか｡ああ､あなたはまた

ぼくからそっと逃れ去るのだ,ほんとうに､そうなのだ -

あなたは行ってしまうのだ､そうしてぱくの孤独な狂おしき想いなど

一顧だにしないのだ..

恋人と肌を寄せ合い､喜悦のさ中にあっても､エンデュミオーンの心は別離の苦しみに

引き裂かれている｡確かに掴もうとしても指の間からこぼれ落ちる砂粒のように､幸福の

時は刻々と逃れ去る｡至福の時に､そのはかなさが身に沌みて感じられるのは､なにもエ

ンデュミオーンに限ったことではあるまい｡それは時間的世界に生きる人間存在に普遍の

事実とも言える｡しかしだからこそ､人は ｢永遠｣を希求せずにはいられないのだろう｡

後にキーツは ｢ギリシア壷に寄せるオード｣において､再び"forever"のリフレインを用

いながら､ ｢永久に｣若く美しいギリシア壷の世界への憧憶を歌っている｡だが､この生

の世界においては永遠に続くものなどはなく､流れ去る時の意識は､この恋人たちを至福

への没入による合一から隔ててしまうのである｡エンデュミオーンの意識が､かれの魂の

悦びへの完全な没入を妨げているのと同様に､女神もまた､恋人の腕の中にあって過ぎゆ

く時の意識にとらわれている｡あまりにも強烈な悦びと悲しみに耐えきれずに気を失った

エンデュミオーンに､月の女神は語りかける-

Revive,dearyouth,orIshallfaintanddie;

Revive,Orthesesofthourswillhurryby

lntranceddullness... (日,766-8)

目を覚まして､愛しいひと､そうしないとわたしは気を失って死んでしまう｡

目を覚まして､そうしないとこのやさしい時間が失神の無感覚のうちに

たちまち過ぎ去ってしまう..

女神でありながら､セレーネーは刻々と過ぎゆく時を恐れている｡オリュムボスの神々

に知れるのを恐れるがゆえに､彼女が地上の恋人のもとにとどまれる時間は短く限られて

いるからである｡女神の心の中で､蓋恥心と完全な愛の享受への欲求とがせめぎあってい
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る｡そのような己を ｢憶病者｣と責めながら､やがて彼女は ｢終わりのない至福｣(日,

807)､ ｢その熱情の不滅｣(808)をエンデュミオーンに対して心ひそかに誓うのである｡

だがその腕に失神した恋人を抱いて､女神もまた孤独に取り残されている｡彼女もまた､

幸福のただ中にあって悲しみにこころ引き裂かれる己を兄いだしているのではあるまいか｡

そしてそれゆえにこそ､ ｢溶け入り､混ざり合う｣愛の合一状態を痛ましくも希求するの

だ -

Oh,letmemeltintothee,letthesounds

Ofourclosevoicesmarryattheirbirth.

Letusentwinehoveringly一一Oh,dearth

Ofhumanwords!.

Iampained,

Endymion. Woe,woe! Isgriefcontained

lntheverydeepsofpleasure,mysolelife?"(日,815-8,822-4)

ああ､あなたの中に溶け入ってしまいたい,ふたりの重なり合う

声が その昔の生まれる時から一つに結ばれて欲しい｡

空に漂うように絡まり合っていたい - ああ､人間の

言葉では言い尽くせない!.
.辛いのです､

エンデュミオーン｡ああ､なんてせつない ! 悲しみは

喜びの奥深くにもあるのでしょうか､私の大切なひとよ｡｣

女神とエンデュミオーンは､その束の間の逢瀬においても別離の悲しみ､孤独の苦悶を

背負っている｡二人の愛は､エンデュミオーンが幸福の最高位に置いた､光の雫のごとき

完全な合一状態にはいまだ至っていない｡それが実現される時､もはや二人に別離の危幌

はなく､エンデュミオーンほ不滅の世界に参入することになるだろう｡その結末へ向けて

詩人はこの物語を語り進めるのだが､その前にエンデュミオーンはさらに多くの試練を耐

え､またそれによってかれ自身が変容をとげなければならないのである｡

さて､こうして女神が去った後､再びエンデュミオーンは孤独な目覚めを迎える｡だが
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｢もはやかれは運命に対して声を荒げて反駁したりはしない｣(日,863-4)｡孤独な臥し

所に静かに座すエンデュミオーンに､ある種の変化が見て取れる｡ ｢愛の狂熱をかれは知

ったのだ｣("Love'smadnesshehadknown,"日,860)と詩人は言う｡確かにエンデュミ

オーンが体験したのは､強烈な官能の悦びであった｡そしてその経験をへて､かれのここ

ろはいま､風にかき鳴らされて音を立てる繊細なアイオロスの琴のごとき静けさをたたえ

ている｡

ThelyreofhissoulEoliantun'd

Forgotallviolence,andbutcommun'd

Withmelancholythought:0hehadswoon'd

Drunkenfrompleasure'snipple;andhislove

Henceforthwasdove-like.. (日,866-70)

かれの心の竪琴はアイオロスの琴のごとく調弦され

いっさいの激しさを忘れ去った､そしてただ

憂愁の想いと交わった｡ああ かれは悦びの乳房から乳を吸い

酔い痴れて気絶したのだった｡その時からかれの愛は

鳩のように柔和になった..

憂愁にとらわれつつも､エンデュミオーンの心は穏やかに落ち着いている｡そうして己の

幼きE]々 から現在までを静かに回想するOするとかれの脳裏を､かつて美しいと思った乙

女たちや仲間の姿が ｢夢のように通り過ぎてゆく｣｡これまでの牧人の間での生活のすべ

てが､喜びも野望も含めて､いまは幻の如く見えるのみ｡最初の夢の後と同じく､この強

烈な愛の体験によって､ ｢かつては気高きものと思われた｣この世の美が､影薄く色越せ

てしまったのだ-

NowIhavetastedhersweetsoultothecore

Allotherdepthsareshallow:essences,

Oncespiritual,arelikemuddylees,

Meantbuttofertilizemyearthlyroot,
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Andmakemybranchesliftagoldenfruit

Intothebloomofheaven... (日,904-9)

彼女の甘き魂のその芯まで味わってしまったいま

他のどんな深みも浅く見える｡かつては気高く思われた

美しきこの世の精髄もぬかるむ目蔭同然で､

ただぱくの地中の根を養い､

ぼくの枝が黄金色の実をつけて

天の輝きの中へと差し伸ばせるためにあるようだ..

Dicksteinのように､これを無垢の自然から意識への堕落と呼ぶこともできよう｡18 だ

がそれはまた､エンデュミオーンの魂の成長を示してもいる｡シェリーの ｢アラスター｣

の ｢詩人｣が､夢の中での"vailedmaid"との愛の体験から目覚めて後､孤独の霊に捕え

られ､ただ絶望的な自滅の道を進むのと比べて､エンデュミオーンは愛の体験によって､

むしろ少しずつ孤独に耐える力をかち得ているかに思われる｡Igェンデュミオーンのここ

ろの中には､確かな希望の芽が育っているからだ｡夢から目覚めたかれの目にこの世がい

かに色越せて映ろうとも､それはいつの日かかれの ｢枝が黄金色の実をつけて/天の輝き

の中へと差し伸ばせるため｣に必要な養分を与えてくれる土なのである｡たとえそれが瞬

時に過ぎ去ろうとも､また孤独-の恐れにつきまとわれてはいても､愛の体験は､エンデ

ュミオーンに希望という力を与えている｡かれは実際､この世の ｢どんな深みも(すなわ

ちこの他の底も)浅い｣と思えるほどの愛のこころの ｢深さ｣を知ったのだ｡われわれは

ここでもう一度､その愛の力を問い直す必要があるだろうか.... 詩人はこの第2巻の巻

頭において､ ｢愛の至高の力｣を費えて次のように歌っていたのである-

0sovereinpoweroflove!0grief! 0balm!

Allrecords,savingthine,comecool,andcalm,

Andshadowy,throughthemistofpassedyearsニ

Forothers,goodorbad,hatredandtears

Havebecomeindolent;buttouchingthine,

Onesighdothecho,onepoorsobdothpine,
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Onekissbringshoney-dewfromburieddays. (日,1-7)

鳴呼 愛の至高の力よ ! その哀しみ ! その慰めよ !

汝以外のものの記録など､過ぎ去った歳月の霞をとおして､

冷ややかに､落ち着いて､臆に伝わり来るにすぎぬ｡

良きも悪しきもそんな他の話に対しては､憎しみも涙も

眠ってしまう｡だが汝の話に触れれば､

ひとつの溜め息もこだまと響き､哀れなすすり泣きは焦がれる想いを伝え､

ひとつの口づけが､葬られし過去から蜜のしずくを運び来るのだ｡

それゆえトロイア戦争という歴史的事件よりもむしろ､その背後にあるトローイロスとク

レシダの愛の物語の方が我々の心を強く打つのだと詩人は語る｡アテーナイの水軍の話や

アレクサンドロス大王のインド遠征､オデュッセウスの冒険などなど､海に浮かぶ小舟の

ごとく､壮大な話は数々あろう｡だが -

..whatcare?-Julietleaning

Amidherwindow-flowers,-singing,-weaning

Tenderlyherfancyfromitsmaidensnow,

Dothmoreavailthanthese.... (II,27-30)

.それが何だというのか 一 窓辺の花に寄り掛かる

ジュリエット､ - 歌を口ずさみ,一 空想をめぐらすその心が

白雪のごとき乙女の純潔からやさしく別れをつげている､

彼女のほうがそんな話よりもっと力がある..

愛の話を物語の最高位におくこの詩人の言葉を､ 『エンデュミオーン』は忠実に守って

ゆくことだろう｡実際エンデュミオーンの周りには､先のアド-ニスとウェヌスの話をは

じめ､愛の神話がちりばめられている｡エンデュミオーンの旅は､いわばそれらの愛を目

撃し､その悲恋の恋人たちに出会う旅だと言ってもよい｡その点においてもキーツのエン

デュミオーンは､全く孤独に探求の旅を続ける ｢アラスター｣の ｢詩人｣とは際だった対
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象をなしているのだ｡いわばその恋人たちがエンデュミオーンのこころに働きかけ､かれ

の魂の成長を支えてゆくのである｡従ってかれらとエンデュミオーンの出会いのエピソー

ドは､批判されるようにこの物語の統一性を壊すものとは言えない｡むしろこれらの出会

いをとおしてはじめて､エンデュミオーンの愛は完成へと向かうことができるのである｡

そこで次に､他の神話の恋人たちとエンデュミオーンとの出会いを見てゆくことにしたい｡

3 エンデュミオーンとアレトゥーサ

エンデュミオーンがその子方径において出会う最初のカップルは､先に見たウェヌスとア

ドーニスである｡ ｢甘美な無意識と気怠い官能性の縮図｣だと要約され得るそのアドーニ

スの楽園は､しかしエンデュミオーンが永遠の愛に到達するために,後にしなければなら

ない世界であった｡20ェンデュミオーンの魂の成長を促したという意味で､また愛のもた

らす変化を示唆するという点で､重要なのはむしろ第 2巻の終わりに置かれたアルペイオ

スとアレトゥーサの物語であろう｡

キーツがこの神話の典拠としたのは､オウィディウスの 『変身物語』と考えられている｡

だが､河神アルぺイオスに恋されたディアーナに使えるニンフのアレトゥーサが､アルペ

イオスから逃れるために泉に変身するという話の筋は同じでも､エンデュミオーンが耳に

するアレトゥーサの言葉は､ 『変身物語』とは全く異なった感情を伝えている｡

『変身物語』のアレトゥーサは､河神に対してただ恐怖しか感じていない｡河神の追跡

に力尽きそうになった彼女がディアーナに助けを求めると､女神は彼女を雲で包んでアル

ペイオスの目から隠してやる｡見失った彼女を求めて周 りをめぐる河神の呼び声を聞いて

いた時の心境を､彼女は狼に取り囲まれた子羊に､また猟犬の群れに迫られる兎にすら喰

えているのだ｡キーツの読んだGeorgeSandysの英訳から引用すると-

ThenwhatahearthadI!theLambsofears

WhenhowlingWolvesabouttheFoldshehears:

SOHeartlesseHare,whentraylingHoundsdraw∩ye

HersentedForme;nordarestomoveaneye.21

その時のわたしはどんな気持ちだったことでしょう ! あたかも
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狼たちが囲いのまわりで捻っているのを聞いて怯えている子羊のよう｡

匂いを唄いで後をつけてきた猟犬の群れが間近に迫り､

生きた心地もなく､目を動かすこともできない兎のようでした｡

ところが､彼女の姿を泉に変えたディアーナをなじり､水の流れとなっても逃れ続ける

彼女に訴えかけるアルぺイオスに答えて､いまエンデュミオーンの耳に聞こえてくるアレ

トゥーサの声は､恐怖ではなく恋の苦悩に満ちている｡彼女は己のこころの中に､アルぺ

イオスに惹かれるおさえがたい情念を見出しているのだ｡ここでアレトゥーサが恐れてい

るのほ､河神ではなく､純潔を守ることを求めるディアーナの怒りに他ならない｡彼女の

こころは､まさに恋の激しい苦痛に引き裂かれているのである｡

Away,away,OrIshalldearlyrue

Myverythoughts:inmercythenaway,

KindestAIpheus,forshouldIobey

Myowndearwill,'twouldbeadeadlybane.

0,Oread-Queen!Wouldthatthouhadstapain

Likethisofmine,thenwouldIfearlessturn

Andbeacriminal. Alas,Iburn,

Ishudder一一gentleriver,gettheehence. (日,957-64)

来ないで､来ないで､そうしないとわたしは自分の思いを

心底悔いることでしょう｡だからお願い向こうへ行って､

こころやさしいアルぺイオス｡もしわたしが自分の

本当の気持ちに従ったなら､恐ろしい破滅になってしまうから｡

ああ､山の精の女王さま !あなたがわたしと同じこころの痛みを

経験したことがおありだったらよかったのに､そうすればわたしは恐れること

なく振り向いて

罪を犯したでしょうに｡ああ､燃えるのです､

震えるの 一 情け深い河神よ､行ってしまって｡
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これが愛の告白でなくて何であろうか｡彼女は自分の中にあるディアーナへの恐れをむし

ろ恨めしく思っている｡いや､純潔を守りとおす女神そのものを､恨めしく思っている｡

｢あなたがわたしと同じこころの痛みを経験したことがおありだったらよかったのに｣と.

愛を知ったアレトゥーサにとって､世界は一変してしまった｡もはや以前のようにその

中で ｢完全に｣充足することなどできない｡月の女神を夢にみた後のエンデュミオーンが

体験したのと同じ変化が､つまり無垢な自然の楽園からの追放､充足から渇望-の失墜が､

アレトゥーサを襲っているのである｡

AIpheus!thouenchanter!everysense

Ofminewasoncemadeperfectinthesewoods.

Freshbreezes,bowerylawns,andinnocentfloods,

Ripefruits,andlonelycouch,contentmentgave;

ButeversinceIheedlesslydidlave

lnthydeceitfulstrea恥 aPantingglow

Grewstrongwithinme:whereforeservemeso,

Andcallitlove? Alas,'twascruelty.

Notoncemoredidlclosemyhappyeye

Amidthethrush'ssong. Away!Avaunt!

0'twasacruelthing, (日,965-75)

アルペイオス! 誘惑者 ! かつてはこの森の中で

わたしの感覚のすべてが完全に満たされていたわ｡

爽やかなそよ風､木々に囲まれた草地､汚れなく澄んだ川､

熟した果実､そして人目につかない臥床､すべてが満足を与えてくれたわ｡

けれどあなたの策略がひそむ流れの中に うかっにも

この身を浸してからというもの､わたしの中で

熱情があえぐほどに強くなってしまった｡どうしてわたしをこんな目にあわせ

るの､

そしてそれを愛と呼ぶの? ああ､むごいこと｡

あれから一度も わたしはツグミの歌声の中で
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しあわせな眠りについたことがないのよ｡去って ! 行ってしまって !

ああ､ほんとうにむごいことだわ｡｣

愛は､情け容赦なく彼女から以前の平和な幸福を奪ってしまった｡アレトゥーサを苦し

めているのは､アルペイオスの追跡というよりはむしろ､彼によって彼女自身の内に燃え

たたされた ｢あえぐほどの熱情｣(apantingglow)である｡たとえそれが ｢愛｣と呼ばれ

るものであろうと､彼女にとってはたしかに ｢残酷な｣体験であったろう｡アルペイオス

に対する"Cruelgod"(952)という呼びかけには､逆に彼女の愛の激しさがうかがえもする｡

愛の持つ残酷さへのこのような洞察はまた､われわれキーツの読者には後のFannyBrawne

への詩人の恋を予示するように思われてならない｡之2

このアレトゥーサの嘆願に対して､河神はあくまでもやさしく応えている｡そうして彼

女に､ ｢ディアーナ自身も,きっといつかこの同じこころの煩悶を感じるに違いない｣

(984-5)､だから恐れずにわたしの胸の中へ入っておいでと誘うのである｡だがディアー

ナこそ､今まさにその愛の煩悶をもっとも痛切に感じているのではなかったか｡そしてオ

リゥムボスの神々への恐れゆえに､いとしい恋人から身を引き離さねばならないのではな

かったか｡先のアレトゥーサの女神への言葉と合わせて､ここには明確なアイロニーが含

まれているのである｡

このようにキーツは.アレトゥーサの変身の物語に対して独自の解釈を与えている｡す

なわち､アレトゥーサのこころの中に ｢愛｣がもたらす "cruel"な変化 (一つには､エン

デュミオーンが体験した楽園からの失墜､もう一つは､月の女神の体験した己の願望と第

三者への気遣い (恐れ)との間の葛藤)を読み込んでいると言える｡また､ ｢同じこころ

の痛みを感じたことがおありだったなら‥.｣というアレトゥ-サの願いは､そのように

辛い情念というものは､愛を体験した者にしか分からないということを暗に示している｡

逆に言えば､恋の炎にとらわれたことのある者ならば,アレトゥ-サの ｢狂おしい溜め息｣

(fitfulsighs)(981)にこころ動かされぬ者はいないということであろう｡そしてまさに

ここに､アレトゥーサの悲恋とエンデュミオーンとの接点が生まれてくるのである｡

｢ディアーナがわたしの前に厳格に立ちはだかっているのよ｡お告めがあります !｣

(Dianstands/Severebeforeme:persecutingfate!)(1005-6)というアレトゥ-サの

悲鳴にも似た叫びとともに､恋する二人の流れは暗い地下に呑み込まれてしまう｡その深

い裂け目の線にたたずんで､エンデュミオーンは涙を流すのである｡そうしてかれの恋す
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る女神に向けて､この二人の恋人のしあわせを嘆願する｡果たしていま､エンデュミオー

ンの中に新しい感情が芽生えているのではあるまいか｡かれのこころは､己の苦悩の狭い

囲いを越えて､他者の苦悩へと開かれている｡他者の苦悩が､そのこころを震わせている

のだ｡

いま新たにエンデュミオーンが体験した感情は､すなわち他者への ｢共感｣(sympathy)

と呼ぶべきものである｡そして ｢共感｣というこの新たな感情こそが､以後のエンデュミ

オーンの試練とそれを乗り越えるかれの魂の成長を読み解くための重要な鍵となるのであ

る｡

4 エンデュミオーンとグラウコスの紡め一 変の再生

アルペイオスとアレトゥーサの悲恋に涙したエンデュミオーンは､突如としてまわりの

風景が消え去り､己の頭上に大海が広がっていることに気付く(日,1021-3)｡かくして第

3巻では､エンデュミオーンは海底をさまよい､やがて老いさらばえた姿の Glaucusに出

会うことになるのである｡

海草の生えた岩の上に静かに座り､膝の上に広げた書物を読み耽っていた老人は､エン

デュミオーンの姿に気付くと歓喜の叫び声を上げる｡ ｢汝こそその人だ !｣(Thouart

theman!)(日Ⅰ,234)と､喜びに駆られて狂ったように喋るその老人を前にして､しかし

エンデュミオーンは身の危険を感じて恐怖に取りつかれる｡己の不幸を声高に嘆き､恋人

への別れの言葉までも述べ終えると､かれは敵意のまなざしでその得体の知れぬ老人を見

据えながら近付いていくのである｡

だが､涙を流す老人の姿にエンデュミオーンの心はすぐさま憐欄に満たされ､己の態度

を悔いる-

Lo!hisheart'ganwarm

Withpity,forthegrey-hair'dcreaturewept.

Hadhethenwrong'daheartwheresorrowkept?

Hadhe,thoughblindlycontumelious,brought

Rheumtokindeyes,astingtohumanethought,

Convulsiontoamouthofmanyyears?
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Hehadintruth;andhewasripefortears.

Thepenitentshowerfellasdownheknelt

Beforethatcare-wornsage.. (上目,282-90)

見よ!かれのこころは憐個に

熱くなっていった､その白髪の老人は泣いていたのだ｡

ならばかれがその悲しみの宿るこころを傷つけたのか?

わけがわからぬゆえの無礼であったとはいえ､優しき目に

涙をあふれさせ､慈愛に満ちた想いに苦痛を与え､

幾星霜も経たその唇を震えさせたのか?

まさしくそうだったのだ｡かれの胸にも涙がこみ上げてきた｡

その心労にやつれた聖人の前に

挽くとき､悔恨の涙があふれ落ちた..

己の不幸をかこつエンデュミオーンのいわば利己的に閉ざされたこころは､老人の涙を

見た瞬間に､他者の悲しみへと開かれるのである｡第2巻の終わりにおいて､哀れな恋人

たちに対して示したエンデュミオーンの他者への共感が､ここで再び ｢涙｣という形を取

って表されている｡その意味でこの涙は､かれの感受性の自己を越えた外への広がりを暗

示する象徴的な涙と言える｡

これに対して､グラウコスはエンデュミオーンの運命を知っているかのように､やさし

くなだめて言う｡ ｢わたしは愛の味方です､過去のさまざまな愛の｡然り､汝が未知の神

を愛したことがなかったなら､いまのこの喜びの時にも､わたしは嘆き悲しんでいたこと

だろう｣(Ⅰ日,300-2)と｡ "Iamafriendtolove,tolovesofyore"というこのグラ

ウコスの言葉には､ 『エンデュミオーン』の中でグラウコスという存在の持つ意味が集約

されている｡では､グラウコスとはいったい何者なのか｡かれがエンデュミオーンに物語

る身の上話のあら筋は､およそ以下のようなものである｡

一千年前のことになる｡グラウコスは自然のみを友とする孤独な漁師だった｡だが満ち

足りていたかれのこころに､自由に海の世界を巡りたいという ｢病的な熱望｣(distempered

longings)が芽生え､やがてかれは海中に身を投じる｡そこでグラウコスは海の妖精スキ

ュラに恋をするが､彼女はかれを恐れて逃げ去る｡苦悩に耐えかねたグラウコスは､魔女
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キルケ一にスキュラを捜す助けを求めることにする｡ところが､気を失ったかれが目覚め

たのは､ ｢楽土｣のごとき美しい木陰で､傍らには岸しい乙女が寄り添っていたのである-

Shetookmelikeachildofsucklingtime,

Andcradledmeinroses. Thuscondem'd,

Thecurrentofmyformerlifewasstemm'd,

Andtothisarbitraryqueenofsense

lbow'datrancedvassal. (日Ⅰ,456-60)

彼女はわたしを乳飲み子のように扱い､

蓄蔵のしとねに眠らせた｡かくして運命は定められ

これまでのわたしの生の流れはせき止められた､

そしてこの専横なる官能の女王に

わたしは悦惚として臣下の誓いをたてたのた..

こうしてかれはスキュラのことを忘れ去り､この官能の楽園で乙女の魅力の虜となる｡し

かしある日､乙女を捜して森深く分け入ったかれは､おぞましき乙女の正体を知る｡かれ

が目にしたのは､姐魅鰻魅をまわりに従えた野蛮で ｢専横な｣魔女の姿であった｡すなわ

ちその乙女こそ魔女キルケ一に他ならず､とりまく野獣たちは､彼女に誘惑された果てに

変身させられた男たちだったのだ｡このおそろしい真実への ｢目覚め｣をかれはエンデュ

ミオーンに語って聞かせる-

.truthhadcome

Nakedandsabre-likeagainstmyheart.

Isawafurywhettingadeath-dart;

Andmyslainspirit,overwroughtwithfright,

Faintedawayinthatdarklairofnight.

Think,mydeliverer,howdesolate

Mywakingmusthavebeen! (ⅠⅠⅠ,556-62)
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真実があからさまな姿で

わたしの胸に剣のごとく突き刺さったのだ｡

復讐の女神が死の投げ槍を研ぐのがみえた｡

そしてわたしの惨殺されたこころは､恐怖に打ちのめされ､

身を潜めたその暗き夜の片隅で気を失った｡

考えてみたまえ､わたしの救済者よ､この目覚めが

どれほどみじめなものであったか !

結局グラウコスは三日の逃亡の後キルケ一に捕らえられ､その魔術によって､老人の体

となって衰弱しつつ生き続け一千年後に死を迎えるという呪いをかけられる｡そして再び

海中に取り残されたかれがそこに見出したのは､キルケ一に殺された他ならぬスキュラの

亡骸であった｡

ここまでのグラウコスの話を､キーツはオウィディウスの 『変身物語』をもとにしなが

ら､しかしかなりの部分で作り変えている｡最も大きな違いは､オウィディウスのグラウ

コスがキルケーの誘惑を即座に退け､その屈辱と恨みをキルケtはスキュラの下半身を恐

ろしい犬の群れに変えることで晴らすのに対して､キーツのグラウコスは､キルケ一に欺

かれ､キルケーとは知らずにその誘惑に負けてしまうことである｡23 っまりここでは ｢魔

性の女｣"enchantress"(413)としてのキルケーの姿が､キーツの想像力によって豊かに

肉付けされ､より複雑なプロットの中に描かれている｡これは後に"LabelledameBans

merci"や`̀Lamia"においてキーツがくり返し描くことになる"femmefatale"(妖婦)の原

型とも言えよう｡いずれにおいても男性の主人公は官能的な快楽から醒めてみると､己が

欺かれ､より恐ろしく苛酷な現実の中に取り残されているのに気付くのである｡

だが同時にグラウコスの辛い目覚めは､セレーネーとの逢瀬の夢からのエンデュミオー

ンの覚醒の瞬間をも思い起こさせはしないだろうか｡Sperryも指摘するように､キルケ一

に幼児のごとくあやされて眠るグラウコスの姿にはあのアドーニスの姿が､さらには女神

に抱かれるエンデュミオーンの姿が重なって見える｡24 また話を先走れば､このグラウコ

スの運命は､Waldoffも指摘するとおり､女神を捨て目の前のインドの乙女の魅力にとら

われてしまったエンデュミオーン自身の運命であったかも知れないのだ.25 そういった意

味でグラウコスもまた､エンデュミオーンの分身と言えるのである｡

そしてさらにこの二人の運命を結び付けるために､キーツはここで 『変身物語』にはな
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い新たなエピソードを作り出している｡それは ｢愛｣をめぐるこのエンデュミオーンの物

語にふさわしいものであり､事実 『エンデュミオーン』の一つのクライマックスをなして

いる｡では､エンデュミオーンをして ｢同じ運命の下にある双子の兄弟だ｣(Wearetwin

brothersinthisdestiny!)(713)と叫ばせたその運命とは､いったい何だったのか｡グ

ラウコスの話は､次のように続くのである｡

さて､こうして絶望のうちに､かれは長い孤独の時間を衰え萎む肉体を抱えて過ごした

が､ある日のこと､一隻の船が嵐にあって沈むのを目撃する｡一人､また一人と逆巻く海

に飲み込まれていくのを､ ｢憐みに身もだえしながら｣なすすべもなく見守るグラウコス

の目には､ ｢焼けつくような熱い涙｣が溢れる｡それまではキルケーを呪う言葉を吐いて

いたかれが､荒波に呑まれゆく他者の不幸に対して共感の涙を流すのである｡このグラウ

コスのこころの変化が､エンデュミオーンの変化とパラレルであることは今さら指摘する

までもあるまい｡そして実はこの他者への共感の芽生えという変化が､グラウコス自身に

救済をもたらすことになるのである｡

かれが遭難者たちに熱い涙を流したその時､足元に巻物と杖を手にした老人が浮かび､

助けようとしたが甲斐なく海中へと沈んでいく｡その巻物こそ､かれに救済の希望を告げ

る予言書であった｡そこに書かれていたのは､海に住む ｢哀れなる悲運の人｣(aforlorn

wretch)(689)つまりグラウコス自身の運命であった｡かれは一千年の衰弱の後に死ぬ定め

にはあるが､しかし ｢もし魔術の極意を極め､あらゆる運動､形､音の意味を解釈するな

らば｣､また ｢もしあらゆる外観と実体を探査し､その象徴的精髄をつきとめるならば｣

(ⅠⅠⅠ,696-700)､死を逃れることができるというのである｡だがその上に､これらの課題

にもまして重要な ｢喜びと悲しみの務め｣をかれは敬虞に取り行わねばならないという｡

すなわち-

--alllovers tempest-lost,

ATd irlthe sauageαノerWhelml'rLglost,

HeshalldePosl'tsi'deby si'de,until

Tl'me'ScreepirLgSfuulthedreary spacefulfZ'l:

Whichdone,andalltheselaboursrL'i)ened,

Ayouth byheaumlyPo比/erJoぴ'd and led,

Shallstandbefcwehl'm,.Whom heshalldZ'rect
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How tocmsumm延eall. Theyouthelect

MustdothethirLg,0γ bothwillbedestroy'd."-- (III,703-ll)

一 嵐に翻弄され､逆らい難く

荒れ狂う大海に呑み込まれしすべての恋人たちを､

かれは並べ安置しなければならぬ､

時が忍び足で入り込みその怪しい空間を満たすまで｡

それが果たされ､これらの仕事がみな熟すその暁には､

ひとりの若者が､天上の神に愛され導かれて､

かれの前に立つであろう｡かれはその若者を導いて

いっさいを完成させるすべを示すのだ｡選ばれし若者は

それを為さねばならぬ､さもなくば両者ともに亡びることであろう｡｣

こうして､グラウコスの運命にエンデュミオーンの運命が結び合わされる｡かれら二人

に課せられた務めとは､嵐に命を奪われた悲運の恋人たちを死の破壊から守ることであっ

た｡その行為によって､グラウコスもまた死から救われるというのである｡グラウコスに

導かれてエンデュミオーンが必要な儀式を行うと､沈黙の世界に甘美な音楽が流れ出す｡

そしてかれが細かく裂いた巻物をグラウコスの上に振りかけると､見よ､瞬時にしてグラ

ウコスは輝ける若者となり､冷たく横たわるスキュラは息を吹き返したのである｡さらに

エンデュミオーンが､グラウコスが長い歳月のうちに整然と並べた幾多の恋人たちの亡骸

の間をその紙切れを振りまきながら進むと､ ｢あたかもアポローンに触れられし花のごと

くに｣(Ⅰ日,786)かわらは次々と頭をもたげたのであった｡

それはまさに愛の再生の瞬間であった｡恋人たちの善びのさんざめきが､ ｢ひとつの調

和した調べ｣(anoiseofharmony)(791)となって湧き起こる｡そして海底に流れる音楽

は､いまやその喜びに共鳴し合うかのように､交響楽となって鳴り響くのである｡詩人は

その妙なる音楽の調べを､花咲く恋人たちの姿と重ね合わせるように､美しい空中の花の

イメジを用いて描いている-

Delicioussymphonies,likeairyflowers,

Budded,andswell'dand,full-blown,shedfullshowers
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Oflight.soft,unseenleavesofsoundsdivine. (Ill,798-800)

ここちょい交響楽が､空中に咲く花の細く､

膏をつけ､膨らみ､やがていっぱいに開き､軽やかで､

やわらかな､目には見えぬ聖なる音の花びらを振りまいた｡

Temi'estの魔法の島に流れる`̀Marvelloussweetmusic"を思わせるこの音楽は､ さら

に神々への賛歌となって､この第三巻の後半部が愛の勝利を祝うクライマックスへと高ま

りゆくのを効果的に演出しているのである｡26

さて､死から廷った恋人たちの一群は､グラウコスとスキュラを先頭に海神ネプトゥー

ヌスの宮殿へと向かう｡するとそこには､ネプトゥーヌスを挟んで､"wingedLove"すな

わちクビードーと､"Beauty'sparagon"すなわちウェヌスが待ちうけている｡このことか

らも､かれらのネプトゥーヌス神への表敬の訪問が､他ならぬ ｢愛｣の高らかな勝利の表

現であることがわかるだろう｡

いま鮮やかに廷ったこの愛は､グラウコスの遭難者に対する､そしてエンデュミオーン

とグラウコスとの間の ｢共感｣によって､死から勝ち取られたものであった｡それは言い

換えれば､かわらが己の苦悩の体験を経て､己の悲しみの殻を破り出､他者のこころの中

へと新たな一歩を踏み出したことによるのである｡エンデュミオーンの分身としてのグラ

ウコスのエピソードの持つ意味は,まさにこの点にあると言わねはなるまい｡ゲラウコス

との出会いは､こうしてエンデュミオーンに魂の成長のための重要な契機を与えてくれた

と言えるのである｡その結果かれがなしえた恋人たちの再生というこの劇的な仕事は､第

二巻の冒頭に歌われた ｢愛の至高の力｣を示すと同時に､かれの内に育った愛の力を示す

象徴的な行為として､ 『エンデュミオーン』の中の表も華やかな場面を作り出しているの

である｡

そしていま､ ｢額に深く奴を刻んだ｣海神ネプトゥーヌスすら､グラウコスの苦難と喜

びにこころ動かされ､ ｢大きな二粒の涙｣(900)を流すのである｡このときエンデュミオ

ーンはウェヌスから､かれ自身の恋の成就の到来が確かなことを告げられる｡喜びの賛歌

の鳴り響く中､神々の姿に目もくらみ､エンデュミオーンは気を失う｡だが眠ってしまっ

た彼の意識の奥底にまで､ディアーナの力強い声が届くのである-
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Immortalblissformetoohastthouwon.

Arisethen!forthehen-doveshallnothatch

Herreadyeggs,beforeI'llkissingsnatch

Theeintoendlessheaven. Awake!awake! (Ⅰ日,1024-7)

わたしのためにもあなたは永遠の幸福を勝ち得たのです｡

だから起きなさい ! 雌鳩が抱える卵がかえるよりも先に､

あなたを限りない天へと口づけしながら

さらって行きましょう｡さあ ! 目覚めなさい !

5 最後の試練- インドのZ女

女神の声によってエンデュミオーンが目覚めたのは､緑漉き森の中であった｡ようやく

かれは地上へと戻ることが許されたのである｡だが､いまひとつの辛い試練がかれを待ち

受けている｡なぜなら ｢全き変身をとげ､空間の束縛 (つまり"mortality")から解き放

たれる｣(Ⅰ,780)ためには､ある劇的な ｢予期せぬ変化｣によって ｢霊化され｣ねばなら

ない(ⅠV,992-3)からである｡

その劇的な変化に向けて､キーツはこの最終巻において ｢女神の変装｣という新しいプ

ロットを作り出す｡その着想自体は､すでにドレイトンの作品 Endyml'on and Pheobe

にも見られるが､当時キーツがその作品を目にすることができたかどうかは分かっていな

い｡そこで両作品との類似点を列挙して､キーツ-の影響を論証しようとする研究者もい

るが､そのことはいま問題ではあるまい｡27 それよりもわれわれにとって興味深いのは､

`̀disguise"という新たなプロットを用いることによって､キーツがエンデュミオーンの愛

の成長と変化にどのような意味を加えようとしたのかということであろう｡そしてどのよ

うにしてキーツはエンデュミオーンの魂を ｢霊化｣し､永遠性をかち得るという最終場面

に導いてゆくのであろうか｡まずはエンデュミオーンと女神の化身であるIndianMaidと

の出会いから､話の流れにそって見てゆくことにしよう｡

地上に戻ったエンデュミオーンの耳に､うら若き乙女の嘆きの声が聞こえてくる｡それ

は遠く遥かなガンジス川の畔への郷愁を訴えている｡故郷を後にしたことを悔い､ ｢故郷

の空気をほんのひとときだけでも吸いたい - わが家で死なせて欲しい｣(ⅠV,36-7)とい
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う哀れな願いが聞こえてくるのだ｡その声はさらに､たったひとり置き去りにされた孤独

を嘆いて言う- ｢だれもわたしを助けてくれるひとはそばにいないの?｣(IV,44)と｡

"No''の語を7度もたたみかけるように用いながら､悲痛な絶望の声を虚空に投げかけてい

るのである(44-51)｡

この切ない声に､エンデュミオーンのこころが動かされぬはずはない｡語り手はかれに

｢空中へと消えてしまえ !｣(53)､ ｢見つめるな !｣(57)という忠告を発するが､また同

時に､ ｢同じこころの痛みを感じないか‥.?｣(62)とも問いかけている｡それは単なる

同情を言うのではあるまい｡エンデュミオ-ン自身の長い孤独な放浪の体験をふまえての

ことだろう｡事実その乙女もまた､他ならぬ愛の渇望をこころに抱いているのではあるま

いか｡目の前に咲くのヒアシンスの花が､もとの若者(ヒュアキントス)の姿に戻って自分

を見染めてくれたなら､どんなにか強くかれを愛することだろうと彼女は言うbその言葉

はいつしか ｢愛｣そのものへの讃歌に転じている-

Thereisnolightning,noauthenticdew

Butintheeyeoflove:there'snotasound

Melodioushowsoever,canconfound

Theheavensandearthinonetosuchadeath

Asdoththevoiceoflove:there'Snotabreath

Willminglekindlywiththemeadowair,

Tillithaspantedround,andstolenashare

Ofpassionfromtheheart!… (ⅠV,78-84)

輝きも､ほんものの涙もありはしない

愛の目の中のほかには｡いくら美しい調べでも

天と地とをそんなにまでひとつに溶け合わせることなどできはしない

愛の声がするようには｡どんな吐息も

草原の風とやさしくまざり合うことはないでしょう､

それがあえぐ胸の内を巡り､そこから熱情のひとかけらを

盗み出すのでなければ !｣
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乙女もまた､恋の喜びと苦しみ､その悦惚､そしてあえぐこころの熱情を知っている｡

たちまちにして､エンデュミオーンのこころはこの乙女へと惹き寄せられる｡だが､あの

名も知らぬ女神への愛はどうなるのか｡幼いころよりの月神への思慕はどうか｡ ｢ぼくは

三つの魂をもっている!｣(Ihaveatriplesoul!)(95)とエンデュミオーンは叩く｡また

｢どちらにも､どちらに対してもぼくの愛は限りない､ぼくのこころは二つに引き裂かれ

る｣(96-79)のだとも言う｡天上の女神といまかれの眼前に現れた地上の乙女と｡エンデュ

ミオーンは己の内に燃えるこの二つの愛の葛藤に苦しむことになるのである｡

一方乙女は､エンデュミオーンの突然の出現とその身も世もあらぬ煩悶のさまに驚き､

また胸うたれて同情の涙を流す｡そしてエンデュミオーンが彼女への愛を告白するなか､

哀しみのロンドーを歌う｡この頒歌の中で彼女は､バッコスの熱狂的な一団と共にインド

の故郷を後にし､各地をさまよい歩いたが､やがてこころ疲れてひとり離れてしまった身

の上を物語るのである｡ ｢わたしは喜びを求めてあらゆる地方を巡る放浪者でした｣(274-

5)と乙女が歌うとき､その声は女神を求めてさまようエンデュミオーンの声に近付いてい

ないだろうか｡彼女の境遇には､エンデュミオーンと似通ったところがあるとさえ言えよ

う｡だが､もはや彼女には"Sorrow"しか残されていない｡ ｢哀しみ｣こそ彼女自身の ｢赤

子｣(281)であり､｢母であり､また兄弟であり､遊び友達であり､そして密やかな求愛者｣

(288-90)なのだ｡

溜め息とともに結ばれるこの哀しみの歌を聞いて､もはやエンデュミオーンのこころは

抗うことなどできない｡いま現実にかれの前に､ひとりの美しい乙女が憂いにみちて座っ

ているのである｡乙女の哀しみへの共感もあろう｡だがそれ以上に､地上の乙女の暖かい

実在ほど強い誘惑があるだろうかC己に向けられたアラブの乙女の一途な愛を一顧だにせ

ずに､ひたすら探求の旅を続けた ｢アラスター｣の ｢詩人｣とは､エンデュミオーンは違

う｡ ｢やさしきセイレーンよ !｣とかれは乙女に向かって呼びかける｡すでに己のこころ

に燃え立った新たなる恋の熱情を感じながら-

...kindSiren!Ⅰ'Venochoice;

Imustbethysadservantevermore:

Icannotchoosebutkneelhereandadore,

Alas,Imustnotthink...
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Dogentlymrderhalfmysoul,andI

Shallfeeltheotherhalfsoutterlyトー (IV,300-03,309-10)

.やさしきセイレーンよ !ぱくに選択の余地などない､

永久にあなたの悲しい僕となるさだめなのだ｡

ただここにひざまずき熱愛する以外に選ぶことなどできない｡

ああ､考えてはならない.

どうかぼくの魂の片側をやさしく殺しておくれ､そうすれば

残りの片側だけをまじりけなく完全に感じられることだろう!-

エンデュミオーンの魂の片側には､インドの乙女への熱情が燃えており､残りの側では

｢思い出｣(recollection)(307)が､女神の愛への忠誠を呼び起こさせる｡だがいまそれ

を ｢考えてはならない｣のだ｡ ｢考えさせないでくれ｣(304)とかれは乙女に懇願する｡

"Think"の語を3度用いて,エンデュミオーンは己の思考を拒絶しようとする｡情熱にか

られるままに乙女の手をとり､さらに近く寄り添う｡すると乙女は､眠りにつく様子を見

せるのである｡

美しい歌と､涙と､そして甘美な眠り- これらはまさに､あの魔女キルケ-がグラウ

コスを誘惑する際に用いた手管ではなかったか｡28 あの ｢つれなき乙女｣も､やはり騎士

に歌をうたって聞かせ､涙を見せ､そしてやさしく眠りへといざなうのだ｡29 なのにこの

インドの乙女が､彼女たちと同じ魔性の女でないとどうして言えようか｡ゲラウコスがエ

ンデュミオーンの分身であったと同じ意味において､ ｢専横なる官能の女王｣キルケーも

また､インドの乙女の､従って月女神の分身と呼ばれ得るのである｡

だがエンデュミオーンが乙女の胸で甘い官能の夢にひたろうとしたその時､ ｢ああ､あ

あ悲しいかな !かのエンデュミオーンに災いあれ !かれはいずこ?｣(320-1)という恐ろ

しい声が森に響き渡る｡そうしてふたりは､突然現れた巽ある黒馬に乗って､空へと駆け

のぼってゆくのである｡いま､かれらを ｢眠りの神｣が紫の霧となって包んでいる｡馬も

エンデュミオーンも乙女もみな､眠りに落ちてゆっくりと天空を進んでゆく｡ある意味で

｢思考｣を逃れようとするエンデュミオーンの願いは聞き届けられたのだ｡無論魂の片側

のみならず､両方ともに眠らされてしまったのではあるが｡だがその眠りはグラウコスの
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場合とは異なり､官能的快楽の陥葬にエンデュミオーンを陥れることはしない｡それはむ

しろかれ自身が望んだのとは別の方向へと､つまり女神の方へとエンデュミオーンを導い

てゆくのだ｡このときかれは ｢夢｣によって､己の愛してきた女神が他ならぬディア-ナ

であることを､はじめて知らされるのである｡

その夢の中で三日月となって昇り来る女神の姿に驚き､目を覚ましたエンデュミオーン

は､ ｢覚めてもまたまさに同じ夢を｣(436)現実に兄いだす｡夢に現れた神々が今現実に

かれに微笑みかけ､月の女神は三日月の姿でかれの方へとかがみこむように近付いてくる

のだ｡それはキーツが想像力の真実性の例証として挙げた､あのアダムの夢の話をわれわ

れに思い起こさせるだろう｡30 ただ 『エンデュミオーン』では､例えば"TheEveofSt.

Agnes"の中の夢に見られるような､夢と現実との隔絶の意識はない｡31 それゆえ､その隔

絶の意識を越えてなお想像力の象徴としての夢に真実を見ようとした､アダムの夢を語る

手紙に見られるような決然たる態度をここに読み込むことには無理があろう｡ 『エンデュ

ミオーン』においては､夢は現実と一つに溶け合ってその境界すら明確でない｡いまエン

デュミオーンに女神の真の姿を教えたのも夢であったし､なによりもエンデュミオーンと

女神の恋は､すべて夢の中で起こったとも言えるのだから｡

さて､このようにして眠りによって月の女神の方へと導かれたエンデュミオーンであっ

たが､しかし同時にかれの体は､傍らの乙女の ｢あえぐ脇腹｣(pantingside)(440)の温

かい感触を感じ取っている｡まことに ｢なんという混乱｣(447)がエンデュミオーンを襲っ

たことであろう｡かれは思わずインドの乙女にロづけするかと思えば､女神の美しきにし

ばし一切を忘れ､女神に許しを請う｡そしてまた､まどろむ乙女を振り返れば､その魅力

にこらえきれずに熱いロづけをするといった具合である｡このありさまに､女神は涙を浮

かべて消え去ってしまう｡ ｢至福の境において､わたしには苦痛しか与えられないのか｣

とエンデュミオーンは苦悶する｡しばしのあいだ眠りに包まれていたかれのこころの葛藤

は､耐え難きまでに先鋭化されてゆくのである｡ ｢愛において完全であることができたな

ら!｣(wouldIwerewholeinlove!)(472)というかれの祈願は切実である｡二つに引き

裂かれたこころを抱えて､いまやエンデュミオーンには､己のアイデンティティーすら分

からない -

- Whatisthissoulthen?Whence

Cameit?Itdoesnotseemmyown,andI
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Havenoself-passionoridentity. (ⅠV,475-7)

- ではこのこころはいったい何だ｡どこから

やってきたのだ｡自分のものとは思えない｡ぱくには

己の感情もアイデンティティーもないのだ｡

N.Fryeはここでアイデンティティーを､外界との関係によって二つの型に分類する｡32

一つは､外界と自己との合一 ("identity-with")という形をとり､もう一つは､外界と相

対立するものとしての劃然とした自己意識 (̀̀identity-as'')の形をとる｡そして後者の型

のアイデンティティーを､フライはキルケtの世界に見る｡そこでは外界は自己に対し敵

対するものとして捉えられる｡それはいわば英雄たちに代表される行為者("decisive

person)の世界観であろう｡それに対して前者のアイデンティティーは､己の愛するもの

や己の作り出すものと自己自身を合一化する､詩人や恋人たちに代表される自我と世界と

の関係である｡それは一般にいわれるように単に ｢夢｣を見る (従って全く異なった現実

世界に目覚めることになる)のではなく､ ｢夢を己の世界の中へと目覚めさせる｣ものだ

とフライは言う｡それはつまるところ､自己の内なる夢と外界とが一つに融和する世界だ

と言ってもよいだろう｡そしてそこには後者のアイデンティティー､即ち確固たる ｢自我

意識｣は必要ない｡

いまエンデュミオーンが､己のこころが分からないと言い､アイデンティティーがない

と言うのは､それは後者のアイデンティティーの崩壊を指しているのだ｡そのように外界

から独立した一個の存在としての自我を考えれば､なるほどエンデュミオーンの自我は､

相容れないふたつの ｢夢｣によって完全に分裂してしまっている｡だが詩人のアイデンテ

ィティーにとっては､それはなんの傷にもなるまい｡むしろその二つの夢にいかに投入で

きるかが問題となろう｡

実際キーツはこの約 1年後の手紙の中で､外界と合一化するこうした詩人の特質､"po-

eticalCharacter''についてこう語っている- ｢それは自己自身でない - それは自我

を持たない - それはすべてでありなにものでもない - それは性格をもたない. .｣(

itisnotitself--ithasnoself--itiseverythingandnothing-1thasnochar-

acter)と｡そしてさらに続けて､ ｢詩人というものは､あらゆる存在の中で最も詩的でな

い｡というのも詩人はアイデンティティーを持たないからだ...｣(APoetisthemost
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unpoeticalofanythinginexistence;becausehehasnoIdentity.‥)とも言うので

ある｡33

そしていまこの文脈において上のエンデュミオーンの言葉を読み直すと､苦悶の叫びに

は遠いないにせよ､それはエンデュミオーンの詩人的感受性と､その"passion"の強さを

物語るものとしてわれわれの耳に響いてくるのである｡インドのかぐろき髪の乙女と､金

色の髪の女神と､そのふたっの異なった美の双方を共に熱愛し､ふたりに対してこころの

底から共感することができる感受性を持つエンデュミオーンは､少なくともキーツの基準

において､極めて ｢詩人的な性格｣を持つ若者だと呼ぶことができる｡またそのように肯

定的に解釈するのでなければ､女神と乙女のふたりを前にしたエンディミオーンの混乱し

た振舞いは､見るに耐えない愁嘆場にすぎなくなってしまうことだろう｡

さて､天空高く取り残されたエンデュミオーンと乙女が､喜びと哀しみの交錯する中で

契りを交わし合ううちに､ゆっくりと細い三日月が昇る｡するとなんと ｢乙女の身体はそ

の冷たい月明かりの中で見る見る痩せ衰え｣(IV,507-8)かき消えてしまうのである｡キー

ツはここで､インドの乙女と月神への二つの愛は両立しえないことを暗示しようとしてい

るのだろうか｡あるいは,乙女が実は欺楠的存在であることを (つまり月女神自身の

"double"であることを)ほのめかしているのだろうか｡いずれにせよ､己の手に掴んだは

ずの乙女の身体が溶けるように跡方もなく消え去ってしまったいま､エンデュミオーンは

再び､そしてもはや耐え難い孤独のうちに､絶望の淵につき落とされるのである｡

苦悩が極限に達したとき､ひとの魂はどこ-行くのであろうか｡その行き着く所を､詩

人は暗き ｢洞窟｣に愉えている｡それは常に新しい苦痛がひとのこころを刺し､ ｢毒矢が

飛び交う｣(ⅠV,520-21)がごとき恐ろしい洞窟である｡だれしも一度は訪れることになる

場所ではあるが(522-3)､しかしそのただ中に ｢静かで安らかな眠りのあることを知るひ

とは少ない｣(524-5)｡その ｢眠り｣の深い深い静寂の中では､もはや ｢苦悩がこころを

苦しめることなく､喜びが色越せることもない｣(anguishdoesnotsting,norpleasure

pall)(526)という｡それゆえそこは ｢暗き楽園｣(Darkparadise)(538)であり､ ｢幸なる

魂の家｣(happyspirit-home)(543)とも呼ばれる｡ ｢魂自身の奥底｣(545)にあるこの洞

窟は､絶望の破滅からひとを救う､いわばひとのこころの内なる癒しの力を具現している

と言えるだろう｡このような人間のこころの奥深さを称えて､詩人は ｢ああ 驚くべき魂 !｣

(owondroussoul!)(543)と､驚嘆の言葉を発するのである｡

この ｢静護の洞窟｣(CaveofQuietude)(548)へと､エンデュミオーンは恐ろしい葛藤

-99-



の苦悶のはてに導かれてきたのである｡両立しがたい二つの愛にこころ引き裂かれ､絶望

の体験を経て､エンデュミオーンは己自身の魂の奥行きを発見したと言える｡キーツは後

にひとの魂の成長について語った際に､魂はこの世での苦痛や困難の体験によって作られ

るのだと説いている034 詩人はインドの乙女を登場させることで､エンデュミオ-ンにさ

らに極限的な憤悩の試練を与え､その試練によって､かれの魂を`̀immortality"の獲得に

ふさわしく高めようとしたのかも知れない｡この意味においてインドの乙女は､エンデュ

ミオ-ンの魂の成長に必要な存在だったと言えよう｡だがそれ以上に重要な意味を､乙女

はエンデュミオーンに対して持っている｡乙女の存在によって､つまり乙女への愛によっ

て､エンデュミオーンの魂は､再び地上の世界へと戻ってゆくのである｡

それはまことに劃然たる変化であったと言わねばならない｡ ｢静誼の洞窟｣での眠りを

へて､ ｢かたい大地｣(622)の上に降り立ち､そこに再びインドの乙女の姿を兄いだした

その時､エンデュミオーンのロから発せられる言葉に､われわれは驚く｡ ｢愛｣に対する､

地上の世界に対する己の態度を反省しつつ､かれはこれまでの女神との体験を､断固とし

た調子で ｢夢｣あるいは ｢無｣と呼びさえするのた｡

...Ⅰhaveclung

Tonothing,lov'danothing,nothingseen

Orfeltbutagreatdream!0Ihavebeen

Presumptuousagainstlove,againstthesky,

Againstallelements,againstthetie

Ofmortalseachtoeach,againsttheblooms

Offlowers,rushofrivers,andthetombs

Ofheroesgone!

Thereneverliv'damortalman,whobent

Hisappetitebeyondhisnaturalsphere,

Butstarv'danddied.Mysweetestindian,here,

HerewillIkneel,forthouredeemedhast

MylifefromtoothinbreathingニgOneandpast

Arecloudyphantasms.. (IV,636-43,646-51)
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.ぱくがしがみついてきたのは

無だ､愛してきたのは無だ､目にし感じたのは

ただ大いなる夢以外のなにものでもなかったのだ ! ああ なんと

ぼくは不遜であったか.愛に対して､空に対して､

あらゆる元素に対して､人間を互いに結びつける

緋にたいして､咲き誇る

花々､勢いよい川の流れ､そしていまは亡き英雄たち

の墓に対して !

これまで人間のなかで､自然の領域をふみ越えて

その欲望をひろげ､飢えて

死に至らなかったものはない｡わが薦しきインドの乙女よ､ここに､

ここにぱくはひざまずく｡あなたはあまりに希薄な熱望から

ぼくの生を救い出してくれたのだから｡模糊たる幻影は

消え去ったのだ .

エンデュミオーンのこころの中の乙女と女神への愛の葛藤は､ヴィジョンの世界と現実

の世界との対立へとつながっている｡そのことを眠りから醒めたエンデュミオーンは自覚

するのである｡そして己の ｢生まれついた領域｣(naturalsphere),すなわち地上の世界

に対してのこれまでの態度を悔いるのである｡いま､エンデュミオーンのこころの振り子

は､地上の世界へと大きく傾いている｡かれが愛したものは ｢ただの大いなる夢｣､すな

わち`̀nothing"に他ならなかった｡女神を求めてこの世の領域を越えゆく彼の子方了皇は､ ｢

あまりに希薄な熱望｣(toothinbreathing)- それは文字通り生命の息が希薄に､苦し

くなることを暗示している 一 に他ならなかった｡すべては ｢幻｣(phantasms)だったと

いうのである｡

ヴィジョンを ｢欺楠の夢｣にすぎないものとして否定しようとするこのようなこころの

傾きは､皮肉にもその詩的想像力とヴィジョンとが不可分に結び付いたキーツという詩人

が､実は幾度となく体験した感情であった｡それは､詩人の想像力が現実の時空を遥かに

離れて､ヴィジョンの世界へと舞い上がった直後に詩人を襲うのであった｡われわれはそ
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のことを例えば ｢ナイティンゲールへのオード｣の最終連にも見出すだろう｡あるいはま

た､グラウコスを欺き誘惑したキルケーをはじめ､ ｢つれなき乙女｣や ｢レイミア｣に見

られる主人公の誘惑とその後の恐ろしい現実への覚醒というキーツが繰り返し用いる話の

パターンの中に､詩人のヴィジョンに対するアンヴィヴァレントな感情を読むことは可能

である｡想像力への強い信頼と､その欺隔性への覚めた認識 - この両極の間の大きな振

幅を詩人のこころは振り子のごとく振れ続けるといっても過言ではあるまい｡

インドの乙女への愛を契機として､エンデュミオーンのこころに地上への愛が挺った｡

乙女によって､ ｢ぼくの生は救われた｣とかれは言う｡長い長い子方径の末に､エンデュミ

オーンは再び地上の自然の中に己のアイデンティティーを取り戻したのである｡ ｢幻影に

満ちた空｣に対して､ ｢夢幻の海の巨大なうねり｣に対して､そして女神に対して､エン

デュミオーンは別れを告げる -

.Cavernslonefarewell!

Andairofvisions,andthemonstrousswell

Ofvisionaryseas!No,nevermore

Shallairyvoicescheatmetotheshore

Oftangledwonder,breathlessandaghast.

Adieu,mydaintiestDream!

OnearthImaynotlovethee.. (lV,65卜6,659)

.寂しき洞窟よさらば !

幻影に満ちた空よ､夢幻の海の

巨大なうねりよ ! そうだ､けっしてもう

まぼろしの声に欺かれて､仰天して息もつけぬ

入り組んだ驚異の岸辺を訪れることはするまい｡

さようなら､優美なるわが夢のひとよ !

この世ではあなたを愛することはできないのです..
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女神を ｢夢｣と呼び､"visionary"な世界への訣別を告げるエンデュミオーンの声は,

かつてない程力強い響きを持っている｡あたかも､これまでの辛い坊程と至福の体験のす

べてが長い一つの夢であり､たったいまその夢から完全に目覚めたひとのごとくにエンデ

ュミオーンは語っている｡そして己の夢からの覚醒を自ら励ますかのように､ことさらに

目の前にいるインドの乙女に､ ｢人間のロづけ｣(Onehumankiss)を､ ｢ほんものの溜め

息｣(Onesighofrealbreath)を与えるのである(664-5)｡そうして､今もなおかれを ｢

捕えて放さない｣女神への愛という ｢過去｣(691)を振りはらわんとして､これからふた

りの暮らす理想の場所を熟をこめて語り始める｡

ところが､天上界のヴィジョンをただの ｢夢｣と決めつけ.地上の"realMな世界への回

帰を断言したエンデュミオーンではあったが､しかしいまかれが乙女に語る地上での理想

の生活とは､まさに 『1817年詩集』に見られるのと同じ楽園的世界に他ならないbエンデ

ュミオーンが思い描くのは､ ｢愛の営みにふさわしい暗がりで､しかも苔むす臥し所に横

たわるその柔らかな肢体を照らし出すほどには明るい｣(IV,676-7)官能的快楽に満ちた木

蔭なのである｡この地上の楽園で､かれは乙女の前に (あたかも女神を前にしたかのよう

に)額ずき､その言葉を ｢デルポイの神託｣として従う(711-4)とすら言う｡

ではエンデュミオーンの魂は､かつてかれが探求の旅のために後にした､あの楽園的自

然の中に戻ってきただけなのだろうか｡あの長く辛い子方径はいったい何だったのというの

か｡覚めてしまえばまたもとの世界に､何の変化もない己を兄いだす､ただの長い夢にす

ぎなかったのか｡

無論､そうではあるまい｡エンデュミオーンの旅は､出発点へと戻る円環の旅ではない｡

詩人はエンデュミオーンの ｢空しく未熟な空想｣(723)が描き出すその理想をかなえる代

わりに､ここでさらに新たな試練をかれに課している｡その魂が ｢霊化される｣までには､

なお辛い絶望をエンデュミオーンは耐えねばならないからである｡

その最後の試練は､再びインドの乙女によってもたらされる｡乙女は､雄弁に未来の夢

を語るエンデュミオーンの言葉に､なぜか ｢哀しみの涙｣(725)を流す｡そして､ ｢ああ､

このこころの震えが止まってしまえばよいのに､さもなければ愛という甘い名が消え去っ

てくれたなら｣(728-9)と嘆き始める｡愛の神クビード一に向けて､ ｢あなたは残酷では

ありませんか｣(736)と訴える乙女の声は､まさにアレトゥーサと同じものである｡それ

は官能的な愛への目覚めの苦しさ､無垢からの失墜の体験を告白している-
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Whenyetachild,Iheardthatkissesdrew

Favourfromthee,andsoIkissesgave

Tothevoidair,biddingthemfindoutlove:

ButwhenIcametofeelhowfarabove

Allfancy,pride,andficklemaidenhood,

Allearthlypleasure,allimagin'dgood,

Wasthewarmtrembleofadevoutkiss,H

Eventhen,thatmoment,atthethoughtofthis,

FaintingIfellintoabedofflowers,

Andlanguish'dtherethreedays.Yemilderpowers,

AmInotcruellywrong'd? (IV,738-48)

まだ子供の頃､口づけするとあなたに気に入られる

と聞いて､だから愛を見つけておいでと

虚空に口づけを投げかけたものでした｡

でも心からの口づけの熱い震えが

どんな空想よりも､誇りよりも､移り気な娘時代よりも､

どんなこの世の喜びよりも､どんな想像上の幸福よりも､

はるかに素晴らしいと感じるようになった時､ -

まさにそのとき､そう考えただけで､

わたしは花の裾に倒れて､

三日のあいだ物思いに沈んだのでした｡こころ優しい神さまたち､

わたしは残酷な仕打ちを受けてはいないでしょうか｡

キーツはなぜここで､乙女に愛の持つ苛酷な一面を語らせたのだろう｡なぜ天上の永遠

の愛の成就を前にして､再び極めて地上的な愛の官能性を強調するのであろう｡それは恐

らく､インドの乙女という存在､その愛が､肉体にとらわれたこの世の人間の愛を体現し

ているからに他なるまい｡月の女神の永久の愛を求めて､霊化への道を辿りゆくエンデュ

ミオーンにとって､この乙女の存在は､まさに大いなる試練なのである｡

この乙女が,今またエンデュミオーンを絶望の淵に追いやる｡エンデュミオーンの愛を
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受け入れることは､恐ろしい､逆らいがたい存在によって禁じられているのだと言うので

ある (それもまた､なんとアレトゥーサと似通っていることだろう)｡女神への愛を捨て､

地上の乙女への愛に身を捧げようとしたエンデュミオーンの望みは､無残にも打ち砕かれ

てしまうのだ｡

天上界への夢を捨て､この世での夢も奪われた今となっては､隠者としての孤独な生を

選ぶはかないとエンデュミオーンは考え､再会した妹とともに乙女を立ち去らせる｡かれ

はまる一目大地にひれ伏したまま､ ｢死体のごとく｣(919)身じろぎ一つしない｡その姿は

まるで肉体の苦痛を超越した修行僧のようである｡夏の太陽がやがて西に傾き､ようやく

身を起こしたとき､かれには周りの草木とともに泰然として死にゆく覚悟ができていた｡

木々から葉の枯れ落ちる時､ ｢かれらと共にわたしも死のう､夏が冷たい草の上に死にゆ

くとき､死ぬことに大した悲しみはない｣(935-6)と､エンデュミオーンは独りつぶやく｡

｢死のごとき陽気さ｣(deathfulglee)(945)で､周囲の自然に笑いかけさえするのである｡

だがその笑いには､どこか病的な毒が含まれていはしまいか｡ ｢わたしは幼少の頃より光

あるものに己を結び付けてきたのに､このように見捨てられ､このように僅びしく死んで

ゆく定めとは｡それは人間のこころに不敬の念を呼び起こすに足るものだ｣(957-61)とも

エンデュミオーンは洩らすのである｡もはやかれには､空に響き渡る月女神の婚礼を祝う

賛歌も耳に入らず､やって来た妹と乙女の姿も見えぬほどである｡しかし､まさに絶望の

深淵に呑み込まれようとするその時､エンデュミオーンの眼前でインドの乙女は輝ける女

神へと変貌する｡こうしてエンデュミオーンに永遠の愛はついに与えられ､驚く妹をあと

に､ふたりは天上の世界へと消え去るのである｡

エンデュミオーンの魂が ｢漂える霊｣の状態へと ｢全き変身を遂げて光輝き｣､ ｢玉な

す光の滴｣のごとき愛の中へと溶け入るた糾 こは､確かにこのように長い試練､肉体の超

越-と向かわせる ｢絶望｣が必要だったのだ｡そして同じく月女神もまた､ ｢無｣に過ぎ

ないとエンデュミオーン自身が言った ｢単なる大いなる夢｣であることを越え出て､エン

デュミオーンの世界で実在性をかち得るためには､ ｢インドの乙女｣という姿を借りて地

上に降り立つことが必要だったのかもしれない｡なぜならこのインドの乙女という仮の姿

によって月の女神という存在は､エンデュミオーンの､そして詩人自身の遥かな憧憶の対

象､つまり理想的な ｢美｣の化身としてプラトン的な愛の対象であるというばかりでなく､

現身の人間の間の官能的喜びを含む愛をも具現することになったからだ｡ (夢の中でエン

デュミオーンを抱擁する女神もすでに極めて官能的ではあるが､それは"mortality…とい
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う運命を背負った肉体とは全く無縁な純粋な快楽に過ぎない｡)女神の持つこのような二

面性の中に､Waldoffはキーツの女性に対するアンヴィヴァレントな感情の反映を見てい

るが､その二面性はむしろ人間の ｢愛｣の持つ普遍的な特質というべきものであろうD35

インドの乙女は､官能的快楽の女王キルケ-とまさに紙一重であり､また､愛の炎を己

の身の内に感じ､無垢の楽園から失墜したことを知るアレトゥーサの嘆きをも知っている｡

従って女神の変装という形でキ-ツがこの"IndianMaid"をエンデュミオ-ン神話に登場

させたとき､かれの 『エンデュミオーン』はまさに ｢愛｣の神話にふさわしいものとして

新たな生命を吹き込まれたと言えるのである｡

エンデュミオーンと女神が､一瞬にして天上界へと消え去るキーツの物語の結末は､そ

れまでの長い話との釣り合いにおいても､批判されるようにあまりに弱いものと言えるか

もしれない｡ここでは､エンデュミオーンの夢が ｢世界の中へと目覚め｣させられるので

はなく､エンデュミオ-ン自身が夢の中へと､天上的楽園へと投入してゆく｡それを 『エ

ンデュミオーン』の限界と呼ぶべきかも知れない｡なるほど､夢幻的な快楽の世界を踏み

越えて現実の苦悩に満ちた人間世界へ､つまり『リア王』に代表されるようなシェイクス

ピア的人生劇の世界へと進もうとしたキーツの詩人としての歩みに照らして考えれば､エ

ンデュミオ-ンは､いまだ 『1817年詩集』の ｢花神と牧神｣の国に属すると言えるだろう｡

だがそれゆえにこそ､ここには現実と夢とが - Bushの言葉を借りれば"real"なものと

`̀ideal''なものとが 一 究極的には同一でありうるという､想偉力に対する詩人の絶対的

な信頼が素朴に歌われているとも言えるのである｡36インドの乙女が最後に月神としての

姿を現し､エンデュミオーンが永遠の愛をかち得るこの物語の結末は､従って詩人の想像

力への信頼､つまりは想像力が永遠に至る道であるという詩人の願望の表現なのである｡
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第 四 章 失 わ れ た 世 界 の 再 舌u造

- ブ シ コL - ケ - の 手中 官 と し て

序

キーツの ｢驚異の年｣である1819年の春､矢継ぎ早に5つのオードが生まれる｡その秋

に書かれる-篇を合わせたこれら6つのオードが､キーツの詩世界の (そしておそらくは

英詩の)最も輝かしい完成の極を示していることは､今さら論じるまでもない｡この6つ

のオードは､個々に独立した作品でありながら､しかしその思想､語柔､イメジ等におい

て極めて密接なつながりを持っている｡それは HelenVendlerが指摘するように､それぞ

れが先に書かれたオードの思想やイメジ群を引き継ぎ､いわばそれらへの新たな応答とし

て書かれているからにはかならない｡ lそれゆえ各オードは全体の連関の中で捉える時は

じめてその意味の広がりと奥行きが開示されることになるだろう｡

だが､私はここであえてその中から一つのオードを取り出してみようと思う｡それはオ

ード群の中で唯一古代の神 (すなわちプシューケー)を主題としたものではあるが､理由

はそれだけではない｡Zこの"OdetoPsyche"こそ､キーツの神話世界との新たな､そし

て独自の関係の (あるいはその模索の)始まりを歌うものだからである｡しかもそのこと

を､詩人自身がはっきりと意識して語っている｡いわば高らかな決意の宣言の歌なのであ

る｡そのようなことは､過去のアポローンにむけての詩にもなかったことである｡この

"OdetoPshyche"は､キーツのギリシア世界との関係に関心を寄せてきたわれわれにとっ

て､われわれの問いに対する詩人自らの解答であるかに思われる｡

では､そこに表明される詩人の決意とは､いったいどんな内容のものなのであろうか｡

それは詩人の古代に対する態度の､どんな変化を物語っているのであろう｡何がいったい

新しいのか｡そしてなぜ､詩人が語りかける相手が､ほかならぬプシューケーなのだろう｡

このような問いを中心に据えながら､ ｢プシューケーへのオード｣の中に込められた､キ

ーツの古代の神話世界に対する新たな関係の意味を読み解いてみたい｡

1 再び､楽園の夢

オードは､プシューケーヘむけての次のような呼びかけに始まる｡
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0Goddess!hearthesetunelessnumbers,wrung

Bysweetenforcementandremembrancedear,

Andpardonthatthysecretsshouldbesung

Evenintothineownsoft-conchedear.. (1-4)

女神よ ! この調子はずれの歌を聞きたまえ､わき起こる､

甘美なる強制力と大切な思い出によって絞り出されたこの歌を､

そして許したまえ あなたの秘密が顕わに歌われ

そのやわらかな貝の耳にまでも届くのを

詩人が､このオードの聞き手として意識しているのは､ほかならぬ女神プシューケーで

ある｡そして己の詩が､女神の耳にはおそらくいかにも粗い不調和な音楽に響くであろう

ことを恐れ､詩人は女神に許しを乞うている｡だがなぜ､ ｢聞きたまえ｣と言ったすぐそ

の後で､ ｢許したまえ｣と謝らねはならなかったのか｡そこには､女神に対する敬度とい

うよりはむしろ､二重の意味での ｢距離感｣が働いているように思われる｡つまり､古代

と現在との間に広がる時間の隔たりの意識と､天上の女神と詩人との間の存在論的な隔た

りの意識である｡

長い ｢理性の時代｣を経た後の 19世紀という現在において､遥かな古代の女神にむけ

て語りかけようとすることは､そう単純な行為ではない｡そこには当然 ｢遅れてきた者｣

としての意識がつきまとう｡ 3 ちょうど1年前に､キーツは 『エンデュミオーン』の序文

にこう書いている- "Ihopelhavenotintoolateadaytouchedthebeautiful

mythologyofGreece,anddulleditsbrightness...." っまり美しいギリシアの神

話を取り上げるには遅きに失し､その輝きを曇らせる結果になることを恐れている｡

だが､そういう恐れを抱きながらもなお､歌わずにはいられない強い思いが心の内から

突き上げてくるのだと､オードの冒頭で詩人は前置きしているのである｡その思いを､か

れは"sweetenforcementandremembrancedear"と表現する｡つまりこの歌は､ ｢甘美な

る強制力と大切な記憶｣によって､詩人の心から ｢絞り出す｣ようにして生まれたという

のである｡それはいかにも詩作の苦しみを暗示する表現ではなかろうか｡事実詩人は､こ

のオードがこれまでの作品とは違って､ ｢穏やかな苦しみを味わいながら｣､ ｢ゆっくり

と｣書いた最初の作品だと手紙に述べている｡ 4 そういった意味においても､偉大な春の
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4つのオードのおそらく最初の作品であるこの ｢プシューケtへのオード｣は､詩人の新

しい詩作の段階を開くものと言えるのである｡5

では､詩人をそのようにゆっくりとした詩作へと向かわせたという､かれの心の中の ｢

強制力と記憶｣とは､いったい何なのだろう- ｡だがそれこそがいま､詩人が苦心して

語ろうとするこのオードの内容なのではあるまいか｡しばしば批判の対象となった書き出

しではあるが､しかしこの前置きによって､読者は詩人の胸に秘められた大切な思い出の

中へと自然に引き込まれて行くのである｡ 8

こうして､思い出が語り始められる｡ところがその最初の言葉が､ ｢きっとあれは夢だ

ったのだ｣という語り手の独白である｡ ｢あるいは､本当にこの目でプシューケーの姿を

みたのだろうか｣- とさらにかれは自問する｡つまり己の大切な記憶を語る前に､その

現実性に唆味のヴェールを被せてしまうのである｡ 7 そのような覚醒と夢との間の暖味な

意識の状態 (7行目にある"thoughtless"な状態)こそがキーツの想像力の高まる状態で

あったことは､たとえば初期の"SleepandPoetry"に歌われているような悦惚状態や眠り

と想像力との密接な結び付きに示されている｡ (そして上の語り手の自問のエコーは､

"odetoaNightingale"の最終スタンザの中､"Wasitavision,orawakingdream?/

...DoIwakeorsleep?''という詩行に再び響くことになるだろう｡)だが､いまわれ

われにとって興味深いのは､詩人が女神の姿を呼び出すためには､このように幾重にも防

壁をめぐらさなければならないという事実ではあるまいか｡それほど古代の神話世界は遠

く､また現実の中に呼び出すのに危ういものだという感覚が､詩人の意識のどこかに働い

ている｡それゆえ詩人の語り出しはゆっくりとして､いかにも慎重である-

SurelyIdreamtto-day,ordidIsee

ThewingedPsychewithawaken'deyes?

Iwander'dinaforestthoughtlessly,

And,onthesudden,faintingwithsurprise,

Sawtwofaircreatures,couchedsidebyside

lndeepestgrass,beneaththewhispringroof

Ofleavesandtrembledblossoms,wherethereran

Abrooklet,scarceespied... (5-12)
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今日わたしはきっと夢を見たのだ､それとも目覚めたままの目で

翼あるプシューケ-の姿を見たというのか｡

森の中をわたしはぼんやりとそぞろ歩いていた､

するととつぜん､気を失うほど驚いたことに､

寄り添って横たわる､美しいふたりの姿を目にしたのだ､

深い草むらの中､ささやくように葉擦れをたてる

木の葉や震える花の屋根の下､ほとんど人目につくことなく

小川の流れるところで‥

語り手がプシューケーを見たというのは､めったに人の踏み入ることのない森の一隅で

ある｡あたかも緑の神殿の屋根のごとく覆いかぶさる木々､草叢､花々､そしてその根元

を流れる冷たく澄んだ小川- これらのすべてが､たちまちわれわれ読者を 『1817年詩集』

の世界へ､そこに描かれた楽園的風景の中へと引き戻す｡"Istoodtip-toeuponalittle

hill"の中で､詩人はその理想的 ｢木陰｣(bower)の詳細な記述を試みていたのではなかっ

たか｡たとえばこのようなくだり-

Afilberthedgewithwildbriarovertwined,

Andclumpsofwoodbinetakingthesoftwind

Upontheirsumerthrones;theretooshouldbe

Thefrequentchequerofayounglingtree,

Thatwithascoreoflightgreenbrethrenshoots

fromthequaintmossinessofagedroots:

Roundwhichisheardaspring-headofclearwaters

Babblingsowildlyofitslovelydaughters

Thespreadingbluebells..

("Istoodtip-toeuponalittlehill,"35-43)

からみつく野ばらに覆われた榛の垣根､

夏の玉座の上でやさしい風を受ける

忍冬花の群れ､また若木の作る
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こまかな市松模様も必要だ､

若木は浅緑色したたくさんの兄弟たちと一緒に

老木の根元の美しく苔むした地面から生え出ている｡

そのまわりには澄んだ水の湧き出る泉の音が聞こえている

泉はおのが可憐な娘たちつまり咲きみだれる青釣鐘草のことを

たいそう声高に喋っている..

しかもこの現実から隔離された緑の楽園は､いつも官能的快楽と結びついている｡ ｢そ

んな所にいたとしたら‥ .｣と､さらに"Istoodtip-toe‥."の詩人は､ニンフたちと

の甘い戯れをさまざまに夢想する｡振り向きつつ､恥じらい逃れる乙女を追いかけるその

官能的な戯れは､やがて ｢夕べの桜草の群落｣(107)へと行き着き､その上での心地良い

まどろみに終わる｡官能的快楽とまどろみ - 実はそれが､初期のキーツの楽園的"bower

で繰り広げられるドラマの決まったパターンなのである｡冷たい小川の流れる木陰で寄り

添い合うクビードーとプシューケーの姿が､ 『1817年詩集』の再現であると言うのは､ほ

かならぬその意味においてである｡このオードの第一スタンザの世界は､実際いかにキー

ツの初期の詩世界に広がる ｢楽園｣のイメジと酷似していることか｡"SleepandPoetry"

の中の､フローラとパ-ンの国の描写を読めば､それは一層明らかとなるだろう｡

Catchthewhite-handednymphsinshadyplaces,

Towoosweetkissesfromavertedfaces,-

Playwiththeirfingers,touchtheirshoulderswhite

Intoaprettyshrinkingwithabite

Ashardaslipscanmakeit:tillagreed,

Alovelytaleofhumanlifewe'llread.

Andonewillteachatamedovehowitbest

Mayfanthecoolairgentlyo'ermyrest...

Anotherwillenticemeon,andon

Throughalmondblossomsandrichcinnamon;

Tillinthebosomofaleafyworld
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Werestinsilence,liketwogemsupcurl'd

lntherecessesofapearlyshell.

("sleepandPoetry,"105-112,117-121)

ほの暗い木陰で白き手のニンフたちを捕まえ､

そらせた顔から甘きくちづけを得んとせがみ -

その指をもてあそび､その白き肩に

かわいいくぼみのできるほど 思いきり強く

わがくちびるを押しあてる｡そしてついには許されて､

共に人生の美しき物語をたどるのだ｡

ひとりのニンフはおとなしい鳩に教えて

わたしの眠りに涼しい風をそっと送らせる‥

別のニンフはわたしをいざなう､先へ先へと

巴旦杏の花や頚郁たる肉柱の茂みの中を､

やがてふたりは緑漉き世界の懐で

静けさの中に休らう､まるで真珠貝の隅にくるまれた

二粒の真珠のように｡

息苦しいほどに甘い官能的愛の理想郷を詩人はこのように思い描き､しばしその悦楽に

酔っている｡現実から遮断された陶酔の世界は､ここで貝の隅にくるまれて眠る二粒の真

珠のイメジに結晶しているのである｡そしてこの緑の楽園の懐に包まれたふたりの姿が､

ブシュ-ケーとクビードーの姿となって､いま再びわれわれの眼前にある｡木陰の中､冷

たい流れに根を冷やしている花々の間に -

'Midhush'd,cool700tedflowers,fragrant-eyed,

Blue,silver-white,andbuddedTyrian,

Theylaycalm-breathingonthebeddedgrass;

Theirarmsembraced,andtheirpinionstoo;

Theirlipstouch'dnot,buthadnotbadeadieu,
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Asifdisjoinedbysoft-handedslumber,

Andreadystillpastkissestooutnumber

Attendereye-dawnofauroreanlove‥ . ("OdetoPsyche,"13-20)

芳香を放つ花芯の､青色､銀白色､また膏は深紅色の花々が､

水辺で根を冷やし､息をひそめる中､

かれらは草の裾の上に穏やかな息をして横たわっていた｡

たがいに腕をまわし､翼を重ねて｡

くちびるは触れてはいなかったが､さりとて別れてしまっているのでもなか

った､

まるで眠りのやわらかな手によって離されてはいるが､

曙光さす愛のやさしい目覚めのときがくれば

すぐにもこれまでのくちづけの数をしのごうと待ち構えるかのように..

｢眠りと詩｣のプロ-ラとパーンのEE)と同じく､念入りに現実から隔てられたこの世界

では､愛は決して色越せることがない｡なぜなら Vendlerも指摘するように､ここには喜

びの頂点の後にくるはずの欲望の充足と飽満がないのだ｡ 8 二人の唇は､まだ熱い接吻の

余韻から覚めぬうちに､早くも次の悦楽を求めている｡だがいまにも充足に手が届くその

一歩手前のところで､欲望はまどろみによって静止させられている｡それはくちづけする

寸前の状態で永遠に静止する､ ｢ギリシア古壷｣に描かれた恋人たちの世界と似通ってい

る｡この時間の流れのない世界では､人間の情念の苦悩もまた生まれない｡`̀happy,happy

dove''(22)というプシューケーへの詩人の呼びかけは､`̀odeonaGrecianUrn''における

永遠に変わらぬ若さと美と情熱-むけての､すなわち木の枝､笛吹き､そして恋する若者

へむけての､同じぐ h̀appy"をたたみかけるように冠した呼びかけにつながるのである｡

しかもここには､ ｢ギリシア壷のオード｣の底部を流れる､人間の愛や美のはかなさに

ついての意識という陰影すらない｡ましてや永遠に変わらぬ壷の世界への羨望の背後に透

けて見える否定的な問いかけ- その世界の ｢冷たさ｣の発見 - という複雑な心理とは

無線である｡さらには､愛の永続生を真っ向から否定する､数ヶ月後の"Lamia''の中の詩

人のシニカルな態度とはまさに対象的である｡ 9 プシューケtのオードの､少なくともこ

の第一スタンザには､愛の官能性への素朴な讃美が溢れているのである｡
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さて､プシューケーとクビード一の宮やかな楽園の描写についての語り手の回想は､

"whowastthou?''(22)という問い掛けによって中断される｡そしてそれに続ぐ H̀isPshyche

true!"(23)という発見の叫びによって､読者は突如として目撃の現場へと引き込まれる｡

こうして詩人は､ ドラマティックな形でその回想を終えるのである｡あたかも ｢ぼんやり

と｣("thoughtlessly")そぞろ歩く ｢私｣の心の状態を映すかのようなゆっくりとした調子

で始まったオードが､ここに来てはっきりとした意識の目覚めを迎える｡それは第二スタ

ンザ以降の､次第に高揚する語りの トーンへの橋渡しの役目もはたしているのである｡

もしオードがこの第-スタンザで終わっていたとしたら､それは単に 『1817年詩集』の

世界の再現でしかない｡それは､詩人がすでに別れを告げてきたはずの牧歌的な楽園世界､

つまり｢どこにもない世界｣にすぎない｡だがいまや詩人の意志は､人間の世界の ｢現実｣

を己の詩に要求していた｡10 そして現実の光の中では､上のような楽園のヴィジョンがい

かに脆くはかないものであるかを､詩人自身がもっとも痛切に実感していたはずである｡

それゆえ､非一現実の世界の永遠の相の下に安らいでいるプシューケーたちの姿は､この

ままでは､束の間の夢としてたちまちかき消えてしまったことだろう｡

では､プシューケーの世界を､単なる夢から救う手立てはあるのだろうか｡この時代に､

北方の ｢妖精たちが､繁れる森からニンフやサテエロスを追い出した｣のもすでに遥かな

昔であるこの時代に日 ､古代の神とのいったいどんな ｢現実的な｣関係が成り立つという

のか｡オードの以下のスタンザは､いわばこの問いに対する詩人からの解答となるだろう｡

そしてプシューケーとその世界は､新たな生命を得て､詩人の心の中へと迎えられること

になる- はずである｡

2 遅れてきた女神､プシューケtのために‥ .

けれどもなぜ､いま詩人が語りかける神がプシューケーなのだろう｡ここでキーツがプ

シューケtを取り上げたのには､なにか特別な理由があるのだろうか｡

プシューケーとクビードー (あるいはエロース､またはアモル)の物語は､2世紀のロ

ーマの作家アプレイウスの 『黄金のろば』の中で語られている｡キーツは最近このAdling-

ton訳を読んでいたが､その有名な話はすでに子供の頃より､教科書や古典の案内書等で､

また数年前に読んだMaryTigheの作品によって馴染みのものであった｡12 そしてすでに
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｢丘の上につま立ちて｣の中でも､かれはプシューケtの物語を創造した古代の詩人に思

いを馳せ､その詩人の語った物語の内容を以下のように要約している｡

...howPsychewent

Onthesmoothwindtorealmsofwonderment;

WhatPsychefelt,andLove,whentheirfulllips

Firsttouch'd;whatamorous,andfondlingnips

Theygaveeachother'scheeks;withalltheirsighs,

Andhowtheykisteachother'stremulouseyes:

Thesilverlamp,- theravishment,- thewonder-

Thedarkness,- loneliness,- thefearfulthunder:

Theirwoesgoneby,andbothtoheavenupflown,

TobowforgratitudebeforeJove'sthrone.

("Istoodtip-toeuponalittlehill,…14卜150)

やさしい風に乗って

プシューケーがどんなふうに不思議の世界-と運ばれたか､

ふたりの唇がはじめてふれたとき､プシューケーが､そして

恋の神が､何を感じたか､また溜め息をつきつつ

ふたりがどんなに甘い愛撫を 互いの頬に与え､

互いの震える険に､どんなふうにくちづけしたか｡

銀のランプー 悦惚 一 驚嘆 一

暗闇 一 孤独 一 恐ろしい雷鳴､

ついにふたりの悲しみは消え去り､共に天へと飛び立ち､

ユーピテルの玉座の前に感謝に満ちて頭を垂れたのを｡

この憧かな詩行の内に､プシューケーと恋の神クビードーの物語の,冒頭をのぞく全体

が鮮やかに再現されている｡とりわけ二人の最初の夜と､それに続くしばしの平和な甘い

夜の数々の官能的な愛の喜びに､詩人の目は向けられている｡オードの第一スタンザでか

れが緑の楽園の中に描いて見せたのもー 物語自体ははるかに遠い過去のものとなり､す
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でにプシューケーは永遠にクビードーと結ばれてはいるが - ､やはり愛の悦楽の中にあ

る二人であった｡それでは詩人の関心は､ブシュ-ケーの体験した､そしておそらく今な

お(永遠に)享受している､官能的愛の喜びにあるのだろうか｡

いや､どうもそうではないらしい｡第二スタンザからの詩人のプシューケーへの呼びか

けには､美や至福の世界への憧憶とはまったく別の感情が込められている｡無論､プシュ

ーケ-は美しい｡その美を詩人は､美と愛の女神ウェヌスの星 (金星)や月の女神ポイベ

ー (すなわちディアーナ)にすら勝ると言う｡だがそのプシューケtの美を讃える詩行の

間から､詩人のもう一つの声が聞こえてはこないだろうか｡

0latestbornandloveliestvisionfar

OfallOlympus'sfadedhierarchy!

FairerthanPhoebe'ssapphire-region'dstar,

OrVesper,amorousglow-wormofthesky..

("odetoPsyche,"2417)

オリュムボスの色越せた神々の世界の中でも

ああ もっとも遅く生まれ 抜きんでて麗しい姿よ !

サファイア色した ポイベーの星よりも､

艶めく空の蚤星､ウェヌスよりも美しい .

つまりここでは､古代の神話世界､オリュムボスの神々は､ (死んだとまでは言えない

にせよ)すでに ｢色越せてしまっている｣という認識が働いている｡それは古代と現在と

の隔絶の意識に通じる｡詩人が第-スタンザでプシューケーを呼び出すのに､これまでに

なく苦労しで慎重に幾重にも前置きの垣根をめぐらせなければならなかったのも､まさに

この隔絶の意識ゆえである｡つまり詩人はプシューケ-を歌うのに､古代と現在との間の

はるかな距離を乗り越えねばならなかったのである｡

そしてこの ｢遅れてきた者｣としての意識こそが､実は詩人をプシューケ一に結び付け

る秤なのである｡詩人はプシューケ一に向けて､その美を諾えるよりも先にこう呼びかけ

ているのではなかったか - ｢もっとも遅く生まれた者よ｣("0latestborn'')と｡この

の呼びかけには､プシューケ-が詩人を引きつける二つの理由がすでに暗示されている｡
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一つは､プシューケーがオリュムボスの神々の中でも最も ｢新しい｣ということである｡

すなわち時間的にプシューケーは古代の神々の中で最も詩人に近い｡そしてさらに重要な

ことは､その生まれの遅さゆえにプシューケーは古代の人々の信仰の対象とはなりえなか

ったということである｡なぜならそのことが､自身 ｢遅く生まれた者｣としての､詩人の

プシューケ一に対する共感を呼び起こすからである｡実際以下に続く詩行を読めば､この

スタンザの意味の重点が､実はプシューケtの ｢美しさ｣にあるのではなく､その生まれ

の ｢遅さ｣にあるということが明かとなるだろう｡この詩に添えられた詩人の手紙が示す

ように､詩人の関心は､プシューケーがどの女神よりも美しいにもかかわらず､遅れたき

たという理由で正当な扱いを受けてこなかったという点に向けられている｡したがって女

神の生まれの ｢遅さ｣はいま､完全な負のイメジによって描かれる-

Fairerthanthese,thoughtemplethouhastnone,

Noraltarheap'dwithflowers;

Norvirgin-Choirtomakedeliciousmoan

Uponthemidnighthours;

Novoice,nolute,nopipe,noincensesweet

Fromchain-swangcenserteeming;

Noshrine,nogrove,nooracle,noheat

Ofpale-mouth'dprophetdreaming. (̀̀odetoPsyche,"28-35)

この女神たちよりも美しいのに､だがあなたには神殿のひとつとてない､

花々の積み置かれし祭壇も､

夜更けのしじまに甘く哀切な声を響かせる

乙女たちの聖歌隊もない､

歌声も､リュートも､笛も､ふり動かされる

吊り香炉から立ち上る甘い香の煙もない､

聖堂も､森も､神託も､夢想にふける

くちびる青ざめし予言者の熱気もない｡

｢ない｣ということ､この欠落のイメジを積み重ねることで上の詩行は成り立っている｡
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その用語は､ミルトンのオード̀ òntheMorningofChrist'sNativity"の中の､古代の

神々の追放を語るくだりからの借用と言えるかもしれないが､しかしその与える印象は全

く異なっている｡13 キリストの降誕を祝うミルトンの詩が､古代の神々に対してキーツと

正反対の立場を取ることは当然ではある｡だが違いはそれだけではない｡同じ負のイメジ

を用いて古代の神々とその信仰のさまを描きながらも､ミルトンの詩行が伝えるのは､追

放され､失われるという動的な変化であり､われわれの眼前に広がるのは､喪失の悲しみ

に沈む世界である-

Theoraclesaredumb,

NoVoiceorhideoushum

Runsthroughthearchedroofinwordsdeceiving.

Apollo from hisshrl'ne

Cannomoredivine,

WithhollowshriekthesteepofDelphosleaving.

Nonl'ghtlytrance,or breathed spell,

IrlSかres the♪ale-eyedPriest from thei)rot)hetl'ccell.

Ⅰnconsecratedearth,

Andontheholyhearth,

Thelars,andlemuresmoanwithmidnightplaint...

[italicsmine】

("OntheMorningofChrist'sNativity,''173-180,189-191).4

神託の垂は黙し､

声も 忌まわしきざわめきも

いつわりの言葉となりて弧形の屋根に響き渡ることなし｡

アポローンはその神殿より

もはや予言をするにあたわず､

うつろなる叫びを上げてデルポイの岩山を去り行く｡

夜の法悦も､小声の呪文も､
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予言者の部屋にこもる目に光なき僧に霊感を吹き込むことはなし｡

清められし地上に､

また聖なる炉端に､

ラールやレムレスたちは真夜中に悲しみのうめきをたてる‥ .

ところが､先のキーツのオードを読むと､たたみかけるような否定語の使用にもかかわ

らず､そこにはミルトンの詩行に溢れる喪失感はない｡プシューケーはもともとなにも持

たなかったのだから当然と言えばそれまでではあるが､そこには､喪失あるいは追放とい

う動的な変化がないのだ｡この違いは､キーツの詩の構造が､ ｢持つ｣の目的語としての

名詞の羅列であることにも起因するだろう｡その結果読者の目には､古代の神殿や人々の

信仰のさまが､逆にまざまざと絵画のように浮かび上がってくる印象を与えるのである｡

ここでキーツが列挙しているのが単に ｢外面的な｣儀式の道具立てに過ぎないからと言っ

て､Bateのようにその羅列の中に古代への…mocknostalgia''の響きを聞いたり､あるい

はBloomのように"ridiculous"なニュアンスや ｢宗教による性的欲望の昇華｣の暗示を読

み込んだりする必要があるだろうか｡15 詩人の想像の目は､いま眼前に古代の信仰のあり

さまをつぶさに見ているのだ｡そしてその道具立てを､その名を､一つ一一つ呼び上げるこ

とによって､あたかも絵を描くようにその世界を詩中に再現しているのである｡

つまりキーツはここで ｢ない｣世界を描くことによって､いわばフィルムの陰画からそ

の反対の陽画を引き出すように､読者の眼前にプシューケーが持ち得たはずの世界を提示

しているのである｡もっとも薦しい女神でありながら､もっとも遅く生まれたばかりに ｢

古代の人々の熱情をもって崇められたり犠牲を捧げられたりしたことなど一度もなかった

｣という不当性が､詩人のプシューケーへの想いの発端になったことを弟への手紙は伝え

ている｡そして ｢異教の女神がそのようにないがしろにされているのを放っておくことが

できないのだ｣という手紙の言葉には､だから己自身がいま女神のために歌い､女神への

信仰の世界を作り上げるのだという､詩人の意志がのぞいている｡ 16

第三スタンザにおいても､詩人はプシューケーの生まれの ｢遅すぎた｣ことを繰り返し

強調する｡だがここではその一節は"though"でくくらわ､その内に ｢陽画｣への転換の期

待をはらんでいる-
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0brightest!thoughtoolateforantiquevows,

Too,toolateforthefondbelievinglyre,

Whenholywer･ethehaLntedforestboughs,

Holytheair,thewater,andthefire... (36-39)

ああ もっとも輝ける者よ ! 精を宿す森の木々が神聖だった時代､

大気も､水も､火も神聖だった､そのいにしえの時代の

誓いの言葉を受けるにはあまりに遅すぎはしたが､

信じやすい竪琴に歌われるにはあまりに､あまりに遅すぎはしたのだが..

プシューケーが生まれたとき､自然の万物にそれぞれの精が宿っていた時代はすでに終

わり､神々への ｢誓いの言葉｣も､神々を讃えて歌う詩人の ｢竪琴｣も消えていた｡ ｢だ

が､幸せな祭面巳からこれほど遠く隔たってしまったこの現在においてなお｣ 17､詩人の目

にはプシューケーの姿が､その ｢光り輝く翼の羽ばたくのが見える｣のだという｡

Yeteveninthesedayssofarretir'd

Fromhappypieties,thylucentfans,

FlutteringamongthefaintOlympians,

Isee,andsing,bymyowneyesinspired. (40-43)

だが 幸せな祭祀からこれほど遠くへだたってしまった

今日においてもなお､わたしは見､そしてこの目から霊感を得て

歌うのだ､あなたの光り輝く翼が､

影うすれしオリュムボスの神々の間で羽ばたくのを｡

ここでの"Isee''という言葉は､第一スタンザでかれがクビードーと抱擁し合うブシュ-

ケーの姿を ｢見た｣というのとは､まったく次元が異なっている｡かれが森の中にプシュ

ーケーたちの姿を見たのは､そぞろ歩きのようなぼんやりとした空想の中であった｡それ

は不意に (つまりなんの努力もなしに)詩人に訪れたヴィジョンであり､かれはただ驚嘆

しつつ眺めればよかった｡
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ところがいま､詩人が ｢影うすれしオリュムボスの神々の間に｣プシューケーの ｢光り

輝く巽を見る｣と言うとき､その言葉は､計り知れない時間の距離を乗り越える詩人自身

の意志によって支えられている｡そしてそのようにしてプシューケーの姿を見る己自身の

"awaken'deyes"から霊感を得て､詩人はいま歌うことができるのである｡打ち消し､引

き離す時の流れに逆らってかれが歌うその歌が､ほかならぬこのオードであることは言う

までもない｡つまりキーツはここで己の詩作を､失われた世界の回復のための行為として

自覚的に意味付けているのである.

プシューケーの生まれが遅すぎたという"though"の節(36-39)から､けれども私の目に

は見えるのだという後半部(40-43)への論理の飛躍は､こうして私自身が ｢歌うのだ｣と

いう一語によってかろうじて修復されるのである｡そしてこの飛躍は､詩人の勇み昂ぶる

心がすでに次の段階へ､すなわちいまプシューケーを詩に歌うということの意味へと突き

進んでいることを示している-

Soletmebethychoir,andmakeamoan

Uponthemidnighthours;

Thyvoice,thylute,thypipe,thyincensesweet

Fromswingedcenserteeming;

Thyshrine,thygrove,thyoracle,thyheat

Ofpale-mouth'dprophetdreaming. (44-49)

それゆえこのわたしをあなたの聖歌隊とし､夜更けのしじまに

哀切な声を上げさせたまえ｡

あなたの歌声､あなたのリュート､あなたの笛､ふり動かされる

香炉から立ち上るあなたの甘い香の煙とさせたまえ｡

あなたの聖堂､あなたの森､あなたの神託､夢想にふける

くちびる青ざめしあなたの予言者の熱気とさせたまえ｡

ここで詩人は､第二スタンザでかれが列挙した ｢ない世界｣のイメジを､もう一度ほと

んど同じ形で繰り返している｡同じ単語を並へながら､しかし今度は ǹo"(あるいは"nor")

ではな('̀thy"を付けることによって､一つ一つプシューケ-のために回復していくので
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ある｡こうして､第二スタンザの陰画に対する完全な陽画が現出する｡18 `̀Isee,and

sing,bymyowneyesinspired"という詩人の行為の意味がここにある｡

しかも､注目すべきことに詩人がいま一つ一つ回復しようとするものは､単に絵画を描

くように歌の対象として数え上げられているのではない｡すなわちみずからがその ｢もの｣

- プシューケーの聖歌隊､その歌声､リュート､笛､香炉､聖堂､森､神託､僧侶 一

に ｢なる｣ことを詩人は願っている｡プシューケーのための世界の回復とは､ほかならぬ

詩人自身の内面の問題であることが､すでにここで予測されるのである｡ではいったいど

のようにして､それは可能となるのだろうか｡

3 ｢蔭深き思考｣によって

遅れてきた女神､プシューケーのために､今ここに失われた世界を再生させること｡こ

の課題を､詩人は続く第四スタンザにおいて､より主体的な決意として引き受ける｡もは

や "letmebe..."というプシューケーへの祈願の形ではなく､…Yes,Iwillbethy

priest. ."という高らかな宣言の形でそれは語り始められる｡

Yes,Iwillbethypriest,andbuildafane

lnsomeuntroddenregionofmymind,

Wherebranchedthoughts,newgrownwithpleasantpain,

Insteadofpinesshallmurmurinthewind:

Far,fararoundshallthosedark-cluster'dtrees

Fledgethewild-ridgedmountainssteepbysteep;

Andtherebyzephyrs,streams,andbirds,andbees,

Themoss-lainDryadsshallbelull'dtosleep.. (50-57)

そうだ､わたしがあなたの神官となろう､そしてわたしのこころの

奥深い未踏の領域に神殿を建てるのだ､

そこでは松の枝のかわりに､

甘美な苦痛に新たに枝を伸ばした思考を風にさやがせよう｡

はるかに遠く､取り巻く峨々たる山々の崖また崖は､
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密蒼と茂る木々で覆わせよう｡

またそこでは､苔の裾に横たわる木の精たちを

そよ風や､小川や､鳥や､蜜蜂の子守歌で眠りにつかせよう

｢わたしのこころの奥深い未踏の領域に｣､詩人はプシューケーの神殿を建てるのだと

言う｡そうして描かれる詩人の心の中の風景は､第-スタンザの ｢ほとんど人目につくこ

とのない｣森の一隅に似通っている｡あるいは 『エンデュミオーン』の最初の舞台､哲蒼

と茂る森に囲まれた広い草地に立つパーンの祭壇の光景により近いと言えるかもしれない｡

ここには､森､小川､鳥､花々､静けさ､ニンフたちといった､キーツの読者には馴染み

の楽園風景のすへての要素が捕っている｡

だが､一見似ているかに見える風景も､よく見ると全く違った世界を示している｡似て

いるがゆえに,その対照的な違いが際立つと言ってもよい｡なるほどいずれも深い森によ

って外界から隔てられた緑の世界ではあるが､詩人の心の未踏の領域で風にさやぐのは､

自然の松の木ではなく､ ｢枝を伸ばした思考｣の木である｡かつて ｢丘の上につま立ちて｣

の中では､詩人は ｢自然の光り溢れる楽園｣こそが詩的霊感の源であることを語って､ ｢

静かに落ち着いた詩行の背後に/山の松の木の揺れるさまが見える｣(127-8)と言ったの

だが､いま風に揺れて ｢つぶやく｣のは､自然の木ではなく詩人自身の ｢思考｣に他なら

ない｡さらによく見ると､この奥深い領域を取り巻いているのは､やさしい光り溢れる自

然ではなく､峻厳な ｢峨々たる山々｣の切りたった崖であり､その崖は哲蒼と暗い木々の

茂り("dark-cluster'dtrees")で覆われている｡それは､雄大な広がりをもった畏怖を呼

び起こすような自然の姿､すなわちワーズワス的な ｢崇高な｣自然の風景である｡これが

ワーズワス的であるというのは､この風景が詩人の内面と結び付いているからに他ならな

い｡M.Askeはここで､ワーズワスの詩の内面性を説くHazlittの講義のキーツへの影響

を指摘しているが､確かにこの遥かに広がる風景はいま､詩人自身の"mind"の世界､その

小暗い"thoughts"を表現する風景として語られているのである｡19

この峻厳な山々に囲まれた ｢広やかな静けさのただ中に｣､詩人はさらにプシューケー

のための ｢著夜色の聖域｣を作るのだと言う｡そしてそれを繊細な花々の格子垣で囲うの

である｡それは再びわれわれに､雛菊や野ばらの咲く草地に囲まれ､花々で飾られたパー

ンの祭壇を思い起こさせるだろう｡再び繊細で官能的な美の楽園が､このオードの最終ス

タンザにおいて念入りに作り上げられるかに見えるのだ｡しかしかつての楽園とは､やは
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り何かが決定的に違っている-

Andinthemidstofthiswideqietness

ArosysanctuarywillIdress

Withthewreath'dtrellisofaworkingbrain,

Withbuds,andbells,andstarswithoutaname,

WithallthegardenerFancye'ercouldfeign,

Whobreedingflowers,willneverbreedthesame:

Andthereshallbefortheeallsoftdelight

Thatshadowythoughtcanwin,

Abrighttor･ch,andacasementopeatnight,

ToletthewarmLovein! ("OdetoPsyche,"50-67)

そしてこの広やかな静けさのただ中の

寄夜色の聖域をわたしは飾ろう

頭脳の働きが織 りなす花の格子垣で､

膏や､釣り鐘や､星の形をした名もなき花々で､

一つとして同じ花を咲かせることのない､

空想という庭師がおよそ考えつく限りの花々で｡

そしてそこでは 蔭深き思考によって得られる

甘い喜びのすべてがあなたに捧げられるのだ､

明るく燃える松明と､夜にひらかれた窓､

熟き恋の神を招き入れるための !

異なっているのは､詩人自身の意識のあり方である｡詩人はかつてのように､楽園を見

つめながらその甘く官能的な喜びに悦惚として浸っているのではない｡ここで詩人は､自

らの思考の働きによって､その心の中になにものにも (時の流れにすら)侵されない楽園

を作 り出しているということを明噺に自覚している｡忘我的快惚の中で時の意識が消えて

しまうのではない｡時の意識は目覚め続け､思考は働き続けているのだ｡第-スタンザの

"thoughtless''な状態と､それはなんという遠いだろう｡
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さらにプシューケーのための聖域の光景そのものもまた､これまでの緑の楽園との違い

をはっきりと示している｡たとえば 『エンデュミオーン』の中のパーンの祭壇の描写(Ⅰ,

89-106)と比べてみると､山々に囲まれた空間の中に開かれた聖域と､それを飾る花々と

いう構図は同じでありながら､パーンの祭壇が具体的な自然の風景であるのに対して､プ

シューケーのそれはいわばシンボルで成り立っている｡パーンの"marblealter"に対して

プシューケ-の`̀rosysanctuary"､そしてそれを飾る花々もまた､膨らんだばかりのみず

みずしい膏や雛菊､野ばらに対して､ ｢空想｣が咲かせた ｢名もなき花々｣ (したがって

それは単にその形によって描かれる)､さらには人の声のする山々に対して欝蒼と木々の

生い茂る峨々たる岩山といった具合に､この二つの祭壇とそれを取り巻く光景は､際だっ

た対照を示している｡朝露に輝くパーンの祭壇の風景が"silentworkingsofthedawn''

(I,107)によって生み出されるのに対して､いまブシュ-ケーの聖域を囲む象徴的な花々

(例えば"stars…という語には､花の形態のみならず文字通り空の星を想起させる宇宙的

な広がりが含まれている)の格子垣は､詩人の"workingbrain"そのものを表現している

のである｡したがってこの格子垣の網目模様は､風にさやぐ思考の木の枝のイメジととも

に､はっきりとした覚醒状態での詩人の思考の複雑な働きを伝えるものに他ならない｡

実際このスタンザには､思考の働きを表す語句がなんと多いことか｡"Mind,''"branched

thoughts,""workingbrain,""shadowythought"と並べてみると､いまプシューケーの

世界を支えているのが､自然ではなく詩人の ｢思考｣であることがわかるだろう｡プシュ

ーケ一に捧げられる ｢甘い喜び｣すら (それが官能的な愛の喜びを含まないわけがあろう

か)､ ｢蔭深き思考｣によってかち取られたものだと詩人は言うのである｡プシューケー

の聖域をとりまく暗い森､"dark-clusteredtrees"とは､したがって詩人自身の"shadowy

thought"の森なのである｡

4 ブシュ-ケー(魂)の和宮として

詩人のこころの未踏の領域の､その広やかな静けさのただ中にプシューケーの ｢蓄夜色

の聖域｣を造り､それを花々で飾り､プシューケーのために甘美な喜びを用意する､この

詩人の ｢蔭深き思考｣とは､ではいったいどのようなものなのだろうか｡われわれはいま

詩人のこころの中にいるのだということを忘れてはならない｡つまり問題となっているの

は､詩人の魂そのものではないのか- ｡
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このオードを弟に書き送ったときの手紙の中で､キーツはこの世における人間の魂の形

成について語っている｡要約すると以下のようになる｡

- この世では完全な幸福などはあり得ない｡それゆえ世間ではこの世を ｢涙の谷｣("

avaleoftears…)と呼んだりするのだが､そればむしろ ｢魂形成の谷｣(̀̀TheValeof

Soul-making'')と呼ぶのがふさわしい｡なぜならこの世の苦悩を体験することによって初

めて､ばらばらの単なる知覚("Ⅰntelligence")の集合が`̀Identity"を獲得し､一一つの"SoulM

になるからである｡わかりやすく愉えて言うならば､"Soul''とは､"Wor]d"という ｢学校｣

で h̀umanheart''という ｢教科書｣を使って ｢文字が読めるようになった子供｣である｡20 -

つまりキーツはここで､この世のさまざまな苦悩を､魂の形成のためには不可欠なもの

として肯定的に捉えようとしている｡言い換えればそのような苦悩の体験を経て初めて､

人の魂は形成されると言うのである｡キーツがこのような手紙を書いた背景には､現実の

世界､とりわけ人間の苦悩の世界に対する詩人としてのかれの関心の高まりがある｡その

ことをキーツは､ ｢思考｣あるいは ｢知識｣ (主に体験に基づく人間世界についての知識)

の必要性として､この前年(1818年)以降の手紙の中で繰り返し訴えている｡21

これよりほぼ一年前､人間の成長の段階を ｢部屋｣に喰えて語るとき､かれが基準とし

たのもほかならぬ ｢思考｣であった｡キーツによれば､人が最初に住むのは"thoughtless

Chamber''であり､思考が目覚めはじめると､次には"ChamberofMaiden-Thought"へ進む｡

これは ｢心地よい驚異の他はなにも見ない｣､明るく陰りのない世界であるが､やがて次

第に ｢人間の心や本質｣を鋭く見抜く目が育ち､ ｢この世は苦難や心張り裂ける悲しみ､

苦痛､病､憂哲に満ちている｣ということを確信するようになる｡すなわち第二の部屋の

段階は終わりに近づいたことになるのだが､そのように次第に思考の深くなりつつある状

態こそが現在の自分であるということを､詩人は暗くなる部屋とそれに続く暗い通路のイ

メジを用いながら以下のように語っている-

.wherebyThisChamberofMaidenThoughtbecomesgraduallydarken'd

andatthesametimeonallsidesofitmanydoorsaresetopen- butall

dark- allleadingtodarkpassages- Weseenottheballanceofgood

andevil. WeareinaMist-Wearenow inthatstate- Wefeelthe
〉〉

"burdenoftheMystery.. . 22
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.そうやってこの処女思考の部屋は徐々に暗くなり､同時に部屋のすべての扉

が開かれる- だがすべては暗い - すべてが暗い通路へと続いている- 善悪の

感覚も平衡を失う｡ぼくたちは霧の中にいるのだ - ぼくたちは今その状態にある

のだ - ｢神秘の重荷｣を感じているのだ..

この世が苦痛に満ちているのだという認識によって､自分はワーズワスの言う ｢神秘の

重荷｣を感じるところまで到達したのだと詩人は言う｡だがその先にあるおそらくより深

い思考の部屋は､まだかれには見えてこない｡まだ暗い霧の中にいるのである｡それが一

年前のキーツであった｡そして今またかれは､人の魂の形成には苦悩に満ちたこの世の体

験が必要であると繰り返すのである｡

それゆえオードの中で詩人が ｢甘美な苦痛に新たに伸びた枝なす思考｣､あるいは ｢蔭

深き思考｣と言うとき､その ｢思考｣とは､まさに上のようなこの世の苦悩の認識であり､

また人間性への深い洞察を指していると考えねばなるまい｡それが峨々たる山々を覆う嘗

蒼とした森のイメジで描かれ､また"shadowy"という形容詞が与えられるのは､それが世

界の暗部についての認識であるからであり､また詩人自身が立っているのが ｢暗い通路｣

であるからにはかならない｡23 この ｢思考｣が､いま詩人のこころの奥の静寂の領域で､

ブシュ-ケーのための聖域を作り出しているのである｡暗い森の茂みに囲まれたその崇高

な風景は､まさしく詩人の魂の風景なのである｡

そしてそのことは､なぜキーツが歌うのがプシューケーなのかという最初の問い-とわ

れわれを引き戻す｡ ｢プシューケー｣とは､そもそもギリシア語で魂を意味するのではな

かったろうか｡キーツの座右の書とも言うべきLempriereの 『古典辞典』にも､プシュー

ケーは ｢魂｣を意味し､それゆえ ｢魂の象徴である蝶の羽を持つ姿に描かれる｣と記され

ている｡24 しかも､アプレイウスの物語によれば､プシューケtが己の愛を貫き晴れてク

ビードーと結ばれるためには､傷心と絶望の中でクビードーを求めてさまよい､そしてウ

ェヌスの課すさまざまな試練に耐えなければならなかったのである｡つまりキーツが語り

かけているのは､苦悩を体験した魂を象徴する女神なのである｡25

それゆえにこそ､古代の女神であるプシューケーが､いま詩人のこころの内奥へと迎え

られるのである｡だがもしわれわれがオードの中に､そのような意味での新しいプシュー

ケーの姿を兄いだそうとするなら､われわれは失望することになるだろう｡なぜならここ

に描かれているプシューケ-の姿には､官能的な愛の喜びと陶酔しか見られないから｡し
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かしここでプシューケーの姿だけを求めること自体がむなしいのではあるまいか｡実際最

終スタンザにおいては､詩人のこころの内奥に開かれた聖域の風景以外､そしてクビード

-を迎え入れるための ｢夜に開かれた窓｣とその姿を照らすための松明以外､何もない｡

プシューケーの姿すら見あたらないのだ｡つまりこのオードの本当の主人公は､プシュー

ケtの神官となることを宣言する詩人自身であり､またかれの魂そのものなのである｡夜

に開かれた窓のイメジは､したがってプシューケー-向けて開かれた詩人の魂のありさま

でもあるのだ｡こうして詩人のこころの内奥へと迎えられ､いわば詩人のこころと同一化

してしまったいま､ブシュ-ケ-の姿が詩中から消え去ったとしても驚くにはあたるまい｡

詩人が語りかけているのは､己自身のプシューケ-､すなわち魂なのだから｡

しかしまさにこの点に､このオーFに対する最も鋭い批判も生まれ得る｡次第に詩人の

声が大きくなるにつれて､プシューケーの存在が消えてしまうという皮肉を､Askeは指摘

する｡26 vendlerもまた､キーツが作り上げた聖域の中に肝心のプシューケーとクビード

tの姿がないということはこの詩にとって`̀crucial"な問題であり､ ｢内面化｣という詩

人の取った道は､詩人自身にとってけっして満足のいくものではなかったろうと付け加え

ている｡27 では､遅れてきた女神ブシュ-ケーのために古代の世界を回復するという詩人

の決意は､己自身の内面へと向かう途上でプシューケーそのものの姿を見失うことによっ

て立ち消えになってしまったのであろうか｡

確かに､キーツはここで古代の神の姿を再生させることには成功しなかったかも知れな

い｡だがしかし古代の女神は､詩人との内的な関係においてその力を回復しているのでは

あるまいか｡ちょうどシェリーが西風に向かって"Makemethylyre"と呼びかけ､西風の

力を得て新たな詩を語ることを願ったように､キーツはここで､プシューケーの聖歌隊に､

そしてその神官になることによって､己自身の内に新たなポエジーの力を得たのである｡28

その意味において､詩人が聖歌隊になりかわって歌うこのプシューケーへの歌は､プシュ

ーケーのためというよりもむしろ詩人自身のための､失われた世界の再生の歌なのである｡

キーツがこの新たな古代との関係において､他ならぬ己自身の内面へと極めて意識的に

目を転じた時､それがかれの詩人としての成長を示す明確な"landmark''を築いたことは疑

いない｡しかもこのとき､Bateの言うロマン派詩人による新たな詩世界の発見 - すな

わち詩の主題としての ‥̀inner'lifeoftheindividual"の発見- が､高らかな宣言

となって歌い出されていると言えるのである｡29
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第 五 章 大 海 の 孤 独 一 千 一 ツ の 歴 史 意 識

序

歴史意識は､しばしば過去の偉大な芸術への展望という形でキーツの作品に現れる｡そ

れがとりわけ古代ギリシア世界へのノスタルジアに結び付いていたことは､すでに見たと

おりである｡そこでいま､詩中に描かれた詩人の歴史意識のあり方そのものに注意を向け

ると､それがいかに深くキーツという詩人の中核をなす思考､すなわち存在の孤独と有限

性についての思索のあり方を決定づけているかが明らかとなるように思われる｡それゆえ

本章では､キーツの作品をはば年代順にたどり､その詩行の中から彼の歴史意識を浮き彫

りにしてみたい｡

キーツの場合､歴史を意識することは､すぐれて空間的な体験であった｡歴史的時間の

広がりを描くのに､かれは ｢大海｣(̀̀theocean")のイメジを繰り返し用いる｡とりわけ

初期の詩においては､ポエジーの世界そのものが､広大な海に愉えられる｡たとえば ｢眠

りと詩｣の中で､野望に燃えた若き詩人の目に映る過去の偉大な詩の世界は､かれの探検

を待つ未知の大海として描かれている｡

Anoceandim,sprinkledwithmanyanisle,

Spreadawfullytxeforeme. How muchtoil!

How manydays!w也tdesm teturmoil!

EreIcanhaveexploreditswideness. ("SleepandPcetry," 3061308)

遥かにかすむ大海が､多くの島々をちりばめて､

わたしの前に厳かに拡がっている｡どれほどの労苦 !

どれだけの歳月 ! どんな激しい混乱が待ち受けていることか !

わたしがその広がりを極めるまでには｡

またチャプマン訳のホメロスとの出会いについても､その感動をキーツは地理的発見の

比境を用いてソネットに歌っている｡過去の詩人たちの作品とのこれまでの出会いを､か

れは黄金の国々を経回る長い探検の旅になぞらえて語り出す.そして今味わっているチャ

-129-



プマン訳発見の喜びを､惑星や大洋の発見者の喜びに比べる｡とりわけ太平洋発見の興奮

にみちた瞬間は､発見者コルテスの立つ地峡とその前に洋々と広がる海原のパノラマ的光

景として､みごとに視覚化されている｡

Hestar'datthePacific- andallhismen

Look'dateachotherwithawildsurmise-

Silent,uponapeakinDarien.

("OnFirstL刀d(ing intoChaprnan'sHomer,"9-14)

かれは太平洋を見据えた 一 部下たちはみな

憶測をたくましくながら互いに顔を見合わせていた -

おし黙り､ダリエン地峡の山の頂きで｡

地峡の峰の上に立ち､鷲のごとき目で未知なる大海を見据えるコルテスと､その背後で顔

を見合わせる部下たちの姿は､大海の果てしない広がりの前にいかにも小さい｡そしてそ

の大洋の全く未知であるという事実が､無限に続く空間のただ中に立つ探検者たちのイメ

ジが呼び起こす ｢孤立感｣をさらに増しているのである｡

無限の広がりの中の孤独｡それがキーツの詩に繰り返し描かれる ｢海｣のイメジの中核

にある感情である｡しかも海は､ ｢それはわびしき岸辺に永遠の噴きを立て続ける｣とキ

ーツの歌うように､悠久の時間や永遠についての思いをわれわれの心にかきたてる｡ 1キ

ーツが単に広大な詩の世界を描く為というだけでなく､永遠と向き合った時の己の孤独の

感情を描く際に (意識的にせよ半ば無意識的にせよ)しばしば海のイメジを用いたのは､

おそらくそれゆえである｡この ｢時間の海 ｣ 2 のイメジは､後の ｢ナイティングールへの

オード｣や ｢ギリシア壷のオード｣の中でも､より内面化された光景として現れることに

なる｡また 『ヒュペリーオーン』においては､もはや詩人は時間の海の単なる傍観者であ

ることをやめ､その ｢広大さ｣の感覚に圧倒されつつも歴史と真正面から取り組むことに

なるのである｡
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1 存在の孤独一 時間意識と自己意識

孤独､あるいは孤立感は､実際キーツの詩の核心をなす感情のひとつであると言える｡

たとえば第3章で見たように､キーツの Erldyml'on の大部分を占めている､天上の恋

人を求めるエンデュミオーンの長い旅は､いうなればひとを死に追いやるほどの耐え難き

孤独に打ち勝つ試練であった｡孤独感は自己意識のひとつの形態である｡ただしキーツの

場合､それはワーズワスの場合のように ｢孤高｣として意識され､選び取られ､称揚され

るような性質のものではない｡むしろ､自己が否応なく置かれた状況であり､つきつめれ

ば存在の不安である｡従ってそれについての意識は自己の ｢死｣についての意識につなが

り､また時として､Hyf)erion の中のサートゥルヌスにおいて顕著なように､自己のア

イデンティティーの喪失の危機を伴ったbつまり悠久の時間や永遠と向き合う時のいわば

歴史的な孤独感が､かれの自己意識を危ういほどに先鋭化したのである｡

孤独感と自己意識｡この二つが､キーツの歴史的時間や永遠についての意識の中に分か

ちがたく溶け込んでいることを､われわれはかれの詩に兄いだすだろう｡しかもその自己

意識とは､とりわけ自己のはかない､死すべき存在についての意識であった｡人間の

"mortality''についての鋭敏な感受性は,自己の存在を滅びゆく ｢肉体｣として見据える

目を詩人に与える｡それゆえかつて RobertBurnsが住んでいた家を訪ねたとき､キーツ

はなんとかその家の中で詩を書こうとして､こう語 り出すのだ -

Thismortalbodyofathousanddays

Nowfills,0Burns,aspaceinthineownroom...

("Thisnor.tatbcdyofa仇cusand血ys,''1-2)

この千日の必滅の肉体が

いま､バーンズ､あなたの部屋の空間を占めています‥ .

あるときはまた､詩人は m̀ortality…についての意識の覚醒の瞬間を､そのまま詩の題材

に取 りあげる｡死と向き合い､その恐怖に耐える苦悩が､岸辺に立つ孤独な自己の姿とし

て描き出される｡
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...thenontheshore

OfthewideworldIstandalone,andthink

Tillloveandfametonothingnessdosink.

("WhenIhavefears thatImay ceasetobe,''12114)

.そのときわたしは

ひろいこの世の岸辺にひとり立ち､思い続けるのだ

愛と名声とが無に沈みゆくまで｡

死の意識と混ざりあったこのキーツの自己意識は､広大な世界のただ中に､孤立した個

としての自我を兄いだす｡孤独をかれに意識させるのは､その世界の広さだけではない｡

その世界のよそよそしさ､未知性､つまり｢沈黙｣が､それを助長する｡自己意識の苦痛

からの救いを求めるかのように､天と地獄に向けて ｢なぜ今宵わたしは笑ったのか｣と問

いかけたとき､キーツが体験したのは､全世界の拒絶の沈黙に他ならなかった｡だが､己

の問いに耳を傾けてくれるのは己自身以外にないことを.かれはよく知っていたのではな

かったか｡極限にまで研ぎ澄まされた自己意識を綴った以下のソネットは､孤独の闇に恐

怖する詩人のこころから発せられる､とぎれとぎれの悲鳴のようにも聞こえる｡

WhydidIlaughtonight?Novoicewilltell:

Nogod,nodemonofsevereresponse,

Deignstoreplyfromheavenorfromhell.

ThentomyhuITm heartIturnat帆 (盟 -

Heart!thouandIareheresadandalone;

Say,whereforedidIlaugh?0mortalpain!

0血rknefS!darkness!evermustImcnn,

Toquestionheavenandhellandheartinvain!

WhydidIlaugh?Ⅰknowthisbeingslease-

Myfancytoitsutmostblissesspreads:

YetcouldIonthisverymidnightcease,

Andtheworld'sgaudyensignsseeinshreds.
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Verse,fameandbeautyareintenseindeed,

Butdeathintenser- deathislife'shighmee°.

("Why did I laugh tonight? No voice will tell," 卜14)

なぜ今宵わたしは笑ったのか｡だれも教えてはくれぬ｡

神も､辛殊なる悪魔すら､

天からも地獄からも返答してはくれぬ｡

そこでわが人間のこころへと向き直る-

こころよ ! ここには汝とわたしが かなしくひとりばっちだ､

言ってくれ､何故にわたしは笑ったのか｡ああ 死ぬほどの苦しみ !

ああ 闇だ ! 真っ暗闇だ ! いつまでもわたしはこうしてむなしく､

天と地獄とこころに問うため叩き続けねばならぬのだ !

なぜわたしは笑ったか? しょせんこの身が借り物なのは百も承知 一

無上の喜びへと空想は広がる､

だがたった今この真夜中にわたしは息絶え､

この世のきらびやかなのぼり旗が千々に裂けるのを目にすることもできるだろ

う｡

詩と､名声と､美は､たしかに強烈だ､

だが死はそれにも勝る一 死こそ生の高き報酬なのだ｡

世界の沈黙の中で､詩人は己のこころと ｢かなしくひとりばっち｣で向き合っている｡

われわれはここで語られる自己意識と存在の孤独感を､20世紀の言葉で ｢実存的｣

("existential")と呼ぶことができるだろう｡あるいは17世紀にさかのぼり､あのパス

カルの有名な言葉､ ｢この無限の空間の永遠の沈黙がわたしを恐怖させる｣と重ね合わせ

ることもできるかもしれない｡ 3 詩人は無限の暗闇の中で､己の存在の孤独に耐えねばな

らない｡己の存在が､しばしの借り物であるという事実に耐えねばならない ｡ `̀mortal

pain…という吉葉には､当然"mortality"(必滅の定め)の意識が分かちがたく結び付いて

いる｡

だが一方で､このような存在の苦しみから逃れたいという自然な欲求は､生そのものの

否定を生み出すことにもなる｡このソネットが存在の苦悩からの救済としての意識からの
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解放､つまり｢死｣への傾斜で締めくくられるのは､それほど不思議なことではない｡先

に引用したソネットでは,詩人は己の死の恐怖を前に ｢愛と名声とが無に沈みゆくまで

.｣と歌ったが､ここでも､いったんこの世の岸辺にまでたどり着いた詩人のこころ

の目には ｢この世のきらびやかなのぼり旗が千々に裂ける｣のが見え､詩人にとって最も

大切な生の目標であった詩も名声も美も､色越せてしまう｡その意味で､確かに ｢死はも

っと強烈だ｣と言えるだろう｡そしてそう言った時点で､苦悩も恐怖も含めて一切が停止

してしまうのである｡

ソネット全体を覆う自咽的な響きは､この最後の2行を一層危険な､いわば病的なもの

にしているように思われる｡実際詩人自身､そのように受け取られることを予期して､こ

の詩を弟に書き送る際にわざわざ断りを添えている｡すなわちこのソネットは､知識への

激しい渇望によって生まれたのであり､ ｢無知以外のいかなる苦悩も含んでいない｣と｡4

ここでキーツが渇望する知識とは､この世のさまざまな経験の中から生まれるはずのもの

(それをかれはほとんど ｢哲学｣と同義に扱っている)であり､それによって初めて自己

の存在の孤独に真正面から立ち向かうことができるはずのものなのである｡孤独な ｢自己｣

と対崎し､詩人としての自己のアイデンティティーを求める詩人の模索は､最後の主要作

となる断片,TheFallofHyf)erZ'orlにおいて不完全ながらも一つのまとまった解答に

到達することになるだろう｡だがわれわれは今ここでは､詩人の歴史的時間､あるいは永

遠との対時のあり方をさらにたどることにしたい｡

2 ｢崇高｣あるいは｢巨大なるものの影｣

- エルギン･マーブルズからティーターン手掛

古代からの偉大な芸術の歴史の中にキーツが詩人としての野望を兄いだしたのは事実だ

が (ホメロスの詩がその一例である)､かれはまたそうした不滅の作品と向き合う時､も

っとも切実に自己の存在の不安を体験したのでもあった｡1817年3月､チャプマン訳のホ

メロスとの出会いから約5ケ月後､キーツはパルチノン神殿を含むアテネの遺跡からエル

ギン卿が持ち帰った大理石彫刻群 (いわゆるエルギン･マーブルズ)をはじめて目にする｡

しかしこの時のかれは､以前のように単純に古代の至高の芸術との避道を喜ぶことができ

ない｡その不朽の名作の力強い存在を前にして､詩人の意識は自己へと､つまり死に至る

存在としての自己へと向かう｡己の生のはかなさ､その存在の無力さについての意識に圧
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倒されたのだと､かれはその時のソネットに告白している-

My spirit ist(刀Weak- mortality

Weighsheavilyonmelikeunwillingsleep.

Andeachimaginedpinnacleandsteep

OfgodlikehardshiptellsmeImustdie

Likeasickeaglelookingatthesky.

("OnSeeingtheElginMarbles,"1-5)

わたしのこころはあまりに弱い 一 死ぬべき定めが､

まるで望まぬ眠りのように重くわたしにのしかかる｡

神業のごとき苦難の山がそびえ

その高峰や断崖の一つ一つがわたしに告げる 空を見上げる

病んだ鷲のごとくにおまえは死ぬのだと｡

詩人の野望がさまざまにしかし漠然と思い描いていた美の理想像が､いま現実のエルギ

ン･マーブルズの存在によって打ちのめされる｡それは目指す山への道のりの遠さ､険し

さをかれに突きつけ､こころに ｢形香しがたい不和｣("undescribablefeud"[10行目])杏

引き起こすのである｡だがここで吐露されているのは､単に自己の生の短さと目指す山の

速さの否応ない自覚といったものではない｡その大理石彫刻の一群は､遥かなる古代ギリ

シアからの二千数百年という時間を詩人の前に開くのである｡その存在の内に含まれる悠

久の時間が詩人を圧倒し､かれの自己意識つまりは死の意識を､耐え難いほどに研ぎ澄ま

させるのである｡従っていまその造形の美の享受を詩人から阻んでいるのは､詩人の時間

意識と自己意識にはかならない｡そしてここでもまた､悠久の歴史的時間を描くのに､広

大な海のイメジが用いられるのである｡

Sodothesewondersamostdizzypain,

ThatminglesGrecbn gran血 r wi仇 the rude

Wastingofo]dtime- wi仇 abillowyrrnh-

Asun- ashadowofamagnitude. (1卜14)
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これらの驚異の作もまた目眩く苦痛をもたらす､

ギリシアの壮大さに 古き時間による

粗暴なる浸食作用を溶け入らせる苦痛 一 波高き海原を 一

太陽 一 巨大なるものの影を｡

ところでこの古代の彫刻群に対するキーツの反応､その ｢目旺めく苦痛｣の背後には,

18世紀から続く｢崇高なるもの｣(̀̀thesublime'')という美的観念の隆盛があることを

見落とすことはできない｡ ｢崇高｣とは､一言で言えば人間の精神の高揚を伴うことを意

味する概念であるが､その流行は､古代ギリシア末期のロンギノスの作と誤って伝えられ

た F崇高な文体について』(Perl'Hubsous)の翻訳､紹介に始 まった ｡5その語の適

用される範噂は､単なる文体や修辞から､次第に芸術一般及び自然に､さらにはそれらに

対する人間の主観的､心理的な反応そのものへと発展し､18世紀後半の英国においてそれ

までの新古典主義とは全く異なる美観､新たな"taste"を表す語となる｡6 そしてその変

化の過程で､｢恐怖｣や ｢畏怖｣という感情に深く結び付けられることになる｡ Edmund

Burkeに代表されるこのような崇高観は､7 ェルギン ･マーブルズを最初にデッサンするこ

とを許された英国の画家でありその熱烈な崇拝者､そしてキーツを大英博物館へ連れてい

った他ならぬ友人､BenjaminRobertHaydonによるエルギン･マーブルズの描写にもはっ

きりと現れている｡8

Asthelightstreamedacr･osstheroomanddiedawayintoobscurity,

therewassomethingsolemrlandawfulinthegrandfor･msandheads

andtr･unksandfragmentsofmighty templesandcolumnsthatlay

scatteredaboutinsubll'mel'nsensl'bilz'ty一一theremains,theonlyactual

remains,ofaml'ghわ/people.Thegrand backoftheTheseuswould

cometoy)ertngclosetomyeyeandhisbroadshadowspreadoverthe

placeadepthofmysteryandawe.9 [italicsmine]

光が部屋を横ぎり､壁塵且の中に消えゆくとき､それらの墜太を姿､頭部､

胴体､また巨左を神殿や円柱の断片には,どこか塗壁でおそろしい趣があっ
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た｡それらは崇高なる冷淡さを湛えてここかしこに横たわっていた一一その

遺物たち､すなわち塾生を民族の､唯一現存する遺物が｡テーセウスの巨去

を背中がわたしの眼前にそそり立つように迫り､その馳 影はあたりを覆い､

神秘と恐れに満ちた深淵を開いていたのだった｡ [傍線筆者]

闇の中でランタンの光の生み出す効果が､"grandMで `̀mighty''な古代の彫刻群の持つ

"solem''で "awful"な趣を強調し､その ｢崇高さ｣を増している｡このヘイドンの記述

には､巨大さ､力強さ､暖味さ､そして恐ろしさといった､ ｢無限｣を除く崇高概念のほ

とんどすべての基本要素が揃っている｡これをへイドンに送られた上のキーツのソネット

と比へれば､キーツがエルギン･マーブルズの鑑賞において､彼と "sublime"の感覚を共

有していたことは疑いない｡先に引用したエルギン ･マーブルズのソネットの4行を読み

返してもらいたい｡崇高感が苦痛を伴うものであることは Burkeの説くところであるし､

"grandeur"と言う語はほとんど"sublime"と同義に使われることもあった｡10またそもそ

も ｢海｣ (わけても波高き海)は､崇高な自然の光景を代表するものと考えられていたの

である｡日 そういったことを念頭に置いてこの4行を読むと､ここに表現されているのが

`̀sublime"の感覚に他ならず､それが"Ashadowofmagnitude"の句に凝縮された形で結ば

れていることが明らかになるだろう｡そしてキーツのソネットでは､その対象がもたらす

言葉に表し得ない圧倒する感覚 (それがカントによれば "sublime"感を引き起こす契機と

なる)12 が素直に吐露されていることが､特に注目されるのである｡ ｢崇高｣の体験にお

けるこの無力感が､詩人の意識を二つの方向へ向かわせている｡すなわち一つには､己の

存在の小ささと弱きの自覚であり､もう-つは､マ-ブルズの存在の壮大さの認識である｡

己の "mortality"の切迫した意識と､太陽や海原といった空間的な広大さのイメジ群は､

つまりこの二つの意識の表現なのである｡

ところでいまわれわれにとって重要なのは､単にキーツがエルギン･マーブルズを

"sublime"なものとして捉えたという点ではなく､ソネットの中の"Greciangrandeur"の

語が示すように､詩人がそもそもギリシア的なものと壮大さ､つまりは`̀sublimity"とを

重ね合わせて見ているという点である｡またさらにその崇高感覚は､単に視覚的､空間的

なものではなく､多分に時間的な感覚だったという点である｡なぜなら詩人を圧倒したの

は彫刻の大きさそのものではない｡その美の､他に比較しようない卓越さが､"grandeur"

の感覚をかれに与えたのであり､その詩人の感動の中には､二千数百年という､想像を絶
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する歴史的時間の長さについての思いが混じり入っているのである｡つまり"therude/

Wastingofoldtime"が ｢ギリシアの壮大さの中に溶け入っている｣のである｡おそらく

頭部や手や腕をもぎとられた彫像の痛々しい姿が､破壊者としての時間についての意識を

詩人に呼び起こす契機となったことであろう｡エルギン ･マーブルズを前にしたキーツの

崇高体験の核にあるのは､そのような歴史的時間の海の広大さの意識に他ならない｡

だが､ ｢崇高｣が喚起する ｢絶対的な広大さ｣は,そもそもわれわれの感覚の限界を越

えるものであるとカントも分析するように､いったい時間的な無限の広がり (あるいは永

逮)が､人間の言葉によって表現可能なものであろうかOソネットに綴られている､キー

ツのエルギン･マーブルズとのほとんど`̀depressing"な避蓮の体験の核心にあるのは､ま

さにその ｢不可能さ｣の感覚にはかならないのではあるまいか｡後にかれがギリシア古壷

に向けてのオードを書くとき､詩人は再びこの時間の深淵を前にして言うだろう-

"Thou,silentform,dostteaseusoutofthought/Asdotheternity''(｢無言の形

象よ､汝はわれわれを悩ませ頭を混乱させる/永遠がそうであるように｣)｡13

さて､このエルギン･マーブルズとの出会いから約 1年半後､キーツは叙事詩の試みと

して､ギリシア神話の中の巨人族 (ティーターン神族)とオリュムボスの神々との間の戦

いという壮大な主題を選ぶ｡それが叙事詩という形式のみならず言葉や語調においても当

時の詩人のミルトンへの傾倒を示す作品であることは周知の点であるが､かれの他の作品

と比べて何よりも際だった違いは､その作品のほぼ全体を埋め尽くす彫像的な静的イメジ

群と､そしてそれらが生み出す ｢崇高な｣光景にある｡14 キーツはこの詩の執筆前に､今

回は題材の性格上､ EndymZ'on よりも ｢もっと赤裸でギリシア的な手法で｣ ("ina

TnOrenakedandgrecianManner")描くことになると予告している.】5ここでキーツの言

う ｢ギリシア的｣という言葉が何を意味しているかを断定することは難しい｡だがそれが

おそらくかれがエルギン ･マーブルズの存在に兄いだした"Greciangrandeur"を念頭に置

いての発言であろうことは､Hyj)erl'on を実際に播けばおのずと明らかになるように思

われるのである｡

とりわけ冒頭のSaturnとTheaの描写は､そのリズムの荘重さと静的で巨大なイメジの積

み重ねによって､忘れがたい印象を読者に残す｡それはいわば ｢彫像的｣(…Statuesque…)

な崇高とでも呼ぶべきものである｡たとえばサートゥルヌスは ｢石の細く静かに｣頭をた

れて座し､その足元には ｢大柄なアマゾン族も並べばピグミーほどの大きさしかない｣と

いうティアーが､ ｢メンフィスのスフィンクスほどに巨大な顔｣を地に伏せていると語ら
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れる｡ここで ｢巨大｣なのは､単に神々の姿だけではない｡詩人の注意は､その世界を流

れる時間にも注がれる｡それは地上のわれわれ人間の世界の時間とは全く異なった大きな

尺度でゆったりと流れるのであり､そのことが､神々の姿の巨岩のごとき壮大さをさらに

強調している｡二神が上の姿勢であたかも ｢自然の彫像のごとく｣身じろぎもしない間に

､月は四つの季節をめぐるのである-

Onemoon,withalterationslow,hadshed

Hersilverseasonsfouruponthenight,

Andstillthesetwowereposturedmotionless,

Likenaturalsculptureincathedralcavern...

(Hyi)erionBookI,83-86)

月は､ゆっくりと姿を変えながら､銀色の光で

夜空に 四つの季節を輝かせた､

それでもなおこの二つの姿は 不動のままその姿勢を保っていた､

あたかも洞窟の聖堂に刻まれた自然の彫像のごとく.

死のごとき静寂の支配するこの谷間で､しかし世界は完全に静止しているのではない｡

動かぬ二神の上で月は満ち掛けを繰り返している｡その緩慢な月の変化よりもさらにゆっ

くりと､神々の時は流れているのだ｡しかもこれらの神々は､かつての力を失い､絶望の

底に沈んでいる｡いったい神々の絶望などということを人間の言葉で表現しうるものなの

か｡それをキーツは壮大な自然によって､つまり巨人族の神々をも圧するほど広大な自然

の荒涼たる風景によって描こうと試みる｡かくして､暗く深い谷と覆いかぶさるように連

なる山々というまさしく崇高な自然がいまサートゥルヌスを取り巻いているのである｡

3 孤独の風景I HyPerl'mから"Ode to a Nightin齢le''へ

Deepintheshadysadnessofavale

FarsunkgIfrom 仙eheal仙ybreathofmorn,

Farfromthefierynoon,andeve'sonestar,
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Satgray-hair'dSaturn,quietasastone,

Stillasthesilenceroundabouthislair;

Forestonforesthungabovehishead

Likecloudoncloud.... (Ⅰ,1-7)

蔭深き 谷の悲しみの底深く

さわやかな朝の風は遥か 届かぬ深み､

燃え立つ畳も､夕べのひとつ星も遥かに遠く､

半白の髪のサートゥルヌスは座す､石のごとく静まり､

その隠れ家をとりまく静寂のごとく 不動のままに｡

山なす山が頭上を覆う

まさに雲なす雲のごとし..

谷の深みと重くのしかかるような山々のイメジが､重々しい詩の響きと相まって､玉座

を追われたサートゥルヌスの暗い内面を伝えて余りある｡そしてこの暗く荒涼たる風景は､

そのまま第二部冒頭の他のティーターン神族の多くが身を潜める谷間の描写へとつながっ

ている｡天を覆い隠すように峨峨とそびえる岩山の連なりを､かれは再び名詞を積み重ね

るように反復しながら描いている｡しかもここでは詩人の視線は長く岩山そのものに留ま

り､それらはまるで巨大な怪物であるかのようにうごめき始める-

Cragjuttingforthtocrag,androcksthatseem'd

Everasifjustrisingfromasleep,

Forせl飽d to forehead held their mmstrcus homs;

Andthusinthousandhugestphantasies

Madeafitroofingtothisnestofwoe. (ⅠⅠ, 10-14)

岩山に向けて突き出す岩山､あたかも

ちょうど目覚めて起き上がろうとする姿勢で､

おそろしい角をはやした額と額を 突き合わせているがごとき岩々､

それらは広大無辺なる千々の夢想にひたりつつ
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この悲しみの巣窟にふさわしい覆いをなしていた｡

天の光も届かぬこの谷間に､次代の神々にその座を奪われたティーターン神族の一群が､

傷つき､あるいは絶望にうちひしがれ､あるいは物思いに沈んで潜んでいる｡そのうち主

だった十二神の姿が38行にもわたって描かれるのだが､それはあたかも詩人がいまエル

ギン･マーブルズが展示された部屋をゆっくりとめぐりながら､一つ一つ彫刻の姿態とそ

れの表現する感情を的確に言葉で説明していくかのようである｡あるいは野外彫刻展を鑑

賞しているといったほうが､より適切かも知れない｡いずれにせよ､ここでも神々の姿は

努めて彫像的に描かれている｡それが意図的であるということは､この神々の光景がわざ

わざイングランドのわびしい荒野に散らばるドルイド教の巨石群に喰えられていることか

らも明白である｡この ｢石｣のイメジこそ､"Statuesque"であることの極に他なるまい｡

Scarceimagesoflife,onehere,onethere,

Layvastandedgeways;likeadismalcirque

OfDruidstones,uponaforlornmoor,

Whenthechillrainbeginsatshutofeve,

IndullNovember,andtheirchancelvault,

Theheavenitself,isblindedthroughoutnight. (ⅠⅠ, 33-38)

他に生ける者の影とてなく､こちらにひとつ､あちらにひとつ､

巨大な姿が端と端を接して横たわっていた｡あたかも

陰欝なドルイドの列石の､ものさびしい荒野に立つがごとく､

それは色越せた十一月､夕暮れの終わりに氷雨が降りだし､

かれらの教会の天蓋､すなわち天そのものが､

夜通し闇に閉ざされるとき｡

ここで詩人がドルイドの環状列石を呼び起こすのは､単にティーターン神族の巨大さを

強調するためだけではない｡詩人の意識は､むしろその光景の ｢わびしき｣に向けられて

いる｡わざわざ冷たい雨の降る十一月の夕暮れ時を選ぶことによって､つまり寒さと暗さ

を付J]I]することによって､ ｢わびしい荒野｣に立つ ｢陰欝な環状列石｣の風景をより一層
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荒涼と寂しいものに描いているのである｡それはあくまでもティーターン神族の悲嘆を表

す風景であるとはいえ､広大な空間的広がりの中に立つこの一群の孤独な像は､われわれ

がすでに見てきたいくつかの ｢海｣のイメジを含む風景を思い起こさせる｡詩人の意識が

自己の存在の孤独に向かうときに立ち現れるあの内的風景である｡そもそもこの 『ヒュペ

リーオーン』の第 1､2部は､ティーターン神族､とりわけ主神であるサートゥルヌスの

神としての存在の危機 (アイデンティティーの喪失)の苦悩と､さらに歴史の歩みそのも

のについての (オーケアーノスに託された)詩人の考察を中心に描いていることを思えば､

いまここに存在の孤独を映すあの詩人の内的風景が立ち現れたとしてもなんら不思議では

あるまい｡巨石の立つイングランドのわびしい荒野を包む闇は､時空を超えて荘漢とした

人間の歴史の闇に連なり､そしていつしか､神話世界の中の巨人族を包む闇と重なり合う

のである｡ここに投影されているのは､時間の闇の果てしない広がりの中の孤独に他なら

ない｡

永遠と向き合う詩人の孤独を映すこの心象風景を､われわれは後の ｢ナイティングール

へのオード｣の中にも兄いだすことができる｡このオーFの中では､永遠を体現するのは

詩でも彫刻でもない､鳥の音楽である｡18そして永遠との対崎から生まれる ｢私｣の自己

意識は､悠久の時の流れに立つ自己の存在の孤独を､極めて美しい絵画的情景の中に投影

している｡

鳥の音楽の不滅性の認識は､オードも終わりに近い第7スタンザに入って突然､ ｢汝は

死のために生まれたのではない,不滅の鳥よ !｣(61)という叫びにも似た強い口調で語ら

れる｡この認識は､直前の第6スタンザにおける ｢私｣の死すべき存在としての自己意識

の覚醒によって開かれたものであった｡すなわち､鳥の音楽の中に溶け入り､そのまま安

らかに息絶えるという甘美な死の夢想が､鳥の音楽の永続性とは対照的に一塊の ｢土｣と

化した己という生々しい死の現実-の覚醒によって断ち切られるのである(55-60)｡ 死と

不滅についての詩人の観想は､結果として詩中の風景に劇的な変化をもたらす｡すなわち

読者は第4スタンザ後半から続く､かぐわしい香りに満ちた夜の木陰の濃密な闇の空間 (

まるで詩人の魂をやさしく包み込む棺のような閉じられた空間)から､一気に開かれた時

空へと導かれるのである｡ ｢私｣は人間の歴史に思いを馳せ､何代もの ｢飢えた世代｣を､

また､王と道化が庭でナイティングールの歌声に耳を傾けたであろう ｢いにしえの日々｣

を想い描く｡さらに聖書の時代へ､また中世へと詩人の想像力が時空を越えて突き進むと

き､詩中にはドルイドの巨石群の風景にも似た､しかしその何倍も美しくまた寂しい情感

-142-



に満ちた二つの風景が現出する-

Perhaps仇eself-same双Jlg 廿岨tf仇lnda 田th

ThroughthesadheartofRuth,when,sickforhome,

Shestoodintearsamidthealiencorn;

Thesamethatoft-timeshath

Cham'dmagic Gl配mentS, 0阿 1ingon the foam

Ofperilousseas,infaerylandsforlorn.

(̀̀odetoaNightingale,"65-70)

ルツのかなしい心に響いたのも おそらく

おなじ歌だったろう､望郷の思いに胸ふたがれ

異国の小麦畑の真ん中に 涙にくれて立ちつくしていたときに｡

おなじ歌だったろう､いくたびも

危険な海の泡だつ波の上に開かれた､魔法の窓を

魅了したのも､さみしく忘れ去られたおとぎの国々で｡

時代も場所も全く異なるこの二つの風景は､しかし全く同じ構造を持ち､同じ情感を内

包する｡つまりこの二つの風景は共に､果てしなく広がる空間と､そのただ中の孤立した

像とで成り立っている｡焦点をなすそれらの像 (すなわちルツと城の開かれた窓)は､よ

そよそしい異郷に､あるいは敵意をすら含む危険な世界に取り巻かれており､麦畑の揺れ

る麦穂であれ危険な海の泡立つ波であれ､その広大な世界は､いずれも ｢海｣のイメジを

学んでいるのである｡この二つの風景が伝える情感は､それゆえ ｢わびしさ｣であり､空

間的な孤立感に他ならない｡そしてそれはルツの ｢涙｣に､またおとぎの国々を形容する

"forlorn"という一語に結晶化されているのである｡

このようにナイティングールの歌は､詩人のこころの中に時の限りない広がりを開く｡

それは ｢時の海｣のただ中に浮かぶ己の孤独な存在の自覚へと詩人を導いたのである｡こ

こでは広大な空間的広がり以外､崇高な自然の恐ろしい姿､例えば峨々たる山も岩もない｡

ただ歴史的時間の荒野における存在の孤独という､圧倒する感覚があるばかりである｡こ

のオードの大きな魅力のひとつは､前半部の感覚-の没入と小暗い無意識の領域を含む内
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面への沈潜から､後半部での死の意識を契機とする ｢個｣としての自我意識の覚醒と現実

への回帰という､そのダイナミズムにあると言えるが､そのような詩人の想像力の飛糊を

促し駆り立てているのは､ナイティングールの音楽の美にはかならない｡詩人の極限的孤

独感が､二つの寂しくも美しい風景に昇華されたのも､まさにその美ゆえである｡

4 永遠の形象- `̀(池 maGrey:ianu廿'

ここで我々は､キーツの詩に現れる ｢永遠｣が､常に ｢美｣と結び付いていることに思

い至るだろう｡ホメロスの詩､アテネの彫刻､そしてナイティングールの歌 - これらの

中にキ-ツは至高の美を兄いだし､その美がかれに永遠をつきつけたのであった｡ "Ode

toaNightingale"を書いた直後､あたかもナイティングールによって喚起された永遠に

ついての思考をさらに継続し深めるかのように､続けざまにキーツは ｢ギリシア古壷につ

いてのオード｣を書き上げる｡その中で詩人は､これまでの不滅の美とのさまざまな出会

いを､より思案的な､冷静な意識においてひとつの架空の体験へと集約している｡

古代ギリシアの壷と対崎する詩中の ｢私｣は､壷の表面を飾る浮き彫りの絵の中に芸術

の永遠性を､そしてその背後に数千年の歴史的時間を垣間見る｡この請 (とりわけその最

終スタンザ)は､H.Vendlerの指摘するように､これまでのかれの作品とは異なり､感覚

に基づいた感情("Sensations'')ではなく､思考によって得られた ｢真実｣を詩に語ること

を目指している｡17 いま詩人の頭にあるのは､ ｢人々は座し互いの叩きを聞く/中風病み

が残り少ない､悲しい､最後の白髪を震わせ､/若者は青ざめ､亡霊の如く痩せこけて､

死んでゆく.‥ ｣といったナイティンゲールのオーFの中の ｢私｣が語るような現実の

世界についての感傷とそのような現実とは無縁の純粋な美の世界への逃避ではなく､芸術

と時間､そして永遠についての思考である｡従って ｢私｣が見つめる壷は､一つの具体的

な事物(作品)であると同時に､抽象的普遍的な意味を担わされている｡オード冒頭をかざ

る壷への長々とした呼びかけは､壷の持つその意味の重層性を示しており､そのまま詩人

の古代芸術作品と時間についての思索を映しだすようで興味深い｡

Thoustillunravish'dbrideofquietness,

Thoufoster-childofsilenceandslow time,

Sylvanhistorian,whocanstthusexpress
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Aflowerytalemoresweetlythanourrhyme.‥

("OdeonaGrecianUrn,''1-4)

汝 いまだ壕されぬ静寂の花嫁､

汝 沈黙と緩やかな時間の養い子､

われらの詩歌よりもなお美しく

華麗な物語を語る､森の歴史家よ..

最初の2行には､壷の壊れやすさと時間の破壊的な性質とを認識しつつ､それをむしろ

逆手に取った形のレトリックの緊張がある｡ここで ｢私｣が目の前にする壷は､極めて脆

い存在でありながら (たとえば ｢花嫁｣のごとく)､しかし穣わも (従って喧嘩や暴力も)

知らず､そっと静寂の中に守られて何千年の時を経てきたのである｡時もこの壷に対して

は破壊者の顔を隠し､やさしい ｢緩やかな時間｣として､親のごとくそれを育んできたと

いうのであるOそれはほとんど奇跡に近いが､壷はその有限の個体の内に荘漠たる歴史的

時間とその沈黙をたたえて､ ｢私｣の眼前に存在する｡しかも ｢静寂の花嫁｣たるその壷

自身は､詩歌よりもさらに巧みに ｢麗しき物語｣を､すなわち何千年も昔の物語を今に語

り伝えるのである｡それゆえ壷の表面に浮き彫りにされた物語に見入ることによってその

｢歴史家｣の物語に耳を傾けることこそが､ ｢私｣の願いとなる｡だがその結果､壷の世

界の狂乱の中へと ｢私｣が引き込まれるにつれ､冒頭の静かな隈想は､素朴な観察者の問

いの連続に取って代わられる｡たたみかけるように発せられるその問いは､次第に短く､

強い口調へと激していくのである-

What leaf-frklg'd legend haunts ab_lt thy 血a【治

Ofdeitiesormortals,orofboth,

InTempeorthedalesofArcady?

Wt協tm打10rgdsarethese? WThatmaidensloth?

1Ⅵ岨tmad即r乱】it?W也tstruggletoescaEX!?

Whatpipesandtimbrels?Whatwildecstasy? (5-10)

木の葉模様の縁取りをして汝を取り巻くのはどんな物語か

神々の話､人間の話､あるいはそのいずれもか､
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舞台はテンペの渓谷､それともアルカディアの谷か｡

この人間たちあるいは神々は誰か｡いやがる乙女たちは｡

激しい追跡は何だ｡のがれんとするこの身悶えは｡

笛とティンプレルは何を語る｡この狂乱の悦惚は｡

問い掛けの中から､熱情と激しい動きに満ちた荒々しく官能的な光景が現出する｡逃れ

れようとあらがう乙女たちと､狂ったように追う若者たちの姿｡その光景の暴力的なまで

の激しさは､鋭い笛の音とタンバリンのにぎやかな音によって強調されている｡この光景

を満たす喧嘩は､先の詩行で語られた壷の世界の静けさと極めて対照的である｡それはい

わば"SensationsHの世界への後退であり､壷の湛える圧倒的な歴史的時間の沈黙から逃れ

ようとする､詩人の無意識的欲求の結果と言えるかもしれない｡

いずれにせよ､"Whatwildecstasy?''という問いで､ ｢私｣ (詩人)は壷の浮き彫りの

世界にのめり込むかのような問い掛けを止める｡あたかも己の問いが開示した光景の荒々

しい官能性にとまどい､はたと我に返るかのようにそれは中止されるのである｡そして次

のスタンザでは､ ｢私｣は壷の世界に流れるより穏やかで甘美な音楽､すなわち ｢現実の

耳にではなく.‥ 魂にむけて｣奏される音楽に耳を傾ける｡ここで詩の トーンが､落ち

着いた､より内省的なものに変わるのもそれゆえである｡18 そして詩中には､壷に描かれ

た青春のEE)の情景が､ひとつの ｢静止画｣として浮かびあがってくる｡

その壷の世界を､ ｢私｣は ｢幸福な世界｣として羨望の眼差しで見つめている｡木や､

楽人や､若者たちといったその世界の住人のすべてが ｢幸福｣であるとする ｢私｣の論理

は､極めて単純なものである｡すなわち､壷の世界は､永続し (演奏し続ける楽人と求め

続ける若者たち)､あるいは不変 (葉を落とさぬ木)であるがゆえに- つまりけっして

衰弱と死に向かう時の経過を知らぬがゆえに - ､幸せであるというのである｡ナイティ

ングールのオードで語られる鳥の幸福は､なによりもまず ｢私｣の感覚を通して文字通り

痔れるほどに体感されるものであったが､ここでは､壷の世界が不滅であり幸福であると

いう論理そのものが強調され､繰り返されるのである｡反復は語柔の上でも顕著である｡

第3スタンザでの"happy''の多用 (6回)もさることながら､ ｢永久に｣(…forever''と

"ever")は､ 否定の"never"を含めるとなんと10回も繰り返されるのである｡このような

単純な語嚢の反復に加えて､変化が ｢ない｣という一事に論点を置く論法そのものが (そ

れがまた"canstnot,""norevercan,''"nevercanst,''"cannot"の反復を生む)､読者
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の心にひとつの疑念を呼び起こす｡すなわち､ ｢私｣(あるいは詩人)は本当にこの静止し

た世界を羨んでいるのかという疑問である｡言語化されたレベルにおいては無論そうなの

ではあるが､しかしその勢い込んだ"happy"や"ever"の反復の背後には､壷の世界の住人

たちに己の ｢幸福｣を喜ぶようにと励まし､かわらの幸福を信じ賞賛するように自らを促

すいわば努力が感じ取られるのである｡

｢私｣から距離を置いてこの壷の世界を眺めて見ると､その永遠とは､凍りついたよう

な永久の停止に他ならず､いわば生きられざる永遠の瞬間とでも呼ぶべきものに過ぎない｡

しかもその熱烈な賛嘆にもかかわらず､ ｢私｣は完全に壷の世界に投入することはできて

いない｡かれはなお己の住む現実の生と死の世界を意識し続けなけれならない｡いかに念

入りに向こうの世界のすぼらしさを描こうとしても､その永遠の世界をこちらの時間的世

界との対比においてしか語ることができないのであるから｡その結果､ ｢私｣の､そして

我々読者の意識は､絶えずこちらの世界へと引き戻されるのである｡だがいったい他に永

遠について語る方法があるだろうか｡そもそも我々の言葉はこの時間的世界に属し､我々

の感性もまたこの世界を抜け出られないとすれば｡

かくして､第3スタンザに描かれる壷の世界のあらゆる形象は､この世にその否定とし

ての相対物を持つことになる｡すなわち ｢葉を落とすことができぬ｣木も､ ｢疲れを知ら

ず､いつまでも新たな歌を吹き鳴らす､幸せな楽士｣も､また ｢とわに熱く､喜びの期待

にあふれ､とわに胸轟かせ､とわに若い｣恋人も､その対極にある現実の木や音楽家や恋

人の姿を､陰画のように浮かび上がらせるのである｡だが､読者に与える印象がどちらの

世界により強いかはさておき､語り手の口調はあくまでも真筆であり､次第に熟をおびさ

えするのである｡

ところが､ ｢私｣の思いが ｢悲嘆にくれ倦怠に満ちた心と､焼けつく額と､渇ききった

舌を後に残す｣この世の恋-と至る最後の3行において､語りのト-ンは､喋想的な､憂

いの調子すら帯びたものに変わる｡そして第4スタンザに入ると､壷の浮き彫りの世界の

情景そのものが一変する｡ ｢生け勢を供さんとて向かうこれらの姿は誰か｣と ｢私｣は新

たに問いかける｡あたかも何か見知らぬ奇妙な光景に出くわし､それまでの気持ちの昂ぶ

りから一度に覚めたかのようである｡確かに､壷は回されたのだ｡神官への呼びかけの前

に置かれた "0"という一語は､この新しい未知の存在に対する ｢私｣(および詩人)の畏

怖にも似た驚きを表している｡
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Whoarethesecomingtothesacrifice?

Towhatgreenaltar;0mysteriouspriest,

Lead'Stthouthatheiferlowingattheskies,

Andallhersilkenflankswithgarlandsdrest?

生け勢を供さんとて向かうこれらの姿は誰か｡

いかなる緑の祭壇へ､ああ 謎めいた神官よ､

汝はその天に向けて鳴く雌牛を導くのか､

花輪で飾り立てたそのつややかな脇腹もろともに｡

(31-34)

この新たな場面においては､時は停止してはいない｡神官に導かれた一団は､切り取ら

れた瞬間の中に凍りついてはいない｡かれらは祭壇へ向けて動いている ("coming'')のだ｡

この4行に含まれた時のゆっくりとした歩みの感覚をより鮮明にするために､キーツの別

の詩に描かれた極めて似通った生け費の場面をここに引用しておきたい｡似ているがゆえ

に､両者における時間の扱い方の相違が際だって目をひくだろう｡

Thesacrificegoeson;thepontiffknife

Gleamsinthesun,themilk-whiteheiferlows,

Thepipesgoshrilly,thelibationflows...

(̀̀DearReynolds,aslastnightIlayinbed,…20-22)

生け梨の儀式は進行する､神官の剣が

太陽を受けて光る､乳白の雌牛が鳴き声を上げる､

笛の音が大気を突く､神酒が流れる..

なるほど`̀goeson"や"flows''といった動詞が儀式の進行を示してはいるが､上の情景

は､極めて ｢瞬間的｣なものである｡乳白の雌牛に神官の剣が打ち降ろされるその緊迫し

た一瞬が､ ｢剣先｣､ ｢雌牛｣の頭､そして流れ落ちる ｢神酒｣のクローズアップによっ

て切り取られる｡鋭い ｢笛の音｣は､その場の張り詰めた沈黙を強調する｡かくして読者

は､あたかも時が静寂の内に停止したかのような､あるいは一瞬がまるで映画のスローモ
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-ションの場面のように引き伸ばされたかのような印象を受けるのである｡

これとは対照的に壷の世界では､神殿に向かって歩む人々の進行は､ゆっくりではある

が刻々と確実に流れる時のごとく､しかも緊張もなく､動いている｡ここでは､話者はよ

り距離を置いて冷静にその場面を眺めている｡それはかれにとってあくまでも遠く､未知

の､したがって ｢神秘的な｣世界である｡話者あるいは詩人自身と壷の世界との間のこの

隔たりの感覚は､その視線 (想像力)が､神殿に向かう一団を越えてかれらを取り巻く風

景の広がりへと移る時､一層明かとなるだろう｡

Whatlittletownbyriverorseashore,

Ormountain-builtwithpeacefulcitadel,

Isemptiedofthisfolk,thispiousmor･n?

(35-37)

いかなる町か 川のほとり それとも海辺､

それとも静かな城茎持つ山上か､

この民があとにしてきたのは｡この敬度なる朝｡

こうして ｢遥かさ｣という感覚と共に､壷の上の限られた場面に空間的な広がりが与え

られる｡ ｢川のほとりか海辺｣に立つ ｢小さな町｣のイメジは､われわれに ｢ナイティン

グールへのオード｣の中の､あの危険な海の岸辺に建つ魔法の城を思い起こさせるかもし

れない｡今詩人が思い描く小さな町も､やはり人影ひとつないのだ｡それはたとえ儀式の

ために一時的に ｢空になった｣とはいえ､この壷に描かれた限りにおいては､ ｢永遠に｣

見捨てられた町なのである｡

And,littletown,thystreetsforevermore

Willsilentbe;andnotasoultotell

Whythouartdesolate,cane'erreturn.

(38-40)

だが､′トさな町よ､汝の通りはいつまでもひと気なく

静まりかえったままだろう､なぜ汝が打ち捨てられたかを語る者は
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だれひとり 戻ってはこれぬのだ｡

この3行に至ると､距離的にも時間的にも遥かに遠い見知らぬ小さな町のイメジには､

ある種の孤立感が漂っている｡`̀desolate"(｢わびしく打ち捨てられた｣)の一語は､こ

のひと気のない町のわびしさを明確に伝えている｡それはおそらくナイティンゲールのオ

ーFの妖精の国を描写する ｢うらさびしい｣("forlorn")という語と呼応していると言え

るだろう｡そしてこの寂しい遠い町のイメジの中から､過去の ｢永遠の沈黙｣についての

詩人の意識が浮かび上がってくる｡今や彼は､壷に対する一連の問い掛けが空しいもので

あることを自覚せずにはいられない｡この小さな町は､そしてこの古壷は､永久に沈黙し

続けるだろう｡過去は､永久に隠されたままに終わるだろう｡己と壷との間にある何千年

という時の乗り越えることのできぬ隔たりを､詩人は今かみしめているのである｡ ｢打ち

捨てられた｣のは､それゆえ小さな町だけではない｡詩人自身もそうなのだ｡そしてこの

一語が､彼を壷の世界から完全に引き離す｡ちょうどナイティングールのオードの中で､

"forlorn"の一語が彼を自己自身の意識へと目覚めさせたように｡歴史的過去への扉はい

まや閉ざされた｡再び､詩人は永遠の沈黙と向き合うのだ｡

Thou,silentform,dostteaseusoutofthought

Asdotheternity:ColdPastral!

無言の形象よ､汝は､永遠と同じく

われわれの頭を混乱させる｡冷たき牧歌よ !

(44-45)

かつてエルギン･マーブルズの崇高さを前に､心の中に ｢形零し難き不和｣を感じたと

同じく､今詩人は古代の ｢無言の形象｣である壷の存在に圧倒され､それを己の思考の限

界を越える (｢頭を混乱させる｣)もののように感じている｡エルギン･マーブルズのソ

ネットでは､詩人の目はただ後ろへ､つまり過去へとのみ向けられていた｡そこにかれは

広大なる時間の海原を､そして ｢巨大なるものの影｣を見いたし､ ｢目弦めく苦痛｣を感

じたのであった｡ところがこのギリシア壷のオードでは､詩人の目は後ろばかりでなく前

方へも向けられている｡未来もまた過去と同じく果てしなく､それゆえ捉え難く､無限の

彼方へと広がることが意識されているのである｡
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Whenoldageshallthisgenerationwaste,

Thoushaltremain,inmidstofotherwoe

Thanours...

老齢がこの世代を衰え果てさせるときにも､

汝はとどまるのだ､われわれとは別の

悲しみのただ中に‥

(46-48)

ここにもナイティンゲールのオードのエコーは響いている｡鳥の音楽に酔いれて思い描

いた安らかな ｢死｣という想念が､ ｢私｣の眼前に開く未来への展望｡鳥はなおも悦惚と

して歌い続け､そして ｢私｣は土塊と化している-

Stillwouldstthousing,andIhaveearsinvain-

Tothyhighrequiembecomeasod.

(̀̀odetoaNightingale,"59-60)

なおもおまえは歌い続けるだろう､だがわたしの耳にはむなしい -

おまえの気高き鎮魂歌に対してただの土塊となるのだから｡

いずれのオーFにおいても､語り手の目を果てしなき未来へと開く契機となるのは､相

辛 (鳥あるいは壷)の不滅生についての思いである｡それは来たるべき己自身の死につい

ての想像を伴い､その結果 (とりわけナイティングールのオードにおいて鮮明に) ｢自己｣

という死すべき存在についての意識を呼び覚ます｡前方を見やること､すなわち未来-目

を向けることは､それゆえ後ろを振り返るよりも一層の孤独と苦痛をもたらすのだ｡だが

｢ギリシア壷のオード｣においては､その死の意識はもはや ｢ナイティングールへのオー

ド｣の中のように自己自身へとのみ収敷するものではない｡普遍的真実を目指そうとする

詩人の意識は､ ｢私｣という個の死よりもむしろ"thisgeneration…の死として､生きと

し生けるものすべてを無へと押し流す時の流れを客観的に捉えようとしているのである｡

ギリシア古壷､ナイティンゲ-ル､そしてエルギン ･マーブルズー これら不滅の美を

体現するものが､キーツの時間意識を先鋭化するさまをわれわれは見てきた｡その時間意
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論は､永遠の時間の ｢目怯む虚空｣("adizzyvoid'')のただ中に在る､孤独な､死すべき

存在としての自己の発見につながっていた｡すでにいくつかの例を挙げたように､この歴

史的時間の中の孤独な自己意識を､キーツはたびたび大海のイメジによって表現している｡

もうひとつ､かれがまだ開業医になるべく国家試験を受けた頃､初めての海辺の休暇の際

に作られた詩を例に加えておきたい｡その時すでにキーツは､海という広大な広がり(̀̀its

vastness'')の中に希望や恐怖をも読みとっている｡そして海の ｢神秘的な声｣の中に､未

来と過去の響きを聞いている-

Itsvoicemysterious,whichwhosohears

Mustthinkonwhatwillbe,andwhathasbeen.

("ToMyBrotherGeorge,"5-8)

その神秘的な声､それは聴く者すべてに

これから先のこと､そしてこれまであったことを考えさせるのだ｡

5 αm laticrl- ギリシア壷の声とオーケアノスの智

すべてのものに変化と死をもたらす時の流れ､すなわち `̀therude/Wastingofold

time''("OnSeeingtheElginMarbles,"12-13)の中にあってしかも不変であり続ける

ギリシア古壷は､まさにオード冒頭の呼びかけのとおり ｢沈黙と緩き時間の養い子｣であ

ると言うほかあるまい｡それゆえ壷は､長い人間の歴史の観察者であり､ ｢森の歴史家｣

("Sylvanhistorian'')という呼び名もまた正しい｡だがその歴史家は､単なる "flowery

tale''の語部ではない｡それは哲学者であり､さらには予言者であり､かつ ｢人間の友｣

である｡キーツはオードの最後に､この ｢歴史家｣としての壷から､歴史的時間の荘漠た

る広がりの中に兄いだされた存在の孤独と無力さに対する慰めの言葉を引き出そうとして

いる｡かくして壷は､ ｢人間の友として｣われわれに語りかけることになる｡しかしあく

までも永遠の世界に属する (それゆえほとんど神と呼べるかもしれぬ)者の言葉で -

Whenoldageshallthisgenerationwaste,
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Thoushaltremain,inmidstofotherwoe

Thanours,afriendtoman,towhomthousay'st,

"Beautyistruth,truthbeauty,"- thatisall

Yeknowonearth,andallyeneedtoknow.

(46-50)

老齢がこの世代を衰え果てさせるときにも

汝はとどまるのだ､われわれとは別の

悲しみのただ中に､人間の友として､こう語り掛けるのだ､

｢美は真なり､真は美なり｣- これが汝らが

この世で知るすへて､そして知るべきすべてなりと｡

われわれの世代が死に絶えた後も､壷はとどまり続ける｡新しい世代の中､そしてさら

に次の世代の中に｡別の世代あるいは人々と言う代わりに､ ｢別の悲しみ｣と呼ばれる背

後には､ナイティンゲールのオードの詩行(24-30)に凝縮されているように､われわれの

生は ｢むさぼり食らう時｣の支配下にあり､従って病や老いの苦痛に満ちているのだとい

う詩人の認識がある｡いわば生そのものが悲しみにはかならない｡ところでそのような存

在の悲しみに沈むわれわれにとって､最後の2行のこの壷の言葉は本当に慰めとなるのだ

ろうか｡それはあまりにも抽象的で､またあまりに謎めいていはしないか｡実際それはわ

れわれ読者を戸惑わせ､研究者に ｢解釈｣を迫り続けてきた｡】9

まず"Beautyistruth,truthbeauty"という命題であるが､キーツの手紙の読者にと

って､それは決して耳新しいものではない｡たとえば約 1年半前の手紙の中の "Whatthe

imaginationseizesasBeautymustbetruth...''(｢想像力が美として捉えたものは

真実に違いないJ)という吉葉や､その約 1年と1ケ月後の "Inevercanfeelcertain

ofanytruthbutfromaclearperceptionofitsBeauty..."(｢僕はその美を明確

に認識することなしにはいかなる真実についても確信が持てない｣)といった言葉がすぐ

に思い浮かぶことだろう｡20そのような手紙の文脈をこの詩中に持ち出すのは危険である

とはいえ､少なくともわれわれは､Vendlerも指摘するようにキーツにとって`̀beauty"と

いう語は"Sensation''と結び付き､従ってわれわれの五官を通して体験される美を意味し､

一方"truth"という語は上の"beauty…とは全く別の次元の世界､すなわち"Thought"の世

界に属するという点を確認しておく必要があるだろう｡21それゆえ ｢美｣と ｢真｣をイコ
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-ルで結ぶのは､それほど単純なことではない｡しかも､この壷の言葉の解釈において重

要なのは､それが ｢A-B,B-A｣という単なる反復ではないという点である｡

｢美は真なり｣と壷が言う時､その美は抽象的なあるいは天上の美ではなく､はかなく

消えゆく定めのこの世の美("Beautythatmustdie")22に他ならない｡つまりわれわれが

五感を通してさまざまな形で体験する美は､そのはかなさ､またはわれわれの五感という

媒介の不確実さにもかかわらず､純粋に ｢美｣という一一点において普遍的な ｢真｣に結び

付くことができるのである｡ナイティングールの音楽の美もその意味で真であり､それゆ

えにこそ鳥は`̀imortalbird"と呼ばれ得る｡すなわちわれわれはこの地上の ｢美｣にお

いて､たとえそれが時間的にあるいは空間的にあるいはそのいずれにおいても制約されて

いるとはいえ､われわれ人間に許された ｢真実｣に到達することができるのである｡

一方 ｢真は美なり｣とさらに壷が言う時､そこにはキ-ツの抱く哲学の理想が投影され

ているように思われる｡彼にとって ｢哲学｣とは､五感の世界を超越した純粋な思考の働

きに基づくものであったとはいえ､その目指すところは苦痛に満ちたこの世での経験から

得られる知識､すなわち "theagonies,thestrife/OfhLmanhearts"(…sleepand

Poetry,''124-125)に真正面から向き合うことによってかち取られる人間の心についての

真実に他ならなかった｡The FallofHyi)erl'orlへと至るキーツの後期の詩作は､この

哲学的思考に基づく人間の真実を詩に語ろうとする模索であったと言える｡しかもその哲

学は､美しく､ ｢アポローンの竪琴のごとく音楽的な｣ものでなければならなかったので

ある｡23それゆえ"Beautyistruth,truthbeauty"という壷の掲げる命題は､そのあま

りに簡潔な形の中に､キーツの詩についての思索の深まりを､すわち哲学と詩の融合とい

う彼の理想を内包していると言えるのである｡

さらにこの命題に続く壷の最後の言葉もまた､対をなす2つのメッセージから成り立っ

ている｡初めの ｢それが汝らがこの世で知るすべて｣という言葉は､死すべき存在である

われわれ人間の知識や経験の限界を示唆している｡すなわち永遠や宇宙といった神秘は､

われわれにとってはいつまでも謎のままであり続けるだろう｡このような不可知の状態は､

とりわけ ｢事実や理屈を追い求める｣ような人間､キーツの言う"Negativecapability''

を持たない人間には不満足なものだろう｡24 だがそれに対して壷は､上の命題こそが ｢汝

等の知るべきすべて｣だとわれわれを慰めるのである｡この慰めは､見方によっては壷あ

るいはそれが見守ってきた歴史そのものからの最終的な拒絶､すなわちわれわれにその知

識を分け与えることの拒絶と読むこともできよう｡しかしこれらの壷の言葉はあくまでも
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われわれの悲しい心に向けて語られる ｢人間の友として｣の言葉ではなかったか｡そして

実際そのようにわれわれの知識の限界を是認することによって初めて､詩人は ｢自我｣と

いう牢獄から解放されるのではあるまいか｡あるいはすくなくとも己のはかない､無力な

存在についての意識の苦痛を､また永遠を前にした存在の耐え難き孤独を軽減されるので

はあるまいか - ｡

このように壷の言葉を読み解いていくと､それがだれよりも詩人自身に向けての一つの

救済のメッセージであるように思われてくる｡つまりエルギン･マーブルズの美に圧倒さ

れ､ ｢永遠｣に頭を悩まされ､自己のmortalityと無力さの意識にさいなまれる詩人への

慰めである｡ ｢美は真なり､真は美なり｣ - これが我々の知の限界でありそれで十分な

のだと歴史家である壷に語らせることによって､詩人はいわば無限の時間の広がりの中で

目をつぶり､己の存在の孤独の恐怖を和らげているのである｡

一方 『ヒュペリーオーン』においては､己の神としての死後もなお世界が変わらぬ進行

を続けているという現実に自己の存在の意味を見失い､苦痛に叩くサートゥルヌスに対し

て与えられるのは､目をつぶるのではなく､むしろ歴史のたゆまざる進行への目覚めを促

す海の賢者オーケアノスの悟りの言葉である｡はじめに彼は言う､ ｢だが欲するものは聞

け､なぜ汝等が否応なく､屈することに甘んじねはならぬか､その理由を明かそうoそれ

を明かすことで､わたしは大きな慰めを与えよう｡もし汝等が､その真実の慰めを受け取

らんとするならば｣(日,177-180)と｡つまりオーケアノスもまた､ギリシア壷と同じく

"truth''の名においで c̀omfort"を与えようとしているのである｡ではその ｢真実｣とは何

か｡

オーケアノスがサートゥルヌスに説くのは､歴史の大きな流れの中に身を置くことであ

る｡すなわち刻々と進歩し続けるその自然の法則の下にあることの自覚｡己が始まりでも

終わりでもないこと､従って己が滅びるのは､あらがえない自然の法則によるのだという

認識の必要である｡

"WefallbycourseofNature'slaw,notforce

Ofthunder,orofJove..

OneavgIueWasShaded from 仇ineeyes,
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ThroughwhichIwanderedtoeternaltruth.

Andfirst,asthouwastnotthefirstofpowers,

Soartthounotthelast;itcannotbe:

Thouartnotthebeginningnortheend."

(Hy♪erionBookII,181-2,1861190)

｢われわれは自然の法則に従って滅ぶのであり､雷つまり

ユーピテルの力によるのではない.

ひとつの道があなたの目からは隠されていた､

その道を通って私は永遠の真理に辿り着いたのだ｡

その真理とはまず､あなたが諸力を得た最初の者でなかったと同じく､

最後の者でもないということ｡そんなことはあり得ない｡

あなたは始まりでも終わりでもないのだ｡｣

そしてこの真実を静かに受け入れることこそが､かつての最高神にふさわしい態度なの

だとオーケアノスは諭す｡ ｢確かにそれは苦痛に満ちた真実ではあろう｡だが､本当にそ

れは嘆くべきことなのか｡われわれの後に続くのは､われわれよりもあらゆる点において､

なによりもその美において優れた者たちなのだから...｣

"0folly!fortobearallnakedtruths,

Andtoenvisagecircumstance,allcalm,

Thatisthetopofsovereignty.Markwell!

AsHeavenandEartharefairer,fairerfar

ThanChaosandblankDarkness,thoughoncechiefs;

Andaswe血ow heymd廿atHeavenandEarth

lnformandshapecompactandbeautiful,

Inwill,inactionfree,companionship,

Andthousandothersignsofpurerlife;

Soonourheelsafreshperfectiontreads,
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Apwermorestrcng in txeauty,tx)m ofus

Andfatedtoexcelus.. . (ⅠⅠ,203-214)

｢愚かな ! あらゆる赤裸な真実に耐え､

泰然として､状況を見つめること､

それこそが最高神たることの精髄なのだ｡よく聞きなさい !

天と地が､かつては支配者であったカオスと空ろな闇よりも

はるかに､はるかに美しいと同じく､

またわれわれが､美しくひきしまった形姿において､

意志､自由なる行動､交わり､

さらになお数え切れぬより純粋なる生の証において､

かの天と地を凌駕することを表していると同じく､

われわれの背後にも新たな完成の世代が迫っているのだ､

美においてより強力であり､われわれより生まれ

われわれを凌ぐぺく運命付けられた勢力が...｣

己自身の滅亡をすらもたらす歴史の流れがオーケアノスにとって肯定的な意味を持つの

は､それが ｢進歩｣の歴史だからに他ならない｡そしてその進歩とは､なによりも ｢美｣

における進歩なのである｡ ｢自分たちの前の世代が､森の､土壌の木々に対するがごとく

己よりも優れた美しい存在である次の世代に養分を与え続けるように､森の木々もまた､

自由に空を糊る鳥のごとき新たな世代に対して妬み､悲しむ必要などあるまい｡しかもそ

の鳥は ｢黄金の翼持てる鷲｣(ⅠⅠ,226)なのだから｡このようにオーケアノスは､美の進

歩の-階梯として歴史の流れの中にある自己を受け入れることを森の土と木々､そして鳥

の比倫を用いて繰り返す｡彼の論理の碁盤にあるのは､ ｢美｣こそが世界を統べる力であ

るという確信である｡すなわち､

'tistheeternallaw

Thatfirstinbeautyshouldbefirstinmight:

Yea,bythatlaw,anotherracemaydrive

Ourの ~lquerOrStOm仇lm aSWedonow.
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HaveyebeheldtheyoungGodoftheSeas,

Mydispossessor? Haveyeseenhisface?

Isawhimonthecalmedwatersscud,

Withsuchaglowofbeautyinhiseyes,

Thatitenforc'dmetobidsadfarewell

Toallmyempire.‥" (H,228-233,236-239)

｢. 美において第一のものが

力においても第一となるのが永遠の法則｡

そうだ､この法則によって､また別の種族が

われわれの征服者たちをおなじ憂き目に合わせることだろう｡

汝等は若き海の神を目にしたか､

わたしの追放者を｡かれの顔を見たか｡

わたしはかれが披静かな海の上を滑り行くのを見た､

その日には美があまりの輝きを放っていたので､

わたしはわが領国に悲しい別れを告げざるを

得なかったのだ...｣

オーケアノスが､彼とその一族たちの没落の運命を受け入れることができたのは､つま

りは彼が新しい海神の姿を､そのはるかに優る美しきを ｢見た｣からなのだ｡それはアポ

ローンの音楽､その`̀newblissfulgoldenmelody"(日,280)を ｢聞いた｣というクリュ

メネーの体験と対をなしている｡巨神族においてこの二人のみが､新たな美に対する感受

性を与えられ､それゆえ次代の神々の優越性を感得することができる｡だがクリュメネ一

には､そこから普遍的な智を引き出すための論理的思考が欠けている｡一人オ-ケアノス

のみが､この個人的な体験から ｢苦渋に満ちた運命｣を受け入れる力､すなわちひとつの

｢真理｣を導き出すのである｡かくしてその真理を携え､ ｢悲しみの極致にあって慰めを

与えんと(242)同族の者たちのもとへやって来たオーケアノスの言葉は､次の一行で締め

くくられる｡
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"Receivethetruth,andletitbeyourbalm. (H,243)

｢真実を受け入れよ､そしてそれを汝等の苦痛の慰めとせよ｡｣

｢美｣と ｢真実｣という二つのキーワードは同じでありながら､オーケアノスの慰めは

その相手への厳しい要求の語調において､ ｢美は真なり､真は美なり｣ということを知る

だけでよいのだと言うギリシア壷の慰めとは異なっている｡そしてなによりも､万物の盛

衰を伴う歴史的時間の流れに対する覚醒への促しと､美と力の明確な相関性の主張におい

て､歴史的時間や永遠に対して目を閉じさせる壷の言葉とは対象的ですらある｡その語調

のエコーはむしろ､汝の ｢魂の目覚めた苦悩｣("thewakefulanguishofthesoul")25

を眠らせるなという ｢メランコリーのオード｣の語り手の命令の中にこそ聞き取られるこ

とだろう｡そこでは､この世の生きとし生けるものの美が､はかなく死すべきものである

という真実への覚醒 (それがつまり｢メランコリー｣の悲しみに他ならない)が説かれる

のである｡

ところでオケアーノスが論拠とする上のような進歩史観は､MichaelO'neillの指摘す

るように"stoicallyoptimistic…なものと言えるだろう｡28それがそのままキーツの歴史

観であるとは言えないにせよ､キーツが人間の歴史を進歩に向かうものとして捉えていた

ことは手紙に明らかであるし､たとえ苦痛を伴うにせよ ｢真実｣を求めようとするストイ

ックな意志においても､両者は似通っている｡27 とりわけ ｢真実｣への欲求は､キーツの

思い描く詩 (詩人)の理想像の中核を形成していると言えるのである｡そのことをわれわ

れは､ 『ヒュペリーオーン』第三部に描かれるアポローンと､さらに最後の主要作 『ヒュ

ペリーオーンの没落』の中の ｢私｣による､歴史と人間の真実についての ｢知識｣､ある

いは ｢哲学｣の獲得というテーマの中に読み取ることができるだろう｡そこで次章では､

巨神族の没落の神話を扱ったこれら二つの未完の詩における､アポローンと ｢私｣の苦痛

に満ちたレッスンを考察することによって､キーツのたどり着いたあるべき詩人像を解明

し､彼の詩世界における神話の影響についてのこれまでのわれわれの探求の締めくくりと

したい ｡
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第 六 章 (結 論 ) …phi1osophic Numbers Smooth''

- ア ポ ロ ー ン の 再 生

かくしてわれわれは再びアポローンに立ち帰る｡だがもはやそれは､第一章で見たよう

な詩人の栄光を一身に体現するがごとき威厳に満ちた詩神でも､ましてや空を壮岸に染め

ながらやがてゆっくりと西の海に沈みゆく逗しい黄金の御者でもない｡Hyi･erion 第 3

部に登場するアポローンは､神となるべき己の運命に対して､弱々しく受け身で､無知の

苦悩にとらわれている｡アポローンに限らず､そもそもこの 『ヒュペリーオーン』に描か

れる神々は､おしなべて人間的な苦悩､不安､そして恐怖にさいなまれている｡しかも肉

体的な苦痛､そして老いが､神の座を追われたかわらを襲っている｡確かにここでは､神

々とは無線であったはずの ｢苦悩｣"suffering"が､詩の主旋律をなしている｡神々の王

としてのアイデンティーを失い､今や"pooroldKing''(Ⅰ,52)と呼ばれるサートゥルヌス

の､リア王を想起させるような嘆きの言葉の持つ重々しい力はこれまでも指摘されてきた

が､ l いまだ神としての座を追われぬ唯一の巨神族であるヒュペリーオーン､すなわちア

ポローンによってとって代わられることになる太陽神の発する悲痛な独自は､むしろそれ

以上に ドラマ性に富み､己の運命に対する不安を雄弁に物語っている -

"0dreamsofdayandnight!

0mqlStrOuSforms!0 effigiesofrain!

0spectresbusyinacold,coldgloom!

0lank-eared 汁lantOmSOfbhck-W幽 【00ls!

WhydoIknowye?whyhaveI肥 ヨ【lye?why

lsmyeternalessencethusdistraught

To see andto 地 oldthesehorrorsnew?

Theblaze,thesplendor,andthesymmetry,

Icannotsee- butdarkness,deathanddarkness.

Evenhere,intomycentreofrepose,

Theshadyvisionscometodomineer,

Insult,andblind,andstifleupmypomp.-
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(Hyi)erltmB(刀kI,227-233,241-245)

｢夜となく畳となく現れる夢よ !

おぞましき物影よ ! 苦痛の像よ !

冷え冷えとした暗がりに跳梁する亡霊どもよ !

雑草の黒々と茂った池に住む耳のとがった化け者どもよ !

なぜおればおまえたちを知っているのだ｡なぜおまえたちを見たのだ｡なぜ

おれの永遠の存在がこの初めて知る恐ろしいものどもに

出会い､眺めて､かくもうろたえるのか｡

光輝と､壮寛と､均整が､

もはやおれには見えぬ - ただ闇と､死と､また闇ばかりだ｡

このおれの安息の場の中心にまで､

暗い幻影どもが押し寄せ､おれの壮岸な世界を

わがもの顔に踏みにじり､光を奪い､息の根を止めようとするのだ｡-

ヒュペリーオーンが見､日夜脅かされている"monstrousforms"とは､マクベスが見た､

あるいはリチャード3世の夢に現れた亡霊たちの場合と同じく､ヒュペリーオーン自身の

内面の不安と恐怖の視覚化に他ならない｡このモノローグに表白されている ｢死｣の予感

の恐怖は､前章で考察したように､自己の存在の意識とつながってこれまでもキーツの詩

の中に語られてきたものではあるが､ここではそれがヒュペリーオーーンという､詩人 (あ

るいは話者)から独立した存在 (しかも永遠の闇を背後に浮かび上る古代の神)によって

体験されることによって､先鋭化され､緊迫した内面の ドラマへと押し進められている｡

没落を前にした古代の神の苦悩に､詩人は死すべき人間の苦悩を投影しているのである｡

それと同様に､ヒュペリーオーンにとって代わるべきアポローンもまた､ここでは苦悩

を体験しなければならない｡つまりキーツが描こうとしているのは､ ｢詩歌の父｣("the

Fatherofallverse,"1日,13)としての堂々たるアポローンの姿ではなく､そのような

神となる過程そのものであり､その試練なのである｡

『ヒュペリーオーン』第3巻に入ると､詩人は巨神族をその暗い谷間､悲憤憤慨の中に

置き去りにして､読者を光と風の中へ､鳥の歌と波の音に溢れた花咲く孤島へと導く｡そ
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してこの楽園的自然の中に､アポローンを登場させるのである｡ところがなんとその若者

は､波の音に耳を傾けて､泣いているのだ｡しかも彼の悲しみには､その涙が濡らす黄金

の竪琴の音色に似て､一種の甘美さが入り混じっている｡彼には己の悲しみの理由すらわ

からないのだ｡それはほとんど多感な若者の感傷にすぎないと思われるほどである｡この

ようなアポローンの姿に初期のエンデュミオーンへの後戻りを指摘する批評家がいても不

思議ではあるまい｡ 2 眼前に現れた女神ムネモシュネ一に訴えるアポローンの言葉は､己

の無知と無力への嘆きにはかならない -

.Forme,dark,dark,

Andpainfulvileoblivionsealsmyeyes:

IstrivetosearchwhereforeIamsosad,

Untilamelancholynumbsmylimbs;

Andthenuponthegrasslsit,andmoan,

Likeonewhooncehadwings‥ ‥ (ⅠH,86-91)

.わたしには､闇だ､闇の中だ､

そしてつらく嫌な忘却がこの目を閉ざしてしまう｡

なぜこんなに悲しいのか知ろうとあがくのだが､

憂哲が手足を痔れさせてしまう｡

それでわたしは草の上に座り､叩くのだ､

まるで翼をもぎとられた者のように‥

言葉にするまでもなくムネモシュネ一にはすべてがわかっているのだと､アポローンは

感じている｡彼が手にする黄金の竪琴 (その音楽は新たな世代の神々の美の象徴となるは

ずのものだが)を与えたのもこの女神であったのだから｡だが､アポローンには過去の記

憶が失われているのだ｡キーツがこの詩において､アポローンの幼時からの守護者にムネ

モシュネtを選んだのは､おそらく彼女が単にムーサたちの母だからではあるまい｡記憶

の女神だからである｡ ｢記憶｣こそ､アポローンがいま神となるために必要としているも

のなのである｡しかもそれは個人的な記憶ではなく､いわば世界の記憶､すなわち歴史に

はかならない｡その歴史がいま､ムネモシュネーの顔に凝縮されているのである｡その顔
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は､"silentform"と呼びかけられるギリシア壷と同じく､無関心な拒絶を示すごとくお

し黙ってはいるが､アポローンにはすべてを読み取ることができる｡そのようにして与え

られた歴史の ｢膨大なる知識｣("knowledgeenormous,"Ⅰ日,113)が､アポローンを神に

するのである-

.yetIcanread

Awondrouslessoninthysilentface:

KnowledgeenorTnqJSIT血kesaGd ofme.

Names,deeds,graylegends,direevents,rebellions,

Majesties,sovranvoices,agonies,

Creationsanddestroying,allatonce

Pourintothewidehollowofmybrain,

Anddeifyme,asifsomeblithewine

OrbrightelixirpeerlessIhaddrunk,

Andsobecomeimmortal," (ⅠⅠⅠ,111-120)

.けれどあなたの無言の顔に

驚くべきレッスンを読み取ることができる｡

膨大なる知識がわたしを神にするのだ｡

幾多の名､行為､陰欝な伝説､凄惨な事件､反逆､

統治､王者の声､苦悩のうめき､

創造と破壊､そのすべてが一度に

わたしの頭の中の広い虚ろに注ぎ込まれ､

わたしを神化するのだ｡あたかも陽気なワインか

さては比類なき晴朗なる霊薬を飲み､

不死と化すがごとく｡

ムネモシュネtから注ぎ込まれる ｢知識｣の内容を上のようにアポロ-ンが列挙すると

き､それは神々の世界の歴史というよりもむしろこの世の人間の世界の歴史､とりわけ様

々な人間の情念の歴史の総体のように思われる｡そしてこのレッスンの直後に､アポロ-
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ンの体を激しい変化が襲うのである｡つまり神として新たに生まれるために､彼は文字通

り ｢死｣に喰えられる苦痛を味わねばならない(日Ⅰ,126-136)｡それは言うなれば牧歌的

楽園世界の充足の死､無垢の平安の死である｡あるいはキーツがかつて手紙で用いた部屋

の愉えにそくして言えば､五官の快楽に酔いしれる ｢処女思想の部屋｣("Chamberof

Maiden-ThotRht")からの永遠の離別であり､現在の詩人自身にはただ"burdenofMystery''

としてしか感じることのできない､苦悩に満ちたこの世についての明噺な智の獲得を意味

するだろう｡ 3 だが､おそらくはそのような深く激しい内面の変化であるはずのアポロー

ンの神としての誕生の瞬間は､ここで身体的な変貌の衝撃として描かれる途上で途切れて

しまう｡キーツはもはやその先に進むことができないのである｡

そして約3ケ月後､同じヒュペリーオーンの物語は､語り手 (｢私｣)の夢という新た

な枠組を与えられ､再び叙事詩の主題に取り上げられる｡先の Hyi･erZ'on よ りも さ ら

に短く､結局アポローンの登場もないままに放棄されてしまうそのTheFallofHy鍵r3'cm

の残された断片において､先のアポローンのムネモシュネーとの出会いとレッスンは､ ｢

私｣とモネ一夕によって再演される｡ ｢あたかも陽気なワインか/さては比類なき晴朗な

る霊薬を飲み...｣という上の詩行を受けるかのように､夢の中の ｢私｣もまた霊薬に

酔い､その結果としてかの巨神族の王サートゥルヌスの神殿へと至るのである｡その祭壇

への階段上で､ ｢私｣もまたアポローンと同じく ｢死して再び廷ること｣(Ⅰ,142)を体験

する｡そして神殿を守る女神モネ一夕の ｢うつろな頭蓋｣に､古代の巨神族の没落の歴史

を読み取るのである｡

このように 『ヒュペリーオーンの没落』中の ｢私｣の体験は､多くの点で 『ヒュペリー

オーン』中のアポローンの体験と類似している｡そもそもキーツがモネ一夕とムネモシュ

ネーを同一に扱っていることも考え合わせれば､当然 ｢私｣がモネ一夕から受けるレッス

ンもまた､アポローンのレッスンとそれによる神化の過程の､次元を変えた再現だと推測

されるだろう｡ 4 しかし同時にこの ｢私｣は､作者自身の内面の声を強く想起させる｡な

ぜなら残された断片の主要部を占めるこの ｢私｣とモネ一夕との避蓮の場面は､ ｢私は何

者なのか｣(Ⅰ,138)という問いかけ､すなわち自己の存在と詩人のあるべき姿についての

キーツ自身の内省を語っているからである｡詩神としてのアポローンの誕生を描くことに

挫折した詩人は､今ここで､極めて自己に近い ｢私｣を用いて､この世の人間の世界にお

ける詩人の誕生を描こうと試みているのである｡

では､ ｢私｣とはいったい何者なのか｡階段上での死をからくも逃れたこの ｢私｣の問
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いかけに対する女神の返答は､キーツの思い描く詩人像の核心に触れている｡

"Nonecanusurpthisheight,"return'dthatshade,

"臥Jt仇Ose towhom themiseriesof仇eworld

Aremisery,andwillnotletthemrest....

(TheFallofHyPerl'onCantoI,147-149)

｢誰もこの高みに足を踏み入れることばできぬ｣とかの影は答えて言う､

｢この世の悲惨の数々をわが身の悲しみと感じ､

それをけっして平穏に眠らせない者をのぞいては..

つまり｢私｣が死を免れ得たのは ｢死して再び廷る｣だけの ｢力｣があるからだと女神の

言うその力とは､この世に満ちる様々な人間の悲惨に対する ｢私｣の感受性､すなわち

"sympathy"の能力に他ならない｡かつてキーツが手紙の中で､詩人の性格を ｢自我をもた

ないこと｣と定義付けたとき､かれが意味したのは､あらゆるものに共感しその中に生き

ることのできる能力であった｡ 5 また後の手紙では､かれはこの世のさまざまな苦悩を人

間の魂の形成に必要なものであると主張している｡8そしてここサートゥルヌスの神殿に

おいては､この世の悲惨を我が身の悲しみと感じる者以外は生き残れないと女神は言うの

である｡それでは死を免れた ｢私｣は､キーツの理想の詩人像と言ってよいのだろうか｡

だが女神は ｢私｣を､人間愛のために我が身を投げ打つ人々よりは劣る者､すなわち

"dreamer''だとし､"humanist"たち､そして真の詩人たちと区別する｡ここで女神の行

う`̀dreamer"の定義は､いわばキーツの自己分析を読むようで興味深い｡それはかつて

Endymion に対する酷評を受けた際に､己以上に厳しい批評家はいないと語った詩人に

ふさわしく､ 7 きわめて冷静かつ厳しい自己批判となっている｡

Whatbenefitcanstthoudo,orallthytribe,

Tothe greatworld?Thouarta dreaming 仇ing;

Afeverofthyself- thinkoftheearth;

Whatblisseveninhopeisthereforthee?

Whthaven?Every creatureha他 itshome;
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Everysolemanhathdaysofjoyandpain,

Whetherhis bkllrSヒe sublimeorlow-

Thepainalone;thejoyalone;distinct:

Onlythedreamervenomsallhisdays,

Bearingmorewoethanallhissinsdeserve. (I,167-176)

広大な世界に対して､汝は､また汝の種族は､

いったいどんな善を為すことができよう｡汝は一個の夢想家｡

汝自身の狂熟 一 地上の世界を見よ｡

そこに汝のためのいかなる幸せがたとえ希望の中にせよあるか｡

いかなる憩いの場が｡生けるものはだれしも家がある｡

そのなりわいの気高いか卑しいかにかかわらず､

人はだれしも喜びの日と苦しみの日を持つもの 一

苦しみは苦しみ､喜びは喜びと､峻別される｡

夢想家だけはおのれの罪に値する以上の悲痛を胸に抱き､

おのれの全ての日々に毒を注ぎ込むのです｡

このモネ一夕の ｢夢想家｣の分析を通して､われわれ読者は当時のキーツのめざす詩人

のあり方を4つの重要な点において確認することができる｡それはまず､詩作によってこ

の世に対して善を行うという理想である｡キーツはちょうどこの詩の執筆時期に重なる

1819年8月の手紙の中で､ShakespeareとMiltonに言及しながら､ ｢立派な作家は (人間

の友である哲学者を別にすれば)この世でもっとも真正な("genuine")存在である｣と語

る｡ 8 そしてさらに10日後の手紙に次のように繰り返す - ｢僕はE]々 ますます､立派な

作品を書くことはこの世で最上の立派な行いを為すことにほとんど等しいという確信を強

めているのだ｣と｡ 9 だが単なる ｢夢想家｣には､そのようなこの世に対する貢献はでき

ないとモネ一夕は指摘しているのである｡

｢夢想家｣についての2番目の批判は､"Afeverofthyself…という語句に集約されて

いる｡この言葉の真意を理解するためには､やはり同じ時期の詩人の手紙が糸口になるだ

ろう｡その中でかれは､詩作に対する己の態度の変化を告白して､今後は`̀fever"なしで

書きたいのだと語っている-
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SomethinkIhavelostthatpoeticardourandfire'tissaidIonce

had- thefactisperhapsIhave:butinsteadofthat∫hopeIshall

乱1bstituteamore thcughtfulandquietFX)Wer. Iam morefrequently,

now,contentedtoreadandthink- butnow良then,hauntedwith

ambitiousthoughts.Qui[e]terinmypulse,improvedinmydigestion;

exerting myself against vexing 卿 ユhtims- scare(莞ly cmtent to

writethebestversesforthefevertheyleavebehind. Iwantto

conm wi仇cut this fever.10

僕がかつて持っていた詩に対する熱意や情熱を失ってしまったと思っている人

がいる一 実際はたぶん失わずに持ち続けているのだ｡けれども僕はそれに代

えてもっと思索的で穏やかな力を持ちたいと思う｡今では僕は以前よりもしば

しば読書と思索に満足を兄いだしている- ただしときどきは､野心的な考え

に取りつかれることもあるんだが｡脈も静かになり､消化もよくなって､いら

いらと頭を悩ませる考えから身を防ごうと努めている- そういったものが心

に残す熱のために最上の詩を書くなどということにはほとんど満足できなくな

っているんだ｡僕はこの熟なしに詩作したいと思う｡

つまり｢汝自身の狂熱｣とは､野心に燃えるこころであり､言い換えれば自己の名声への

渇望である｡その渇望が永遠への希求と結び付いてキーツの詩作の重要な原動力であった

ことは､かれの詩中 (たとえば òdeonIndolence"や "WhenIhavefearsthatImay

ceasetobe''あるいは "WhydidIlaughtonight")において､ ｢名声｣ (あるいは ｢

野心｣)が ｢詩｣や ｢愛｣ (あるいは ｢美｣)と同列に並べられることにも現れている｡

だが今やキーツの理想は､そのような利己的な野心が生み出す狂熟とは無線の､静かな思

索的詩の創作に向かっていると言えるのである｡

次に続くモネ一夕の吉葉もやはり､これまでのキーツの詩の特性の一つを切り取ったも

のと言える｡その特性とはすなわち､喜びの中に悲しみを感じ取る感受性､快楽と苦痛と

が分かち難く結び付くことへの拘泥である｡それはこの年の春のキーツの詩に-つの特徴

的な トーンを響かせている｡たとえば"αletoaNightingale"の第一スタンザは､強烈な
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喜びの中の痛みの感覚を歌い､"OdeonMelancholy"では､この世の美の享受の中核に潜

む喜びのはかなさについての意識を､"Andjoy,whosehandiseverathislips/

Biddingadieu;andachingPleasurenigh,/Turningtopoisonwhilethebee-moth

sips"(22-24)と語っているのである｡ところがいま詩人はそのような美に対する己の感

受性を ｢夢想家｣の特質として､突き放して分析する｡そしてそれが ｢すべての日々に毒

を注ぎ込む｣と批判するのである｡喜びを純粋に享受することができないこのような夢想

家は､結局この地上では憩いの時を持つことができない｡そのような人間が､本当に他の

人間の心を安らかに慰めることができるだろうか｡この女神の批判に加担するように､ ｢

私｣は己と ｢詩人｣との隔たりを認めて言う- ｢詩人とは賢人であり､ヒューマニスト､

あらゆる人間の医者であり､私には自分がそうであるとはまったく思えないJ(I,189-

191)と｡ ｢それでは私は何者なのか｣とさらにたたみかける ｢私｣の問いに対するモネ一

夕の簡潔な答えは､上の夢想家批判とつながりながらさらにキーツの詩人観を集約する結

論となっている-

Thepoetandthedreameraredistinct,

Diverse,sheeropposite,antipodes.

Theonepoursoutabalmupontheworld,

Theothervexesit."

詩人と夢想家とははっきりと違う､

表と裏､正反対､対極なのです｡

一方は世界に心慰める香油を降り注ぎ､

他方は世界を悩ませるのです｡｣

(Ⅰ,199-202)

｢詩人｣とは､ ｢世界に香油を降り注ぐ者｣､すなわちこの世の生の苦痛を和らげ､わ

れわれの悩める心を癒す者だとモネ一夕は言うのである｡詩人とは ｢医者｣なのだという.

思わず口をついて発せられたような先の ｢私｣の言葉が､女神によって静かに繰り返され

るのである｡そしてここでわれわれは､かつてギリシア壷によって､またオケアーノスに

よって試みられた (結果は満足ゆくものではなかったにせよ)｢慰め｣という行為こそが､

キーツの詩の目標であることを再確認する｡それがすなわち､詩作によってこの世に善を
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為すということの意味なのである｡

ところで ｢私｣をやさしく教え導くモネ一夕自身の姿が､いわばそのような詩の理想の

人格化だと言えるのではあるまいか｡女神の声､すなわち ｢不死なる者の天上界の言葉｣

("animmortal'sspheredwords,"I,249)は､人間の ｢私｣を怯えさせることのないよ

うに ｢母の言葉へと和らげられ｣(̀̀amother'ssoften,"Ⅰ,249-250)､その日の ｢慈悲

に満ちた光｣("abenignantlight,"I,265)は､万物をやさしく照らす月の光に愉えら

れる-

.theysawmenot,

Butinblanksplendorbeam'dlikethemildmoon,

Whocomforts those 血e seesnot,whoknowsnot

Whateyesareupwardcast.... (CantoI,2681271)

.その日は私を見てはいなかった､

己が見てはいない者をなぐさめ､どんな目が

己を見上げているのかを知らぬやさしき月のごとく､

無関心な光輝を放っていた..

初期の ｢丘の上につま立ちて｣や 『エンデュミオーン』の中で語られた､詩人の月に寄せ

る特別の親愛が思い起こされる｡11 それに加えて､エンデュミオーンが妹に至高の幸福と

しての愛を語るとき､愛の ｢ひたむきな無心｣("ardentlistlessness")を称えて描き出

されたナイティングールの姿が -

ForIhaveeverthoughtthatitmightbless

Theworldwithbenefitsunknowingly;

Asdoesthenightingale,upperchedhigh,

Andcloister'dammg QX)1andhJnChed leaves-

(Endymion,I,826182g)

いつも思うのだが､自分ではそうとは知らずに
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それはこの世に恩寵をもたらしているのではないだろうか｡

さながら梢高く､涼しい葉群の中に引きこもる

ナイティンゲールのごとくに-

月の光に愉えられるモネ一夕のまなざしは､ ｢己自身の狂熱｣とはおよそ無縁であり､

このナイティングールのごとく､われ知らずこの世に慰めを与えているのである｡しかも

その女神のやさしさの背後には､不死でありながらも限りなく死に近づく程の(̀̀death-

wardsprogressing/Tonodeath,"Ⅰ,260-261)､耐え難き ｢悲しみ｣が秘められてい

るのだ｡女神の ｢頭蓋の暗い秘密の部屋｣(Ⅰ,278)にしまわれ､今なお女神に苦痛を与

え続けているその悲しみとは､巨神族の没落という歴史の記憶にはかならない｡そしてそ

の膨大な記憶が､ ｢私｣に伝えられるのである｡

残念ながらこの 『ヒュペリーオーンの没落』は,巨神族の描写すら不完全なまま､アポ

ローンの登場もなく中断されてしまう｡だが､単なる夢想家であった ｢私｣に真の ｢詩人｣

の姿が示され､さらには神のごとき視野と深い洞察力(ーenormousken,/ToseeasGod

sees,andtakethedepth/Ofthings,"I,303-305)が与えられることによって､女神

の背負った苦悩､すなわち膨大なる記憶が伝えられるとき､アポローン神の誕生の ドラマ

は､ここにより内面化された形で再現されていると言えるだろう｡しかも､詩の理想につ

いてのより明噺な思考の上に立って｡

モネ一夕に語らせた詩人の自己批判を読んでいると､キーツの詩人としての新たな生ま

れ変わりへの意志が､ひしひしと伝わってくるのではあるまいか｡確かに初期の "Sleep

andPoetry"においてすでに､キーツは詩の目的を人々の ｢友となって悩みを静め､心を

高揚させる｣("itshouldbeafriend/Tosooththecares,andliftthethoughts

ofman,''246-7)ことにあると語ってはいるが､その約3年後の今､これまでの己の詩作

が､この世に善を為すこととはほど遠い､自己の夢にとらわれた夢想家のものに過ぎなか

ったと振り返っているのである｡真の詩人とは､己の野望の熟に駆り立てられて歌う者で

はなく､ましてや ｢自己崇拝者｣("selfworshipers,"I,207)ではなく､人間の苦悩を

見つめた静かな思考によって歌う者にはかならない｡ ｢私｣が自己とそのような ｢詩人｣

との間の隔たりの自覚の上に立って､`̀sureapoetisasage;/Ahumanist,physician

toallmen"と言うとき､キーツの思索の深まりに裏打ちされたその言葉は､上の`̀sleep

andPoetry"の詩行とは比べ物にならないほど重い｡このときキーツが､ ｢医術の神｣と
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してのアポローンの性格を意識していたかどうかはわからない｡だがかれの詩観が､後期

に至ってますます人間の心の ｢癒し｣という働きに向けられ､ ｢哲学｣に結び付けられて

いくにつれ､かれの中で詩神アポローンの姿もまた､初期の熱狂の対象であった若々しい

黄金の神から､人間の苦悩を知悉した癒しの神へと変貌を遂げていったことは疑いないの

である｡

驚異的なほどに実り豊かな､しかしかれの短い詩人としての活動の最後の年となってし

まったこの1819年の始めの手紙に､キーツはHazlittのGodwinの小説に対する批評を全く

正しいものとして引用しているが､それはまさに当時のキーツの目標を代弁するものであ

った｡それによれば作品が読者に強い効果を与え得るのは､ ｢人間の心についての熱心で

忍耐強い研究によるのであり､またある状況に自己を投影し､その想像上の感情を現実に

まで高め得る想像力による｣他はないのである812 そしてこの引用に続いて､キーツは ｢

詩人の2重の [つまり天上と地上との]不滅性ついての詩｣を弟に書き送る｡天上にあっ

て詩人が耳を傾けるというナイティンゲールの歌声からは､かれの思い描くアポローンの

音楽が聞き取れるように思われる-

Wherethenightingaledothsing

Notasenseless,trancedthing,

Butdivinemelodioustruth;

Philosophicnumberssmooth;

Talesandgoldenhistories

Ofh飽V81anditsmysteries.13 ("飴rdsofmssimandofmir仇,''17122)

そこでナイティンゲールの歌うのは

意味のない､悦惚に酔った歌ではなく､

旋律美しき聖なる真実､

快き哲学の調べ､

天とその神秘についての

物語と黄金の歴史｡

自然の生み出す霊妙なるハーモニーであり､また官能的ですらあったアポローンの音楽

-171-



は､このように人間の心の真実を語る哲学の調べへと変化していったのである｡同年3月

の手紙の中では､そのような意味での哲学の素晴らしさを弟に語り､以下のMiltonの詩行

が本当に理解できるようになったことを喜んでいる｡目 上に引用したキーツ自身の詩の中

にそのエコーが響いていることは言うまでもない -

"How ctnrmhg is divine 托Iilosorhy

Notharshandcrabbedasdullfoolssuppose

ButmusicalasisApollo'slute"-

｢聖なる哲学のなんと魅力的なことか

鈍感な愚か者が考えるように耳障りで小難しくはなく

アポローンのリュートのごとく調べ寛しい｣ -

では､この地上で実際に詩人が歌い､後世に残すのはどのような歌か｡●■Bardsofpas-

sionandofmirth"後半部でキーツが語るこの世の詩人の歌は､人間の心の複雑､その

｢情念と喜び｣を語る､あるべき ｢詩人｣の姿を紡補とさせるだろう-

Here,yourearth-bornsoulsstillspeak

Tomortals,oftheirlittleweek;

Oftheirsorrowsandtheirdelights;

Oftheirpassionsandspites;

Oftheirgloryandtheirshame;

Whatdothstrengthenandw也tITnim. (29-34)

ここでは､あなたがたの地上の魂は死すべき人間に向けて

語り続けるのだ､かれらの短いこの世の日々のこと､

かれらの悲しみと喜び､

かれらの情念と恨み､

かれらの栄光と恥辱､

力を与えるものと奪うもののことを｡
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われわれが今キーツと共に立っているのは､このようにさまざまな情念の渦巻く死すべ

き人間の世界のただ中にはかならない｡それは初期の頃の (といっても遡ることわずか3

年に過ぎないのだが)キーツが胸を高鳴らせて思い描いたポエジーの世界､あの官能的な

快楽と安らかな眠りに包まれた牧歌的世界から､いかに遠く隔たっていることだろう｡南

国の陽光の降り注ぐ下サテユロスやニンフの戯れる､アルカディアはもはやない｡詩人の

楽園的自然への憧れによって息を吹き返した､古代の神々の若々しく躍動する姿はもはや

どこにも見られない｡今や神々は､あるいはプシューケtのごとく内面化され､あるいは

サートゥルヌスやヒュペリーオーンのごとく｢不安｣という人間的苦悩に打ちひしがれて

いる｡そして､かつて詩人のポエジーの理想を一身に体現し黄金に輝いていたアポローン

もまた､ ｢死｣の苦しみを味わい､膨大な歴史という重荷を背負わねはならぬのである｡

そうすることによって初めて､彼の音楽は ｢快き哲学の調べ｣となり､この世の人間の苦

悩を癒す力を得るのだから｡

われわれはこの年の秋に書かれたキーツの最後のオード"ToAutumn''に溢れるイングラ

ンドの自然の音楽の中､その清澄な調べの中に､人間の心を癒すアポローンの音楽の､こ

の世でのかすかな反響を聞きつけることができるかもしれない｡だが､彼の詩の理想が実

際の作品へと真に結実するために必要な経験と思想的熟成の時間は､もはやキーツには残

されてはいなかった｡翌年9月には､病魔に冒された胸に耐え難き恋の炎を燃やし続けた

まま､孤独と絶望の死が待つローマへとかれは旅立つことになるのである｡

キーツによって描かれた古代の神々の姿をたどってきたわれわれは､その姿を通してキ

ーツの詩世界の核心に触れ､またかれの詩人としての驚くべき急激な成長の軌跡を読み取

ることができたように思われる｡そして今､かれの作品の ｢黄金の領域｣を巡る旅を終え

て振り返るとき､古代の神々がいかにキーツの詩の中で新たな生命を与えられたか､また

その神々がキーツの詩にとっていかに豊かな泉であったかということに､改めて目を見張

る思いがするのである｡
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(註)

本論においてギリシア･ロ-マ神話の神の名は､日本語訳ではすべて原語読みに統一する｡

その際の表記は､高津春繁､ 『ギリシア･ローマ神話辞典』 (1960年､岩波書店)によった｡

従って､キーツの作品名として使われている場合 (たとえばEndymltm,̀ ÒdetoPsyde'')も､

日本語訳は統一上すべて原語読みとした｡

序

1.辛-ツと神話､あるいは古代との関係を中心に扱った研究書としては､MartinAske,

KeatsandHellml'sm:AnEssay (CambridgeUniversityPress,1985);WalterH.Evert,

AestheticaridMythl'nthePoetryofKeats (Princetm :PrincetonUniversityPress,

1965);また特に絵画彫刻の影響を論じたIanJack,Keatsandtfu?MirrorofArt(Oxfordat

theClarendqlPress,1967)が挙げられるぐらいである｡なお､キーツに関する論自体は短いが

18世紀からの流れや英国ロマン派詩人の各人について神話の影響を概観した貴重な研究として､

快ughsRldl,MytholclgyandtheRo77氾nticTradl'tl'mt'rlEmgll'shPoetry(1937;reissued,

Cambridge,Massachusetts:ぬrvardthiversityPress,1969)が､また神話解釈を歴史的なもの

ととらえ､ロマン派 (ブレイクは除く)による古代 (ギリシアに限らず)神話の解釈の特質を論じ

た新しい研究として､AmthonyJdlnfbrdir唱,TheRecei)t2-onofMythl'nEngll'shRo77氾rltl'cl'sm

(Col血biaardLDndon:thiversityofMissouriPress,1995)がある｡

2.Iもrdir唱,P.13.

3.Cf.WilliamWordswor･th,The Excursl'on, IV, 847-887.

第1章 アポローンへの憤慨

1.SeeW.J.Bate,JohnKeats(1963;rpt.Lcndm:Chatto良Windus,1979),pp,8819.

2.SeeWalterRlrkert,GreekRell'gl'oTl,trams.JohnRaffan (Cambridge,NhssadluSettS:

HarvardUniversityPress,1985),p.143･,MarkP.0.MorfordandROkrtJ.Lenardcn,

ClassicalMythology(1971･,rpt.Ⅰ屯wYork:Lor耶 rl.1991),p.210. アポローンの持つ性格

の多様性については､註(17)を参照｡

3.E血nLmdS阿 ISer,TheWorksofEdmundSi)mser:AVarl'orumEdit2'on,ed.Edwin

Grenlawetal.(1947;rpt,Baltimore:TheJdmsHopkinsPress,1966),VHI,p,84.

4.WaiterEvertも､ ｢詩歌の名目上の神｣として扱うエリザベス朝期の詩人たちとキ-ツとの

アポローンに対する態度の違いを指摘している｡SeeWalterEvert,AestheticandMythirlthe
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P(沼tryOfKetltS,P.38.ルネサンスの英国文学におけるギリシア (ローマ)神話一般の受容の

ありかたについては,nnJglasBLBh,MythDIDgyandtheRm issanceTradZ'tionl'nEnglish

Pcdry(1932;rpt.NewYork:W.W.Norton&Com田ny,1960)を参照のこと｡かれはその本で

スペンサー､マーロー､シェイクスピアをはじめその他マイナー詩人たちの作品をも検証しながら､

ルネサンスにおける神話の受容が､ (特にその初期においては色濃く)中世以来のキリスト教道徳的

解釈の伝統上にあること､また詩人たちが題材とした古典の知識が手近な (従って不正確な)二次的

資料に基づいたものであること､古典の中ではオウィディウスの影響が絶大であったことを強調して

いる｡

5.Evert,p.46.

6.Stillinger･,ed.,The Poems of John Keats,p.86.

7."WiltthcuhavemJSic? thr･k,Apolloplays,/ArdtwentycagedniかtirQ3alesdo

sir喝.M TheTaming ofthe ShreuJ, Ind., ii, 36-7.

8.Lcwe'shlbcw 'sLost,IV.iii,338-9,ed.,Ridard【ねvid (1951･,rpt.Lmdcn:

bbthu飢,1987),p.108. さらにミルトンも『コウマス』に於て､ ｢純潔｣なこころを尊び守る ｢天

の哲理｣を称えて､それをアポローンの音楽に愉えて次のように語っている-

rk)wcheunir唱isdivinephilosoかIy!

Ⅰ心tha柑h,andcrabbdasdullfcx)lssLpfX)Se,

btmLBiGllasisApllo'slute... (Comus,47517)

ThePoemsofJojmMz'ltcm,ed.,Jdm 臨ry andAlastairFowler (LjngrrulS,Greenand

地rlow(bLtd,1968),p.200,

9.Se Cicero,DeRePublz'ca,ⅤⅠ,18,TheI此bChssiGalLibrary (1928;rpt.

Chl血ridge,胞ssadluSettS:ぬrw dthiversityPressarx]Williamf七irem ,1977),pp.272-

273.

10.TheMercjuZrdofVml'ce,V,i,54-62,ed.,JohnRussellBrown (1955;rpt.

hbtht_xn,1984),pp.128-9.

11.SeeEⅥyt,P.40141.

12.Evertはさらに､キーツの詩に現れる鳥 (とりわけナイティングール)の歌に､またキリ

ギリスやコオロギの歌にも､それらを ｢通して｣歌うアポローンの存在を指摘し､そこに ｢見えない

歌い手｣というアポローンの歌の共通の特徴を兄いだす(SeeEvert,pp.58-63)｡だがキーツがアポ

ローンの歌について語るとき､かれは常に光輝くアポローンの姿を思い浮かべていたように私には思

われる｡Fvertは､"CuetoApllo"のアポローンの歌を例に挙げるが､しかしそのオードの最初には､

玉座に座るアポローンの姿が描かれていたのではなかったか｡またキーツがアポローンの歌を夕暮れ

ー175-



と結び付けるのも､その壮麗な光景の中に堂々たる御者アポローンの姿を見てのことではあるまいか｡

そのアポローンの姿については,次の項で詳述することにしたい｡

13.SeeMiriamAllotted‥ThePoemsOfJohnKeats,p.75,fcx)bote.

14.hnJack,KeatsandtheMl'rrorofArt,pp.140,181.

15.S卿 Ser,Amwetti,Somet28,13-4.

16.TheWorksofEd77urldSi)emser:AVariorumEdl̀tl'cm,VIII,p.206.

17.第一歌､43-52､595-604､松平千秋訳､ 『イリアス』(上)(岩波文庫､1992年),pp.13,

40. 『イリアス』の中のアポローンのそのように相反する性格については､臥∬kert(p.145)の指摘

するところである｡但し『イリアス』においては音楽の神としての性格はまだ弱く､恐ろしい弓の神

(斎藤忍随によれば ｢死の神｣)としての色合いが圧倒的に強い｡斎藤忍随､ 『アポローン』 (岩波

書店､1987)､pp.7-ll,『プラトン』 (岩波新書､1972),pp.22-3を参照｡弓と神託の神に加え

て ｢音楽の神｣としての姿が明確に登場するのは､後代の 『ホメロス風賛歌』においてである｡ ｢ア

ポローンへの賛歌｣､182-206,513-519､逸身書｢郎､片山英男訳､ 『四つのギリシャ神話』 (岩波

文庫､1985年)､pp.68-70,96-97を参照｡

18.Burkert,p.145.

19.ダンテの時代にはムッサートが､また1341年にはぺトラルカが実際に月桂冠を受けたとさ

れる｡

20.制度としての桂冠詩人は､1668年にドライデンが任命されたのが最初であるが,実質的に

はすでにスペンサーやベン･ジョンソンが同様の地位についていた｡キーツの時代の桂冠詩人は､

Rotx!rtScuthyである｡

21.二人の詩の競作等､この夕への状況については､RotxtrtGitti咽S,JohnKeats(1968;

rT)t.,PeT唱uinB00ks, 1985),pp.1771179を参照｡

22.RidlardW∝雌lCRBe'StramCript,asqtDtedinBate,Jo7m Keats,p.139.この出

来事が起こった日付については､mmtの記録では3月1日となっているが､確実には分かっていない｡

Cf.Bete,p.138.

23.TheLettersofJohnKeats,(1958;rpt.Cambridge,Nhssadusetts:ぬrvard

UniversityPress,1980),I,p.170. (hthelettertoBaileycn8October,1817,Keats

quotes this extract from his unknown letter to George in the spring.)

24.この詩もほとんど論じられることのないものであるが､たとえば AmyI_βwellのように､そ

れは ｢戯れの気持ちで｣("asajoke")書かれたものと決めつけてしまっては､この時期のキーツの

アポローンへの気持ちを全く理解しないことになろう｡Cf.ATTyLD肥11,JohnKeats,(Boston:

HoL由1tOnMifflin,1925),vol.I,p.189. キーツの行動の背後にある心理については､Bateの言
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う解釈 :"thissortofthing(つまり月桂冠を献呈し合い､それについてソネットを書くような行

為)wasry)tthoL由ItOfasam訂egamebutWasassociatedwithareallyseriow,evenhighー

mirxkxl,dedicatia1..."が､最も的確であろう｡SeeBate,p.138.

25."LrXlertheeyeofApllo,"inLetters, Ⅰ,p.232.この手紙でキ-ツは､蜜蜂の

ようにせわしなく何かを手に入れようと動き回るのでなく､むしろ ｢アポローンのまなざしの下でじ

っと咲き続ける｣花のように受動的で感じやすい状態でいたいと述べている｡

26.TanJack,p.180.

27.Cf.Letters, I, p. 170.

28.キーツの外界との合一への希求とその悦惚の極としての死への傾斜は､たとえば ὰletoa

NightingaleM(第1-I-第6スタンザ)に明確に歌われている｡

第2章 エンデュミオーン神話とキーツ

1."加 ymicn"については､キーツの作品としては英語読みに近い ｢エンディミオン｣が｣投的

であるが､神話上の名前としては､むしろ原語読みの ｢エンデュミオーン｣が定着しているので､本

論では後者に統一する｡

2.キーツは "Istcxxltip-toeW Ialittlehill"の完成間近い1816年12月の手紙の中では､

それを "Bldynion"と呼んでいる｡SeeLetters,I,p.121.

3.Cf.高津春繁､ 『ギリシア ･ローマ神話辞典』(1960初版;岩波書店､1975),p.76;

EdwardSempleLeComte,Endyml'oninEngland:TheLl'ねraryHistcwyofAGreekMyth

(NewYork:King'scrownpress,1944),p.3;LemPriwe'sClassicalDl'ctltmary(rot.of

1850edn,,LL)ndα1:BrackgIBcxks,1984),p.250.

4.へシオドスの作品の断片とされる TheCdaloguesofWomm andtheEol'ae,8及び

TheGreatEol'ae,11 にエンデュミオーンの名前が登場する｡ Cataloguesでは,エンデュ

ミオーンにゼウスから己の死を自在にする特権を与えられたとあるが,エンデュミオーンとセレーネ

ーの物語への言及は彼の作品中には見当らない｡tJ:C加lteによれば､この物語の全体が明かとなるの

はようやくヘレニズム時代のアポロニウスやテオクリトスの作品につけられた古代の注釈によってで

ある｡アポロニウスの Argcmautz'ca,Ⅳ,57-8への注釈の中に､サッポーの作品が挙げられてい

る｡Cf.1七si(泊,TheHomericHy7mSandHomerica,TheL(治bChssicalLibrary(1914;rpt.,

ぬrvardU.P.ardWilliamI七inemmn,1977),pp.16011,260-1; BdvwdSernpleLitComte,EP.

2-3.古代における､及びルネサンス時代からキーツに至る英国におけるエンデュミオーン神話の系

譜について､Lj:α那teの本から多くの示唆を得た｡

5.Cf.Phto,Phaedo,72CinTheCollectedDialoguesofPldolncludl'ngth
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Letters,ed.E.HamiltonandH.Cairns,BolingenSeriesLXXI(1961I,rpt.Princeton

UniversityPress.1985).p▲55･,Aristotle,Nico77uCheanEthl'cs.BookXI,8in The

CompleteWorks cJ AJrl'stotle,J.ぬrneseded.BolingglSeriesLXXI,Vol.2 (Pr･inαtcn

University Press, 1984), p. 1863.

6.Cicero,DeFinibusBcmcwumetMalorum,V55,(1914;rpt.WilliamHeinemam and

FbrⅥ打dLhiv.Pr･ess,1951),pp.456-7.キケロはまた､Tusculan Disi)utations,I,XXXVIII,

(1927･,rT)t.fh ardU.P.andWilliamHeinenTm ,1971),pp.110-111においても死を眠りと比

較して論じながら､エンデュミオーンとセレーネーの話を紹介している｡

7.Jch Fletdler,TheFaithfulShei)7w dess,Liii,36-43,h TheDramaticWorks

intheBeαumontaridFletchw Cancm,Vol.lII,ed.F.Bowers(払mbridgeUniversityPress,

1976),p.513.

8.TheMercjmntofVmice,V.I,109-10,ed.J.R.Brown(1955;rpt.Methuen,

1984),p.131.

9.Tと沿keの Panthecm (1698),S閃nCeのPolymetl'S (1747)､及び Lempriereの

ClassicalDl'ctl'cmary (1788)は､キ-ツが少年期より愛読し､彼の神話知識の源であった｡

Cf.Bate,JohnKeats,p,26, ドレイトンの Endymi'onarid Phoebeについては､殆ど忘

れられた稀親本であったため､キーツが目にしたかどうか疑問であるが､話の筋における顕著な類似

性ゆえに Endymiorlへの直接の影響を主張する研究家もいる｡ Cf.C.L.Firlney,"Drayton's

Endymicm and Pわα加 andK飽tS'sEndymicm,''inPMLA,39(1924),pp.805-13･,C.L.

Finney,TheEuolut7'cmofKeats'sPα戎ry(1936･,rpt.NewYork:Russel良Russel,1963),

Ⅰ,pp.252155;Any LDWel,JofmKeats,vol.I,pp.320-39;E.deSelincmrted.,The

Poems of John Keats (New York: Dodd, Mead, 1905), pp. 56718.

『エンデュミオーン』の筋の着想や､その中で挿話的に描かれる他の神話をも含めたさらに詳しい

典拠については､MiriamAllotted.,ThePcemsofJohnKeats,pp.116-7;SidneyColvin,

JohnKβαts:HisLl'feandPcdry,Hl'sFrl'emds,CriticsandAfter-fa77W(1917;rpt.New

York:Octagm Bcxk 1970),pp.167-171;【ねJglasBudl,MythologyandtheRo77mntic

Traditim z'nEngll'shPα?try,pp.90-103を参照｡

10.ある状況の下で､ある瞬間､太陽や月といった自然の風物が詩人の"fancy…に働きかけ､そ

の結果ギリシアの神々が生まれたとする考えは､Wordsworthが TheExcursicm,Ⅳ,847-87にお

いて語ったものである｡キーツの友人Baileyは､その箇所についてのキーツの批評を思い出して手紙

に残している(Cf.Finrey,TheEyolutZtmofKeats'sPcdry,pp.224-5)｡ このExcursion

の影響については､例えばAllott,p.91,臥Bh,pp.8415も指摘することろである｡
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11.Out'd'sMetamori)hosts:Englished,Mythologz'Zed,andRepresentedinFl'guresb

GeorgeSandys,K.K.HulleyandS.T.Vander盟11ed.(m∝lem dn.of1632;University

ofNebmskaPress,1970),p.334.

12.Se Letters ,∫,p.169.この箇所は､キーツがその年の春 (つまり『ェンデュミオ

ーン』に着手したばかりの頃)弟にあてた手紙を思い出して再現したものである｡

13.Stew.J.Bate,JohnKeats,pp.169-171.

14.Letters.I,p.170.

15.Letters,,p.185.

16.S能 The"Prefa(盟"toEndym3'onin Poems,p.102.

17.meoriginal"Pr･eface"toET7dymltm in Poems,pp.738-9.ただしこの序文は､

出版者たちの反対に会い､印刷の前に書き直された｡

第3章 『エンデュミオーン』一 千一ツの愛の神話

1.SeeSidneyColvin,JohnKαzts,pp.171-205;RotertBridges,JohnKeαts:A

Critl'calEssay (1895･,rpt.NewYork:HaskellHouseRJbli血ersLtd.,1972),pp.8-21;

ThrnestdeSelincourted.,ThePoemsofJohnKeats(LJn血 l:Methuen,1951),pp.428,

443-5.

2.SeeChudeL.Fimey.TheEvolutionofKeats'sPoetry,pp.2g1-314.

3.Se NewellFord,`̀TTleMeaningof F̀ellowghipwith Essence'h Endymion,… in

PMLA,62(1947),106卜76;"Endym2'0円- ANeo-PlatmicAllegory?''inELH,14(1947),

pp.64-76;E.C.Pettet,Ch theP(沼tryOfKeats(1957;rpt.CambridgeUniversity

Press,1970),pp.123-145. またすでに blvinたちと同時代に ATDrLtWellもアレゴリ-を否定

し､`̀Sexuallove"を読み取っている｡Cf.ATbTL上州ell,JohnKeats,vol.Ⅰ,pp.317-460 (

6P.【p.318,365,456).

4.lad(Stili咽er,The Hoodu)inkiT7g Of Madelt'ne (University of Hlinois Press,

1971),p.15.

5.鮎 Lm Waldoff,HatsandtheSilentWorkoflmagz'haticm (UrbnaandChiGlgO:

thiversityofHlirx)isPress,1985),【p.35-36.

6.5b JdnBEuW d,"軸 仰ion: p̀retty地 rlisn'ard R̀VgatoryBlird',"in

CriticalEssayscmJofmKeats,ed.HemionedeA止neida(Bostcn:GJ(.HallaC0.,1990),

pp.47-67(reprlintd fromJohnKeats (払mbridgeUP.,1987)).

7.以下,Stillir唱er,Ⅸ).15-30を参照｡
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8.上に挙げた2つの解釈の傾向とは異なったアプローチとしては､fbrthropFryeによる､ロ

マン派による新たな神話としてのEndyml'on解釈がある｡かれはスペンサーやミルトン､ダンテと

いった過去の作家の神話的作品と比較しながらErldyml'onの中の原型的モチーフを取り出すことに

よって､エンデュミオーンの探求の旅を意味付けしようとしている｡SeePbrthropFrye,A Study

ofEnglishRo7乃αnticism(NewYork:RarldomHcuse,1968),pp.125-165.また歴史 との関係 に

注目する最近の批評の流れの中から､Erldyml'onを当時の英EE)の政治状況についてのキーツの批評

として読み解く試みも出ている｡Cf.VincentI屯wey,"臨ats,historyardthe師tS,"in

KeatsandHistory,NidlOlasRoeed.(CambridgeUniversityPress,1995),pp.165-176.

9.キーツの最後をローマで看取ったSevernは､キーツがギリシア精神を"theReligionof

theBeautiful,theReligionofJoy"と呼んでいたと回想している｡SeWilliam蝕arp,The

Ll'feandLett伊･SOfJosei)hSeuwn(1892),p.29,asquatedinbnJack,p.83.

10.Keats:theCrl'ticalHerl'tage,ed.G.M.Matthews(Lmdcn:RoutledgeaKegan

Paul,1971),p.132.

11.Letters,I,pp.140-1(10,llMay1817).

12.Frye,p.130.

13.Frye,p.132.

14.Morr･isDickstein,Keats and his Pcetry (ChiG鳩0:TheUniversityofChicago

Press,1971),pp.81-2,68-9.

15.Waldoff,p.41.

16.Dickstein,p.102-3.このアド-ニスの姿にディクスタインは､エンデュミオーンの中に

ある無垢な楽園的世界への ｢後戻りの願望｣(backvwdlongirc)を読み取っている｡

17.Sandys,Ou3'd'sMetamcwi)hosl'S,P.493.

18.Dickstein,p.101.

19.Cf.Per°yByssheShelley,"Alaster,or･theSpiritofSolittAe.''

BlWrlは､"Alastor"という詩全体が ｢詩人-主人公の自己破壊｣という強い推進力によって貫かれて

いることを指摘している｡See托打01dBIcm,"Thelnterrnlizatiα10f也.eSt-Rcnmce,"in

Ro71untl'cismandCcmsciousness:Essaysl'rlCrittcZ'sm,ed.Ⅰ血roldBlmm(NewYork:Nortcn,

1970),p.22.

20.SeeDickstein,p.103.

21.Sardys,α/id'sMetamori)hosts,p.243(Bd V).

22.キーツはねrvwBravneへの手紙の中で､恋の苦痛を告白して次のように訴えている-

"Askyourselfmylovewhetheryouarenotverycrueltohave飢trammelledme,sodestroyed
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IWfreedcm..‥"(Letters ,II,p.123.)その他の彼のファニーへの手紙にも､彼女の存在に

自己がとらわれ､恋か死かと思いつめ､また別れる時の苦痛ゆえに会うことを避けさえもする､極め

て内省的な恋の苦悩が綴られている｡Cf.Letters ,II,pp.132-3,160,22314.

23.Cf.免rdys,α/id'sMetamorPhosl'S.,PP.619121(BwkXⅣ).

24.StuartSFだrry,KeatsthePα夷 (PrhcetcnthiversityPress,1973),pp.107-8.

但しグラウコスがキルケーを誤ってスキュレーだと思ったというスペリーの解釈は間違っている｡

25.Wa]doff,p.54.

26.Tempest, III, iii.キーツの所有していた 『テンペスト』には非常に多くの箇所に傍

線が引かれているが,それはこの言葉や直前の"Solem andstr甜唱eMLBic"をも含んでいる｡キーツ

は､ 『エンデュミオーン』の執筆を始めた1817年の4,5月にシェイクスピアの劇 (特に 『テンペス

ト』)を読んでいた｡SpL】相即nは､キーツによる傍線箇所とも比較しながら､ 『エンデュミオーン』

への 『テンペスト』の影響を綿密に実証しているが､着想やムードといった点で､このグラウコスの

エピソードの場面には､とりわけその影響が強く感じられる｡ Cf.Carolir℃F.E.Spurgeon,

Keats'sShakespeare:ADescrl'ptiueStudy(1928;rpt.OxfordUniversityPress,1966),

pp.7-17,56-86.

27.tb渇1asBLShによれば､1856年に再版される以前のEnめ/micm and Phoebeのコピー

は､わずか3郎しか残っておらず､最も可能性の高いウェストミンスター寺院所蔵の1部にしても､

実際それをキ-ツが目にしたかどうかは､Sidneyも考えるように極めて疑わしい｡だが一方で､

FiⅣK,yは､England'SParnassus に載った抜粋から､キーツがその本の存在を知っていたはず

だとし､3つの主な類似点 (その第一は,女神の乙女への変装)を挙げて､AnyLawellなどと同じ

く､Erldymicmand Phcebeの直接の影響を主張する｡しかし臥Bhは､Bateも賛同するように､

そのプロットを考え出すのに必ずしもドレイトンの作品を読んでいる必要はなく､むしろ"real"なも

のと"idealMなものとの同一催を示そうとするとき,そのような仕掛けは当然のことだと反論してい

る｡いずれにせよ ｢変装｣という着想の独創性そのものよりも､むしろそれによってキーツがエンデ

ュミオーン手稲舌に新たに盛り込もうとした意味こそが問題であると筆者は考える｡

Cf.Dm】ghs臥血 ,MythologyandtheRo7TWntl'cTraditt'cml'nEngl7'shPcdry,pp.99-100;

SidneyColvin,JohnKe氏ts,pp.167-71;ChudeL.Fimey,"Draytm'sEndymim and

Ph(諺beandKeats'sEndymtcm,"TheEuolut3'onofKeats'sPoetry,Ⅰ,pp252155;Am

tAWell,JohnKeats,vol.I,pp.320-39;W.J.Bate,JohnKeats,p.176.

28.SeeEruiymion,III,421148.

29.See`̀LaBellehl肥良msMerci,"23-33.

30.Se Letters,Ⅰ,p.185.ここでキーツは､ミルトンの 『失楽園』を思い浮かべなが
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ら､ ｢想像力は､アダムの夢に例えられる- かれは目覚めてそれが真実であることを知ったのだ｣

と述べている｡そしてさらにアダムの夢は､ ｢想像力とその天上的反映｣ (つまり"ideal"なもの)が

｢人間の生 (の体験)とその精神杓な反復 (回想)と同じであるという確信｣を表現しているのだと

も語っている｡

31.Cf."TheEveofSt.Acres,"298-313.

32.Frye,押 .142-3.

33.Letters,I,p.387[270ct血 r1818].

34.Se Letters,H,p.102[ZlApril1819].ここでキーツは ｢この世｣を "The

valeofSnJllnakir唱"と呼ぶ彼の考えを説明しながら,"Inteligence(Mird)''が t̀hesenseof

ldentity''を持づ s̀cul"へと成長する過程においてこの世の苦悩の持つ必要性を次のように語ってい

る｡"...IわycurK)tSeehownecessaryaWorldofPainsarx]trmわlesistosdl(刀lan

lnteligencearx日限keitasoul?APlace血eretheheartmBtfeelarxlsufferina

thcwanddiverseways!..."

35.SeeWaldoff,pp.55156.

36.無論 『エンデュミオーン』においても､夢からの目覚めの直後の外界の変化という形で､

夢と現実との落差の意識は強く働いてはいる｡だがここでは､決して夢そのものの真実性が､現実の

圧任帆 な優位において危険にされされる (問題とされる)ということはないのである｡

第4章 失われた世界の再創造 - プシューケーの神官として

1.SeeHelenVendler,T7u?OdesofJohnKeats(Cambridge,MasEadnusetts:TheBelknap

Pr･鵡SOffbrvardUniversityPress,1983),p.6.

2.もっとも､他の5つのオードの中にもギリシアの息吹は溢れている｡`̀伽em Irdolence"と

`̀odeonaGrecian肘n"は､いずれも古代のギリシア壷のイメジに基づいたものであり､"Cuetoa

Nighti喝ale"の中ではドリュアスやバッコスやセレーネーのイメジが､`̀cdeonhblardl01y''ではプ

ロセルピナやプシューケーのイメジが重要な役割を果たしている｡また､女神としてのメランコリー

の姿に古代の女神像の投影が見られる｡"ToAutum''の中でも､擬人化された秋の姿に大地母神デー

メーテールのイメジを見ることができるし､このオードに溢れる秋の音楽は､キーツの言うアポロー

ンの音楽を想起させるものと言える｡

3.BIcm は､"tx:latedFXX!t"であるキーツと̀ b̀elatedgcddess''であるプシューケ-との間の

親近性を指摘しているが､そのことについては後で詳しく論じたい｡Cf.Ⅰ血-oldBl∞m,AMa卓of

Mt'Sreadirzg(NewYork:OxfordUniversityPress,1975),pp.153-4.

4.Lett伊′S,II,pp.105-6.つまりこの ｢苦しみ｣の感覚には､詩作という行為 (あるい
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は詩の"artifice")についての詩人の意識が含まれていると言える｡従ってそれをKenruthAllottに

倣っで àestheticdistan(空と呼ぶことも可能であるが､そのためには､この ｢距離感｣の核心に､

先に述べたように詩の題材として神話を取り上げる際に19世紀の詩人が体験せざるを得ない困難さの

感覚 (すなわち時間的な距離感)が含まれていることを‡封商する必要があるだろう｡ Cf.Kerl陀th

Allott,"The òdetoPghyche'"inJohnKeats:AReassessm訂虎,ed.KemethMuir･(1958;

rpt.,LiverfXX)1:LiverEXX)1UniversityPress,1969),p.76.

5."伽em lrdol飢Ce"を除く4つのオードが､ふつう春の偉大なオードと評されている｡こ

れらの執筆順序については､Stillingerのテクストの注釈 (p.466)を参照｡

6.たとえば K.Allottは､このオードの出だしのまずさを手討商して､ ｢̀tycidas'の趣向のな

いエコー｣や､"soft-condled 飽r"などというエリザベス朝期の決まり文句を含む､この最初の4

行は､削除したほうがよいと言う｡SeeAllott,pp.82-3.
7.もっとも､43行目("Isee,arklsir喝,byrrⅣowleyesir唱Pirex]")にはっきりと歌われてい

るように､この問いの答えが Ẁithawaken'deyes''であることはVd lerも指摘するとおり明らかで

はあるが｡Cf.Verkller,p.55.

8.SeeV加 1er,p.54.それゆえV飢dlerは､このように"desire"と̀ s̀atisfaction"という人
間の心のサイクルを持たない"eroticism"として描かれた神話は､人間の心の苦悩を伝える手段とは

なりえないと指摘している｡そしてそのことをキーツ自身が､ (オードのこの時点ではまだ明確では

ないにせよ)気付いていたとも言えるだろう｡

9.See"LBmia,"II,1110.

10.このことは､例えば ｢現実らしさがない｣として己の作品("Isabella")を批判する約5ケ

月後の手紙に現れている｡SeeLetters, H, p. 174.

11."Lmia,"Ⅰ,1-2.

12.Cf.K.Allott,p.84.ただしこのオードの直接の典拠となったのは､IBrrpriereの

ClassicalDictltq7ary(1788)だ とされている｡ Cf.K.Allott,pp.85-86･,Vendler,p.52.

13.このミルトンのオードとの語句やイメジの類似性 (従ってその影響)については､すでに

[bSelirmurt以来多数の批評家の手酎商するところであるが､そのことの持つ意味については､それ
がキーツの場合はキリスト教によって追放された異教の神を英詩の中に呼び戻すといゲ ànt卜

Miltonicaim"に基づいているというVerdler(pp.50,303)の解釈が妥当に思われる｡だがそれに

加えて､この二つのオードの間の (おそらくは手軽副こ対する態度の対照性に起因する)｢動｣と｢静｣

の対照が私には興味深く思われる｡ Cf.【bSelincoWt,Poems,p.478;Fim ey,The

ELJOlutl'onofKeats'sPcdry,pp.616-7;Bate,JohnKeats,p.492;K.Allott,pp.

88-9.
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14.TheCompletePceticalWorksofJohnMilton,ed.Dm1glasRISh(bstm:Houghton

Mifflin,1965),p.70.

15.ぬte,JohnKeats,p.492;HaroldBl00m,TheVl'sl'onaryCompany(GardenCity,

NewYork:h bleday,1961),p.391.

16.Letters,II,p.106.

17."hapⅣ pieties"とは､小川氏の言うとおりおそらく上に列挙された具体的な祭舵の具を指

すのだろうが､この"happy"には､ ｢無垢な｣という含意はあるにせよ､ ｢滑稽で軽蔑すべき｣とい

う意味は考えられない｡古代のイ割判こ対するキーツの思いの中には､おそらくそのような感情は含ま

れてはいまい｡この"happy"も､プシューケーへの"happy,happydove"(22)という呼びかけも､また

｢ギリシア古壷｣の永遠に変わらぬ世界へ向けて発せられる"happy''も､いずれも詩人の古代世界へ

の憧れを伝えている｡ただ詩人のその思いが(特に後者の詩において)単純でないのは､その背後に

苦悩に満ちた現実の世界との対比の意識が働いているからにはかならない｡ 小川和夫､ 『干-ツの

オード』(大修館書店､1980),pp.73-4参照｡

18.第2スタンザと第3スタンザのこの完全な対照性を､例えば Verdlerは ｢ロールシャッハ

のしみ｣､あるいは ｢鏡｣の作用に愉えている｡Cf.Vdy]1er,p.47.

19.SeeM.Aske,pp.10819. またVerd1erは､この風景の崇高さがワーズワス的であること

を､"Ckle:IntiTTnticnsofImnortality"(25-28)の風景の構造との類似性によって証明した上で､さ

らにこの崇高さに含まれる空間的な無限の広がりと､思考が与える苦痛の感覚をあわせて指摘してい

る｡SeeVendler,pp.59160,

20.SeeLetters.II,p.102.

21.SeeLetters,I,pp.271,277,II,p.81.

22.Letters,I,p.281.

23.MiriamAllottは､"shadowyth仇由lt"にわざわざ ÈitherITLBi喝 th仇唱htthatevolves

obsoJr･elyor,perhaps.thoughtthatisshadowyasthemeredlOStOfs飢Sations"という註を

付け､"shadowy"を ｢あいまいな｣あるいは ｢実体のない｣という意味にとっている｡また小川和夫

は､ ｢元来は思想を樹木に比したところから由来していようが､また ｢暗い｣｢明るくない｣の含意

もあって､それは ｢思想｣が実際の経験のように溌刺たるものを与えてくれぬことを示唆｣するのだ

と言う｡しかし､キーツはここでそのようにぼんやりとしたネガティヴな意味の思考を語っているの

ではない｡ Cf.M.Allotted,Poems,p.521;小川和夫,p.87.

24.J.1月Wriere,A ClassicalDl'cticmary(1788･,sixthed.Corrected,Londm,

1806),entryof"psyche."

25.多くの批評家は､キーツのプシューケーを"Soulinlove"として定義することでは意見が
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-.一致している｡当時隣り合わせに住んでいたFarlnyBran-把への恋の反映も含めて､プシューケーの

中の ｢愛｣の要素を筆者も無視するつもりはないが (そのムードは､第-スタンザに顕著であること

はすでに見たとおりである)､しかし少なくともこの最終スタンザでは､プシューケーもまた､よ

り深い思考へと向かおうとする詩人の魂を反映していると私には思われる｡ Cf.H.W.Garrd,

Keat.Sr(OxfordattheChrendcnPress,1926),pp.98-99;Bloom,VisionaryC07砂any,

p.390;K.Allott,p,86;Vendler,pp.48,302-303;Jdn飴rnard,JohnKeαts(1987;

rT)t.CambridgeUniversityPress,1988),p.104.

26.SeeAske,pp.104-108.
27.SeeVendler,pp.61-63.

28."Odeto仙eWestWind,M57.

29.W.J.ぬte,TheBurdm ofthePastandtheEngll'shP(沼t(1970･,rpt.Cambridge

Massachusetts:HarvardUniversityPress,1991),p.123.

第5章 大海の孤独 一 千一ツの歴史意識

1."ontheSea," 1-2,inPoems,p.95.

2,''Time'sseahasbeenfiveyear･satitsslow ebb,"1,inPoems,p.232.

3.パスカル､ 『パンセ』(201)､松浪信三郎訳 (講談社文庫､昭和46年)､(上)

p.232.

4.Letters, II, p. 81.

5.Perl'HuPsousのラテン語訳が初めて英国で出版されたのが1636年､最初の英

訳が1652年であるが､ロンギノスの流行の火付け役となり､その後の崇高概念の美学的発

展の基になったのは､1674年のBoileauによる仏訳とその序文である｡Cf.SamuelH.

Monk,TheSubh'me.AA Study ofCritl'calTheories in XVIII-Century England

(1935;rpt.TheUniversityofMichiganPress,1960),pp.19-21.

6.英国における崇高概念についての研究は数多いが､中でも主にロンギノスの影響

という観点からその流行と発展をたどった上記の Monkの著書は､その最初期のものであ

りかつ最も包括的な基本図書とされる｡また､特に ｢山｣の美への目覚めに焦点をあてー

宗教論争を背景とする自然観の変化という観点から論じた MarjorieNicolsonの

Mcw7tain Gloom and Mountain Glory:The Deueloi)matof the Aesthetl'cs of the

lrlfl'Tu-te (195g･,rpt.NewYork:Norton,1963)も重要である｡

7.Cf.Edmund臥1rke,A Phl◆losoi)hicalEnquiry l'ntotheα･igl'nof ourIdeas

of the Sublime and Beautl-ful (Lβndon:Robert and James[わdsley,1757);rpt.
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2nded.,ed.良introd.Adam Philips(OxfordUniversityPress,1990).

8.キーツはこのソネットを書いた日 (おそらく1817年 3月 1日か2日)に,へイド

ンに連れられて初めて大英博物館でこのマーブルズを見た｡ Cf.Keats,Letters,I,

p.122. へイドンは､マーブルスが英国に到着し一応の展示の形ができた直後の1808年

に､このマーブルズのスケッチを最初に許された画家であり､その熱狂ぶりは､毎日朝か

ら一日中 (ときには深夜に至るまで)デッサンを続ける程であった｡ Cf.A.H.Smith,

"LordElginandhisCollection,"inTheJournalofHellem'cStudt'es, (1916),

pp.300-305. へイドンのキーツ (特にその詩作の初期)に与えた影響については､lan

Jack,KeatsandtheMz'rrorofArt,pp.23145および W.J.Bate,JohnKeats,

pp.94-101を参照｡

9.TheAutobl'ogra♪hyandMemol'rsofBenjaminRobertHaydon(1926),i.107

-108,asquotedinJack,KeatsandtheMirrorofArt,p.33.

10.SeeBurke,APhilosoi)hicalEnquiry(1990),p.361,Monk,TheSublZ'me,

p.146.

11.Cf.Burke,pp.53-54;Monk,pp.58,61,74.

12.カントは"sublime"の分析において､それがそもそもわれわれの感性と想像力の

限界を越え､適切に表現不能であるという､その ｢不適合性｣の自覚を契機とすることを

論じている｡SeelmanuelKant,Cn'tl'queofJudgment(日,§23-27),trans.

WernerS.Pluhar(Indianapolis:HackettPublishingCompany,1987),pp.97-117

(esp.pp.114-115).

13. "Ode on a Grecian Urn," 44-45.

14.彫像的なイメジもまたおそらくミルトンの影響であろうことは､キーツがミル

トンの特質として､"whatmaybecalledhisstati'oni'ngor statuar〆'を指摘 し

ていたという事実から推察できる｡SeeKeats'smarginalnoteonParadl'seLost,

vii,42014,asquotedinMir･iam Allott,ed.,ThePoemsofJohnKeats,p.401.

15.Letters, I,p.207.

16,ただしより厳密に言えばこの鳥(の音楽)が体現するのは､"imortalBird"とい

う話中の呼びかけにあるように､永遠よりはむしろ ｢不滅性｣である｡つまりここでは普

遍的抽象的な永遠よりも､個としての私の死との対比における鳥の永続性が問題となって

いる｡キーツが ｢永遠｣と真正面から取り組むのは､むしろこのオードに続く "Odeona

GrecianUrn…においてであるが､それについては後に詳述する｡

17.Cf.H.Vendler,TheOdesofJohnKeats,pp.116-152(esp.pp.117,
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148-151).

18.この箇所を含め､このオードにおける3度にわたる極めて明確な トーンの変化

については､すでにVendlerも指摘している｡SeeVendler,p.127. なお､本章での

｢ギリシア古壷についてのオード｣の読解と分析においては､同教授の上掲書(pp.111-

152)及びハーバード大学大学院でのセミナー (1994年春)から多くの示唆を受けた｡

19.この2行に関するこれまでの批評だけで優に一冊の本が編めるとBateが言う程

であるが､その主な論点はBushによれば3点に整理される｡すなわち､ (特に最終行に

ついて)発言者の特定の問題｡ (ただしこれは2行すべてが壷の言葉であるという見方で

すでに決着済みと言える｡その点に関しては､JackStillinger,ed.,Twerltieth

Centurylnteri)retatl̀orlSOfKeats'sOdes(EnglewoodCliffs,N.J.:Prentice-

Hall,1968),pp.113-114を参照のこと｡)次に"Beautyistruth,truthbeauty''と

いう命題の意味と価値の問題｡ (これに関してBateは特に､"beauty"と"truth"という2

つの抽象概念を表す語がキーツの手紙においては ｢重い､主観的な意味を担わされていた｣

-方で､話中ではその主観的な色合いが遥かに薄れるという点を指摘する｡)そして3つ

目は､このような抽象的な言葉がこのオードの締めくくりとして果たしてふさわしいかど

うかという問題である｡SeeBush,JohnKeats ,pp.141-143･,Bate,JohnKeats,

pp.516-7.

20.Letters, I,p.184･, II,p.19.

21.Cf.Vendler,p.150.

22.̀ òdeonMelancholy,"21.

23.Letters, II,p.81. (MiltonのComus, 477行 目の引用｡ )

24.Letters, I,pp.1931194.

25.̀ òdeonMelancholy,"10.

26.MichaelO'Neill,"̀whenThisWarmScribeMyHand':WritingandHistory

inHyi)er3'orlandTheFallofHyi)erl'on"inKeatsa77d Hl'story,ed.Nicholas

Roe(CambridgeUniversityPress,1995),p.157.

27.キーツの進歩史観を明確に伝える言葉として､ "...Herelmustthink

Wordswor仙 isdee【℃r 也an Miltα1- 仇ough Ⅰ仇ink ithasde阿 Ided mor･e uⅨm

thegeneralandgregariousadvanceofintellect,thanindividualgreatnessof

Mind.‥ Itprovesthereisreallyagrandmarchofintellect‥ ."(Letters,

Ⅰ,pp.281-282)や "Allciviledcountriesbecomegraduallymoreenlighten'd

andthereshouldbeacontinualchangeforthebetterj'(Letters,II,p.193)
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が挙げられる｡

第6章 (結論) "PhilosophicNumbersSmooth''- アポローンの再生

1.Cf.Bush,JohnKeats,p.104; Bate,JohnKeats,p.394.

またVincentNeweyは､キーツの詩における同時代の歴史的背景の影響に焦点を当てた論

文の中で､Saturnの姿に敗北したナポレオンの姿の投影を指摘した後に､やはり次のよう

に述べている :"TheprecicecueforthefigureofSaturncomesfromShakespeare's

study inpurblindregality,Lear,whosimilarly mustbeKing- ornothing.

("Keats,history,andthepoets," inKeatsandHistory,p.182.)

2.SeeBate,p.403.

3.Letters, I, p. 281.

4.TheFallofHyPerionの中でモネ一夕は実際二度にわたってムネモシュネI

と呼ばれる(CantoI,331,CantoII,50)｡また ｢私｣はモネ-夕に"ShadeofMemory"

(Ⅰ,282)と呼びかけ､さらにアポローンを彼女の"fosterchild"(Ⅰ,286)と語っている｡

従って古代にモネ一夕の属性の一つとされていた …Money"の神という性質を大きく取り上

げ､そこからキーツの同時代の社会や経済に対する見方を引き出そうとする最近のTerence

AllanHoagwoodの論は､詩の文脈から逸脱したものと言わざるを得ない｡ Cf."Keats,

fictionality,andfinance:TheFallofHyPerl'on," inKeatsand Hl'story,PP.

136-141.

5.Letters,I,p.387[270ctober1818].

6."b yαJnotseehow necessary aWorldofPainsandtroubles istosdl∞1

anIntelligenceandmakeitasoul? APlacewheretheheartmustfeeland

sufferinathousandways!"(Letters,ⅠⅠ,p.102[21April1819]).

7.See Letters, I,p.374.

8.Letters, II, p. 139.

9. ibid., p. 146.

10. ibid., p. 209.

11.本論第二章-2｢月と詩人｣(pp.47-54)参照｡

12.Letters, II, p.25.

13.弟夫婦-の手紙の中では､19-20行目は"Butmelodioustruthdivin/Philo-

sophicnumbersfine"となっている｡(Letters ,II,p.26.)

14.Letters ,日,p.81.キーツが引用しているのは､ミル トンの Comus
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の3行 (475-477)｡
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